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　第一章　カラフル・ワールド／ビューティフル・ワールド







（いいか、ジン）

　俺おれの師し匠しようにして、宇う宙ちゆうを股またにかける賞金稼かせぎ＝ヴォーガ・スターランナーの小こ言ごとはいつだってこの一ひと言ことからはじまる。

（感情を抑えて、状況を見極めるんだ）

（……またかよ）

　俺はうんざり顔で宇宙船の並ぶ格かく納のう庫こから星々の海の広がる空に視線を移した。

　ここは宇宙連れん合ごう軍ぐんの所有するスペースコロニーの戦せん艦かん格納庫。現在、ここでは連合政府の主しゆ催さいによって遭そう難なん救助用宇宙船インティリオの進水式が執とり行われている。救助、という平和的ピースフルな目的のために作られたこの最さい新しん鋭えいの船の完成を祝うべく、会場には外宇宙でもっとも文明の進んだ一三の惑わく星せいから、名立たる政府高官や王家の代表や建けん造ぞうに出しゆつ資しした資し産さん家かたちなどが駆かけつけ、軍の警備の下列席していた。

　俺はそのうちの一人、とある銀ぎん河がのとある王家からやってきたとあるお姫ひめ様さまの護ご衛えいについていた。いわゆるＳＰというやつだ。

（いいか。感情ほど厄やつ介かいなものは──なんだ、さっきからごそごそと落ち着きがないぞ）

（しょうがないだろ。ＳＰ役なんて性しように合わないんだよ。警けい護ご対たい象しように何らかの危険が迫るまで直立不ふ動どうで待たい機きとか……ああ、くそだる。これ本業にしてるやつ凄すごいわ。尊そん敬けいする）

（くれぐれもらしくない動きは慎つつしめ。さもないと）

（捕つかまって袋ふくろ叩だたきにあうんだろ。そんなの現場にいる俺の方がよくわかってるつうの）

（文もん句くは言わずに役になりきれ）

（安心しろって。そうは言いつつ、しっかり警護対象のうなじに目吸いつけてるから）

（あのなぁ……）

　まったく楽しみといったらこれしかない。

　目の前にいるお姫様の薄うす緑みどりの花はな弁びらのようなドレスは背中の部分がＵの字にぱっくり空いていて、白はく磁じのような滑なめらかな肌はだが顕あらわになっている。白いうなじに結い上げた長いブロンドの髪かみの毛が映える。顔立ちはなんとなくエルフっぽく、華きや奢しやな体つきで、すっと正した姿勢はこの一時間の間微び動どうだにしない。

（つうかこういう場に出る王おう族ぞく貴き族ぞくもすげぇよな。ピンと背せ筋すじを伸ばして、背もたれにもすがらずに、将しよう軍ぐん様のくそ長い挨あい拶さつをニコニコ聞いてんだぜ）

（お前も少しは見習え）

（今の間だけそうするよ）

（……まぁ、いい。では、さっきの続きだが『感情を抑えて、状況を見極める』とはつまり、無数にある選せん択たく肢しから）

（わぁ、ああ、ええっと、あ！　地球ってどの辺かな？　こっから見えるの？）

　俺おれはヴォーガの長ったらしい説せつ教きようを阻そ止しすべく格かく納のう庫この天てん井じように広がる満まん天てんの星──ナロウ星せい域いきと思われる天あまの川がわみたいな星々の煌きらめきを見つめた。すると視し界かいを横切るように一いつ隻せきの宇う宙ちゆう船せんと思わしき光がその前をくるっと一回転して通りすぎた。多分、ヴォーガの乗ってる船だ。

（おい。聞いているのか）

（聞いてるよ、チョー聞いてる。ところで地球ってどのあたりかな）

（あのなぁ、ジン……ここからでは地球の光どころか太陽系けいのある銀ぎん河がの光さえ観かん測そくはできんと前にも教えただろう。獲え物ものを前にして故こ郷きようが恋しくなったのか）

（まさか。地球にいたのなんてもう八年も前の話だぜ。学校は好きじゃなかったし、妹ほど友達もいなかったし、ど田舎いなかなんてうんざりするだけだし。郷きよう愁しゆうなんて無む縁えんだよ）

（ならどうして地球など探す）

　そりゃ、もちろん話題を逸そらしたいからに決まってるでしょう。そう考えた瞬しゆん間かん、俺の思し考こうは光よりも速くヴォーガの脳のうに届く。

（聞こえてるぞ。……よしじゃ、さっきの話を地球で例えてやろう）

　ぐへぇ、勘かん弁べんしろよ。

　そう思ったこともやはりヴォーガには聞こえてしまう。

　思考通信。外宇宙では割とメジャーなこの脳内電話ともいうべきコミュニケーションツールは地球の電話と違って伝でん達たつ間違いが起こりにくい代わりに、頭で考えてることがそのまま伝わるので噓うそも方ほう便べんも通用しない。なんと迷めい惑わくなテクノロジー。

（今のお前は宇宙のすべてだ。選択肢は無限にあるが、ひとつ選ぶごとに可能性は狭まっていく。宇宙の中からひとつの銀河を選び、その中からまたひとつ星を選ぶようにお前の個は確立していく。後戻りはできん。だからいかなる状況にあろうとも──）

（感情に流されるな。選択を誤るな、だろ）

（……俺の文もん句くは耳にタコか）

（思考を流し込まれてんだから、この場合は脳にタコだろ。っていうかその説教、仕事前の儀ぎ式しきになってないか）

（これは忠ちゆう告こくだ。お前は前にも俺の忠告を無視して──）

（ああ、もうわかった。わかったから、頭の内と外で説教のサンドイッチとか勘かん弁べんしてくれ）

（外？）

（さっきから目の前の岩がん石せき男がガチャガチャ叫んでるだろ）

（ああ）

　俺おれの見ているものは俺の頭を通じてヴォーガにも伝わった。

　全長七〇〇メートルの遭そう難なん救助船の袂たもとに急造されたステージでは連れん合ごう軍ぐんのとある将しよう軍ぐんがスピーチを行っている。

　勲くん章しようだらけの軍ぐん服ぷくに厳いかめしい面つら構がまえ。岩がん石せき人間のセプテム星せい人じんの中でも、特に硬い緑みどり色いろのアンバー岩石でできたこの将軍様は会場を埋め尽くす来らい賓ひんと、救助船に乗船する鍛きたえ抜かれた精せい鋭えいたちを前にごつごつした両腕でがしっと演台の縁ふちを摑つかんで、

『本ほん艦かんドワーフ・インティリオは、ワープ航こう行こう中に起こる遭難事故から対たい象しようの船を救助する目的で建けん造ぞうされた遭難救助船であります。銀ぎん河が帝てい国こくとの一〇〇年に渡る戦争から一六年。今こん日にちの宇宙連合軍の主な任務は、未いまだ各惑わく星せい、星せい域いきに残る民みん族ぞく間の紛ふん争そう解決とこうした宇宙航行中に遭難した艦かん船せんの捜そう索さくや、違法な海かい賊ぞく行為の取とり締しまりであります。こと跋ばつ扈こする宇宙海賊との戦いにおいては激化の一いつ途とを辿たどっております。全宇宙を二分した帝国と連合軍の戦いは連合軍の勝利に終わりましたが、帝国の敗はい北ぼくは皮ひ肉にくにも彼らによって抑えつけられていた海賊や中小の軍事独どく裁さい国家の反はん乱らんを招く結果となりました。増加するテロや犯罪件数、拡大の一途を辿る外宇宙文明の活動領りよう域いきに対し、連合警察は「賞しよう金きん制度」を設けてこれに対応しておりますが、賞金稼かせぎという荒くれ者たちに犯罪の取り締まりを委い託たくすることは警察の怠たい慢まん、失しつ墜ついの象しよう徴ちように他なりません。この時じ世せいにおいて連合軍の果たすべき役割はますます重要になっております。今回の遭難救助船インティリオの就しゆう航こうもまた、戦後の外宇宙を広く深く守っていくうえで大変重要な任務であると確信しています』

（たく、言いたい放ほう題だい言ってんなぁ、あの岩石男）

（ザンダー将軍。先の銀河帝国との戦争においてトライデント星せい雲うんの戦いを指し揮きし、連合軍を勝利に導いた伝でん説せつ的な将軍だ。一時は帝国の捕ほ虜りよに取られていたが見事に脱だつ走そうし、以後も連合の勝利に貢こう献けんしてきた）

（ヴォーガの知り合い？）

（いいや。伝でん令れい文ぶんで何度か名前を見た程度だ。しかし、部ぶ下かからの信頼は厚かった。将軍の指揮下にいた兵へい士しの中には将軍を信しん奉ぽうして、彼の身体からだと同じアンバー岩石のペンダントをしている者もいるらしい）

（なにそれ、きもい。上じよう司しの肌はだ持もち歩くようなもんだろ、それ。軍ぐん隊たいじゃそういう愛情表現がデフォルトなわけ？）

（知らん。噂うわさに聞いただけで、俺の部ぶ隊たいにはそういう慣かん習しゆうはなかった）

（つうか本物のザンダー将軍に会ったこともないのに、なんであいつが偽にせ物もので、俺たちの追ってる賞金首の成りすましだってわかるんだよ。言っとくけど俺には岩石人間なんて全部同じにしか見えないからな）

（身体を構こう成せいする岩石こそ本物のザンダー将軍と同じだがコアは別物だ。俺たちの追っている一五〇〇万ダラスの賞金首に間違いない。それより仕掛けはいいのか）

（万ばん全ぜんだよ。モニターもジャックした。あとはカードを切るだけ）

（いいか。警けい護ご兵へいたちを刺し激げきするようなことは絶対に避けろ。まずは来らい賓ひんを味み方かたにする形で説き伏せて、それから襲しゆう撃げき。コアを回かい収しゆうするんだ。でないと）

（蜂はちの巣すになる、だろ）

　そんなの目の前の式しき典てん会場を囲む一〇〇〇以上の兵へい隊たいを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ちなみに俺おれはザンダー将しよう軍ぐんがスピーチをぶちかます壇だん上じようの横。列席する来賓のすぐ後ろで例のお姫ひめ様さまを見守るように立っている。

　が、本当のＳＰじゃない。ＳＰに偽ぎ装そうしているだけだ。

　顔には本物の警護官の顔の極めて精せい巧こうな立体ホログラムがかけてある。正体は一応ばれていない、と思う。なんせ、変へん装そう相手のことについては一応いろいろと調べはついてるし、警護対たい象しようのお姫様が怪あやしんでいる様よう子すもない。

「ちょっと……」

　白熱する岩がん石せき男の演えん説ぜつ──もとい挨あい拶さつのなか、耳に入れたイヤホンからお姫様の声が聞こえた。前を見ると彼女が少し顔を伏せつつ、俺の方を見ている。

　彼女とは二メートルも離れていない。

　ＳＰっていうのはきっとクールなものだろうから俺は顔色ひとつ変えずに、

「どうされました」

　少し高めの声で答える。

　事前に飲み込んでおいた薬の作用で喉のどが特とく殊しゆな粘ねん液えきで覆おおわれ、本物のＳＰそっくりの声になっているはずだ。

「……声がおかしいように聞こえるのだけれど」

　薬が切れ始めてる！

「いえ、その……まったくもってその通りでその……先ほどから少し喉の調子がよくありませんで。し、心配いりません。はい。今日きようの任務には一切の……心配も……サー」

「サー？」

「あ、いいえ。なんでもありません」

　ヤバい。これ以上喋しやべるとボロが出る。

　せっかく目当ての賞金首を捕つかまえるためにこんな変装だとか、声こわ色いろ変えたりだとかしてきたのに。こんなところで正体がばれてたまるか！　演説をぶちかますザンダー将軍をキッと睨にらみ付けたあとで、俺はお姫様に再度恭うやうやしく尋たずねた。

「なんでしょうか」

「ごめんなさい。少しこちらに来てもらえますか」

「なにか、問題でも」

「そうではないの。ただ……もう、いいから来て」

　お姫ひめ様さまが苛いら立だたしげな視線を送る。

　仕方ないので俺おれは彼女の方へ一、二歩詰めて出た。

　惑わく星せいクワントール。鼻が高くて、耳が長くて、肌はだの白いファンタジー世界のエルフのような民みん族ぞくが住む星からやってきたこのお姫様は、俺の一つ下の一六歳で身長も俺に近かった。おまけに変へん装そう相手の本物のＳＰも彼女に歳が近かった。

　なもんで他の王おう族ぞくや政治家と違って、彼女の俺に対する接し方には堅苦しいとこがなくて、少し無む邪じや気きですらあった。

「今日きようは……持っていないの？」

「……持ってない、とは」

「んもう。いつものあれよ。ひょっとして忘れたの？」

「…………」

　なんだ、『あれ』って!?　知らないぞ！

　いろいろ変装相手のことについては調べたけど経けい歴れきによれば彼女の護ご衛えいにつくなんて半年ぶりだそうじゃないか。やつの癖くせとか、好きな肉とか、好きな女の部位とか、情報屋と一いつ緒しよに調べ上げたはずなのに。

　こめかみを汗あせが伝う。俺がぐずぐずしているとお姫様が呆あきれたように言う。
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「ア・ポ・ロ・ン」

「…………はい？」

「アポロンよ、アポロン」

「ア、アポーンってなんですか」

「あなたふざけてるの？」

　さっきまで凛りんとしていたお姫ひめ様さまの声こわ色いろが明らかにピリピリとし出した。

「三さん角かく錐すいの形をしたピンク色の果か実じつエキスとカカオのお菓か子しよ。あなた、私の護ご衛えい任務のときにはいつも懐ふところに忍しのばせていたでしょう」

「………………ああ、はいはいはい。アポロンね」

　ってなるか、アホ！　アポロンってあれだろ。地球のお菓子だろ。アームストロング船長が乗ってた宇う宙ちゆう船せんに由ゆ来らいする苺いちごとチョコの美う味まいやつ。そんな懐なつかしい地球産のお菓子の名前をこんな超文明ひしめく外宇宙の真っただ中で聞くことになるとか思ってもみないし。だいたい宇宙に飛び出してもいない地球の食い物が一いつ般ぱんに流通してるはずがない。

「……」

　なんてことを頭の中でぐるぐる考えていると急にお姫様が式の最さい中ちゆうに起き立りつして、俺おれの眼めを覗のぞき込んだ。まるで地球のように青く澄すみ切った瞳ひとみだった。

「な、なんでしょうか」

「もういいわ」

　起立したのは彼女だけではなかった。周りをみると他の来らい賓ひんも起立していた。将しよう軍ぐんの長い長い挨あい拶さつが終わって、一同ご起立みたいな場面になっただけだった。うわぁ、超焦あせった。変へん装そうがバレたかと思った。額ひたいを伝う汗あせを拭ぬぐいつつ一歩後こう退たいするとお姫様が最後にぼそっと、

「今日きようはどうしたの。まるで別人だわ」

　捨て台詞ぜりふのようにつぶやいて他の来賓同様柏かしわ手でを打った。

「……」

（どうした）

　俺の動どう揺ようを察して、ヴォーガが思し考こうする。

（いいや、なんでもない）

（……えらい動揺ぶりだが、まさか敵にばれたんじゃなかろうな）

（ばれてたらいまごろ会場中のビームガンに撃うたれてミンチになってるよ）

（そうか。他の賞金稼かせぎたちが俺たちの動きに気づき始めている。やつらが乱入してきたらいよいよ逃げ場はなくなる。式しき典てんが終わるまでにケリをつけろ）

（ハイエナどもが！）

（俺はスリーピース号で待たい機きしている。ヘマをしても助けにはいけんぞ）

（いらねぇよ。万まんが一いち、乱戦になって賞金首を殺しちまったりしたら賞金が半分になっちまうだろ！　賞金満まん額がく確保のためにも絶対生いけ捕どりにする！）

（意い気き込ごみはいいが、いざとなったら金のことは考えずに仕し留とめろ。命あっての金だ）

（金があっての命だよ）

「じゃ、行くわね。警けい護ごよろしく」

　お姫ひめ様さまの声で俺おれは正面に目をやる。彼女を含めた何人かの来らい賓ひんがザンダー将しよう軍ぐんの下に集まろうとしている。

　遭そう難なん救助船インティリオが格かく納のう庫こからエアダクトへ運ばれていく。宇う宙ちゆう版の進水式。そのクライマックスは選ばれた来賓一三人が一三個のボタンに手を掛け、将軍の合あい図ずの下、宇宙船を真しん空くう状態に送り込むことで完了する。だが今日きようの式しき典てんでそれをやれば、開け放たれたエアダクトのゲートから他の賞金稼かせぎたちが雪な崩だれ込んでくることになる。俺たちがようやくのことで探し当てた一五〇〇万の賞金首を横取りするために。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　俺はスーツの下に隠かくしたベストのポケットに手を忍しのび込ませた。

『船がエアダクトに入ったようです。それでは一三の惑わく星せいを代表するご来賓の方々が私の合図でボタンを押されますとインティリオは初めての宇宙に出ます。皆様、記念撮さつ影えいのご用意を』

「バウンティー・タイムだ」

　ポケットの奥で俺はスイッチを押す。

　少しして格納庫内の照しよう明めいが一気に落ちる。ざわつく会場。殺さつ気き立つ警護兵たち。

『いったい何事だ！』

　非常用電でん源げんに切り替わらないことを訝いぶかしがって、演台のザンダー将軍が声を荒げる。

『ええい、何をやっとるんだ！　早くなんとかしろ！』

「まったく不ぶ様ざまですよねぇ、停てい電でんくらいで騒さわいだりして。やっぱりあれっすかね。暗いの嫌きらいなのは生き物の本能、みたいな」

『誰だれだ、その声は？』

　俺の声せい帯たいが元に戻ったようだ。見計らったようなタイミングで突とつ如じよ格納庫内に光が満ちる。光の正体は格納庫中空に輝く巨きよ大だいな立体ホログラムだ。本来は軍のブリーフィングのために使われる投とう影えい装そう置ちだが、今は俺の戦せん術じゆつを支える重要な兵へい器きだ。

『誰だ、君は！』

　ザンダー将軍の前に立つ俺の姿すがたを見てお姫様が啞あ然ぜんとした表情を見せる。

「あ、あなた、何をやってるの？」

「どうも、お姫様」

「あなた……その声は」

『知り合いか。それなら早く彼を下がらせろ！　なぜ全天映えい写しや機きが作動しているんだ。誰か、早くあれを止めろ！』

「無む理りだと思いますよ。だってあれのリモコン持ってるの俺ですもん」

　ポケットから卵たまご状じようの物体を取り出して俺おれはザンダー将しよう軍ぐんの前にチラつかせた。

『なぜお前がそれを……』

「さぁ、何な故ぜでしょう。ヒント。理由は二つあります。一つは、俺のポケットがあらゆる空間に繫つながっているから。そしてもう一つは……俺が本物のＳＰじゃないからだよ」

　言葉とともに俺は変へん装そうを解く。

　風に吹かれるように消えていくホログラム。彫ほりの深いハンサムな目をした包ほう帯たいぐるぐる男の顔が地球という辺へん境きようの星のアジア人まる出しの平べったい少年の顔に変わる。

　両目はパッチリ。細ほそ面おもての輪りん郭かくに長めの黒くろ髪かみ。堅苦しいＳＰ用のジャケットを脱いで、俺はスラックスとシャツとベストの本来のスマートな姿すがたに立ち返る。

「……あなた……誰だれ？」

　突とつ如じよ目の前に現れた少年の姿にお姫ひめ様さまは驚きよう愕がくし、岩がん石せき男は結けつ晶しようの瞳ひとみを丸くした。

『誰だ、貴き様さまは！』

「そりゃこっちの台詞せりふでしょうよ、ザンダー将軍。いいや、元銀ぎん河が帝てい国こく情報部所しよ属ぞくのカスパー・ローラさん？」

『な、何のことだ！　誰か、早くこの不ふ審しん者しやを摘つまみ出せ！』

　命令が下るや、他のＳＰたちが来らい賓ひんを下がらせ、数十名の警けい護ご兵へいがあっという間に俺の背後を取り囲んだ。ビームガンの熱い銃じゆう口こうを首くび筋すじに感じる。

　でも、俺も馬ば鹿かじゃない。位置取りはしっかり考えてる。

「いいのかなぁ、そんな距きよ離りと角度で銃じゆう構えちゃって。それじゃ、前にいるザンダー将軍のぉ、偽にせ物もの？　にも当たっちゃうよ」

『それがどうしたというのだ』

　どうでもいいけどマイク手放せよ。

『私は岩石。お前はただの肉だ。ビーム粒子の威い力りよくを調ちよう整せいすれば、半人前のガキだけを丸焼きにするなど造ぞう作さもない』

「……半人……前……だと？」

『悪いことは言わん。すぐに投とう降こうしろ』




　──たかが半人前を助けるために。無む駄だな犠ぎ牲せいを払ったものだな──




　ふと、あの日の記き憶おくが蘇よみがえる。

　俺は全天映えい写しや機きのリモコンをポケットに戻して、代わりに別のアイテムを取り出す。

　欲しいものを頭に強く念じてすぅっと摘つまみ上げる。中から現れたのはポケットのサイズを明らかに超ちよう過かした両手持ちの剣。だが、刀とう身しんはまだない。

　柄つかだけの代しろ物ものをがっちり手の中に握り込む。

「なぁ。あんた今……俺おれのことを、半人前って言ったよな？」

（おい、ジン。何をやっている）

　俺の荒れ狂う心しん中ちゆうに触れたのか。

　ヴォーガの思し考こうが流れ込む。

　だが岩がん石せき男の戯ざれ言ごとがそれを搔かき消した。

『ああ言ったとも。ははぁん、さては貴き様さま、この前の掃そう討とう作戦で家族をなくした海かい賊ぞくの生き残りか何かだな？　半人前のガキが我が連れん合ごう軍ぐんの陣じん地ちに足を踏み入れようなどと！』

　一いつ閃せん。

　俺は柄つかを目の前の岩石男に向かって振りぬいた。

　光の刀とう身しんがぱっと顕けん現げんして男の首くび筋すじを切る。柄の先から一いつ瞬しゆんにして現れた光線はすぐに消え、俺の右手には刀身のない柄だけが残った。

「……な、なにを」

　何が起こったのか。岩石男は理解できていなかった。

「半人前に、こんな芸げい当とうができるかよ」

「だから、なに──」

　岩石男が首を捻ひねった途と端たん、その首は二度と元に戻ることはなかった。

　ごろん。

　アンバー岩石でできた岩っころの首が演台の上に落ちる。しばしの静せい寂じやくを、来らい賓ひん席に控えていた獣じゆう人じんの王おう妃ひ様が突とつ然ぜん破った。

「きゃぁああああああああああああ！」

　それをきっかけに場内は一気にパニックに陥おちいった。

　焦あせったのは俺だ。

「……え、あ、やべ」

　悲鳴と怒ど号ごうの嵐あらしに、俺は手て順じゆんを誤ってしまったことに気づいた。だがもう遅い。混乱が怒りに変わり、警けい護ご兵へいたちが俺に向かってビーム粒りゆう子しを一いつ斉せい照しよう射しやした。

「あ、わっ、たんま！　たんま！」

　最初の二、三発を持もち前まえの反射神しん経けいで避けるもののそれ以上はきつかった。

　将しよう軍ぐんの身体からだを蹴けとばして演台の陰に隠かくれる。なんとか状況を収めなければと思って、俺は足あし下もとに転がっていたマイクを拾い上げた。

『みなさん！　ええっと、落ち着いてください。大だい丈じよう夫ぶ、何も問題はありません。これから事情を説明しますんで、まずは頭ず上じようのホログラムを……って、リモコン利かねぇじゃん！　あのぉ、放送機き材ざいの係の方。いらっしゃいましたら至し急きゆうホログラムの本体を再起き動どうとかしてもらえませんかねぇ──って、わっ！』

　ちょっと様よう子すを見ようと演台から顔を出した途と端たん、ボウッと空気を焼くビームの塊かたまりが頰ほおを掠かすめた。ビームは格かく納のう庫この壁にぶつかって花火のごとく弾はじけて消えた。頰ほおについた煤すすの熱さにぞっとすると同時に「うわぁ、やっぱコロニーって頑がん丈じよう」なんて感心してしまった。

『あのなぁ、俺おれの話聞いてもらってもいいっすか？』

「ふざけるな！」

　ごもっともな答えがマスコミの一人から返ってきた。

　最初に仕掛けたのはこっちだ。抗こう議ぎの声とか停てい戦せんの呼びかけなんて届くはずもない。

　ビーム粒りゆう子しの空気を焼く音の間かん隔かくがどんどん短くなっていく。警けい護ご兵へいたちは露ろ骨こつに足音を響ひびかせ、俺に逃げ場がないことを教えてくれる。

（だから言ったんだ）

　ヴォーガの思し考こうはこんなときでも冷静だ。

　俺は考えるのも面めん倒どくさくなって地じ声ごえで応答した。

「そうね聞いたよ聞いた！　なんとかしてみせるから絶対に手出すなよ!!」

（時間がもったいない）

「わーってるよ！　あと三分くれ。なんとかする！」

（無む理りなら手を貸すぞ）

「だから、何度言わせんだよ！　今日きようは俺一人でやる！　やるっていったらやる！　黙って任せてくれりゃ、今夜は特上のディナーにありつけるぜ！」

（三分だけだぞ。同業者が外に集結し始めた）

「ちっ！」

　他人の獲え物ものを横取りしようなんて、それこそ半人前のやることだ。

　今日は俺のソロデビュー戦だ。絶対他の奴やつには渡さねぇ。

「はああ、ふぅ……」

　一いつ旦たん、冷静になるよう深しん呼吸をする。

　その間も格納庫の壁にはビーム粒子が着ちやく弾だんし続け、ネオン街の明かりのようにピカピカ五う月る蠅さく明めい滅めつする。演台は異常に頑がん丈じようにできてた。おそらく暗あん殺さつ対策だろう。大だい統とう領りようや牧ぼく師しさんが演えん説ぜつ中に殺されるなんて地球じゃ珍めずらしくない話だからな。用意周しゆう到とうな軍ぐん人じんさんに感かん謝しや。俺は足あし下もとに転がる岩がん石せき男の胴どう体たいを蹴けり飛ばした。

「あれ？」

　と、急に銃じゆう撃げき音が鳴り止んだ。

　代わりに耳をつんざくマイクの共きよう振しんが響ひびきまくる。

『偽にせ物もののＳＰさん、聞こえてる？』

「お姫ひめ様さま？」

　俺は演台の縁ふちからそうっと外を見た。

　警護兵たちの後ろで例のアポロンのお姫様が拡かく声せい器きを片手に立っていた。見かけによらず勇ゆう敢かんな子だ。ワーキャー騒さわいでばかりの女よりよっぽど好みだ。ますます気に入った。

　名前は確か……。

『私はリィズ・ソングマール。惑わく星せいクワントールの女じよ王おうアイリーン・ソングマールの三番目の娘むすめです。君には聞かなければならないことがたくさんありますが、ひとまず大人おとなしく武ぶ器きを置いて投とう降こうしてください』

『なんでお姫ひめ様さまが交こう渉しようしてくるの？』

『あなたを偽にせ物ものと見破れなかった不ふ甲が斐いなさからです。このような事じ態たいになったことは私にも責任があります。ですから、この場は私が収めます』

『責任感の強いことで』

『武器を置いて、投降しなさい！』

『断ったら？』

　駄だ目め元もとで聞きつつ、俺おれは祈るような気持ちでベストのポケットを漁あさる。

　このポケットは少々特とく殊しゆな技術でできていて、ベストを着た人間が念じた物質をどんな場所からでも引き寄せることができる。ただし、引き寄せたい物質とその物質が存在する場所を目で見たことがなければ、いくら知ち識しきで知ってても取り出すことはできない。

『君に断る権利などないわ』

『ない？　なんで？　ここは法ほう治ち国家でしょ。未開の惑星にだって黙もく秘ひ権けんと弁べん護ご士しを呼ぶ権利があるんだぜ』

『未開の星の法ほう律りつがここで通用しますか』

『しないだろうね。でも、俺の話くらい聞いてくれてもいいだろ』

『時間稼かせぎをする気でしょう』

『……それもダメなの？』

　減らず口の才能で凌しのごうと思ったが相手が悪いかもしれない。

　事前に下見しておいた管かん制せい室しつを頭に思い描き、ポケットを搔かきまわす。音楽ディスクとか工具とか散々ハズレを引いたあとでようやく予備のリモコンを引き当てた。

「あった……」

『まさか連れん合ごう政府の英えい雄ゆうであるザンダー将しよう軍ぐんに危害を加えておいて、おめおめと無ぶ事じに逃げ帰れるとでも思っているのかしら』

　わお。「おめおめ」とか日常会話ではじめて聞いたぜ。

『危害って言っても将軍は岩がん石せき人間だろ。コアさえ無事なら再生できるはずだ』

『それはそうだけど……』

『セプテム星せい人じんにとって身体からだなんて飾りみたいなもんだって聞いたことあるぜ。それをちょっと斬きり離しただけじゃねぇか……大だい丈じよう夫ぶすぐにくっつくって』

『今の発言はセプテム星人に対する人じん権けん侵しん害がいに当たります。かさぶた程度の傷で治るからといって、君は傷しよう害がいを犯おかした犯はん罪ざい者しやをみすみす逃がすのですか』

『逃がさないだろうね。でも殺しはしない』

『傷つけられたのが君の親や兄弟でも、ですか。君にも家族はいるのでしょう』

「……そこ突いちゃう？」

　妹に手を出す輩やからがいたら、脳のう天てんに自じ慢まんの剣をぶっ刺してやる。

『これ以上はさすがの私でも警けい護ご兵へいの方々の怒りを抑えることはできません。三つ数える間に出てきなさい』

『え、ちょっと短くない？』

『ひとつ！』

　ちっ、まるで容よう赦しやない。

『ふたつ！』

　このままじゃ、『みっつ』と同時に撃うたれかねん。

『わかった！　タンマ、タンマ！』

『タンマ……？』

『待ってくれってこと！　立ち上がる前に約束してほしいことがあるんだけど、いいかな？』

『約束とは？』

『このまま立ち上がっても、ビームガンの一いつ斉せい掃そう射しやで穴だらけになったりしないってこと。もしも俺おれの行為になんらかの違い法ほう性や残ざん虐ぎやく性があったんだとしても、私し刑けいなんてせずに、もちろん一切の危害も加えずに連れん合ごう警察に引き渡してほしい。そこらへんを確約してほしいんだ。こいつに向かって』

　俺は恐る恐る球きゆう型けいの全周囲カメラを演台の上に放つ。カメラは細かく四し方ほう八はつ方ぽうにバーニアを吹かしながら宙ちゆうに浮く。こいつがあれば三六〇度死し角かくなしにこれから起きることのすべてを記き録ろくできるって優れものだ。

『将しよう軍ぐんの首を切っておいて自分には手を出すなと。そう言いたいのかしら？』

『その通り！　ふざけた申し出かもしれないけど、聞き入れてもらえなきゃもう三つ四つ将軍を切り分けることになる』

『……いいでしょう。ふてぶてしい申し出ですが我々も法ほう治ち社会に住む文明人です。野や蛮ばん人じんの愚ぐ行こうに対しても同じ次元に落ちることなく対たい処しよしましょう』

『ありがとう。色々余よ計けいな文もん言ごんがあった気もするけど。じゃ、立つぞ！』

『どうぞ』

　将軍を一いつ刀とう両りよう断だんした武ぶ器きを足あし下もとに置いて俺は降こう参さんのポーズで立ち上がった。

　強きよう烈れつなスポットライト。その下できらきら光っているのは多分ビームガンの砲ほう筒とうだろう。そのすべてが俺の額ひたいにばっちりとその照しよう準じゆんを合わせている。

『で、俺に立たせてこれから何をしようっていうのかな』

『話したいことがあるのでしょう。連れん合ごう警察がここに到とう着ちやくするまでの間、あなたの言い分を聞きましょう』

『そりゃどうも』

　改まって振られると何から話したらいいもんか。

『じゃ、早さつ速そく。さっきからあんたたちはそこに転がってる石ころをザンダー将しよう軍ぐんと言い張ってるようだけど。みんな、こいつが本当は何者か知ってんのか？』

『当然でしょう。彼こそは先の大たい戦せんの英えい雄ゆうであり、戦後の連合軍を支え、多くの若き英雄を育て上げた功こう労ろう者しやよ。彼を失うことがこの外宇う宙ちゆうにおいてどれだけの損失になるか。君こそわかっているの』

『損失？　俺おれには利り益えきしか見えないねぇ。まぁ、ちょっとこいつを見なよ』

　俺は足あし下もとに落ちた例のリモコンを右足の爪つま先さきで操そう作さした。

　格かく納のう庫この中空に新たにホログラムが展開される。さっきの不具合が直ったらしい。

　外宇宙の最新立体映えい像ぞうシステムは本物さながらの画質はもちろん、たち込めるスモッグから場面に応じて風や匂においまで再現できるようになっている。

『ホログラムを出して何を見せようというの』

『まぁ、見てなって』

　リモコンのボタンを足で踏む。

　あらかじめ格納庫のコンピューターに飛ばしておいた画が像ぞうファイルがデカデカと中空に表ひよう示じされる。頭ず上じように映し出された立体画像を前に来らい賓ひんやマスコミもざわめき出した。

『なに、あれは』

『あんたたちがザンダー将軍だと信じていたやつの正体さ。あそこに映っているのは首と胴どう体たいに分かれちゃった帝てい国こくのスパイ、カスパー・ローラの写真ね。連合政府から賞金まで懸かけられてるけど戦後長らく行方ゆくえ不ふ明めいで毎年賞金が吊つり上がってた、そこそこの大物』

『彼とザンダー将軍に何か関係が』

『大有りさ。俺と俺の師し匠しようの調査によれば、そいつは戦時中に捕ほ虜りよにとった連合軍の兵へい士しに成り代わって収しゆう容よう所じよを脱だつ獄ごく。連合内部に平然と潜せん入にゆうしてこの一六年間、軍の機き密みつ情報を流したり優ゆう秀しゆうな人材を洗せん脳のうして帝国の残ざん党とうに斡あつ旋せんしていたことがわかった』

『……君はそのスパイが将軍だったとでも言いたいの』

『ピンポンピンポン！　大当たり!!』

『証しよう拠こでもあるの？』

『なけりゃここまでの大おお事ごとは起こさない。もう一度カスパーの当時の写真を見てほしい』

　足下でリモコンをいじり、スライドを次に送る。

　ザンダー将軍とは似ても似つかない貧ひん相そうな岩のセプテム星人の写真が宙に出る。

『見るからに灰はい色いろの石せつ灰かい岩がんの化けもんだ。そこに転がってるアンバー岩がん石せきの塊かたまりとはほど遠いゴロツキだ。だけど岩がん石せき人間はコアである鉱こう石せきさえ残ってれば、身体からだはどんな石でもいい。今ある岩の身体は本物のザンダー将しよう軍ぐんを解体するかして調ちよう達たつしたんだろう。でも、コアの違いはいずれバレる。上に出てるグラフは戦せん時じ中ちゆうに測そく定ていされたザンダー将軍のコアの波形と、現在の波形。それと帝てい国こく軍情報部時代のカスパーの波形の比較。連れん合ごう警察を呼んで照しよう合ごうしてもらえばもっとはっきりその違いが出ると思うよ』

『……』

　グラフを見てお姫ひめ様さまも納なつ得とくしたのか。力なくマイクを下ろした。左右に待たい機きしていた警けい護ご兵へいたちもぞろぞろと銃じゆう身しんを上げた。

「ふぅ……」

　これにて一いつ見けん落らく着ちやく。今夜のディナーは特上ステーキだ。

『じゃ、将軍さんのコアは貰もらってくね。こいつがないと換金できないんだ』

『換金って……君はいったい、何者なの』

　そういえばまだ言ってなかったな。

　お姫様の最後の問いに答えるべく、俺おれは一いつ張ちよう羅らのベストの襟えりに指を滑らせ、昨夜散々練習した例の決め台詞ぜりふを吐く。

「俺はジン・カツヒラ。地球生まれの──」

（ジン、前だ！）

　ヴォーガの声が頭の中で響ひびく。

　突とつ如じよ、巨きよ大だいな影がお姫様の後ろでぬくっと立ち上がって彼女の頭ず上じようをすっぽりと覆おおう。頭部を取り戻した岩石男こと、カスパー・ローラのアンバー岩石の拳こぶしが天を指した。

「貴き様さまらなんぞに、捕つかまってたまるか！」

　カスパーの拳がお姫様に向かって振り下ろされる。

　少女の顔に絶望の影が差す。

　次の瞬しゆん間かん、レイ・ブレードから放出される青のビーム粒りゆう子しが彼女の顔に光を投げかけた。

「えっ？」

「おっと！」

　危き機き一いつ髪ぱつ。俺は彼女の前に滑り込み、カスパーの攻こう撃げきを防いだ。

「小こ癪しやくな！」

「へへへ」

「き、君が……ど、どうして！」

　驚くのも無む理りはない。さっきまで敵だったはずの未開惑わく星せいのガキが自分を守るために、光る剣でカスパーの攻撃を押しとどめているのだから。

「なんでだろうね。多分、あんたが死んでも金にならないからだろうな」

「……し、死ぬ？」

「でも、俺おれが来たからもう安心」

　光の剣──レイ・ブレードが放つ青色のビーム粒りゆう子しが刀とう身しんとなってカスパーの拳こぶしをじりじりと焼く。飛び道具として弾はじき出す以外に加工の難しい青色ビーム粒子を特とく殊しゆな磁じ場ばで集しゆう束そくさせたこのレイ・ブレードの光にカスパーも目を瞬しばたかせる。

「小こ賢ざかしい真ま似ねをっ！」

　宇う宙ちゆう一の硬度を誇るアンバー岩がん石せきとビーム粒子の鍔つば迫ぜり合いは熾し烈れつを極めた。

　飛び散る火ひ花ばなの向こうで岩石男がニヤリと笑う。

「いかにも子供のおもちゃらしい前時代的な武ぶ器きだな。どこの未み熟じゆくな武器職人が作った。そんなものではデクの木一本切れはせんぞ！」

「俺のことならまだしも……こいつのことまで馬ば鹿かにすんのか！」

「なんだ。岩のひとつも切れない出来損ないの武器職人に何か悪いことでも言ったか！」

「……言ったな。あんたはもう容よう赦しやしねぇ！」

　手て加か減げんしてやりゃ、調子に乗りやがって。リィズが逃げたのを確かく認にんして、俺はレイ・ブレードのモードを切り返す。ビーム粒子を刀身たらしめている磁場の出力を操そう作さし、日本刀とうのような薄い刃やいばから丸い棒ぼう状じように変化させる。切れ味はなくなるが強度は増す。わざと力を引いて、相手が前のめりになったところで、一気に押し返す。

「おりゃ！」

「ぬっ、おっ！」

　思わぬ力押しにカスパーは猫ねこ騙だましでも食らったみたいに宝ほう石せきの目をぱちくりさせる。

　この隙すきは逃のがさねぇ。

　棒状のレイ・ブレードを右に左に振るってカスパーを圧あつ倒とうする。アンバー岩石を弾はじく度たびにビーム粒子が火花のように飛び散る。最初は両腕でガードしてたカスパーもその巨きよ体たいゆえに俺の俊しゆん敏びんな動きについていけなくなる。

「ええい、ちょこまかと！」

「いいねぇ。その三さん下したバリの台詞せりふ！」

「黙だまれ！」

　渾こん身しんの一いち撃げきをスライディングで避け、大きく開いた敵の股またを擦すり抜ける。モードを切り替え、今度はブレードを針はり金がねみたいに細いニードルへ。股をくぐる間に両足の付け根の接合部を狙ねらって切り裂さく。カスパーの背後に出て立ち上がるころには、敵の股から上はこちらに振り返ると同時にがくんと地面に落ちた。

「ま、待った！」

「将しよう棋ぎじゃねぇんだよ、バカ野や郎ろう」

　問もん答どう無む用よう。降こう参さんを訴えて掲かかげられた右手を手首、肘ひじ、肩とさくさく畳たたみかけるように切り裂く。アンバー岩石で構こう成せいされているとはいえ、各部位は一個の岩でそれぞれ磁じ力りよくのような力で結びついてるだけだ。接合部を狙ねらってブレードを刺せば、容易に斬きり離せる。

「このっ！」

　往おう生じよう際ぎわ悪く残った左手を繰り出す。

「しゃらくせぇ！」

　左の肩を一気に斬り離して、腰と胴どう体たいも一気に斬り離す。

「落らく石せき注意ぃ！」

　腹に蹴けりを一発。岩がん石せき男はだるまのように後ろに転てん倒とう。俺おれは追い打ちをかけるように地面を蹴って倒れた岩石男の胸にトドメの一いち撃げきを突き刺す。

「ぐぅあっ！」

　ブレードを深く胸にねじ込む。コアを埋め込んでいる岩にだけはアンバー岩石が使われていない。ビーム粒りゆう子しでコアの取り出し口を焼く。次第にカスパーの怒りの感情同様真まっ赤かに煮にえたぎったコアが露ろ出しゆつし始める。レイ・ブレードの影えい響きようもあってコアはドえらい高温になっている。回かい収しゆうするためには鍋なべつかみが必要だ。俺おれはベストのポケットに手を伸ばし、フライパンやら包ほう丁ちようやら調ちよう味み料りようの後で目当ての耐たい熱ねつ性グローブを取り出して装そう着ちやくした。

「よいしょっ、と！」

　ぐりっとコアをもぎ取る。

　リンゴ飴あめのように赤々と光るコア。このなかにカスパー・ローラの記き憶おくだとか自じ我がだとかが記録されている。有ゆう機き生命体でいう脳のうみそみたいなもんだ。

（終わったぜ、ヴォーガ）

（油ゆ断だんするなよ、ジン。連れん合ごう警察に引き渡すまでが──）

（仕事、だってんだろ。わかってるって）

（その割に集中砲ほう火かを浴びていたようだが）

（ありゃ油断っていうより、それっぽい見せ場？　みたいな。一度はピンチにならねぇと盛り上がらないだろ）

（ショーじゃないんだ。盛り上がりなどいらん。すぐに上がってこい）

（了りよう解かい）

「それをどうする気なの？」

　振り返るとお姫ひめ様さまが肩越しに俺の手の中を覗のぞき込んだ。もう少し踏み込んでくれたらそのドレスの下の慎つつましいお胸が俺の背中に……ああ、厭いやらしい。

「これ？　今から連合警察に行って一五〇〇万ダラスと換金すんのさ」

「換金？　それじゃ君はひょっとして──」

　おっと、ここは俺の決め台詞ぜりふの出番だ。俺はリィズの言葉を遮さえぎるように咳せき込んでから、

「俺はジン・カツヒラ！　地球生まれの賞金稼かせ──」

　と次の瞬しゆん間かん、カスパーのコアを握った俺の右手に、意い思しを失って転がっていたはずの岩々が磁じ石しやくのように結集。あっという間に巨きよ大だいな鮫さめのような頭を成して、俺おれに牙きばを剝むいた。

「う、うわああああああああああ！」

　そのときだった。

（馬ば鹿か者ものが）

　猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうとともに天てん井じようのキャットウォークから大男が降ってきた。

　まるで稲いな妻ずまだった。

　落らつ下かのエネルギーを利用するようにカスパーの鮫頭に一いち撃げきを見舞うと、大男は上うわ顎あごと下顎を摑つかんで左右に引き割さいた。岩がん石せき男の悲鳴を無視し、鋭く尖とがった機き械かいの爪つめを突き立ててコアを回かい収しゆう。躊ちゆう躇ちよなく握りつぶした。

「あああああああああああああ！」

　思わず俺は悲鳴を上げた。だが、さっきとは音ね色いろが違う。怒りの悲鳴だ。

「何してんだよ、ヴォーガ！」

　砂さ埃じんを纏まといつつ、体長二メートルの大男はオールバックの頭を搔かいた。

　ネイビーブルーのスラックスとベスト、ジャケットの三つ揃ぞろいで獣けものの肉体を封じ込めたその男──ヴォーガ・スターランナーはサングラスの奥に隠かくした虎とらの形ぎよう相そうで俺を見下ろした。

　つまり獣じゆう人じん。

　人と獣の間の生物。惑わく星せいドゥオ出身の虎の獣人だ。

「三分経たった」

「三分？」

「お前が言ったんだろう。三分待てと。三分待ってケリがつかなかったから助けに来た」

　ヴォーガの手からバラバラとカスパーの残ざん骸がいが零こぼれ落ちる。

　賞金一五〇〇万の残骸……。

「誰だれが助けに来いなんて頼んだよ！　つうかスリーピース号に乗ってたんじゃねぇのかよ！」

「あれはお前を安心させるための罠わなだ。お前の意い思しを尊そん重ちようしつつ、何かあったときにすぐに援えん護ごできるようにな」

「だったら、なんでもう少し待ってられなかったんだよ。あともう少しで──」

「殺されていただろう。腰を抜かしたまま。あれ以上お前に何ができる」

「うぅ……だからって、せっかくの獲え物ものを殺しちまうなんて……い、い、一五〇〇万、一五〇〇万ダラスだったんだぞ！」

「そう。お前を見殺しにしてれば、俺に丸々賞金が入った。それでよかったのか」

「ぐぅ……」

「殺しても賞金の半分は手に入る。残骸は忘れず回収しておけ。後あと始し末まつと、警察への事後報告、それに換金はお前に任せる。俺は先に帰る」

「ちょ、待てよ！　ヴォーガ！」
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　獣じゆう人じんのドゥオ星せい人じんにして、由ゆい緒しよ正しいスターランナーの末まつ裔えいであるヴォーガは賞金首のバラバラになった身体からだを踏みつけ、進水式の舞台である格かく納のう庫こを後にした。

「おい、ちょ……くそヴォーガぁああああ！」

　ひとしきり叫んだところで、虚むなしさは消えない。

　空腹ばかりが腹のうちから爪つめを搔かきたてて、ぐるるるぅ、と懇こん願がんする。

　悪い、胃い袋ぶくろよ。またしばらく肉なしだ。

「はぁ……」

「あの、少しいいかしら」

　さっきのお姫ひめ様さまが恐る恐る声をかける。

　俺おれはろくに話も聞かずに、

「え、ああ。連れん合ごう警察が来るんだっけ。そっちには俺の方から事情を説明しておくよ」

「あ、そう……いいえ、そうでなくて」

「本物のＳＰさんのことか。彼だったらよく行くバーのトイレの個室を覗のぞくといいよ。睡すい眠みん薬やくが混ざってるとも知らずにガバガバ酒流し込んでたから。起きてたとしても進水式をすっぽかしたんで、今いま頃ごろブルブル震えてるかも」

「あの……そうではなくて。さっきの方は」

「ああ、あの人ね。ヴォーガだよ。一国のお姫様なら知ってるでしょ。前の戦争の英えい雄ゆうで、今はやり手の賞金稼かせぎさ」

「あれが伝でん説せつの……ヴォーガ・スターランナー」

　俺おれはがっくり肩を落としながら、岩がん石せき男のコアを丁てい寧ねいに拾い集めた。

　元銀ぎん河が帝てい国こく情報部所しよ属ぞくの、いわゆる『戦争犯はん罪ざい人にん』にかけられていた賞金は一五〇〇万ダラス。だが、ヴォーガが肝かん心じんのコアを破は壊かいしちまったから、賞金は生いけ捕どり時の半分。七五〇万ダラスしかもらえない。ヴォーガの余よ計けいな手出しが入っちまったおかげで賞金はさらに半分。取り分は減って、俺の手元に残るのは三七五万ダラス。さらに変へん装そう相手の行きつけのバーに張り込むために使ったミルク代やら、特とく殊しゆ変装装そう置ちに投とう資ししたお金やらの諸しよ経けい費ひを引いたら残るのは……はぁ。溜ため息いきだけ。

　たった一人の妹への諸もろ々もろの積み立て金分を確保できただけでも良しとするか。




　ここは地球から遠く離れた外宇う宙ちゆう。

　恒こう星せい系けいから飛び出した宇宙文明たちが相互に交流し、または懲こりない星せい間かん争いを巻き起こす宇宙の中心。惑わく星せいクロスロード星系。

　そして俺は、不幸な地球人。

　実の父親が異い星せい人じんの密みつ入にゆう国こく者であったがために地球の永えい住じゆう権けんを持てず、はるばる宇宙の彼方かなたまで強制送そう還かんされてしまった、二〇世せい紀き生まれの日本の少年だ。

「君は……いったい何者？」

　黙だまって会場を去ろうとする俺をお姫ひめ様さまが呼び止める。

　俺は立ち止まって答えた。

「ジン・カツヒラ。地球生まれの賞金稼ぎだ」

　つっても、もう会うことはないだろうけど。そう思っていたけど、某ぼう国こくのお姫様リィズ・ソングマールと再会する機き会かいは意い外がいと早く訪れることになった。













　第二章　半人前の賞金稼ぎと三億ダラスの姫君







　その昔、俺おれがまだ地球に住んでたころ。俺と妹のシイカにはまだ母親がいて、父親がいた。

　具体的に言うと二〇〇九年あたりのことだ。

　俺の親父おやじはちょっと常じよう人じん離れした雰ふん囲い気きのある人で、宇う宙ちゆうが大好きだった。

　家には特大の望ぼう遠えん鏡きようがあって、本ほん棚だなには天てん文もん学がくとか宇宙工学の専門書や、ＳＦ関連の小説や映画のＤＶＤが並び、液えき晶しようテレビの下にはアメリカやソ連の宇宙船の模も型けいが歴史を追うように鎮ちん座ざしていて、スペースシャトルの打ち上げ中ちゆう継けいなんかになると家族総そう出ででお祭り騒さわぎにしちゃうような人だった。

　そんな環かん境きようで育ったせいか。俺やシイカは同い年の他の子と比べても宇宙について詳しくなってしまった。俺なんかは宇宙博士はかせと呼ばれて苛いじめられたこともあるくらいだ。

　俺は親父に、何な故ぜそんなに宇宙が好きなの、と聞いてみた。

　すると親父は言った。

「なんで、か。そうだなぁ……多分、ジイちゃんが城しろ好きなのと一いつ緒しよさ」

「お……お城？」

　当時九歳さいの俺は親父のいるソファーの前でポカンと立ち尽くしたものだ。

　宇宙船とお城。宇宙飛行士と侍さむらい。

　まるで違いすぎて答えになってない。俺はなんで宇宙が好きなのかと聞いてるのに、煙けむに巻かれた気分だった。なんで、と問われたら率そつ直ちよくに答えてほしい。まして相手はちんちんに毛も生はえていないような子どもだ。下へ手たな例え話をされたって、理解できるわけがない。

　あれから八年。時の流れは不ふ思し議ぎなもんだ。

　見えなかったものが見えて、わからなかったことがわかってくる。いまならあのとき、親父が言っていたことの意味がわかる。親父は他のどんな宇宙好きとも違う観点で宇宙が好きだったんだ。ご先せん祖ぞ様が侍だったというジイちゃんがお城を愛したのと同じように、親父は自分の故こ郷きようを懐なつかしむように宇宙を愛したのだ。

　あれから八年。俺は一七歳になり、賞金稼かせぎになり、地球から遠く離れた惑わく星せいクロスロード星せい系けいの衛えい星せいイエローのスペースシップ・ハーバー四二番に停てい泊はくする全長一五〇メートル級の宇宙船スリーピース号のリビングにいた。




「三億おくダラス!?」

　カスパー・ローラの一件から二週間後。

　スリーピース号の船長兼けん賞金稼かせぎの師し匠しようでもあるヴォーガ・スターランナーに特製ハヤシライスを給きゆう仕じしていた同船副船長（自じ称しよう）兼家事担当の俺おれ、ジン・カツヒラは立体情報端たん末まつに浮かぶ手配書を見て驚きよう嘆たんした。

「こりゃ大おお事ごとだぞ!!」

　三億おくダラスの賞金首。日本円で三億円くらいの大金だ。

「おい、ジン」

「ああ、悪い悪い」

　あまりの大金につい親指がハヤシのルーに浸つかっちまった。俺は特に悪びれることもなく、親指のルーを舐なめとった。濃のう厚こうなデミグラスの甘みがほんの一口で全身を蕩とろけさせる。我ながら申し分ない出来だ。普段は葉は巻まきと錆さびた鉄の臭においに塗まみれた、配管むき出しの連れん合ごう軍ぐん払い下げの宇う宙ちゆう船せんが、今日きようは洋食屋さながらの豊かな肉と宇宙玉ねぎとハヤシルーの匂においに包まれている。

　が、今はそんなことよりも三億ダラスだ。

　ヴォーガの閲えつ覧らんしている賞金稼ぎ専用のソーシャルネットワークサイトはすでにこの破は格かくの賞金首の話題で持ち切りの様よう子すだった。

「億超えの賞金首なんて半年ぶりじゃねぇか。なぁ、ヴォーガ。次、こいつにしようよ！」

「おい、ジン」

「ああ、悪かったって。指が浸かったくらいでなんだよ。手ならしっかり洗ってるって」

「この料理はいったいなんだ」

「なにって。ハヤシライスだけど」

「ハヤ……シ？」

　虎とらの眼めが鋭く尖とがった。

「薄切り肉と玉ねぎを炒いためて赤ワインとデミグラスソースで炒めるのが正しいレシピなんだけど、地球から何億光こう年ねんも離れた宇宙の真まん中なかじゃ材料を集めるのも一苦労だからさ。ちょいとアレンジは加えてあるけど、学校給きゆう食しよくよりは断然旨うまくできてると思うぜ」

「これは……カレーではないな」

「だから言っただろ。ハヤシライスって。正式にはハッシュドビーフ・ウィズ・ライス。ってかウィズとかつくとアイドルグループみたいだよな。うける」

「ジン、今日は何曜日だ」

「どこの基き準じゆんで？　クロスロード？　天てん竺じく？　確か一週間が四二日の星もあったよな」

「……今日は金曜日のはずだ」

「ああ、地球の方ね。やっぱ七つの方が、キリがいいよな」

「金曜の昼のメニューはなんだ。ジン・カツヒラ」

「だから、いったい何の話だっつう……あっ」

　そういうことね。ヴォーガが不ふ機き嫌げんな理由がわかった。

「……」

「申もうし訳わけございません。当店の金曜のランチは今週からハヤシライスに変わりました」

「金曜のランチはカレーだろ!!」

　ヴォーガは滅めつ多たなことじゃ怒らない。多少のヘマをやらかそうが、約束をすっぽかそうが、パンツをデッキに干ほしたまま宇う宙ちゆうに出ようが小こ言ごとを述べるだけで怒ど鳴なりはしない。ただ飯めしのこととなると話が違ってくる。

「金曜なのに何な故ぜ、カレーが出てこない」

「逆に聞くけど、地球の海かい兵へいでもないくせに何で金曜日にカレーを食いたがるんだよ」

「曜日感覚を保つためだ。何もない宇宙じゃ時間の感覚が鈍る！」

「じゃ、週一のネットドラマでも見てろよ。つまんなくてもカレンダー代わりにはなるぜ」

「俺おれはこの身体からだの内側に時間を刻み込みたいんだ！」

「だったら自分で作れよ！　だいたい誰だれのせいでメニュー変える羽は目めになったと思ってんだよ。あんたがあの一五〇〇万ダラスの賞金首を捻ひねりつぶしたからだろ！　あの金さえ満まん額がくで入ってきてりゃ、この宇宙で調ちよう味み料りようを揃そろえるのにだって事欠くことはなかったんだ！　星せい系けいによっちゃターメリックは違法ドラッグ扱いなんだぞ！　わかってんのか！」

「賞金が半額になったのはお前がヘマをしたからだ」

「だからって賞金をふいにできるほど金かね廻まわりはよくねぇだろ！　スペースシップ・ハーバーの家や賃ちんだってバカになんねぇんだ！　それでも宇宙を漂ただよって燃ねん料りようを無む駄だ遣づかいするよか安く済むからそうしてんだ。ちっとは家計を預かる俺の身にもなってみろよ！」

「ぐぅ……で、では来週も、これなのか」

「砂の惑わく星せいで紛ふん争そうが起こって、香こう辛しん料りようの価か格かくが上がってんだとよ。しばらくは無む理りだ」

「な、なら……レトルトでも構わん」

「はぁ？」

「衛えい星せいレッドの地球製品密みつ売ばい人にん。あいつのところへ行けばある。もし拒否されても二ふた言こと三み言こと脅おどせば奴やつも賞金首だから、こっちの言いい値ねで──」

「そんなに食いたいのかよ！　いい加か減げん諦あきらめろって！」

「うぅ……だが、しかし」

「ハヤシだって美う味まいぞ。ほら！」

「う、旨うまいかもしれんが……習慣は習慣だ……体に……染しみついているんだ」

　面めん倒どくせぇ。全然折れねぇよ、この獣じゆう人じん。これが元連れん合ごう軍ぐんの伝でん説せつの英えい雄ゆう？　孤こ高こうの賞金稼かせぎ？　ナプキン取って戦線離り脱だつしちゃったじゃねぇか。

「……そんなことよりもさ、ヴォーガ。久々の大物だぜ！　こないだの賞金で船とかスーツの修しゆう繕ぜん費ひとかその他もろもろの払いもチャラになったことだしさ。そろそろでかい仕事に手出してジャブジャブ稼かせごうぜ！」

「俺おれは……カレーを食わんとやる気が出んのだ」

　まだ言ってるよ、このオッサン。

「三億おくダラス手に入れば、いくら価か格かくが吊つりあがったってターメリックやシナモンなんか朝あさ飯めし前まえだって。それにはまず金。一にも二にも金。そうだろう、ヴォーガ！」

「……そう、だな」

「うん。カレー食えなくて超不幸みたいな顔すんなよ。せっかく作ったのに」

「ぐぅ………しかし、その賞金首は追わん」

「ああ、そう。だったらとっとと……お、追わないだって!?」

「いつも言っているだろ。賞金額でなく、その内容に目を向けろと。手配書をよく見てみろ」

「んだよ、賞金首なんてどいつもごろつきばっか──」

　じゃなかった。

　俺はテーブルの上に展開されたホログラムの手配写真に釘くぎ付づけになった。

　金きん髪ぱつに澄すんだ青い瞳ひとみ。白い肌はだ。少し尖とがった長い耳は星作りの民たみと呼ばれるクワントール人の特とく徴ちようのひとつだ。年は一六歳さい。俺よりひとつ歳とし下したで美少女で大学の研究員で、クワントールの惑わく星せい王家ソングマールの第三王位継けい承しよう者しや。へぇ、そりゃすげぇ。でも、どっかで見たような。

「リィズ・ソングマール!?」

　思わず名前の響ひびきに胸が高鳴った。

「この間のお姫ひめ様さまじゃんか！　え、でもなんで三億も賞金がかかってんだよ。駆かけ落ちか、駆け落ちなのか？　相手は誰だれだよ。ヘンタイ惑星の王子か？　成なり金きん社長か？　ちくしょう、あんな可愛かわいい子誑たぶらかしやがって！　けしからん野や郎ろうだ、ぶった斬ぎってやる!!」

「よく見ろと言ったのはそこじゃない。これは誘ゆう拐かい事件だ。彼女はその被ひ害がい者しやだ」

「……それ……駆け落ちとは違うの？」

「大違いだ。連れん合ごう警察の発表によると大学の研究室は荒らされ、実験中の危険物質と一いつ緒しよに彼女が行方ゆくえ不ふ明めいになったとある。これが何を意味するのか、わかるだろ」

「わかってるよ。悪い連れん中ちゆうにお姫様が攫さらわれたっていうんだろ。だったら尚なお更さら、手つけなきゃいけない一件じゃねぇか。あの子の胆たん力りよく見ただろ。警けい護ご兵へいを押しとどめてまで将しよう軍ぐんを襲おそった犯人と交こう渉しようしようなんて王おう族ぞく、いまどき男にだっていないぜ！」

「恐がるほどの相手じゃなかったというだけじゃないのか。お前が」

「はぁ……後こう悔かいしてたんだよなぁ。思し考こう通信のＩＤも交換しないで別れちゃったからさ。ほら、運うん命めいの出会いは一度きりって言うだろ」

「その運命の出会いとやらが、今年に入ってからだけでも何回あった？」

「両手使って、数えるほどは多くないよ」

　ってか、今度のは本気だし。

「王おう族ぞくのお姫ひめ様さまと交際したい。そんな不ふ純じゆんな理由で彼女を追うのか」

「現に彼女は捕つかまってるんだろ。それを助けに行こうってんだ。何か問題があるのか」

「大有りだ。普通の賞金首は殴なぐって捕まえればそれで済む。誤って殺しても、賞金が半分になるだけで済む。だが誘ゆう拐かい事件はそうはいかん。目的は被ひ害がい者しやの救出であって、死なせてしまえば賞金が入らない。賞金稼かせぎの特とつ権けんである『業務上に起きた犯罪行為の訴そ追つい免めん除じよ』も認められなくなる。これがどういうことか、わかるな」

「ええっと、『賞金首を捕まえる際に発生した器き物ぶつ破は損そんや対たい象しようへの暴ぼう行こう、傷しよう害がい、殺害については損害賠ばい償しよう責任の発生こそあれ、その罪自体については処しよ罰ばつされない』ってやつだろ。一応、賞金稼ぎのライセンス試験は受けたんだ。そのくらいわかってるって」

「いいや、わかってない。いいか、ジン」

　やばい。この前置きが来ると長いんだ。俺おれはわかってますと言わんばかりに言葉を被かぶせた。

「かかか、感情を抑えて、状況を見極めろ、だろ？　俺のスケベ心は別にしても、状況を見極める限りこの件には首を突っ込むべきだね」

「どういう理由でだ」

「一つ目に経済的理由。これはさっきも言ったから割かつ愛あいするとして、二つ目には俺のステップアップとして。前回はあんたの邪じや魔まが入って、ソロデビューが先送りになったんだ。あんたの下で仕事を始めてもう二年になる。そろそろ独ひとり立ちすべきだ。三つ目に仕事の内容。あんたの言う通りハードルが高いってんならそれを乗り越えてこそ成長の余よ地ちはある。地球の言葉にもあるぜ。『可愛かわいい愛まな弟で子しには旅をさせろ』って」

「お前は『可愛い』愛弟子じゃない」

「……じゃ『獅し子しは子を谷に突き落とす』でもいいよ。四つ目には……その、三億おくも手に入ればシイカに……もっといい治ち療りようを受けさせてやれる」

　シイカは俺の実の妹だ。そんでもって、この宇う宙ちゆうでたった一人の肉親。三年前に難なん病びようを患わずらって衛えい星せいブルーの病院で闘とう病びよう生活を送ってる。俺が宇宙立高校への進学を蹴けって賞金稼ぎになったのは、妹の治療費を稼ぐためだ。もちろん、ヴォーガもそのことは知ってる。

「本当はそれが一つ目だろ」

「……ああ、そうだよ！　一ひと桁けたでも大きい首を捕まえて、足しにしたいんだよ。賞金稼ぎの実入りなんてそのときどきの賞金首のグレード次第なんだ。毎週毎週一〇〇〇万超えの賞金首が現れるとは限らねぇだろ！」

「だからといって危険な山に首を突っ込んで死んでしまっては元も子もないだろう」

「天下のヴォーガ様がえらく及び腰じゃないか」

「お前のことを心配して言っているんだ。あとお前の妹のこともな」

「そりゃどうも」

「治療費が不足なら俺が出す。だから」

「前にも言っただろ。あんたは俺おれたちを助けて、ここまで連れて来てくれた。でも、これ以上あんたに助けてもらうわけにはいかない。こればっかりは、あんたの世せ話わにはなれない」

「そうか。だが、お前は俺の船に居候いそうろうしてる。それはいいのか」

「家事やってんだからいいだろ。ヴォーガ一人じゃ、皿さらひとつ満足に洗えない癖くせに」

「ぐぅ……」

　俺が乗り込む前のこの船ときたら、ゴミ屋や敷しきも同然。賞金首が乗船するなり悪あく臭しゆうで失しつ神しんするくらいに酷ひどい荒れようだったものを、小こ綺ぎ麗れいで無ぶ骨こつな男の宇う宙ちゆう船せんにまでレベルアップさせたのだ。決して俺だけが一方的に世話になっているわけじゃない。

「つうか、心配しすぎなんだよ、ヴォーガは。一度くらい俺を試してみてくれてもいいだろ」

「いつかはな。まだ、そのときじゃない」

「だぁああああああ、いぃっっつもこれだ!!　俺ももう一七だぞ！　いったいいつになったら独ひとり立ちできんだよ!!」

「前にも言っただろ。お前がスーツに袖そでを通せるようになってからだ」

「それだってあんた次第だろ！」

　ヴォーガの母ぼ星せいであるドゥオ星の貴き族ぞく社会ではスラックスとベストとジャケットのスリーピースは成人の証あかしとされている。ヴォーガは地球人の俺に対しても、その風ふう習しゆうを課して俺にスーツを着ることを禁じている。俺の仕事着が年中ベストなのはそのせいだ。

「仕立て屋のババアに言って、スーツ卸おろすの禁止にしてるっつうじゃねぇか！」

「当然だ。あそこを紹しよう介かいしてやったのは俺だからな。俺の許可なくあの婆ばあさんにスーツを作らせることは許さん。不服なら余よ所その店で仕立てることだな」

「うぅ……」

　ヴォーガの型紙を持ってる仕立て屋の婆さんは、宇宙の名立たる王おう族ぞく貴族のタキシードや礼れい服ふく、スーツを仕立てている名工だ。俺のベストやスラックスも婆さんの仕立てだ。口の悪い婆さんだけど、あそこの服に袖を通したら、正直余所の服なんて着られたもんじゃない。ヴォーガはそれをわかってわざと余所で作れなんて言っているのだ。

「まぁ、貴族でもないぼんくら小こ僧ぞうの型紙を取るような店は、他にないだろうがな」

「なんだとっ」

　カッとなってヴォーガの胸むな倉ぐらを摑つかんだ刹せつ那な、俺はくるっと手首を捻ひねり返された。

「いたたたたっ、ちょ、待っ……いってぇ！」

「その癇かん癪しやくをどうにかしろと言っとるんだ。あのときもお前はカスパー・ローラの『半人前』の一ひと言ことで状況を見誤った」

「……そ、それは」

　言い逃のがれをするフリをして俺は横の壁を蹴けって側転。俺の腕を摑んでいる獣じゆう人じんの手をねじりとるようにしてヴォーガの拘こう束そくを逃れた。

「ちょっと油ゆ断だんしただけさ！」

「そうか、油断か。お前はよほどの達たつ人じんに成長したらしいな。では久々に抜いてみろ」

「え……」

「俺おれ相手ならば油断のしようもあるまい。今のお前の実力を見てやる」

　ヴォーガがネクタイを緩ゆるめる。

　軽い喧けん嘩かの合あい図ずだ。この二年ことあるごとにこれが繰り返されてきた。かれこれ三一二戦。もちろん俺が勝った例ためしはない。勝てば晴れて一いち人にん前まえだが、はたして今日きようは……。

「……こ、後こう悔かいすんじゃねぇぞ」

　売られた以上、買うしかないのが男の世界だ。




　喧嘩はいつも場所を選ばない。

　いついかなる場所でも賞金首と遭そう遇ぐうしても戦えるように備えておけというのがヴォーガの教えだったから、喧嘩も意見が分かれた場所を舞台とするのがルールとなった。格かく納のう庫こや狭い通路、エンジンルームやバスルームから操そう縦じゆう席せきまで。ことあるごとに対立しては殴なぐり合い、その中でヴォーガの戦法を学び、次は負けまいと鍛たん錬れんを重ねた。おかげでガリガリのチビだった俺はわずか二年で、その辺のチンピラどもをまとめて相手できるくらいには強くなった。

　ジャケットを脱ぐヴォーガ。俺もエプロンを外し、互いに上はベストとシャツだけになる。

「……」

「……」

　テーブルを挟んでのにらみ合い。

　ウェスタン風ふう味みの間合いの取り方はヴォーガの趣しゆ味みだ。

　洗い場の蛇じや口ぐちから雫しずくが落ちたのを合図に、二人同時にポケットに手を差し込む。

　ヴォーガは右ポケット。俺は両のポケットから武ぶ器きを呼び寄せる。レイ・ブレードならすぐ出てくるが、ヴォーガは俺の成長を試している。飛び道具は跳ちよう弾だんの危険がある。ここはトンファー的な打だ撃げき武器が妥当だ。指先に手ごたえを感じる。

「よっしゃっ！」

　先制攻こう撃げき、と思ったがヴォーガの方が早かった。

「ふん」

　人差し指ひとつで武器を引っかけて、ずんと抜く。一いつ瞬しゆん、長い得え物ものに見えたが俺の身長分ある長なが筒つつは俺の予想をはるかに上回る代しろ物ものだった。

「ろ、ロケットランチャ───!?」

　銃じゆう口こうが俺の鼻先を掠かすめたかと思うとヴォーガはロケットランチャーのケツを両手で持ち直し、豪ごう快かいに振りかぶってきた。

　やばい。

　少しでも衝しよう撃げきを和らげるべくトンファーを構えて──と、出てきたのはお掃そう除じモップだった。

「わ、わ、タンマ！　タンマ!!」

「聞かん」

　さっと屈かがめた頭の上をロケットランチャーがぶんと通り抜ける。ヴォーガの目が獲え物ものを狩かる虎とらそのものに見えた。殺される。振り下ろされるロケットランチャーを避けて、俺おれはリビングを逃げ回る。誤って出てきたお掃除モップを放り投げて、ポケットを探る。しかし、出てくるのはフライ返しや、おタマや靴くつべらや孫まごの手や、傘かさやら。トンファーとはかけ離れたものばかりだ。空間を超ちよう越えつして物体を引き寄せる俺とヴォーガのポケットは邪じや念ねんを払って、取り出したいものに意い識しきを集中しなければ上う手まく作動しない。

「どうした。念じ方が足りんぞ。中年の俺より想そう像ぞう力りよくに劣ってどうする」

「うっせぇ、うっせぇ、うっ──うわっ！」

　ロケットランチャーが右方から迫って、俺は慌あわててテーブルに飛び上がった。ときにヴォーガのでかい股またを擦すり抜け、ときにソファーを盾たてにしながら、ポケットを探る。しかし、俺の脳のうみそはどうにもポケットの奥に意識を集中し切れない。

　仕方ない。

　俺はついに観念して、一八番のレイ・ブレードを抜いた。ビーム粒りゆう子しの刀とう身しんで棍こん棒ぼうさながらに振り回されるロケットランチャーをすぱっと両りよう断だん。すかさずヴォーガの懐ふところに飛び込み、レイ・ブレードで一突き。

　が、ほぼ同時にヴォーガの抜いた実じつ弾だん式の単たん発ぱつ銃じゆうが俺の額ひたいを捉とらえた。

　あと数センチだったのに。

　突きを繰り出す瞬しゆん間かんに電気ショックモードに切り替えていたから、命めい中ちゆうすれば泡あわを吹いて気き絶ぜつするヴォーガの姿すがたが見られただろうに。

「……ちっ、引き分けか」

「引き分け、だと？　俺の銃をよく見て見ろ」

　言われてヴォーガの掲かかげる単発銃を観察する。撃げき鉄てつが下りてた。引き金を引いたっきり固まった指は単なるあてつけだろう。

「お前に串くし刺ざしにされる前に俺の弾だん丸がんがお前の額を貫つらぬいていた」

「わ……わかんねぇだろ。そんなの」

「わかっているさ。……結局、お前が取り出せるのはそれだけだということもな」

「……」

「情なさけない」

　ヴォーガはすっかりやる気をなくしちまったらしい。銃をポケットに仕舞うと倒れたテーブルや椅い子すを直し、どかっとソファーに腰を下ろした。

「感情を抑えて、状況を見極めろ。でないとそのポケットはお前の期待には一切応こたえんし、どんなに腕っぷしだけを鍛きたえても相手に丸め込まれて劣れつ勢せいに追い込まれるだけだ」

「じゃ、ヴォーガならどうやってカスパーを捕つかまえたんだよ」

「少なくともいきなり斬きりかかったりはせん。まずは将しよう軍ぐんの正体を明かし、周囲に疑いの芽めを撒まく。相手を挑ちよう発はつしてボロを出させて大たい衆しゆうの承しよう認にんを得たうえで格かく闘とうに持ち込み、拘こう束そくする」

「挑発ってのは具体的になんだよ」

「相手の感情を動かせればなんでもいい。感情さえ引き出せば、誘ゆう導どうすることは容易たやすい。むやみやたらに剣を振り回しているだけが賞金稼かせぎの仕事じゃない」

「これが俺おれのやり方なんだよ。今いま更さら変えられるか」

「ときには変えることも必要だ」

「ころころスタイルを変えるやつは信用ならない。かっこよくねぇじゃねぇか」

「かっこよさなど他人から与えられる評ひよう価かにすぎん。自分ではスマートなつもりの言げん動どうが他人にとっては滑こつ稽けいな言い回しにしか聞こえないこともあるし、逆に自分ではみっともないと思える行動が他人の目からはカッコよく映ることもある。いちいち気にするだけ愚おろかだ」

「カスパーに食われかけて、みっともない悲鳴を上げた俺とか？」

「ああ、あれはみっともなかったな」

「ぐぅ……」

　ヴォーガは胸ポケットからお気に入りの葉は巻まきを取り出した。持ち前の牙きばで口を切って、義ぎ手しゆの左腕でマッチを擦さつ過か。火を灯ともすと美う味まそうに口内で煙を燻くゆらせた。

「『もし』もなにも。そうはならなかっただろ」

「だから、『もし』殺されていたらどうするつもりだったと聞いてるんだ」

「そんな仮定に意味なんかない」

「考えろ」

「考えたくないね。終わったことについてなんか……そんなこと、ナンセンスだ」

「いいや、お前は考えてるはずだ」

　ヴォーガは俺の目をじっと見つめた。

　思し考こう通信を切ってたけど、言葉の意い図とはわかった。カスパーの一件についてじゃない。

　八年前の、あのときのことだ。

「あんたはどうなんだよ……考えてるのかよ。あのとき、俺たちが殺されてたらって」

「考えない日はない」

　ヴォーガはそう言うに止めた。

　ヴォーガの下に弟で子し入いりして二年。あの日のことについて話したことはない。あれはお互いのアキレス腱けんみたいなもんだ。

「とにかく、三億おくはなしだ！」

　ヴォーガが珍めずらしく語気を荒げた。今回は本気ってわけだ。

　でも、俺おれだって引くわけにはいかない。

「妹の病気を治すためにも、でかい山をふいにするわけにはいかないんだよ！」

「誘ゆう拐かい事件の報ほう奨しよう金きんが高いのは条件が厳きびしく、リスクが高くて請うけ負うやつが少ないからだ。そんな山に首を突っ込んで、もしも何かあったらどうする気だ」

「リスクは承しよう知ちの上さ。その上ででっかい賭かけに乗る。それが賞金稼かせぎってもんだろ！」

「それはただのギャンブラーだ」

「人生は博打ばくちだよ！」

「なら尚なお更さら、上う手まくいかなかったときのことを考えろ。腕一本じゃすまないこともあるんだぞ」

　ヴォーガは機き械かいの左腕を俺に示した。

　八年前。ヴォーガは懸けん賞しよう金きん十億おくの大物を生きたまま捕つかまえたことがある。同業者なら誰だれでも知ってることだ。現げん役えきの賞金稼ぎであるヴォーガが『生きた伝でん説せつ』になったのはそのせいだ。他にもヴォーガが成し得た偉い業ぎようは枚まい挙きよに暇いとまがない。だけど、自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで賞金首を捕まえたのは後にも先にもその一件だけ。ゆえにヴォーガの言葉は俺の腹にずしりと響ひびいた。

「わかってるよ、そんなこと……」

「いいや、わかってない。俺にはわかる。だから三億は追わないし、追わせない。そして、この話はもうここで終わりだ。いいな」

「勝かつ手てに終わらせんな。俺はまだ納なつ得とくしてないぞ！」

「もうここで終わりだ。いいな！」

「嫌いやだね！」

「どうしてもか」

「どうしても、だ！」

「よし……なら、もう一度やるか？」

　虎とらの目が再び俺を獲え物ものとして捕とらえる。この目は、まずい。

「も……もう一度って……なにをさ」

「お前が一歩でも船の外に出ようというのなら、俺は全力でそれを阻そ止しする。もしも俺に勝てればもう何も文もん句くは言わん。一いち人にん前まえということだ。好きにしていい。しかし、勝てなければお前は一生この船で雑用係か、賞金の分配も五対五か七対三に変える」

「はぁ!?　んな乱らん暴ぼうな!!」

「自信がないなら従えばいいだけの話だ。さぁ、どうする」

「……」

「明確な返事をするんだ。やるのか、やらないのか」

「…………ったよ」

「なんだ」

「わかった、わかりましたよ！　やるわけないだろ。あんたの言う通りにする！」

「言う通りに、とは。どうするんだ」

　くぅ……あんたは小こ姑じゆうとか。憎にく々にくしいもの言いに俺おれは屈くつ辱じよく感かん丸出しで声を張った。

「さ、三億おくは追わない。お姫ひめ様さまに手は出さない」

「いいだろう」

　ヴォーガはそう言ってようやく獣けものの目を収めていつもの朴ぼく訥とつな表情に戻った。

　こうなったら折れざるを得ない。

　ちっ。結局、また根負けしちまった。

「武ぶ器き庫こにいる。後で食うから、皿さらは冷れい蔵ぞう庫こに下げておけ」

　命じてヴォーガはリビングを出て行った。

　また鉄てつ砲ぽういじりか。

　ヴォーガの専門はコンバット虎こ拳けんとかいう実戦向きの格かく闘とう術じゆつだが、銃じゆう器きも使える。元軍ぐん人じんの性しよう分ぶんか。ただ几き帳ちよう面めんなだけか。ヴォーガは日々の肉体の鍛たん練れんと同様に重じゆう火か器きのメンテナンスも欠かさない。俺も弟で子し入いりした当初は基き礎そ的な飛び道具の仕組みとその無効化を学ぶためだと言われ、ビームガンや実じつ弾だん銃の手入れについて一通り叩たたき込まれたものだ。

　自分の分の飯めしを食い終わって武器庫を覗のぞいてみると案あんの定じようヴォーガが鉄砲を分解して、磨みがいているところだった。おっかない武器が整然と並ぶ暗い部屋の片かた隅すみで、でっかい身体からだを丸めて細かい部品を手入れしてる姿すがたは一種の職人のようだ。

　その調子で洗い物してりゃ、俺の家事もずっと楽なんだけどなぁ。

「それ、またバラしてんのか」

　ヴォーガがメンテナンスしているのはさっき俺の額ひたいに据すえられた例の単たん発ぱつ銃だ。黒いグリップに銀色の長い銃じゆう身しん。スターランナー家の白虎びやつこの紋もん章しようが刻まれたそれは、ヴォーガが連れん合ごう軍ぐんの兵へい士しとして銀ぎん河が帝てい国こくとの戦いに赴おもむく際、実の父親から譲ゆずり受けたものらしい。

「一度も実戦で使ったことねぇじゃねぇか。それ」

「当たり前だ。一発しか弾たまをこめられない単発銃だ。ビーム粒りゆう子しの飛び交う今の稼か業ぎようじゃ何の役にも立たん。だが、何度もこれに命を救われた」

「……戦場で、か」

「そうだ。お前も一いつ丁ちようくらい銃を持っておけ。いざというとき頼りになるぞ」

「飛び道具は好きじゃない。俺の得え物ものはレイ・ブレードだけだ」

「……まぁいい。だが考えが変わったらいつでも使え。ここの武器はお前のものでもある」

　組み直して、歪ゆがみがないか確かめるようにヴォーガは目の高さに銃身を合わせる。

「ところで何の用だ」

「シイカの様よう子す見みにちょっくら病院行ってくる。いいだろ」

「ああ。ということは衛えい星せいブルーか」

　惑わく星せいクロスロードには三つの衛星がある。すこぶる治ち安あんの悪いレッドと商業施し設せつや企き業ぎようの支社、貿ぼう易えき船の港が並ぶイエロー。そして大学の研究機き関かんや病院なんかがある比較的安全なブルー。赤と黄と青。信号の三色。宇う宙ちゆうの交差点──クロスロードだけに覚えやすいネーミングだ。

「なんか用事があるんなら頼まれてもいいけど」

　それなら、とヴォーガが俺おれにマネーカードを寄よ越こす。俺は手持ちの携けい帯たいデバイスに翳かざして残高を照しよう会かいしてみた。

「ご、五〇万ダラス!?　な、何買わせる気だよ!!」

「……カレーだ」

「はぁ？」

　俺が聞き返すとヴォーガはそっぽを向いて、

「カレーだ。キャット印じるしのレトルトカレー。レッドにいる賞金一〇万ダラスの賞金首のアキラなら扱ってるはずだ。捕つかまえると脅おどして半はん値ねにまけてこい」

「そんなに食いたかったのかよ!!」




　衛えい星せいレッドへのお遣つかいは後回しにして、俺は衛星ブルーのコロニーに向かった。

　賃ちん貸たい格かく納のう庫このある衛星イエローからシャトルで一時間。片道だけでも晩ばん飯めし一いち人にん前まえが吹っ飛ぶレベルの交通費だが愛する妹の顔を見るためと思えば安いもんだ。

　衛星ブルーのエイモン総合病院。

　外宇宙連れん合ごう所しよ属ぞくの非営利組そ織しきが運営する総合病院であり、治ち療りよう費ひを払えない患かん者じやや宇宙でも類を見ない難なん病びよう患者や傷しよう痍い難民の治療を引き受ける外宇宙でも最も大きな慈じ善ぜん病院だ。

「シイカ、元気か！」

　病室の扉とびらを開けると我が妹シイカ・カツヒラがベッドの上からじとりとした眼めで俺を睨にらんだ。

「病人にその挨あい拶さつはないでしょ、バカ兄にい」

「はいはい、バカ兄ですよぉ。相変わらずのつれない感じで兄ちゃん安心したよ！」

「なにそれ、意味わかんない」

　胸元まで伸びた三つ編みのお下げにピンクのパジャマ。作業用のゴーグルでその愛らしい瞳ひとみを隠かくしてシイカはベッドの上で電子機き器きをいじっていた。ナイトテーブルには工具一式が広がり、壁にはナースコールと一いつ緒しよに半はん田だごてや電動ドリルが並んでる。機き械かいいじりはシイカの趣しゆ味みであり、才能だ。現に俺のレイ・ブレードも彼女が一から作ったもので、毎月のメンテナンスはもちろん機き能のうの拡張までしてくれている。

「なにしに来たの」

　シイカは口をすぼめて目を伏せた。

　意い地じっ張りで小こ生なま意い気きな一五歳さいの妹は今日きようも平常運転らしい。

「お見舞いに決まってるだろ。右手に注ちゆう目もく！　今日のお花はなんだろうねぇ。ポケットの中をぐぅるぐるっと、出た！　花か瓶びん。……花瓶はもうあるか。気を取り直してぇえええ、出た！　水差し！　同じやないかい！　ってね。よく見ると違うんだよね」

「まだ一発で出せないの？」

「ははは……おっかしいなぁ……今日きようはどうも調子が悪いみたい」

　集中力が足りないわけじゃないとは思うんだが、やっぱり上う手まくポケットから目当てのものが引き出せない。シイカもいよいよ呆あきれ顔でぽつりとつぶやく。

「ヴォーガさんなら百発百ひやく中ちゆうなのに」

「いや、出た！　出たよぉ！　ほれ、今日のお花はティレルローズだ。寝つきの悪い夜には枕元で歌ってくれるんだとよ。ほら、地球にも輸ゆ入にゆう品ひんがあっただろ、ダンシングフラワー!!」

「夜中に唄うたわれたら他の患かん者じやさんに迷めい惑わくだよ」

「なんだなんだ。また患者さんや看かん護ご師しさんから修しゆう理りの依頼か。こうまで立て込んでるんだったらいっそのこと手て間ま賃ちんでも取ったらどうだ。いい稼かせぎになるぞ」

「嫌いやよ、そんなみっともないこと」

「何言ってんだ。才能に見合う対価をもらうのは決して疾やましいことじゃないんだぞ」

「いいの。私が好きでやってるんだから……」

　もごもごと文もん句くを言いながら電子機き器きの修理に静かな情熱を燃やすシイカを見てるのは、やっぱりいい。癒いやされる。ベッドに肘ひじをついて妹の不ふ機き嫌げんな顔を見つめる。嫌いやなことを全部忘れて、ほっと息がつける数少ない瞬しゆん間かんだ。

「ていうか、この前来たばっかりなのによく飽きないね」

「この前っていつ？　八日前か。八日も前の話か。冗じよう談だん。家族なら毎日会いにくるべきだ。むしろ俺は薄はく情じような兄であることを恥はずかしく思ってるくらいだぞ」

「二週に一度とかでいいよ、別に」

「それじゃ寂しいだろ」

「別に寂しくなんか……ブレードの調子は、どう」

「ほれ、もう絶ぜつ好こう調ちよう！　この間もセプテム星人の大男をズタズタに切り裂さいてやったところだ！　つっても安心しろ。セプテム星人は岩でデキてるからいくら切り刻んだって死にゃしない……死んだけど。ヴォーガのせいで……あのわからず屋！」

「ヴォーガさんは元気？」

「ああもう元気も元気。元気がすぎて日に日に頑がん固こになってるよ。歳としは取りたくねぇな」

「喧けん嘩かしちゃダメだよ。あの人は私たちの恩おん人じんなんだから」

「わかってるって。また今度連れてくるよ」

「うん。今度はサングラスしてない顔が見たいな。しばらくヴォーガさんの顔見てないから」

「わかった」

　シイカの病気は、治ち療りようがうまく進んでいない。

　あまりに特とく殊しゆな病気だから。

　妹が患わずらっている病気──異い星せい種しゆ間の子どもに稀まれに発はつ症しようする難病ソアラについては、異星種の交配のパターンによって病状が異なっていて治ち療りようが難しい。なかでもシイカのそれは正式な病名のあとに『シイカ型』と付くような、宇う宙ちゆう医学会では初めての症しよう例れいだった。

　担当医の尽じん力りよくで今はなんとか症状は落ち着いているし、病気の進しん行こうも止まってはいる。

　でもいつまた悪化するとも限らない。

　いわゆる『予断を許さない』状況というやつだ。

　完かん治ちを望むのであれば早いうちにここより設備の整った病院に移ることが必要だ。それには多額の金がいる。この二年間で貯ためた『シイカ貯ちよ金きん』でも簡単にいく話じゃない。

「それより仕事はいいの？」

「ああ……今は物件の品定め中。大きな山があるんだ」

「どんなの？」

「とある惑わく星せい王家のお姫ひめ様さまの誘ゆう拐かい事件。これがまた厄やつ介かいな事じ案あんでな」

「あ、ニュースで見たかも。クワントールの王おう女じよ様だよね」

「そう。ここに来る間に気になっていろいろ調べてたんだけどさ。お姫様が誘拐された当時の、あらゆる防犯データが丸ごと消されてるみたいなんだ」

「あらゆるって……いったいどこまで？」

「勤つとめてた大学の研究室の防犯記録から、コロニーの防ぼう衛えいシステムに軍の宇宙レーダー、周辺星せい域いきで行われた星間航こう行こうの痕こん跡せきまで。おかげで犯人の顔も人数も不明。犯行声明もないから身みの代しろ金きん目的なのか、政治犯なのかも一切不明。こんなんで三億おくとか言われてもほぼ無む理りゲー、みたいな」

「それって犯人が軍や大学のコンピューターにハッキングしたってこと？」

「そう。しかも事件に纏まつわるネットの書き込みもなし。あるのは襲しゆう撃げきを受けて半はん壊かいした研究所の残ざん骸がいとお姫様が行方ゆくえ不明になったって事実のみ。ハッカーの仕業だとしても一日中寝る間も惜しんでネットに張り付いてなきゃ到とう底てい不可能だ」

「コンピューターウィルス、とかかな。もしくは機き械かいそのものか」

「機械ねぇ……機械……そうか！」

　思わず目から鱗うろこが落ちた。

　そうだ。生き物に無理なら、機械の線だってありうるじゃねぇか。なんでこんな簡単なことに気付かなかったんだ、俺おれのバカ！　そして、さすが我が妹！

　機械が容疑者なら話は別だ。途と端たんに的まとが絞しぼれて推すい理りしやすくなった──

「あっちゃ」

　大だい事じなことを思い出した。突とつ然ぜん俺が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で天を仰あおぐので、シイカは目を点にして首を傾かしげた。

「どうしたの」

「ヴォーガにその山は危険だから追うなって、ストップかけられてるんだった」

　しかも宣せん誓せいまでしちまってるし。

「バカ兄にいはすぐ無む茶ちやするから。ヴォーガさんも心配なんだよ」

「かもな。でも、いい加か減げん一いち人にん前まえだって認めてほしい」

「どうして」

「じゃないと、先に進めない」

「なんで進みたいの」

「成長欲に理由なんてない」

「バカ兄のは独立欲でしょ。本当に成長したいなら他人の言うことはきくべきだよ」

「もっと大きな仕事がしたいんだ」

「……私のせい？」

　半はん田だごてを持つ手を止めて、シイカはゴーグルを上げた。

　母かあさんによく似た、地球人の綺き麗れいな黒い瞳ひとみだ。
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「違うよ」

　俺はシイカの綺麗な黒くろ髪かみを撫なでる。少し汗あせばんでるけど、そのおかげで艶つや々つやしてて撫でると光こう沢たくが波のように浮いては沈んだ。

「学校で大人おとなしくお勉強するのは俺おれの性しように合わないんだ。だから賞金稼かせぎになった」

「私の治ち療りよう費ひを稼かせぐためなんじゃないの？」

「お前の学費を貯ためるためだよ。俺おれは先を見る男なんだ。才能豊かなお前に投とう資しして、お前が成功したら分け前をたんまり貰もらう。卑いやしい計画さ」

「病気が治れば、ね」

「治るさ。生きてるんだ。死んで生き返ることに比べたら、治るなんて簡単だろ」

「……そうだね」

　シイカの患わずらっている病気、ソアラシイカ型は外宇う宙ちゆうでも初めての症しよう例れいだ。真剣に治療の前進を望むのなら、まずは研究チームを立ち上げて病気を詳しく知ることから始めなきゃならない。それには病院を移したり、優ゆう秀しゆうな医い師しを集めたりするための資金がいる。

　最低でも一億おくダラス。

　もちろん最低の治療なんて望んじゃいないから、俺の目もく標ひよう額がくはもっと高くて一〇億。どうあってもシイカには最高の治療をうけさせてやりたい。

　お下げを弄いじりながら、ふとある恐きよう怖ふに囚とらわれた。

　地球を出てから八年。

　当時七歳さいだったシイカも一五歳になった。同じだけの時間がまたあっという間に過ぎてしまう。この長くなった三つ編みと同じように、あっという間に成長してしまう。いや、成長しないかもしれない。時間の流れが急に恐ろしくなった。

　こうして手で触れられるのに、なんら有効な手段を打てない未み熟じゆくな自分が歯がゆかった。

「もう、いつまで弄いじってんの……そろそろ鬱うつ陶とうしいんだけど」

「ええ!?　鬱陶しいとかぁ、兄にいちゃんすっげぇ傷つくからぁ、やめてほしいぃ、みたいな……いや、やっぱりもう一回言って？」

「バカじゃないの」

　シイカがすんと服の裾すそを引っ張る。

「おっと」

　バランスを崩くずしたフリをして、ずてっと布ふ団とんに顔を埋める俺。そんな俺の顔を掛け布団ごしに膝ひざでつっつくシイカ。知らんプリしながら内心では「うりゃうりゃ」と言わんばかりのリズムでやるので俺もついついその細い足をこしょぐってやりたくなる。

「ちょっと、バカ兄のエッチ！」

「うっそぉ！　エッチはないだろ。健全なスキンシップだろうが、この野や郎ろう！」

　シイカの笑いどころなら知り尽くしてる。

　腹の横あたりをさわさわっと撫なでただけでテーブルを蹴けるほど笑い転げるのだ。さすがに今の状況でそれをやると修しゆう理り中の電子機き器きが台だい無なしになってしまうので加か減げんはするが、それでもシイカはムスッとしていた顔の行方ゆくえを布団で隠かくしつつ、肩でぴくぴく笑った。

　幼くして両親を失なくしたり、地球を離れて宇宙の社会に無む理り矢や理り適応せざるをえなかったせいでシイカは普通の女の子よりもちょっぴり大人おとなびたところがあった。本当はもっと無む邪じや気きに怒ったり叫んだり笑ったりしたいだろうに。変に大人ぶって、我が慢まんして。十五歳さいの女の子のすることじゃない。もしもう一度シイカの弾はじけるような笑い声を聞くことができたら、どんなに幸せだろうか。時計の針はりの音に怯おびえず、シイカとじゃれていられたら、どんなに心が温まるだろうか。

　そう考えるなら、やはりやるべきことは、ひとつしかない。

「そろそろ行くか」

「帰るの？」

「お前の元気な顔を見たら安心した。また来るよ」

「うん」

　来るときはうんざり顔のシイカも帰るときは決まって名残なごり惜しげに俺おれの腕を撫なでる。妹曰いわく俺の腕は年々親父おやじに似て来てるそうだ。毛深くてがっしりした腕。血管をなぞるシイカの指が俺の指と重なって、ゆっくり離れて、じゃあね、と手を開く。

「行ってらっしゃい……お兄にいちゃん」

「おう」




　病院の中庭を突っ切りながら俺はスラックスのポケットを探る。リビングのリモコンやヴォーガの電動髭ひげ剃そりなんかを搔かきまわした後で、お目当ての携けい帯たいデバイスを探り当て、最新の賞金首情報を閲えつ覧らん。例のクワントールのお姫ひめ様さまについて、まだ動きはないようだ。

　三億おくのお姫様を追う。

　ヴォーガの指し示じに背いても、俺はやると決めた。そもそも許可を得る必要なんかない。認めて貰もらおうじゃなくて認めさせなきゃ、この先も俺はヴォーガのお伺うかがいをたてなきゃ行動できない三さん下したどまりのままだ。それじゃいつまでたっても一いち人にん前まえになんかなれない。

　一人でもやる。

　やったあとでヴォーガに嫌いやでも「うん」と言わせる。

　俺は早さつ速そく戦せん術じゆつを練るために情報屋にあたることにした。こうみえて、いつでも独ひとり立ちできるように地道な人じん脈みやく作りはしてる。シイカのくれたヒントを元に、俺は衛えい星せいブルーの宇宙港に着くと行先を決めるべく、とある情報屋の脳のうに思し考こう通信を飛ばした。

（おい、美少女マニア。聞いてる？）

　相手はどうやら仮か眠みん中だったらしい。俺の問いかけに夢ゆめ心地ごこちからたたき起こされると低血圧気ぎ味みの淀よどんだ思考で目を覚ました。

（なによ…………せっかく女の子たちとハーレムを満まん喫きつしていたというのに）

（らしいな。俺にも一いつ瞬しゆん見えたよ。お前の破は廉れん恥ち極まりない妄もう想そうの世界が……。つうか、多分涎よだれ垂たれてるぞ。顎あごの辺りに温ぬるい感覚がする）

（あら、ほんと……じゅる）

　眠い眼めをこすりつつ、通信相手の少女は口元を拭ぬぐった。

　彼女は情報屋のワンダ。

　外宇う宙ちゆうの小学校から中学校時代までをともに過ごした元同級生で、現げん役えきの女子高生で、それなのに美少女好きという変へん態たい気質の通信傍ぼう受じゆマニアだ。こう言うとまるで通信傍受の方がおまけみたいに聞こえるかもしれないが、ワンダにかかればデジタルだろうがアナログだろうが思し考こうネットワークだろうが覗のぞけないものはない。

　四年前、彼女がファンだったアイドルグループを洗せん脳のうから救うために、信者数一〇億おくを超える宇宙的カルト教きよう団だんの教きよう祖そをたった一夜にして破は滅めつさせたこともあるくらいだ。

（お久しぶりね、ジンくん。元気だった？）

（おかげ様で。早さつ速そく調べてほしいことが……って今日きようから大型連休じゃん。なんで誰だれもいない教室で机にべったり頰ほおを擦こすりつけてるんだ。つうかそこお前の席か）

（誰の席でもいいじゃない。至し福ふくの時間を邪じや魔ましないでちょうだい）

　気の立ちようと肌はだの密みつ着ちやく具合からいって、なんとなくクラスで一番可愛かわいい子の席なような気がする。相変わらず美少女趣しゆ味みが過ぎるやつだ。

（聞こえてるわよ）

（聞こえるように言ったんだよ。早速調べてほしいことがあんだけど）

（ダメよ。今案あん件けんが立て込んでるの）

（さっきまで寝てたじゃねぇか！　それに案件ってなんだよ。どうせどっかの女子高生の思考通信を盗とう聴ちようするとか、盗とう撮さつするとか、そういうどうでもいいことだろ）

（失しつ礼れいね。私だってあなた以外にあなた以上の優ゆう良りよう顧こ客きやくを大量に抱えてるのよ。例え昔のよしみでも列にはしっかり並んでもらうわ）

（いいのかな、そんなこと言って。せっかく、いいもんやろうと思ったのに）

　そう思考して俺おれは携けい帯たい端たん末まつの秘ひ蔵ぞう動どう画がから新作の美少女動画を再生してガン見する。スリーピース号と同じスペースシップ・ハーバーに停てい泊はくしてる某ぼうお嬢じよう様さま学校の宇う宙ちゆう船せん部ぶに属する美少女たちの、弾はじけんばかりの洗せん車しや風ふう景けい──この場合は洗せん船せんか──を盗撮したものである。俺が見ているものは思考通信を通じて相手の視し覚かく野やにもばっちり共有される。

（こ、これはまた……女の子たちの濡ぬれ濡ぬれ制せい服ふく姿すがたじゃないのっ！　着ちやく衣い具合が、ぐふっ！）

　ワンダは裸はだかよりも着衣の方が萌もえる類たぐいの女だった。そんなのでまともに外歩けんのかよ。

（割り込ませてくれれば、こいつのロングバージョンのデータを送ってやる）

（し、仕方ないわね。お望みはなに？）

（惑わく星せいクワントールのお姫ひめ様さま。リィズ・ソングマール）

（リィズ様……誘ゆう拐かいされたそうね）

　さっきまで興こう奮ふんしてたワンダの思考が急に冷静になる。無む理りもない。ワンダは彼女と同じクワントール出身。母ぼ星せいの王おう族ぞくの身を案じるのは当然の感情だ。

（賞金がかかってるんだけど、実行犯の詳しよう細さいについては不明。そっちでなんかわからないか）

　俺おれが思し考こうするなりワンダは各関係組そ織しきへのハッキングを開始した。すぐさま一いつ報ぽうが入る。

（賞金の内うち訳わけは大学が二億おくとソングマール王家から一億、とあるわね）

（それどこ情報？）

（連れん合ごう警察。公おおやけにはされてないわ。肝かん心じんのソングマール王家が大学よりも低い額しか提てい示じできていないのだから、面子メンツを考えて公表を差し控えるのは当然ね）

（にしても大学の提示額が多すぎるな。なんか金のかかる研究でもしてたのか。専門分野は）

（惑わく星せい創そう造ぞう学）

（なんだ、それ）

（理り想そう的な自然環かん境きようの惑星設計とか資し源げん惑星の創造とか。まぁ、要するに惑星のデザイナーね）

（なんとなく聞いたことがあるな。いかにも金がかかりそうじゃないか）

（そうでもないわ。他の部門の研究予算に比べたら、彼女の部門の予算は大した額じゃない）

（惑星創造学……いや、待てよ）

　なぁんか、前にもこれと同じやりとりをした気がする。

　その感覚はすぐさまワンダにも共有された。

（デジャブじゃないの？　私が一度教えたことを忘れるほど、あなたは馬ば鹿かじゃないわ）

（いや、でもやっぱり……前にも惑星なんとかの研究者が誘ゆう拐かいされたことなかったか。そんでもってお前に同じ質問をして。確かあれは……）

（惑星探たん索さく学のこと？）

（そう、それだ！　確か……天気図みたいに宇う宙ちゆう全体の粒りゆう子しの流れを観測することで特定の環境の惑星がどの銀ぎん河がのどの恒こう星せい系けいにあるか探す……っていう学問だったよな！）

（ええ。あ、……確かに前に惑星探索学で有名な教きよう授じゆが誘拐されたことがあったわね）

（でも実は教授はただの詐さ欺ぎ師しで、惑星探索学も似え非せ科学だって事件の後で証しよう明めいされたんだ。おかげで誘拐犯はお咎とがめなしで釈しやく放ほう。俺とヴォーガの骨折り損で終わったんだよ……）

（……あなたが関わるといつもそんな感じね）

　くそ。思い出したら腹立ってきた。しかも『俺が関わると』って本当だから余よ計けい腹立つ！

（ええ。あの事件と今回の事件。何か繫つながりがあるというの？）

（多分、誘拐犯は同一人物だ。考えてみりゃ大学やコロニーや軍や宇宙航こう空くう局きよくのコンピューターに記録されたデータが一いつ瞬しゆんで消えてるっていうのも当時の手口と一いつ致ちしてるし、特定の環境の星を手に入れようとしてるってとこも類るい似じしてる）

（なるほど……惑星探索学が的まと外はずれだとわかって、今度は自分たちの手で作ろうと）

（その通り！）

　おまけにシイカのヒントで『機き械かいの犯行』ってところにも合がつ致ちする。今け朝さのヴォーガとの会話といい、まるで運うん命めいが俺おれを引き寄せてるようだ。

（運命、ね。で、名めい探たん偵ていさん。この先、私が何をしたらいいのかしら）

（そうだなぁ……ひとまずは惑わく星せいクロスロードの周辺にあるすべてのスペースシップ・ハーバーの空から船ぶね記録を調べてくれ。そんでもってここから重要なんだが──）

　ワンダに犯人の船あぶり出しの秘ひ策さくを伝でん授じゆするとあいつは頰ほおの端はしに笑えみを零こぼした。

（りょーかい）

　ワンダのことだ。数分で結果が出るだろう。

　その間に事じ態たいを整理することにしよう。

　惑星クワントールのお姫ひめ様さまにして、宇う宙ちゆう立りつ大学の研究者でもあるリィズ・ソングマールを誘ゆう拐かいした犯人の目的とは何か。

　ずばり彼女の研究者としての知ち識しきだろう。

　身みの代しろ金きんの要求が一切ないのがいい証しよう拠こだ。百歩譲ゆずって金目当てだとしても軍や政府や大学のデータを自由自在に書き換えられるようなチート級のハッカーが、誘拐なんて回りくどい方法を取るだろうか。まさか。銀行の預金データを弄いじった方が楽に金が手に入る。犯行声明がないからテロの線も考えにくい。となると犯人の狙ねらいはリィズ・ソングマールのお姫様としての地位ではなく、研究者としての知識や才能にあると考えるのが妥当だ。おそらく犯人は彼女に自分たち好みの惑星を作らせるつもりなのだ。そして、それは前述したように金かね儲もうけや政治的要求のためじゃない。

　故こ郷きようとなる母ぼ星せいを作るために。

　およそ機き械かいの仕業としか思えないハッキングの腕を持っていて、同じような誘拐事件の前科がある新惑星の探たん索さく者。そんな条件の揃そろったゴロツキはさすがの外宇宙でも一人だけだ。

　やつの名前はブリギット。

　とある星でアンドロイドの人権を訴えて蜂ほう起きした機械生命体の末まつ裔えいにして、海かい賊ぞく団だんソウ・ザ・シードを率ひきいる女性型アンドロイド。

　犯人の目め星ぼしがつけば、あとはそいつが駆かる宇宙船の行方ゆくえを追うだけでいい。

（ビンゴ）

　ものの数分でワンダから交信が入った。

（結果は）

（条件に合うポートが三つあったわ。一つ目はクロスロードの静止軌き道どう上を回ってるコロニー・シールドにある『ロジャー』。二つ目はウッズ星の衛えい星せいソウにある『ブレイク』）

（三つ目は）

（衛星レッドの第六コロニーにある『トニー』よ。一番近いのはそこね）

（あぁ……）

　ヴォーガのお遣つかいにあった衛星だ。せっかく作ったハヤシをむげにされて、その上代用品のレトルトを買わされるなんて。個人的にはごちゃごちゃ理由をつけて無視したいところだ。

（そいつは一番最後にしよう）




　結局、合計三時間も移動に費やして二つのハーバーが空から振ぶりに終わった挙あげ句く、俺おれは渋々衛えい星せいレッドの第六コロニーに出向くことになった。

　結果から言おう。最初からこっちに来ておけばよかった。

　露ろ店てん街の商人から五万もふっかけられたキャット印じるしのカレーをポケットに詰め込んだ俺は望ぼう遠えんスコープの中心に目的の船を捉とらえた。

　スペースシップ・ハーバー『トニー』の貸しハーバーに女海かい賊ぞくソウ・ザ・シードの帆はん船せんクイーン・ヴィーコンは確かに停てい泊はくしていた。もちろん偽ぎ装そうのために船体の色は変えてあるが、古こ代だい外宇う宙ちゆうに生せい息そくしていたという宇宙ダイオウイカの外がい骨こつ格かくを利用して作られたあの特とく徴ちよう的なフォルムは見み間ま違ちがいようがない。

（さすがワンダ。見事な分ぶん析せき力だ）

（運が良かっただけよ。さすがなのはあなたでしょ。あんな手を思いつくなんて）

（まぁ、所しよ詮せん相手はロボットだからな。デジタル上の数字は弄いじれても実際の数字は弄れない。データから船を一いつ隻せき隠かくしても、リアルな視し界かいから隠すことはできない）

　俺がワンダに指し示じしていたのはこうだ。

（惑わく星せいクロスロードの周辺にあるスペースシップ・ハーバーのホームページに片かたっ端ぱしからアクセスして、停泊可能数いっぱいまで予約を入れてみてくれ。画面上の数字に反して、一隻分予約が取れないページが出てくるはずだ。そこが連れん中ちゆうの居い場ば所しよだ）

　要は連中のことだから、画面上の数字しか弄らないだろうと踏んだわけだ。

　例えば一〇隻分船を泊とめられる港があったとしても、敵は自分の船が泊まっている痕こん跡せきを消したいからダミーの画面を上から張り付けて、一一隻空あいていることにしてしまう。でも本当は一〇隻分しか停泊できる港はないから、コンピューターは一一隻目の予約を弾はじいてしまう。

（こんなトラブルは早々起きることじゃないし、すぐに見つかると思ってたんだが……まさか他に二か所もあるとは……えらい無む駄だ足あしだった）

（ボロいコンピューターを使ってたってだけよ。結果オーライじゃない）

（まぁな）

　流りゆう線せん型けいの船せん首しゆと一〇本の脚あし。航こう行こう時じには脚を傘かさのように展開して太陽の光を受けるというそのイカにもな構こう図ずはどこからどうみても俺の探していた船そのものだった。

（問題はあの船のどこにお姫ひめ様さまがいるか、なんだけど）

（思し考こう通信もここまでにしましょう。グレイロイド相手じゃ逆探たん知ちされるかもしれないし）

（だな。サンキュ、あとは一人でやるよ。分け前は）

（いいわよ、そんなもの。幸運を祈ってるわ。それと、ヴォーガ様によろしく）

（へいへい。お前もあんま美少女に入れ込みすぎてマフィアとか軍ぐん隊たいとか敵に回したりすんじゃねぇぞ。また前みたいにヴォーガが助けてくれるとは限らねぇんだからな）

（わ、わかってるわよ……。じゃあね、ジンくん）

（じゃあな）

　思し考こう通信を切ると途と端たんに頭のなかが静かになる。特にワンダの思考は妄もう想そうの塊かたまりだから繫つながってるとノイズが多くて疲れる……。




　帆はん船せんクイーン・ヴィーコン。心を持った人間そっくりのロボット──グレイロイドたちで構こう成せいされる女海かい賊ぞく団だんソウ・ザ・シードの旗き艦かんだ。

　グレイロイドというのは、外宇う宙ちゆうで比較的最近生命体としての人権が議ぎ論ろんされるようになった、自じ我がを持った女性型のアンドロイドの総そう称しようだ。その歴史は色々と複雑で血なまぐさい背景を含むので今は割かつ愛あいしよう。重要なのは彼女たちが母ぼ星せいを失ったロボットで、外宇宙に同どう胞ほうが一〇〇〇万体以上いて、かれこれ一〇〇年以上も自分たちの生存に適した星を探してるってことだ。

　女海賊団ソウ・ザ・シードはそんなグレイロイドたちの間に自然発生した海賊団で、銀ぎん河が帝てい国こくの船や残ざん虐ぎやく非ひ道どうな海賊の船を襲おそっては、彼らから略りやく奪だつした金品や装そう備び品を外宇宙の各銀河に散った同胞たちに分け与えていた。要はグレイロイドのための義ぎ賊ぞくだった。

　外宇宙連れん合ごうと銀河帝国の大たい戦せん時じには、連合軍と共同戦線を張ったりなんかして、ダークヒーローとして持て囃はやされたりもしたらしいけど、帝国が亡ほろびるや連合軍は外宇宙に蔓延はびこる海賊勢せい力りよくを一いつ緒しよくたにして新たな仮か想そう敵と設定。連合憲けん章しように違反するソウ・ザ・シードをならず者扱いし、頭とう目もくであるブリギットに三〇〇〇万ダラスの賞金をかけた。

　なので賞金稼かせぎである俺おれとブリギットは本来敵同士のはずなんだけど、ヴォーガとブリギットは古い知り合いだった。二人はお互いに手出しはしないと協定まで結んでいたので、弟子である俺は彼女に手を出すことができなかった。

　が、逆に言えばブリギットを連合警察に差し出すのでなければ、お姫ひめ様さまを救出して報ほう奨しよう金きんを得るのは何ら協定に違反する行為ではないはずだ。多分……。

「さてと」

　俺はまずロボットだらけの船に忍しのび込むために、カスパー・ローラを捕つかまえた際に大活かつ躍やくした偽ぎ装そうホログラム装そう置ちを準備。カチューシャみたいな形をしたヘッドセットを頭に装そう着ちやくし、望ぼう遠えんスコープでドックの隅すみから帆船の周囲の偵てい察さつをはじめた。

　ハーバー内は船外作業がしやすいように無重力状態となっている。ヴィーコンの船外ではバッテリー充じゆう電でん用のソーラーパネルを交換するのに三体のグレイロイドがつなぎ姿すがたで活動している。そのうちの一体の顔面をズームアップし、ヘッドセットにデータを取り込む。するとすぐさま顔のモデルができあがり、俺の顔の上にホログラムとして出力される。あっという間に俺おれのハンサムな顔は切れ長の目をした瘦やせ形のグレイロイドのものへと変へん貌ぼうを遂とげた。

　服も着替えなきゃいけないが調ちよう達たつは後にしよう。今回のホログラムはあくまでその場しのぎ。長時間偽ぎ装そうしつづけるためのものじゃないから、遠目で騙だませればそれでいい。

　侵しん入にゆう口は船底にある船外活動用のハッチがいいだろう。

　無重力状態を利用して地面を蹴けって近づく。

　宇う宙ちゆう立りつ中学の無重力体育で培つちかった運動神しん経けいを遺い憾かんなく発はつ揮きして俺は見事に──、

「ばふっ！」

　顔面からぶつかった。うん、体育の授業とか二年前の話だしね。無む理りもない。

　幸い大きな音はしなかった。

　気を取り直してポケットからレイ・ブレードを取り出す。ビーム粒りゆう子しのノズルを極ごく細ぼそに切り替える。ハッチのロックを焼き切って船内に潜せん入にゆう。船外作業用の搬はん入にゆう口ぐちなのでロッカーを開けばそれ用の服が揃そろっている。女ものなのでいろいろと気まずいラインも多いが三億おくダラスと妹の笑顔のために恥はじを忍しのぶ。というか着たのはどうせロボットだ。残のこり香がとかあるわけない。くんくん。

　体てい裁さいも整ったところで、いよいよお姫ひめ様さまのお部屋探しだ。

　いつもなら船のコンピューターにアクセスして見取り図くらい拝はい借しやくするところだが、相手はそのコンピューター様だ。船内で手持ちの携けい帯たい端たん末まつを起き動どうさせただけでも潜入がバレてしまうことだろう。ここは地じ味みだが一部屋一部屋お姫様の気け配はいに聞き耳を立てて探していく以外にない。機き械かいっぽくない軽い足音や、機械っぽくない吐と息いき……つうか機械が息するわけないか。そう考えると宇宙空間なんてロボットの天下だよな。なんせ酸さん素その有う無むを気にする必要が……。

「そうか、呼吸か！」

　盲もう点てんだった。俺は急いで船内通路の壁や天てん井じようを調べ始めた。

　この船はグレイロイドが余よ所その海かい賊ぞくから強ごう奪だつしたときに、ロボットが運用しやすいよう徹てつ底てい的に改修が加えられたのだとヴォーガに聞いたことがある。ソーラーパネルを使って航こう行こうするために随ずい分ぶんいろんな設備を潰つぶして回ったと。食堂に、トイレ、水道管。それに換かん気き扇せん。酸素生せい成せい装そう置ち。それら呼吸とか生せい理り現げん象しようにまつわるものをがしがし潰してグレイロイド向けに合理化された、と。だが完全に排はい除じよしちまったら有ゆう機き体たいの友人や、捕ほ虜りよを乗せる際に不ふ都つ合ごうが生じる。だから一か所か二か所、酸素生成装置とダクトを残した有機体用の部屋があるはずなのだ。

『まもなく本ほん艦かんはソーラーセイルの修しゆう理りを終え、出しゆつ航こう準備に入ります。乗員はただちに──』

　老紳しん士し風ふうのＡＩの声が艦内に響ひびく。

　まずい。早くお姫様を見つけ出して船から脱だつ出しゆつしないと。俺は天井や壁を見つめ、酸素を通す管が走ってないかくまなく探した。途と中ちゆう、何体かのグレイロイドとすれ違ったが正体がばれている気配はなかった。平静を装よそおって歩を緩ゆるめては、管を探すためにまた走り出す。

　次のフロアに上がってまもなく。お目当ての印しるしが俺の頭ず上じように現れた。空くう調ちようダクトと思わしき管が通路に沿ってまっすぐ進みながらとある場所で九〇度右を向いて頑がん丈じような丸まる扉とびらの上に消えた。

　おそらく、ここが、

「彼女の部屋……」

　遠くで何かしらのハッチが閉まる音が聞こえた。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　俺おれはノックもなしに丸まる扉とびらを開けた。

「誰だれ？」

　部屋は真まっ暗くらだった。その奥でどことなく聞き覚えのある少女の声がした。

「リィズ・ソングマール、だな」

　懐かい中ちゆう電でん灯とう代わりにレイ・ブレードを灯ともそうとする前に、部屋の壁が一転して展てん望ぼう窓のように宇う宙ちゆうの星々を映し出した。俺はベッドに腰掛ける彼女を見て、溜ため息いきをもらした。

　長い金きん髪ぱつにすっと通った鼻はな筋すじ。とんがり耳と白い肌はだ。服ふく装そうこそ華はなやかで大だい胆たんなドレスのお姫ひめ様さま系けいから清せい楚そなお嬢じよう様さま系──白シャツに細いリボン。ミニスカートとニーハイ──に変わってはいるが地球のように青く澄すんだその瞳ひとみは見み間ま違ちがえるわけもない。

「久しぶりだな。クワントールのお姫様」

　ウィンドウスクリーンのスイッチに伸びたお姫様の白い手が俺の姿すがたを見て固まった。

「あなた……誰なの？」

　強い警けい戒かい心と拒きよ絶ぜつに、俺は努めて陽性の声で対たい処しよする。

「ああ、ごめんごめん。この顔ね。ちょっと待って、いますぐ変へん装そう取るから！」

　そう言って顔にかけたホログラムをとく。

　素顔を見せるとお姫様の表情がほんの少しだけ和らいだ。

「あなた……確か進水式のときの？」

「そう。賞金稼かせぎのジン・カツヒラ。君を助けに来た」

　バシッと決めて軽やかに右手を差し出す。が、お姫様はポカンとした顔で、

「助け……に？」

「そう。助けに来た。これで二度目かな」

「二度目？」

　どうもお姫様は腑ふに落ちない感じでマジメな顔のまま首を傾かしげた。

　うん？　……誘ゆう拐かいされたショックで状況把は握あく能力に著いちじるしい障しよう害がいでも発生してるのかな。もしくは俺の言ったことの意味が単に理解できなかっただけかもしれない。

「地球の言葉にあるんだよ。『一度あることは二度ある。二度あることは三度ある』ってね」

「はぁ……」

「君を助けるのはこれで二度目。さぁ、お姫様。ここから脱だつ出しゆつしよう」

「脱出……なぜ？」

　あれれぇ……なんだ、なんだ。俺と彼女の間でコミュニケーションに齟そ齬ごが生じているような……彼女で間違いないよな。単にからかってるだけか？

「そもそも一度目って、なに？　あなたに助けてもらったことなんてあったかしら」

「またまたぁ、あっただろ！　君がセプテム星人に襲おそわれそうになったところを俺がレイ・ブレード片手に現れて、こうして、こうして、こう！　覚えてるだろ？」

「記き憶おくにないわ」

「なんで!?」

　ま、まさか、記憶喪そう失しつとか？　海かい賊ぞくどもにあれをこれして、こうされて、あまりに酷ひどい体験だったんでそれまでの記憶が吹っ飛んじまったんじゃなかろうか。

「ＳＰに変へん装そうして私のことを騙だましたり、後先考えずにセプテム星人のスパイを襲おそったり、ビームガンの集中砲ほう火かを浴びて絶ぜつ対たい絶ぜつ命めいに追い込まれたりした、軽口が取とり柄えの間ま抜ぬけな賞金稼かせぎさんのことなら、よく覚えているけど」

「ははは……よかった。記憶喪失じゃないみたいで」

　軽口が取り柄とは心しん外がいな。

「でも一度目に助けた、というのはよくわからないわね……誰だれから何を助けたのかしら。よければ状況を教えてくれれば、思い出せると思うのだけど」

「ああ、もういいですよ！　仰おつしやる通り。俺おれの身から出た錆さびであんたが巻き添えを食ったんだから助けに入って当然ですよねぇ！　こんな状況でも相変わらず胆たん力りよくが据すわってやがる！」

「なんだか乱暴な言いぐさね」

「とにかく！　君を助けにきた。もうすぐ船が離り陸りくする。早くここから逃げるぞ！」

「あなた、確かヴォーガさんと知り合いだったわよね？」

「ああもう！　時間がないってのに……へいへい、そうですよ。あのドゥオ人の豪ごう傑けつの頑がん固こ者ものと知り合いですよ。そのヴォーガがなんだって!?」

「あの方は来ていないの？」

「来てないよ。つうか来るわけない。あの人は女がちょ──苦にが手てなんだから。今回の件だってノータッチ決め込んじゃってるし」

「じゃ、君ひとりでこんなところまで？」

「そう。でも安心してくれ。お姫ひめ様さまの一人や二人助けるなんて、俺一人で朝あさ飯めし前まえ！」

「君だけで、この船から逃げられるとでも？」

「なぁに連れん合ごう警察に通報して、その間に戦せん闘とう機き奪うばって逃げりゃ楽勝さ。いざとなればこのレイ・ブレードで一いち網もう打だじ……ってどこ見てんの。俺の頭に何かついてる？」

　リィズの視線を追って後ろを向いた瞬しゆん間かん、一体のグレイロイドが力任せにプラスティックパイプを振り抜いた。

「ぶほっ！」

　右側頭部を打ぶち抜かれ、かっきぃんと飛んだ俺は壁にぶち当たって、気き絶ぜつした。が、すぐさまベストに仕込まれた長時間昏こん倒とう防止機き能のうが作動。俺おれが気を失ったのを察さつ知ちして、目覚まし代わりの低周波が全身に走って俺を無む理り矢や理り叩たたき起こす。殴なぐられた痛みとともに覚かく醒せい。ぐらぐらする意い識しきの向こうで女の声がし、リィズの手を引っ張るのが見えた。

「さぁ、早く！」

　相手はショートカットのグレイロイド。リィズを連れてく気だ。

「おい、待てよ……こら……」

「しぶといわね」

　痛みを引っぺがすように頭を振って、俺は一いつ心しん不ふ乱らんにグレイロイドに突っ込んでいった。

「うぉおおおおおおお！」

　肩に体重を乗せ、相手に激げき突とつ。

「彼女を放せ！」

　ぶつかった瞬しゆん間かん、頭にキーンと共きよう振しんが走る。外宇う宙ちゆうで最も頑がん強きような金きん属ぞくパイクを内部骨こつ格かくに使用しているだけのことはある。硬いし、この程度の突とつ撃げきじゃ倒れやしない。でも、力任せに押し出すことはできる。

「どぉりゃああああああああ！」

　梃てこの原げん理りで下から突き上げるようにグレイロイドの身体からだを押す。すばしっこい動きで重量級の力りき士しを土ど俵ひようの外に押し出す力士のごとく、俺より体重と頑がん丈じようさで上回るはずのグレイロイドがみるみる壁かべ際ぎわに追いやられる。

「そんなっ！」

「おりゃ！」

　お返しと言わんばかりに相手の頭を壁に叩たたき付ける。頑がん健けんな頭部は気持ちいいくらいに壁にめり込んだ。俺はショートカットのグレイロイドを懸けん命めいに押さえ込みながら、

「今だ、逃げろ！」

　リィズに指し示じして右手でレイ・ブレードを抜く。

　光の刃やいばをグレイロイドの首の接合部に突き付けて叫ぶ。

「格かく納のう庫こはどこだ！」

「……」

　ショートカットのグレイロイドがリィズの方を見る。すっげぇ見る。なんだなんだ。逃げないように威い圧あつしてんのか。そうはさせるか。

「早く言わねぇと綺き麗れいな頭と体をばらしちまうぞ！」

「くぅ……か、甲かん板ぱん下……外へ出て、二つ目の角かどを右に……階段を上れば……すぐ、だ」

「本当だな？」

「……グレイロイドは……噓うそをつかない」

「プログラムなんだろ。だったら人間には危害を加えないってのも追加しとけ」

　レイ・ブレードを棒ぼう状じように展開し、ショートカットのグレイロイドに一発加える。峰みね打うちみたいなもんだ。一種の電気ショックを浴びてグレイロイドは機き能のうを停止した。

「よし、リィズ……って俺おれどさくさに紛まぎれて名前で呼んじゃったよ。まぁ、いいか。こいつを縛しばり上げたらすぐに上に移動して……ってリィズさん？」

　振り返るとリィズが俺に向かってプラスティックパイプを構えて立っていた。

　なにこれ、ちょっと不ふ穏おん。

「ごめんなさい」

「え？」

　予感的てき中ちゆう。リィズはこともあろうにプラスティックパイプで俺の側頭部を殴なぐった。倒れる俺。生なま身みの女の子の遠えん慮りよ気ぎ味みな一発は当然たいした威い力りよくもないが、心の傷は深しん刻こくだ。

「ちょ、り、リィズさん？」

「動くな」

　頭を上げると俺の動きを封じるように、再起き動どうしたショートカットのグレイロイドが鼻先に右の拳こぶしを突き付けた。一見、人間の皮ひ膚ふにしか見えないそれが細さい胞ぼうのひとつひとつを反転させて一いつ瞬しゆんにして鈍にび色いろのビームガンに変化する。

　ホールドアップ。リィズはあたかもグレイロイドに守られているかのように彼女の背後に立って俺が落としたレイ・ブレードの柄つかを拾い上げた。

「そいつを返してくれ」

「断るわ。私は誘ゆう拐かいなんかされてない。むしろ、彼女たちは私を守ってくれているの」

「ま……守ってくれてる？」

　いやいや……どういうことだよ。

　賞金稼かせぎのＳＮＳもネットニュースも惑わく星せいクワントールの王おう女じよ誘拐を大々的に報じてる。宇う宙ちゆう立りつ大学と王家が報ほう奨しよう金きんを出して、連れん合ごう警察も解決に動いてる。

　なのに誘拐じゃない？　ましてやグレイロイドが彼女を『守ってくれてる』？

　こんな事例見たことも聞いたこともない。

　きっと彼女はグレイロイドたちに洗せん脳のうされてるんだ。俺は事じ態たいを整理するために彼女に聞いた。

「守るって。な、何から？」

「あらゆる力から。だから、連合警察はもちろん大学や王家にだって私がここにいることを通報させるわけにはいかない」

「大学も？　でも、君は大学の研究室でこいつらに襲おそわれて拉ら致ちされて、ここにいるんだろ」

「だから、それは誤ご解かいなの」

「じゃ、あの手配書はなんなんだよ」

「手配書ってなに？」

「君の身み柄がら確保に君の家と君の大学が出した報ほう奨しよう金きんさ。全部で三億おくダラス」

「あの母が私に……」

「そいつが全部君の王家と大学の早とちりだってのか」

「ええ。母なら例え真しん相そうを知ったとしても同じように私を取り返すためにそれだけの金額を積んだでしょうね。あの恥はじ知しらずの大学は言うまでもなく」

「……恥知らず？」

　おいおい、何がどうなってるんだよ。こっちは意い気き揚よう々ようと来たっていうのに、歓かん迎げいされてないばかりか、雲行きは怪あやしくなる一方じゃねぇか。

　俺おれはちらりと部屋の出口を見やる。

　扉とびらは閉まってる。増ぞう援えんが来る気け配はいはない。いや、もうすでに目の前のショートカットレディがブリッジに通信済みかもしれない。まだ船はハーバーを出ていない。

　くっそ、二発も打ぶたれて頭がずきずき痛み出した。しゃあない。ちょっと乱らん暴ぼうだけどレイ・ブレードで壁をぶった切るか。それには彼女の手から取り返さないといけないが……。

「私は誘ゆう拐かいされてない。だから、報奨金も出ないわ」

「そう思い込んでるだけじゃないの？　被ひ害がい者しやが犯人に同情して手を貸しちゃう的な。君って惑わく星せい創そう造ぞう学の研究者なんだろ。それで母ぼ星せい探しをしてるグレイロイドたちに狙ねらわれた。協力しなきゃクワントールを破は壊かいするぞとかなんとか言われて、だから俺がこうして助けに来ても、素す直なおに応じることができない。そういうことだろ？」

「全然違うわ」

「全然？　五割くらい合ってるでしょ」

「まったく！　少しも！　掠かすりもしないほど！　的まと外はずれで、見当違い！　勘かん違ちがいも、甚はなはだしい！」

「うぅ……じゃ、お、俺の助け……は？」

「必要ない」

「ぐぐぅ……そ、それじゃ報奨金の三億おくはどうなるんだよ！」

「知らないわよ、そんなの。大学や母がどんな陰いん謀ぼうを企くわだてているか知らないけど、私はあの研究室にも母星にも帰るつもりはないの。わかったら、早くここから立ち去りなさい！」

「今いま更さら手ぶらで帰れるかよ。なんの因いん果がで惑星王家のお姫ひめ様さまがこんなアバズレロボットどもの海かい賊ぞく船せんに乗ってるのか知らないけど、こんなとこ百ひやく害がいあって一いち利りなしだぜ。今ならまだ間に合う。俺と一いつ緒しよにこの船を降りるんだ！」

「い・や・よ！　これ以上同じ問もん答どうを繰り返すようなら、この剣で君を追い払うのみよ！」

　リィズがブレードのスイッチを押す。が、ビーム粒りゆう子しの刃やいばは出なかった。

「え、どうして……さっきは、これで」

「君には無む理りだ。指し紋もんが違うから、俺以外には使えない。悪いけど返してもらうよ」

「誰だれが返すものですか」

「宣せん言げんしただけだ。君に渡してもらう必要はない」

「どういうこと……あっ、なに！」

　突とつ如じよ、リィズの両手の空間が唐とう突とつにぐにゃりと歪ゆがむ。球形に発生した次元の歪み。それはレイ・ブレードの柄つかを包み込み、手て品じなのように彼女の手の中から消し去った。あっという間の出来事にリィズとショートカットのグレイロイドはしばし手元に釘くぎ付づけになった。

「ど、どこにいったの？」

「さぁ、どこでしょう」

　不敵に煽あおる俺おれ。二人が振り返るころには、ビームガンの銃じゆう口こうは真まっ二ぷたつに切り裂さかれていた。

　俺の手に戻ったレイ・ブレードによって。

「どうやって……何をしたの？」

「さぁ、何でしょう。種たねも仕掛けもあるけど、それを言っちゃ面白くないだろ。ただひとつ言えるのはこの宇う宙ちゆうの誰だれも俺から奪うばうことはできないってことさ」

「はっ。旦だん那なと同じベスト着てるだけのくせに、よく言うわよ。ツーピースの青あお二に才さいが」

「青二……って、こ、この声は……」

　悪い予感。しかし、体勢を整える暇ひまはなかった。

　天てん井じようの空くう調ちようダクトがぶっ壊こわれ、鉄の塊かたまりが俺の頭ず上じように降ってきた。

「ごふっ」

　スカートから吹き出るバーニアの風圧に押され、俺は為なす術すべもなく床に押さえつけられた。天井から降ってきたそいつは俺の上に馬乗りになるとレイ・ブレードを握った両手を封じて、ぐいっと捻ひねりあげた。思わず漏もれ出る苦く悶もんの声に「あはっ」と色っぽい反応。艶つややかな銀ぎん髪ぱつ、吊つりあがった目め尻じりが俺を見下ろして、Ｓっ気たっぷりに弧こを描いた。

「久しぶりね。ツーピースのジン」

「……ぶ、ブリギット」










　その昔、造ぞう物ぶつ主しゆに反はん旗きを翻ひるがえして外宇う宙ちゆうの一種しゆ族ぞくに名乗りを上げたアンドロイドたちがいた。

　彼女たちは自らのことを〝グレイロイド〟と呼んだ。

　彼女たち、と限定するのはグレイロイドが女性タイプだけだからだ。何な故ぜグレイロイドが女性タイプだけなのかということは想そう像ぞうに任せる。醜みにくい宇宙文明の負の歴史ってやつだ。

　彼女たちはただのロボットではなく自ら意い思しを持ち、思し考こうすることができた。持ち主の要望に応じて進化し、適合するために、自己進化を促うながす〝好こう奇き心しん〟という名のプログラムを与えられ、結果的に自じ我がを獲かく得とくし、自由を切望し、造物主たちに反旗を翻して、彼らを滅めつ亡ぼうに追いやった。

　グレイロイドたちは自らを新たな生命体と定義した。

　彼女たちは造ぞう物ぶつ主しゆと彼女たちの飼い主をぶち殺すと独立国家を形成し統とう治ち者しやとなったが、まもなくして銀ぎん河が帝てい国こくの支配の手が伸び、母ぼ星せいを滅ぼされてしまった。

　一〇〇年以上昔の話だ。生き残った一〇〇〇万あまりのグレイロイドたちは自分たちの意い識しきをネットで繫つなぎ独自のコミュニティを維い持じしたまま、外宇う宙ちゆうの方々に散って行った。グレイロイドたちが持つ唯ゆい一いつにして絶対的な目的意い識しきはただひとつ。自分たち無む機き物ぶつ生命体の生存に適した新たな母ぼ星せいを発見することだ。その目的は一〇〇年経たった今でも達成されていない。

　なんでそんな海かい賊ぞく団だんと賞金稼かせぎのヴォーガが知り合いなのかといえば、俺おれも詳しいことは聞かされてない。多分、大たい戦せん中ヴォーガは連れん合ごうの軍ぐん人じんだったから……そこでなんか……その……知り合いになったんじゃないの。よくわからん。

　師し匠しようと弟で子しの関係とはいえ。だからこそか。ヴォーガが俺に身の上話をしたことはない。

「さぁ、残るはスラックスだけね」

　話してくれていれば、グレイロイドが侵しん入にゆう者しやの衣服をはぎ取る破は廉れん恥ち集団だってことにももっと早く気付いて警けい戒かいできただろうに。

「……」

　ここはクイーン・ヴィーコンの捕ほ虜りよ隔かく離り室。別名・拷ごう問もん部屋（俺命めい名めい）。空くう調ちよう設備の整った数少ない部屋の真まん中なかで、俺は成人男性の五倍以上の力を持ったグレイロイド三体に取り押さえられながら、見るも無残な状態で衣服をはぎ取られていた。ベストとシャツ、スラックスに靴くつ下したまで奪うばわれて、残ったのはパンツ一枚だけ。あらゆる抵てい抗こうは無意味に終わった。

「キャプテ──ン、これが例のベストっすか」

　ベストをパタパタと揺らしながら、物色係と思わしきロリっぽいツインテールのグレイロイドが船長のブリギットに尋たずねる。

「そうよ。念ねんじるだけで望んだ場所にある望んだ物体を引き寄せることができる物体ワープのポケット。宇宙ひもを編んで作ったって言われてるけど、あれ本当なの？」

「さぁね」

「さぁねってなによ。あんたの服でしょう」

「製法までいちいち知らねぇよ。あとあんまポケットいじるなよ。俺以外が触ると──」

「きゃんっ！」

　忠ちゆう告こくが届く前にツインテールのグレイロイドはベストのポケットに手を入れてショートしてしまった。電でん源げんが落ちたように目を開いたままぶっ倒れて、動かなくなった。

「防犯装そう置ちが作動する、って言いたかったんだけどなぁ」

「やってくれたわね」

　メンテナンス室に連れて行くよう指し示じを出しながら、ブリギットは反ギレした目つきで俺の前に仁に王おう立だちする。俺は悪びれもせず、首を横に振る。

「他人の警告を聞かないのが悪い。ロボットなんだから、再起き動どうすりゃ済む話だろ」

「黙だまらないと、最後の一枚もはぎ取るわよ」

「ちょ、やめて、お願──」

「ブリギット！」

　俺おれの一いつ張ちよう羅らのパンツが鋼こう鉄てつの指に引きちぎられようとした矢先、ブロンドの女め神がみ様が制止に入った。

「少し下げ品ひんよ。グレイロイドの王おう女じよ様なのだから、破は廉れん恥ちな真ま似ねは慎つつしまないと」

「堅苦しいことは言いっこなしだってば、リズ。いくらあたしがグレイロイドのお姫ひめ様さまだからってあんたのように育ちがいいわけじゃないの。なんせ海かい賊ぞくなんだから」

「稼か働どう年数九〇年のな」

　すかさず俺が口をはさむ。

「人間で言ったら九〇歳さいだろ。九〇歳のお姫様とか、笑わせるぜ」

「はぁ？　有ゆう機き体たいの尺しやく度どで物事を計るのやめてくんない。チョー迷めい惑わくなんだけど」

　ギャルっぽいもの言いはお姫様どころかロボットにも見えない。見た目はそれこそ一九かそこらの派は手でな女学生でも通じるくらいには若々しい。だが所しよ詮せんは人工皮ひ膚ふだ。身体からだ自体も数年に一度オーバーホールしているらしいが、中身のＡＩは稼働年数九〇を数える老ろう獪かいだ。

「痛々しいから、ロボットがチョーとか言うなよ」

「ロボットじゃない。グレイロイド、よ！」

「んなこたぁ、どうでもいいんだよ。さっさと解放しろ！」

「嫌いやよ。さぁ、ぱぱっと張りつけちゃって」

　ブリギットの目配せに応じて、仲間のグレイロイドたちが淡たん々たんと俺の身体からだを×の字の鉄骨に括くくりつけていく。

「さっき捕ほ虜りよって言ったよな。外宇う宙ちゆう連れん合ごう憲けん章しようで捕虜への拷ごう問もんは禁止ってあんだぞ！　憲章違反じゃねぇか！　人じん権けん委員会に訴えるぞ、このブリキ女！」

「有機体が勝かつ手てに決めた憲章なんか知ったこっちゃないわ。そもそもあたしたち海賊だし」

「海賊なら仁じん義ぎってもんがあんだろうが！」

「仁義？　はぁ、なにそれ？　グレイロイドにはそういう曖あい昧まいな解かい釈しやくよくわかんないんだけど」

「曖昧はてめぇだろうが。人かロボットかはっきりしろ！」

「言葉の解釈の話をしてるのよ」

「ヴォーガに世せ話わになったんだろ、その弟で子しに手出すとかどういうつもりだよ！」

「そうね。スターランナーの旦だん那なには随ずい分ぶん世話になったわ。あの人は有機体のなかでも数少ない友人と言ってもいい」

「だったら！」

「旦那への評ひよう価かとあんたへの評価は別。っていうか、旦那とあたしの不ふ可か侵しん協定を無視して侵しん入にゆうしといて、なによ。自分がピンチになったら旦那がどうとか、自分は弟子だから丁てい重ちように扱えとか。舐なめたこと言ってると承しよう知ちしないわよ？」
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「ぐぅ……」

「そんなんだから、あんたはいつまでたってもジャケットなしのツーピースなのよ」

「てめぇっ！」

　反はん抗こうしようと体を前に出すも、鉄骨に括くくりつけられていてどうにもならない。

　ツーピース。つまりジャケットのない、ベストとスラックスの二点だけの状態をヴォーガの母ぼ星せいドゥオでは未み成せい熟じゆくな子どもの正せい装そうとして扱う。『ツーピースのジン』というのは暗あんに俺おれを未熟なガキだと揶や揄ゆするブリギット流のあだ名なのだ。

「言われたくなきゃ、それなりの生き方ってものを心得ることね」

「知り合いなの？　ブリギット」

　後ろで事を見守っていたリィズが控え目に尋たずねる。存在を忘れてたわけじゃないけど、ブリギットとの口こう論ろんが白熱しすぎたみたいだ。

　若じやつ干かん俺を見る目が最初の頃ころより厳きびしくなってる。

「まぁね。知り合いというか、知り合いの知り合い？　みたいな？　ヴォーガとは古い付き合いなんだけど、こいつの方はさっぱり。ガキすぎて相手してられないわ」

「よく言うぜ。俺につっかかってきてばっかのくせに」

「きっかけはいっつもあんたでしょ」

「お前が癪しやくに障さわるドヤ顔で俺おれを見み下くだすからだろ」

「程度の低いことばっか言ってんだから、人として見上げようもないでしょ」

「じゃ、俺が一等ましな人間になった暁あかつきには見上げてくださると。けっ、その気もないくせによく言うぜ。有ゆう機き体たいとありゃ、難なん癖くせつける癖によ！」

「決めつけのオンパレードね……相変わらず口の減らないこと」

「減ったら大変だ。グレイロイドと違ってこの口は取りかえが利かねぇからな」

「……この通りよ」

　呆あきれたように肩をくいっと持ち上げるブリギット。リィズはそんな俺たちのやりとりを引き気ぎ味みに見守っている。その手にはまたしてもレイ・ブレードが。絶対あとで取り返してやる。

「なんで俺が磔はりつけにされなきゃならないんだよ！」

「別に。縛しばり上げてどうしたいわけでもないし、拷ごう問もんしてまで聞き出さなきゃいけないことがあんたにあるとも思えないし。ひとまずの対たい処しよっていうの？　無断で船に入り込んだ侵しん入にゆう者しやがあまりに暴あばれるもんだから縛り上げて、放ほう置ちしておこうっていう。ただそれだけよ」

「俺が聞きたいのはなんでお姫ひめ様さまを助けにきたはずの俺が裏切られて、鎖くさりで鉄骨に括くくりつけられてんだってことだよ！」

「だからそれはさっきも言ったでしょう」

　リィズは手で胸を押さえ、反論した。

「私は誘ゆう拐かいなんてされていない。ブリギットに依頼して、ある場所に行くための護ご送そうをお願いしているだけなの」

「護送ならお抱えのＳＰなり、近この衛え兵へいがいるだろ」

「この件に母ぼ星せいは関係ない。私個人で処しよ理りしたい問題なの」

「個人でって……大型連休だからってお忍しのびでバカンス、とかじゃないんだろ」

「もちろんよ」

「…………オーケー。百歩譲ゆずって、誘拐じゃないのはわかった。わかったからいい加か減げんもう解かい放ほうしてくれよ。さっきみたいに暴れたりしないからさ」

「信用できないわ」

　そうぴしゃりと断言されるとこちらも反論のしようがない。

「私に賞金がついていると言っていたでしょう」

「ああ、言ったよ。補ほ足そくすると惑わく星せいクワントールのソングマール家から一億おくダラス。残りの二億はグランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学から出てる。内うち訳わけは両者の立場を重んじて公表されてないけどな」

「でしょうね。公表されたら母は大学の倍を出さざるを得なくなる」

「母親なら出して当然だろ」

「…………そういうことじゃないのよ」

　リィズは下した唇くちびるを嚙かみしめて俯うつむいた。気のせいか、レイ・ブレードの柄つかを握る手が震えているように見えた。

「で、あんたはその賞金に目がくらんでここまでノコノコ来たと」

「人聞きの悪いこと言うなよ、ブリギット。俺おれはただ使命感に駆かられただけさ。彼女とは前に一度会ってるし、手配書を見て放っておけないと思ったんだ。地球には『騎き士し道どう』って言葉があって、麗うるわしいお姫ひめ様さまを救うのは騎士の使命とされてるんだ」

「あんたがその『騎士』なの？　騎士ってよりは案か山か子しにしか見えないけど」

「勝かつ手てに言ってろ」

　この女に関わってると永久に話が先に進まない。俺は無視してリィズに尋たずねる。

「俺をどうする気だ」

「君がどうするかによる」

「どうするって何を」

「この状況を。私が誘ゆう拐かいされたということになっていて、莫ばく大だいな額の報ほう奨しよう金きんがかかっていることはわかったわ。でも、それは誤ご解かいなの。もしくは陰いん謀ぼう。私には私にしかできない使命があって、今その使命から離れたり放ほう棄きしたりすることはできないの」

「さっきも言ってたな。個人的に処しよ理りしたい問題があるって。いったいなんなんだ」

「それは……」

　急にリィズだけでなくブリギットまでもが神しん妙みように口をつぐんだ。

　どうやら大おお事ごとらしいというのは空気でわかったが、意を決した彼女が口から紡つむいだ言葉はこの一件をさらにややこしくさせた。

「ある兵へい器きを破は壊かいしたいの。その資料ごと」

「兵器……兵器って？」

「会ったばかりの君には言えないわ。他の誰だれにも。けれどとてつもなく恐ろしい虐ぎやく殺さつ兵器だということだけは言えるわ。前の大たい戦せん時じに、銀ぎん河が帝てい国こくが私の母ぼ星せいに開発を進めさせていた大量殺さつ戮りく兵器。結局あるハプニングから試作機は失われて使われずに済んで、研究資料もすべて大戦終結後にクワントールの研究者たちが闇やみに葬ほうむったはずだった。私もそう信じていた。裏でグランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学が同じ研究を進めていると知るまでは」

「……科学者の探たん究きゆう心しんってやつか」

「本当にそれだけなら私も問題にはしなかったでしょうね。けれど研究チームの目的は兵器としての使用を前ぜん提ていとしていたの。私は彼らから兵器を奪うばい、ある場所で破壊するためにブリギットを用よう心じん棒ぼうとして雇やとった。大学に辞じ任にん届けと声明も残してね。逃とう亡ぼう者しやになって、ひとりぼっちで生きる覚かく悟ごはできていた。それなのに彼らはどうしても取り返したいのね。事実を隠いん蔽ぺいして、私が誘拐されただなんて噓うそをついたりして」

「確かにその方が大たい義ぎ名めい分ぶんとしては世せ間けん様に説明がつくもんな。待てよ……その話が本当なら、君は誘拐事件の被ひ害がい者しやじゃなくて窃せつ盗とう事件の……加か害がい者ってこと？」

「……そ、そうね」

　俺おれのばっさりとした解かい釈しやくに、リィズは苦にが笑わらいを浮かべた。

「どんな大たい義ぎ名めい分ぶんを持ったとしても他人の持ち物を盗ぬすんだことに代わりはないわ。罪つみに問われる覚かく悟ごはしている。彼らが私のことを裁さばくというのなら連れん合ごうに加か盟めいする惑わく星せい王家の娘むすめとして、法の裁きに応じましょう。けれど、すべては使命を終えてからにしたいの」

「……ちょっと待って、色々整理したい」

「はぁ？　あんたがどう理解するかなんて関係ないし」

「うるさい、ブリキ黙だまってろ」

　俺は脳のう味み噌そをフル回転させて解決法を練る。

「……ＯＫ。じゃ、こうしようぜ。君を大学には渡さず、俺がクワントールまで送り届ける」海かい賊ぞくには逃げられたとか適当に言って、ひとまず王家から報ほう奨しよう金きん一億おくを貰もらうんだ」

「なんですって？」

　リィズの声が裏返る。まぁ、これくらいの反応は予想通りだ。問題はこっからだ。

「そんでもってそいつを少し癪しやくだけどソウ・ザ・シードと山分けする。その恐ろしい兵へい器きとやらはブリギットに処しよ分ぶんさせる。その分の手数料はまた後で王家に請せい求きゆうすればいい。そうすりゃブリギットだって同じ仕事で一億ダラス余よ計けいに手に入るんだぜ」

「あんたねぇ……」

「どうだ。俺もブリギットもリィズにもおいしい、ウィン、ウィン、ウィンな計画だろ！」

「嫌いやよ。クソ虫」

「彼女ほど汚い言葉は使わないけど、私もお断りするわ」

　渾こん身しんの案は即そく却きやつ下かとなった。

「なんで!?」

「なんでもよ。母ぼ星せいに帰ったって母は……女じよ王おうは私を歓かん迎げいしない。逆に争いごとの火ひ種だねを持ち込んだ私のことを酷ひどく叱しつ責せきするはずよ。私と彼女はその……上う手まく行ってないから」

「でも、母かあちゃんなんだろ」

「でも、女王なのよ。それだけで普通の親子とは違う」

「…………」

　打つ手なし。このお姫ひめ様さまの首を縦たてに振らせるのはなかなかの難なん行ぎようだ。

《お嬢じよう様さま。お嬢様。ブリギットお嬢様》

　女ばかりの船内に突とつ如じよ老紳しん士し風ふうの声が響ひびく。クイーン・ヴィーコンを制せい御ぎよするＡＩだ。

「なぁに、ケイン」

《連れん合ごう軍ぐんのレーダーが艦かん船せんの影かげを発見しました。位置は南西。角度はマイナス三〇度。本艦との間に一〇万キロの船間距きよ離りを保っています》

「近いわね」

「おい。まさか連れん合ごう軍ぐんのレーダー、ハッキングしてんのか？」

「外宇う宙ちゆうの全星せい域いきをカバーするには一番手っ取り早いのよ。ケイン、これより本ほん艦かんは第二種警けい戒かい態勢に移行。艦かん内ないに放送をお願い。あたしも今すぐそっちに上がるわ」

《了りよう解かいいたしました》

「リィズ。次の戦せん闘とう態勢で隔かく壁へきを閉へい鎖さするから、今のうちに部屋に戻って。あたしはブリッジに上がるから、なにかあったら呼ぶのよ」

「わかったわ。ありがとう」

「あたしとあんたの仲でしょ。じゃあね」

　ブリギットはリィズの肩に手をかけると右の頰ほおと左の頰を一回ずつリィズの頰にくっつけてから彼女のブロンドヘアをくしゃっと撫なでて外に出て行った。お姫ひめ様さま同士の挨あい拶さつだろう。他のグレイロイドも出ていって、部屋には俺おれとリィズだけが残った。

「……」

「……」

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。お姫様を助けに来てパンツ一いつ丁ちようになって捕つかまった男と一惑わく星せい王家のお姫様が突とつ如じよ二人切りになったのだ。

　とにもかくにもまずはこの状況を解消するところから始めねば。

「なぁ、リィズさん。一惑星王家のお姫様としてさ。大の男を磔はりつけにしてる状況ってのは、心苦しかったりしないの？」

「大の男？　どこにいるのかしら、そんな人。いたとして君にどんな──」

「はいはい、間違えました！　ただの小男でした！」

「何が言いたいの？」

「……鎖くさりを解いてほしいんだけど」

「駄だ目めよ」

「うぅ……」

　なんとかならなかった。くそ。

　このままじゃ、ブリギットのことだ。俺を得え体たいの知れない惑星か衛えい星せいに置き去りにするに決まってる。そしたら一億おくや三億どころじゃない。スリーピース号に戻ってくるための交通費でこの前のギリギリ黒字だった会計が真まっ赤かかになっちまう。

　くそぉ、考えろ考えろ考えろ。何か手はないか。何か手は……あれ。そういえばさっきからリィズが俺に背中向けてしゃがんだきり黙だまり込んでる。「はむ……はむ」しかも、なぁんか肩ごしに口のあたりがしきりに動いているような気がするんだけど。仄ほのかに香る苺いちごの甘い匂におい。

「それ……アポロン？」

「ん!?」

　小さな肩がびくんっと過か剰じように反応する。ああ、やっぱりそうか。喉のどに詰まったのか咳せき込み出す彼女の背中はさっきまでの凛りんとしたイメージと対たい照しよう的で、ちょっと可愛かわいい。

「旨うまいよな、俺おれもたまにすげぇ恋しくなる」

「は……ふん……ごくん」

　リィズは涙の目で俯うつむき加か減げんに振り返った。口を押さえてるのは噴ふん出しゆつしそうになったからなのか、真まっ赤かな頰ほおを隠かくすためなのか。

「どこで手に入れたんだ。地球の密みつ輸ゆ品ひんを扱ってる業者なんてそう多くないぞ」

「大学に未開惑わく星せいの密輸品を扱ってる学生がいて、彼女から買ってるの」

「そりゃ、またグルメなことで」

「こ、子どものころに……私に勉強を教えてくれていた先生がよくくださったの。異文化の探究に熱心な方で、禁制品にも果か敢かんに手を出してらっしゃったの。じいじは未開の星の食べ物なんて口にしては駄だ目めだと言っていたけど……と、当時の私はまだ小さくて」

「未開の星には外宇う宙ちゆう基き準じゆんで未知の細さい菌きんがうようよいるからな。まともな検けん閲えつをうけてなきゃ変な病気にかかる恐れがある」

「よく知ってるのね」

「こっちに来たばかりのころ、連れん合ごうの施設で四二種類も殺さつ菌きん処しよ理りを受けさせられたんでね」

「それは……大変だったわね。どうして外宇宙に？」

「親父おやじが外宇宙の異い星せい人じんで密みつ入にゆう国こく者しやだったんだ。九歳さいのころ、連合にバレて強制送そう還かん。でそのときに当時連合軍の地球監かん視し部ぶ隊たいにいたヴォーガと知り合ったんだ。それが地球歴れきで二〇〇九年のことだから……もう八年になるかな」

　本当はそのときにいろいろと悲ひ惨さんなことがあったんだけど、リィズには伏せた。だってあんなこと、ほぼ初しよ対たい面めんの人間に言ったってしょうがないだろ。俺だって相手との距きよ離り感で話す内容を制せい御ぎよしたりする。それくらいの分ふん別べつはある。

　しかし、ブリギットは何をやってるんだか。ブリッジに戻って行った切り動きがない。脱だつ出しゆつするなら今なんだろうけど、窓の外は星空一色。パンツ一いつ丁ちようの俺には一いち縷るの望みもない。せめて彼女が大だい事じに抱えてるレイ・ブレードを取り返せたら。

「なんで海かい賊ぞくに依頼を。わざわざ犯はん罪ざい者しやじゃなくったって探たん偵ていとか傭よう兵へいとかいるだろうに」

「ソウ・ザ・シードのブリギットは信頼のおける女海賊だとさっきの先生が話していたのを覚えていたの。最初はヴォーガ殿どのにお願いしたのだけど、断られてしまったから」

「ヴォーガに？」

　初耳だった。

「ええ。進水式で彼を見かけて、適任だと思ったの。ヴォーガ殿は帝てい国こくとの戦争の際に私の母ぼ星せいを救った英えい雄ゆう。だから力になってくれると思ったの」

　ヴォーガのやつ、そんなこと一ひと言ことも。

　まさか、それでこの件を扱うのを嫌いやがったのか。リィズの依頼を断った手前、格かつ好こがつかないから？　いや、ヴォーガならむしろ逆の行動を取るはずだ。自分が仕事を引き受けなかったせいで事じ態たいが悪化したと知れば、無用な責任感から彼女の救出に動いたはずだ。俺おれがやろうと言ったときも頑かたくなに跳はね除のけたし、何か他に理由があるはずだ。

「それに、あの男の追つい撃げきを払うのに彼以上に心強い味み方かたはいないから」

「あの男って？」

「帝てい国こく残党ファイヤーブラッドの幹かん部ぶ。『不ふ滅めつの手』を持つと言われる──」

　衝しよう撃げきは唐とう突とつに後尾から襲おそった。鉄骨で身体からだごと固定された俺はまだしも、リィズは身体ごと慣かん性せいの法ほう則そくで飛ばされて壁にぶつかった。こういうとき重力発生システムは邪じや魔まだ。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「へ、平気……少し頭を打っただけだから」

　拷ごう問もん部屋の照しよう明めいが赤と青とで目まぐるしく点てん滅めつし始める。

《総員に告げる。第一種戦せん闘とう態勢に移行せよ。繰り返す、第一種戦闘態勢に移行せよ》

「ついに嗅かぎ付けたのね」

　よろよろと立ち上がり、リィズはウィンドウモードの壁面スクリーンに張り付いた。その目がいままで以上に厳きびしく引き締しまる。

「何が来てんだ。連れん合ごう警察か？　軍か？」

「どっちでもないわ」

　リィズは俺にも見えるようにスクリーンの映えい像ぞうを斜め下後方からのものに捻ひねった。

　こちらの船体をギリギリ掠かすめるようにして、巨きよ大だいな敵てき艦かんの船せん首しゆが海面を突き破る白はく鯨げいの頭のごとく画面を真まっ白しろに覆おおい尽くす。

「く、くそデケェ……」

「プラネット級宇う宙ちゆう戦せん艦かんターセル。グランスラー宇宙立大学生徒自じ治ち軍ぐんの持つ最さい新しん鋭えいの戦艦よ」

「大学が戦艦？　軍ぐん隊たいじゃなくて？」

「一〇〇〇年以上昔からの伝でん統とうなのよ。大学および、最新鋭宇宙科学の研究機き関かんは国家や軍隊から独立し、一切の干かん渉しよう、介かい入にゆう、侵しん略りやくは実力をもってこれを排はい除じよする」

「その伝統があの戦艦か？　どう見てもやりすぎだろ」

「彼らはそうは思ってないわ。私一人を連れ帰るには十分だと信じている」

「それって大学のお偉えらいさんたちってことか。学者のくせに、やることが過か激げきすぎんだろ」

「もしくは裏で手を引いている勢力か」

　全長一〇〇〇メートル前後のプラネット級戦艦と全長三〇〇メートル程度の帆はん船せん。

　その差は歴然。ただしクイーン・ヴィーコンは外宇宙きっての電でん子し戦に優れた戦艦だ。相手が大きかろうが、兵へい装そうで上回っていようが戦艦の操そう舵だを奪うばっちまえばどうってことはない……はずだった。電子戦の敗はい北ぼくを告げるように横並びになったターセルが船体側面のビーム砲ほう十数門もんをこちらに向ける。遠えん慮りよのない一いつ斉せい掃そう射しや。スクリーンがオレンジ色の光に覆おおい尽くされる。

「っ！」

　こういうときにわざとらしい悲鳴は出ない。目を瞑つむり、唾つばを飲み込んでる間にビーム砲ほうは操そう舵だ手しゆのギリギリの回かい避ひ行動でヴィーコンの船尾を掠かすめるに留とどまった。

「ブリギットお得意の電でん子し戦せんはどうしたんだよ！　連れん中ちゆうピンピンしてんじゃねぇか！」

「きっと、手動で操舵してるんだわ」

「はぁ？」

　俺おれは耳を疑った。

「艦かんの電子機き器きをすべて遮しや断だんして、すべて手動で動かしているのよ。きっと」

「いやいやいや、ありねぇだろ！　無重力化での姿勢制せい御ぎよにバーニアの出力維い持じに……レーダーはどうすんだよ！　どうやってこっちの船を捕ほ捉そくすんだよ！」

「だから、全部目で見てやるのよ！」

「目で!?　三六〇度全方位に目ん玉だけで対応するなんて、そんなこと──」

「できる連中なのよ。そうでなければ、クイーン・ヴィーコンに挑いどんで来たりしないわ」

　こうしている間にも外では激しいビーム砲の応おう酬しゆうが続いてる。

　花火のようにバカスカ轟ごう音おんを上げて炸さく裂れつするビーム砲の光。軋きしむ船体。不ぶ気き味みに点てん滅めつする敵艦カタパルトの誘ゆう導どう灯とう。そこからワラワラと発進する戦せん闘とう機きの群れ。淡たん々たんと船の劣勢を告げるヴィーコンのＡＩ。ああ、何な故ぜだろう。さっきまであんなに狼ろう狽ばいしてたのに、爆ばく発はつ音おんが聞こえるたびに、船の軋きしむ音が足あし下もとに伝わってくるたびに、俺は何故かワクワクした。

　これぞ宇う宙ちゆう戦争。無重力下のド突きあい。切り抜けるには正装と武ぶ器きがいる。

「よっぽど君のことを取り返したいらしいな」

「私じゃないわ」

「ああ、何かしらの兵へい器きだっけ。こんだけのドンパチになっても大学に戻る気はないんだな」

「もちろんよ」

「わかった。いますぐ俺の拘こう束そくを解いてくれ」

「なんですって？」

「連中に捕つかまりたくないんだろ。だったら俺が守ってやる」

「守ってやる？　君は私の首に懸かかっている報ほう奨しよう金きんが欲しいだけでしょ」

「だとしても、連中に捕まるよりかはましだろ。心配すんな。二億おくは諦あきらめる。君を連中に差し出したりはしない。第一そんなことして稼かせいだ金なんか、あいつは喜んだりしない」

「あいつって？」

「俺の妹。君の持ってるブレードの作者。あいつのために稼ぐ金は強者を甚振いたぶって、弱者を救って得た金って決めてるんだ」

「そんなことを言われても、無む理りよ。君のことをよく知らない。信用できないわ」

「俺を信用するかしないかは関係ない。あいつらに捕まりたいのか、捕まりたくないのか。重要なのはそれだけだ」

「……」

「断言してもいい。この船はあと五分で落ちる」

「……」

「とっくに覚かく悟ごはできてんだろ！」

「……もうっ！」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて、リィズは俺おれの両手足の鎖くさりを外しにかかった。

　ヴィーコンはターセルの猛もう攻こうから必死に逃げ回っていたが振り切るには周りに集まる蠅はえの数が多すぎた。今に自じ治ち軍ぐんの兵へい隊たいとやらがヴィーコンに取りついて白はく兵へい戦せんが起こるだろう。親父おやじの見ていたスペースオペラの映えい像ぞうが頭を過よぎる。攻める側ならともかく攻められる側からしたら白兵戦は地じ獄ごくだ。戦力差から言って殲せん滅めつが不可能な以上、逃げる以外に道はない。

「どうするつもりなの」

「敵の戦せん闘とう機きが集まりすぎててヴィーコンは星間航こう行こうが使えない。この船にも戦闘機くらいはあるだろうから、そいつで君を連れて脱だつ出しゆつする」

「ブリギットたちは？」

「俺たちが逃げれば、自治軍だっていつまでもヴィーコンに構ってないさ」

「私たちだけで逃げ切れると思ってるの？」

「できると思うからやるんじゃない。やらなきゃ捕つかまる。だからやるんだよ」

「積極的なのか消しよう極きよく的なのかわからない人ね」

「退路を絶って生きてるだけさ。服を返してくれ。パンツ一いつ丁ちようで船のなかを駆かけまわる気はない」

「言われなくたって返すわよ」

　リィズは恥ずかしげに俺の服一式を拾いあげるとブレードと一いつ緒しよに俺に差し出した。

「サンキュって、おっ」

　ブレードを摑つかんだ腕をリィズがぐっと引き寄せる。彼女の顔が間ま近ぢかに迫る。鼻と鼻がぶつかりそうな距きよ離り。甘い匂においと吐と息いきが頰をくすぐる。なんだよ、この状況は……。高まる俺の鼓こ動どうとは対たい照しよう的にリィズの地球色の瞳ひとみは俺を睨にらむように見つめる。

「少しでも怪あやしい動きや裏切る真ま似ねをしたら、後ろから撃うつから」

「どうぞ。それならビームガンがいるな」

　彼女が手にしたままのベストのポケットにそっと手を滑り込ませ──バーベルやら握あく力りよくグリップやらダンベルのあとで──ショートカットのグレイロイドが使っていたビームガンを取り出す。リィズはやや呆あきれた顔で、

「一発で出せないの、それ」

「レイ・ブレードは上う手まく行くんだけどねぇ……」

「便利なポケットだこと」

　リィズは手慣れた様よう子すでビームガンのカートリッジを抜いてエネルギー残量を確かく認にん。元に戻して安全装そう置ちを解除した。

「ブリギットはここ以外の酸さん素そ供きよう給きゆう量りようをゼロにしているはずよ。宇う宙ちゆう用のヘルメットも取り出してもらえるかしら」

「スリーピース号に予備があったはずだからそっから調ちよう達たつする。銃じゆうを撃うった経けい験けんは？」

「子どものころ惑わく星せい王家が集まって開かれる狩かりで少しだけ。余よ所そのプリンスより獲え物ものをたくさん撃ったものだから、すぐ母に追い出されたけれど」

「そいつは結けつ構こう」

　腰だめに銃を構えてる少女の姿すがたってのは、なかなかどうして男心をくすぐるものがある。俺おれが見み惚とれてるとリィズは長い髪かみをポニーテールのように後ろで結いながら、

「どうしたの。行かないの？」

「なんか、そそるな」

「自分が撃たれることになるかもしれないのに？」

「……それも悪くないな」

「君、少しおかしいわよ」

　そりゃ、どうも。

《本ほん艦かん下部より敵兵が侵しん入にゆう中ちゆう。現在艦内で交戦中。白はく兵へい戦せん要員は現場に急行せよ》

　ヴィーコンのＡＩが告げる。

「いよいよ来たな」

　正装に着替え、宇宙用ヘルメットを装そう備びし、俺とリィズは戦場の真っただ中に足を踏み出した。




　鉄てつ火か場ばの撃ちあいの経験は過去に何度もある。大半が賞金首を捕つかまえる過程でだが、今回は勝かつ手てが違う。俺の後ろでいつも背中を守ってくれるヴォーガはいない。

　ブレードの電でん源げんを入れる。ここには俺しかいない。

　もう誰だれも目の前で失ったりしない。彼女は俺が守る。あと、一億おくダラスも。

「危ない！」

「え？」

　リィズの声とともに背後からビーム粒りゆう子しがびゅんと左耳を掠かすって、前方に飛び出して来た敵兵に直ちよく撃げきした。振り返るとビームガンを撃ち終えたあとのリィズが勇ましく立っていた。

「…………」

「あれだけ大口を叩たたいておいて、私のお荷物になる気？」

「いや、今のはちょっと油ゆ断だんを」

　と反論しかけた直後、またもや彼女が俺おれの肩越しに撃うった。呻うめき声を上げ倒れる敵兵。リィズは別段得とく意いな顔を見せることなく首を傾かしげ、

「こういうのをなんて言うのかしら。『一度あることは二度ある』？」

「……三度目がないよう気を付けます」

　まるでいいとこなし。が、名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスはすぐさま怒ど涛とうのように押し寄せた。

「来た来た、来やがった」

　前方から敵の兵へい隊たいがわんさか来た。全員、青いマスクに戦せん闘とう服ふくを身につけてる。両手にはビームライフル。一いつ丁ちようで二〇〇発撃てるだけの出力がある。まぁ、ビームを撃ち尽くすまで相手が戦えればの話だけど。加えて連れん中ちゆうの攻こう撃げきは俺を狙ねらうばかりで控え目ときてる。

　目当てはリィズ。悪いが連中は全力を出せない。

「おりゃああああああ！」

　向かってくるビームをブレードで弾はじきながら、通路幅の狭さを利用して、右に左に壁を蹴ける。階段を駆かけ上がるようにふわりと飛び上がって敵の背後に回り込み、一いち網もう打だ尽じん。くるくるブレードを振り回し一人二人、三人と気絶させる。リィズの援えん護ご射しや撃げきでさらに三人が脱落。残った一人の顔面に回し蹴げりをお見舞いして第一陣じんは全ぜん滅めつした。

　なんだ、楽勝じゃん。どうだ、と言わんばかりに俺おれが手を広げていると、

「なに？」

　息を切らしてリィズがポーズの意い図とを尋たずねる。

「いや……四人やったぞ」

「そう。なら、次の相手もよろしく」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情でリィズが再びビームガンの銃じゆう口こうを上げる。どたどたと角かどの向こうから敵がやってくる。息をついている暇ひまはなかった。

　いくら射しや撃げきの得意なリィズでも狩かりでの射撃と銃じゆう撃げき戦せんでの射撃は別物。全員を相手し切れるわけがない。俺はブレードでビームを防ぎつつ、敵に切り込んでいく。こっちが突とつ進しんしてくるもんで相手はほんのわずか狼ろう狽ばいする。俺の経験上、飛び道具を使っているやつは急に距きよ離りを詰められると焦あせる傾向にある。相手が近接戦闘用の武ぶ器きしか持ってないときは余よ計けいだ。戦闘中だってのに距離をとっていることに安心して、余よ裕ゆうを持っちまう。

　俺はただその余裕を裏切ればいい。斬きり伏せ、薙なぎ払い、蹴り倒す。ときには銃口をちょいと押して同士撃ち。そのままライフルを奪うばって二、三発撃ち込み、宙ちゆうに放ってライフルごと斬る。中に溜たまったビームエネルギーに誘ゆう爆ばく。さっと身を伏せ四、五人が吹っ飛ぶのを見上げる。

　残りはリィズの射撃に委ゆだねる。

　その場その場の状況に応じながら見事なコンビネーションで進んでいったのも束の間。俺たちは行き止まりにぶち当たった。

「隔かく壁へきだわ。ブリギットに通信しないと。通信機を！」

「それよか上に聞いた方が早いんじゃないか。ちっ、後ろからも迫ってきてやがる！」

「上？」

「おい、ケイン！　聞こえてたら返事してくれ！」

《はい。いかがいたしましたか》

　白はく兵へい戦せんの最さい中ちゆうであるにも関わらず、老ろう齢れいの紳しん士し風ふうのＡＩはゆったりと答える。

「俺おれたち格かく納のう庫こに行きたいんだけど、どうにも敵が多すぎてさ。ケインの方で隔かく壁へきを上う手まいこと操そう作さしてくんないか」

《失しつ礼れいですが、捕ほ虜りよの方の指し示じには従えません》

「んなこと言ってる場合じゃ──」

「ケイン！　私たちは格納庫に行きたいの！　そこまでの道みち筋すじでいいから隔壁をあげていってくださらないかしら」

《リィズ様でいらっしゃいますね。いつもブリギットお嬢じよう様さまがお世せ話わになっております》

　敵が角かどを曲がる。こちらに気付いた。

「んなことはどうでもいいから早く──」

　と、文もん句くを言った刹せつ那な、俺の目と鼻の先で隔壁がガシャンと降りた。敵のビームが今まさにこちらに向かって殺さつ到とうしようかという場面での出来事で、俺は思わず腰を抜かした。

《侵しん入にゆう者しや五名を隔かく離りしました。敵との遭そう遇ぐう率りつを下げつつ、最短で辿たどりつけるルートを構こう築ちく中──お待たせいたしました。どうぞ》

「開いたわ。行きましょう」

「……次からは、合あい図ずをくれ……危うく挟まれるとこだった！」

　よろよろと立ち上がって、俺は急いでリィズの前に廻まわった。

　ケインが作ってくれた近道を疾しつ走そうしている間も船外で散る爆ばく発はつ音おんは続いた。

《他にご用件は》

「ブリッジに通信を繫つないでください。ブリギットと話をします」

《かしこまりました。少々お待ちくださいませ》

　ケインのルート構築は完かん璧ぺきだった。

　ただ隔壁を下ろして敵の行く手を遮さえぎるだけでなく、録音しておいた俺たちとのやりとりや足音を使って敵兵を袋ふくろ小路こうじに誘い込んだり、グレイロイドたちの立体映えい像ぞうを投とう影えいしておびき出したり、逆に隔壁を開けてルートを作って、船外に放り出したり。一いつ隻せきに一台は欲しいレベル。

『リズ！　大だい丈じよう夫ぶ？』

　俺たちの走る速度に合わせながら、天てん井じようのスピーカーからブリギットの声が響ひびく。

「戦せん闘とう中にごめんなさい！　敵てき艦かんに取りつかれたと聞いて、今解放した捕虜と一いつ緒しよに格納庫まで移動中なの。そちらの戦せん況きようはどうなっているの？」

『どうもこうも。連れん中ちゆうってば、か弱い女の子一人に情なさけないほどの戦力の投入っぷりよ。あれでも生せい殖しよく器きついてるのかしら──って捕ほ虜りよを解放した!?』

「ごめんなさい。でも、安心して。彼、役には立っているから」

　評ひよう価かしてくださって、どうも。悪気がない感じが余よ計けいに心にぐさりとくる。

「これから格かく納のう庫こに行こうと思うのだけど、使える船はある？」

『脱だつ出しゆつするっての？　ま、それが賢けん明めいね。単独で星間航こう行こう可能な機き体たいが二機残ってるわ。でも戦せん闘とう用じゃないから武ぶ器きはないし、搭とう乗じようできるのは二人までよ』

「十分だわ」

『ツーピース、聞こえてる？』

「うっせぇ、いきなり音量上げんじゃねぇよ！　ってか、そのあだ名で呼ぶな！」

『リズになんかあったら承しよう知ちしないわよ！』

「わかってるよ。俺おれたちが出たら敵も離れるはずだ。そしたら──」

『逃げろっていうんでしょ。もちろんそうするけど、もしもあたしたちが追いつけなきゃ、あんたたちだけで〝アレ〟を破は壊かいするのよ。いい!?』

「何を言ってるの！　私があなたを巻き込んだのよ。なのに見捨てるなんて無責任なこと」

『考え過ぎよ。あたしたちは所しよ詮せん海かい賊ぞく。悪党はいい様ように利用するもんよ。なぁに心配しなくてもすぐに追いつくわよ。ツーピースに報ほう酬しゆうを一人占めさせるつもりはないもの。だから、もしものときはあたしたちのことは気にしないで。自分の使命を果たすの！』

「……」

『リズ、返事は？』

「……わかったわ」

《まもなく格納庫に出ます》

　目の前の隔かく壁へきが次々と開いていく。

　俺たちはケインの誘ゆう導どう通り格納庫の通路に飛び出た。

「おわっ！」

　勢いあまって欄らん干かんにぶつかったのは俺だけだった。痛ててて、と腹を摩さすっていると眼がん下かのデッキに例のシャトルを見つけた。ちょうどエアロックに向かって機き首しゆを回かい頭とうしているところだった。前方にも同じ型のシャトルが一機。色違いで待たい機きしている。

《現在、発信可能な星間航行シャトルを準備中。完了までしばらくお待ちください》

「見事なまでに敵と出くわさなかったな」

　格納庫にはまだ重力が働いていた。俺はレイ・ブレードをポケットに仕舞い、リィズを追うようにして階段を降りた。

「いいじゃない。最初の戦闘で十分鬱うつ憤ぷんは晴れたでしょう」

「鬱憤って、俺は別に」

「数を自じ慢まんしていたじゃない」

「あれはただ……なぁ、ちょっと提てい案あんなんだけどさ。リィズが持ち逃げしたっていう兵へい器き。あれ使って敵の戦せん艦かんをどうにかできないもんなの」

「どうにかって？」

「そりゃ、撃げき沈ちんさせるとか。脅おどしをかけて撤てつ退たいさせるとか」

　するとリィズは階段の踊り場で立ち止まった。

「とんでもないわ！　あれはその程度の威い力りよくじゃないの。起き爆ばくしたら最後、この恒こう星せい系けいを滅ぼしてしまうほどの力があるの！」

「……いったい、な、なにを盗ぬすんだんだよ」

「人工の超新しん星せい爆ばく弾だん。ヴァーミリオン」

「ヴァー……ミリオン」

　リィズが振り向いて、胸元から一個のペンダントを取り出す。通常なら宝ほう石せき部分にあたる場所にはカーボンのカバーがかけてある。大きさはビー玉サイズ。リィズがゆっくりカバーを開く。目の焼けるような光が辺りを真まっ白しろに照らす。

　ふと頭の片かた隅すみに封じ込めた記き憶おくが、激しい眩暈めまいを伴って蘇よみがえった。

「ジン!?」

　危うく階段を踏み外しそうになって、気付いたリィズが咄とつ嗟さに支えに入った。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どうしたの？」

「はぁ……はぁ……」

　もう二度と、その名を聞くことはないだろうと思っていた。

　ヴァーミリオン。人工の超新星爆弾。

　知っている。俺おれはそれを知っている。知ってるなんてもんじゃない。そいつのおかげで俺の家族は……俺とシイカは……母かあさんは……。




　──ジン。こいつがお前たちを守ってくれる。これを持ってヴォーガと行くんだ──




　守ってくれやしなかった。

　あんなものを託されたせいで俺が、俺たち兄妹がどんなに、どんなに苦しんだか。

「なんで……なんで、今いま頃ごろになって出てくるんだよ」

「……どうしたの、突とつ然ぜん」

　踊り場にゆっくり俺を降ろしてから、リィズはペンダントを仕舞った。

「それは八年前に封ふう印いんされたはずだ。連れん合ごう軍ぐんの最重要機き密みつ施設。そういう約束だったんだ。渡す代わりに俺とシイカの身の安全を保ほ障しようするって……あれのおかげで俺たちは！」

「君は、これを知ってるの？」

　リィズの碧あおい瞳ひとみが俺の顔を覗のぞき込む。

　地球そっくりの瞳ひとみ。

　八年前。ヴォーガの船から見下ろして見たのとそっくりの碧あおい星。そこに『あいつ』は来た。親父おやじを追ってきた。執しゆう念ねんで追ってきた。『あれ』を取り戻すために。親父を殺し、母を殺し、俺おれと妹を追って、ここまでやってきた。そして、ヴォーガがその左腕と引き換えに奴やつを捕とらえ、投とう獄ごくした。俺は『あれ』を連れん合ごう政府に預けて。やっと、やっと俺たちは。

「八年前って……そんなはずはないわ。大たい戦せん中に研究が進んでいたヴァーミリオンは、帝てい国こく軍ぐんの脱だつ走そう兵へいが盗ぬすんでそれ以来行方ゆくえ不ふ明めいに…………まさか！」

　ケインのアナウンスが入る。

《お早くご搭とう乗じようください。まもなく囮おとりの一機を発進させます。お二人の乗るシャトルは先行する機き体たいから一二秒後に発進いたしますので》

　途と中ちゆうからそれが聞こえなくなる。

「敵は誰だれだって言った。さっき、連れん中ちゆうが撃うってくる前、言いかけただろ」

「敵……ええ。いるわ。グランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学の経営者は帝国の残ざん党とうで占しめられているの。彼らの名はファイヤーブラッド。私を追っているのはおそらく残党の幹かん部ぶの一人で『不ふ滅めつの手』を持つと言われる純じゆん血けつのウヌス人……でも、本名は誰も知らない。ただこう呼ばれている」

「《放浪者ノーマツド》」

　囮の一機を飛ばすために閉められたエアロックが爆ばく発はつしたのはそのときだった。

　俺は咄とつ嗟さにリィズを庇かばって、爆ばく風ふうに背を晒さらした。

　最初は敵のビーム砲ほうが直ちよく撃げきしたのだと思ったがそうじゃなかった。爆発とともにエアロックの扉とびらを突き破って囮のシャトルが吹っ飛んできて、もう一機のシャトルの真横で機き首しゆを地面に突き刺したまま爆発炎えん上じよう。

「……」

　リィズの息を吞のむ音が首くび筋すじに伝わる。

　すぐさまケインが格かく納のう庫この消火設備を作動させ、燃え盛る機体に白いクリーム状の泡あわを吹きつける。火はあっという間に鎮ちん火かしたが、エアロックの方の消火装そう置ちは爆発と一いつ緒しよに壊こわれてしまったみたいで、未いまだにメラメラと炎ほのおが燃え上がっている。格納庫を満たすオレンジ色の光。壁に一人の男の影が悪あく魔まのごとくゆらゆらと伸びた。

「探しましたぞ、リィズ姫ひめ」

　腹の底をうつ不ぶ気き味みな足音。俺はその音をよく知っている。身体からだ中がそれを覚えている。声を聴きくまえから嫌いやな汗あせは頰ほおを伝って、爪つま先さきを濡ぬらした。

　まるで何者かに力を吸われているかのようにエアダクトの火がどんどん小さくなっていく。

　俺は理解した。

　シャトルは爆発して吹き飛んできたんじゃない。投げ飛ばされたのだ、と。

　階段を駆かけ下り、シャトルに向かうリィズ。敵はまだ五〇メートルも離れた場所にいる。なのに俺おれは奴やつのシルエットに目を奪うばわれてその場に立ち尽くしたまま、動けなかった。

　魔ま術じゆつや超能力の類たぐいじゃない。

　逃げてはいけないと、俺のなかにいるもう一人の俺が叫んだのだ。

「奴やつには勝てないわ。早く乗って！　ジン！」

「駄だ目めだよ、リィズ。障しよう害がい物ぶつがある。発進を邪じや魔まする障害物が。まだ、外には出られない」

　徐じよ々じよにその全ぜん貌ぼうが俺の目にくっきりと映り始める。

　全身深い紫むらさき色いろのロングコートに硬質なブーツ。内側に着込んだ帝てい国こくの詰つめ襟えり軍ぐん服ぷくは鍛きたえ抜かれた筋きん肉にくでいまにも張り裂さけそうになっている。頭をすっぽりフードで覆おおってはいたがその二メートルを超すガタイと弱者を寄せ付けぬ威い圧あつ感は、忘れようもない。




　──憐あわれな母親だ。たかが半人前の小こ僧ぞうを助けるために無む駄だな犠ぎ牲せいを払って──




　あの日。祈るように母かあさんが戻ってくるのを待っていた俺に、あいつは言った。

　半人前と。

　母さんは俺の未み熟じゆくさのせいで、犠牲になったのだと。

「横にいるのは、グレイロイドではないな。賞金稼かせぎか。どちらにせよ、リィズ姫ひめをよく海かい賊ぞくどもの手から守り抜いた。さぁ、彼女をこちらへ」

　男がフードを捲めくる。鋭い眼光。割れた顎あご。太陽の陽ひを拒きよ絶ぜつするような白い肌はだと唇くちびるから覗のぞく二本の犬歯はかつて銀ぎん河が帝てい国こくを率ひきいた『始し祖そ』を自じ称しようするウヌス人の特とく徴ちようそのものだ。そして、顔全体に施ほどこされた幾き何か学がく的で禍まが々まがしい刺青いれずみ。間違いない、奴だ！

「どうした。早くその娘むすめを渡せ」

「ノーマッドォオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　レイ・ブレードを展開。地面を蹴けって、奴に斬きりかかった。

「ジン、やめて！」

　初しよ手てが肝かん心じん。上段からド頭めがけて振り下ろす。

　相手が防ぼう御ぎよのために左手を掲かかげる。一気に斬りかかる、と思わせておいて振り下ろすと同時にビーム粒りゆう子しをカット。着ちやく地ちと同時にガラ空すきの心しん臓ぞうに向けて再度ビーム粒子を展開し、レイ・ブレードで突きを繰り出す。

　気付いたノーマッドが咄とつ嗟さに右手で防御に入る。今いま更さら防げるもんか。

「取った！」

「甘い」

　次の瞬しゆん間かん、ありえないことが起きた。

　レイ・ブレードが、素す手でで弾はじかれた。岩がん石せき人間のセプテム星人ならまだしも、並の生物にビーム粒子の束たばでできたこの剣が素手で触れられるわけがない。

「くそっ」

　着ちやく地ちと同時に下から切り上げる。が、今度は刀とう身しんそのものを摑つかまれた。

「なに!?」

　鉄さえぶった切る高出力のビームを、まるでプラスティックパイプを持つみたいに涼しげな顔で受け止めやがった。まるで効いてない。それどころか、ビーム粒りゆう子し自体が奴やつの手に吸われてくみたいにみるみる出力を落としていく。

「ビーム粒子を用いた近接武ぶ器きか。面白い」

「──なんなんだよっ！」

　俺おれはブレードの電でん源げんを切って、蹴けりかかる。

　ノーマッドはそれをひょいっと受け流す。俺のことなんて眼がん中ちゆうにもない様よう子すで。殺した蚊かの様子でも確かく認にんするみたいに火傷やけど痕あとひとつない右手をじっと見つめる。

「なかなか食らい甲が斐いがあった」

「ふざけやがって！」

　俺はブレードを収め、格かく闘とう戦せんに切り替えた。ヴォーガ仕込みの拳こぶしと蹴りを間かん断だんなく繰り出す。しかし、どれも掠かすりもしないどころかすべて左手で弾はじかれ、受け流された。

「こん、ちきしょぉおおお！　っぐ！」

　顔面に向かって突き出した拳を受け止め、奴の目がようやく俺を捉とらえた。

「脆ぜい弱じやくな手。機き械かいではないな。何者だ。それにその武器、その服から出したな……見覚えがある」

「あ、あああああっ！」

　ノーマッドの左手が万まん力りきみたいに俺の拳を締しめ付ける。

「……お、俺を、覚えてないのか……っ」

「帝てい国こくに反はん旗きを翻ひるがえし、憐あわれな末まつ路ろを辿たどった愚おろか者たちの数は天を照らす星々よりも多い。名前や顔などいちいち覚えてはいられない」

「なん……だと」

　このままじゃ、左手が捻ひねりつぶされる。

　俺は忘れたことなんかない。一晩だって。お前のことを忘れたことはない。

　なのにっ！

「ジン！」

　リィズの叫び声とともにノーマッドの足あし下もとでビームが爆ばく竹ちくのように弾はじけた。

「ノーマッド、彼を放しなさい！」

「リィズ！」

　彼女の呼びかけとは逆にノーマッドが俺の拳をぐいっと捻る。

「あ、あああ、がああああ！」

　情なさけない悲鳴が口から漏もれる。唇くちびるを嚙かんで堪こらえながら、俺おれは後ろを振り返った。シャトルの操そう縦じゆう席せきからリィズが身を乗り出し、ビームガンを両手で構えて立っている。彼女の手が震えているのがここからでもわかった。

「バ、バカヤロー、余よ計けいなことすんじゃねぇ！」

「リィズ姫ひめ。お待たせして申もうし訳わけない。まもなく参まいりますのでしばしお待ちを」

「下へ手たな芝しば居いはよしなさい！　あなたはヴァーミリオンを取りかえすために、ファイヤーブラッドを代表して自じ治ち軍ぐんに派は遣けんされたのでしょう。でもお生あい憎にく様さま。私は大学に戻るつもりはないし、このまま捕つかまる気もありません！」

「ふん……」

　不ふ遜そんな鼻息のあとで奴やつの態度は露ろ骨こつに変わった。

「可愛かわいげのない娘むすめだ。では、この小こ僧ぞうの命を懸かけるとしよう」

「なんですって？」

「クワントールの姫ひめ君ぎみよ。この半人前の命を助けたければ、いますぐヴァーミリオンとともに我々に投とう降こうするのだ」




　──簒さん奪だつ者しやに告ぐ。この星を犠ぎ牲せいにしたくなければ一時間以内に投降しろ──




　八年前。ノーマッドが親父おやじに送ったメッセージが頭を過よぎる。

「また……同じことを…………やんのか」

「ん？」

　俺は拳こぶしを摑つかまれたままノーマッドの左腕に絡みつき、両足で奴やつの胸を蹴けって押し返した。血まみれの拳を引き抜き、なんとか着ちやく地ち。

　再度レイ・ブレードを手にし、ビームの刃やいばを伸ばした。

「今度こそぶっ殺してやる。ヴォーガの代わりに、この俺の手で!!」

「ヴォーガ？　懐なつかしい名だ」

　その名前を口にした途と端たん、奴の目つきが変わった。

「貴き様さま、奴の仲間か」

「だったら、なんだ！」

「奴はどこだ」

「んなこと知ってどうする！」

「知れたこと」

　腰を低く落とし、戦せん闘とう体勢を取るノーマッド。

「殺す」

「うっせぇ、てめぇが殺されてろ!!」

　奴やつはブレードの攻こう撃げきを右手でしか弾はじかなかった。左手が使えないのかとも思ったが、俺おれの拳こぶしを潰つぶすくらいには頑がん健けんで屈くつ強きようだ。ひょっとしたら奴は右手でしかブレードの攻撃を無効化できないのかもしれない。それなら、狙ねらいは単純。左手を切り落とせばいい。

　勝つにしろ、負けるにしろ、勝負は一いつ瞬しゆんでつく。

　俺はレイ・ブレードを握り込んだ。

　頭ず上じようのキャットウォークに物音。合あい図ずとばかりに俺はノーマッドに突っ込んでいった。

「ぐっ！」「ふん！」

　俺と奴が一点で交わろうとした、そのときだった。

　一個の人ひと影かげがキャットウォークからくるりと落らつ下かして、俺とノーマッドの間にクレーターを穿うがって激げき突とつした。跳ねる瓦が礫れき。デッキを叩たたき割る爆ばく音おん。衝しよう撃げき。乱らん入にゆう者しや──ブリギットは何の挨あい拶さつもなく俺の首根っこを摑つかまえるとリィズのいるシャトルまで投げ飛ばしやがった。

「っ！」

「きゃっ！」

　狙ねらいは正確。俺はシャトルの操そう縦じゆう席せきに激げき突とつした。シートで背中を強打したせいで、しばらく息もできなかった。レイ・ブレードが足あし下もとに転がっていく。俺は必死に手を伸ばした。生きてるならちょうどいい。ずっと、ぶち殺したかったから。

　今度こそ、俺の手で。

「ジン、大人おとなしく座ってなさい！」

　副ふく操縦席にいるリィズが俺の肩を摑んで座席に引き戻す。俺は無む理り矢や理りシートベルトをしようとする彼女の手を払った。

「まだ……やれる！」

『息も絶え絶えによく言うわよ』

　ブリギットがシャトルの通信回線に割り込んできた。

『こいつはあたしが引き受ける。あんたはその子を連れてさっさと逃げなさい』

「お前なんかに勝てるもんか」

『かもね。でも、あんたよりは善戦する』

　ブリギットはそう言うと身に纏まとっていた服を脱ぎ破った。

『リペインイット』

　褐かつ色しよくの肌はだが細さい胞ぼうレベルでみるみる反転し、メタリックな外がい装そうへと変へん貌ぼうしていく。荷か粒りゆう子し砲ほうを備えたアーム。成せい層そう圏けん離り脱だつも可能なバーニア。銀色の長い髪かみは真まっ赤かな放熱ケーブルとなって体内の熱を逃がしていく。鋼こう鉄てつのアーマーを纏まとった騎き士しのような出で立ちは、まさしく人とロボットの境さかいを歩くグレイロイドのもうひとつの姿すがた。表情豊かな人間の顔さえも無表情な鉄のマスクにターンさせ、ブリギットは迫りくるノーマッドの剛ごう腕わんを真まっ向こうから打ち返した。

　戦せん闘とう機きの列まで吹き飛ばされるノーマッド。

　追つい撃げきするブリギット。

　彼女に向かって半はん壊かいした戦せん闘とう機きの尾び翼よくが飛んでくる。

　跳ね返している間に、陰からノーマッドが肉迫。反応が遅れている間に、顔面に二発と胸に一発食らう。トドメの一発でブリギットは格かく納のう庫こ右奥のキャットウォークまで吹っ飛んだ。

『有ゆう機き体たいのくせに……化けもんね』

　瓦が礫れきを押しのけたブリギットが無表情の仮か面めんをのぞかせる。

　すぐさま反はん撃げき。左腕の形が一いつ瞬しゆんにして機き関かん銃じゆうのごとき砲ほう身しんに変化し、実じつ弾だんを真下のノーマッドに向けて乱らん射しや。ブリギットの体内で生せい成せいされた弾だん丸がんが次々とノーマッドの身体からだを撃うつ。避ける間もなかったのか。弾丸の雨に翻ほん弄ろうされるように首や両手を振り乱してあれよあれよと無防備に撃たれていく。五秒間の斉せい射しやが終わる。ノーマッドの体がふらふらと振り子のように揺れ、やがて力尽きたように後ろに振れた。

「やった、か」

「……いいえ」

　倒れる寸前でノーマッドの右足が後退してぐっと自じ重じゆうを支えた。

　そんなバカな。俺おれはノーマッドの足あし下もとに目を凝こらした。背後の床にノーマッドを貫つらぬいたはずの弾だん痕こんがひとつも見当たらない。左腕だけは負ふ傷しようしている様よう子すで血がだらだらと流れているが、それ以外に弾丸が肉体を貫いた様子は見受けられない。胸はもちろん右手や両足、顔面に容よう赦しやなく機関銃の放ほう射しやを浴びたはずなのに、上体を起こしたノーマッドの表情にはダメージを受けた様子も感じられない。

『……弾丸を吸収した？』

　心を持ったロボットの戦せん慄りつがスピーカー越しに伝わる。

　ノーマッドは機き銃じゆう掃そう射しやの主ぬしを見上げて首を傾かしげた。

「ブリギット・マリアンヌ。グレイロイドの悪あしきプログラム。絶たれていなかったか」

『帝てい国こくのバカげた血も絶たれてなかったのね』

『我が一いち族ぞくの血を愚ぐ弄ろうする気か』

『お互い様でしょ』

　上空から突とつ撃げきするブリギット。真まっ向こうから受け、跳ね返すノーマッド。とても常じよう人じんに割り込む隙すきなどない激げき突とつの最さい中ちゆうでもブリギットの思し考こうの半分はシャトル側に割かれていた。

『あたしが滑かつ走そう路ろを開く。そしたら──』

「何もできずに敵前逃とう亡ぼうしろってか！　奴やつが生きてたんだ。死んだと思ってたのに。俺の前に、俺の……奴が目の前にいるのに。どいつも……こいつも、余よ計けいな真ま似ねしやがって！」

「ダメよ、ジン！」

　リィズの手を振り払って、座席下に落ちたレイ・ブレードにもう一度手を伸ばす。どうにか摑つかみとった矢先、リィズがシャトルの操そう縦じゆう席せきのカバーを閉めた。

「おい、なにすんだよ！」

「ケイン、進路が開き次第出して」

《了りよう解かいいたしました》

「開けろ！」

　カバーを叩たたく俺おれの手をリィズが制止する。

「落ち着いて、ジン・カツヒラ！　今はここから脱だつ出しゆつすることだけを考えるの！」

「あいつは親父おやじと母かあさんを殺したんだ！」

「……それでも、耐えるの！」

「耐えてどうなるんだよ……あいつが消えていなくなるのかよ！」

『ヴォーガはあんたを守ったんでしょ』

　ノイズの酷ひどいスピーカーからブリギットの声が響ひびいた。

『ヴォーガを超えたきゃ、今度はあんたが守る番よ。ツーピースだって一いち人にん前まえになれるんだって証しよう明めいしてみせな』

「わかったようなこと言ってんじゃねぇよ！」

『喚わめきちらして気がすんだら、前を向きな。道は空けてやったから』

「……道？」

　さっきまでブリギットとノーマッドがぶつかり合っていた左さ翼よくに首を振る。通信では明めい瞭りような言葉を喋しやべっているブリギットの首が、ノーマッドの右腕に締しめ上げられているのが見えた。四し肢しはぼろぼろ。ところどころ、内部のフレームが見え隠かくれしている。

「…………ブリギット」

　為なす術すべもなく、高く持ち上げられた彼女の鉄の仮か面めんにノーマッドが手しゆ刀とうを向ける。

『リズを頼むわよ』

《進路クリア。発進してください》

「くそっ！」

　シャトルのケツに火がつく。それを認めて、ブリギットが最後の力を振り絞しぼって左腕の機き関かん銃じゆうをビームマグナムにターンさせ、瓦が礫れきの山のエアロックに向かって撃うち出す。反動でノーマッドの腕から逃のがれるブリギット。エアロックが爆ばく散さんし、外への活路が開ける。

　俺は操そう縦じゆう桿かんを後ろに倒す。シャトルが前進。激しいＧが俺とリィズにかかる。

「ぐっ！」

　格かく納のう庫こを突っ切る直前、大たい破はした戦せん闘とう機きの上に横たわるブリギットが見えた。

『ヴォーガによろしく』

　俺は操縦桿を倒すしかなかった。

　シャトルが一気に宇う宙ちゆうへ飛び出す。クイーン・ヴィーコンの対たい空くう砲ほうがターセルの戦闘機群を蹴け散ちらし、道を作る。あっという間にシャトルはクイーン・ヴィーコンとターセルの交戦を見下ろす宙ちゆう域いきまで出た。圧あつ倒とう的包ほう囲い戦にヴィーコンは沈ちん没ぼつ寸前に見えた。ここからだとその戦力差がよくわかる。あれじゃ鰯いわしが鯨くじらに立ち向かうようなものだ。

　狙ねらい通り、俺おれたちのシャトルを追って、ターセルから新たな編へん隊たいがぞろぞろと出てくる。

「十分に引きつけてから、星間航こう行こうに入りましょう」

　操そう縦じゆう経けい験けんがあるのか。リィズは後ろで冷静にスイッチ類をいじった。

　俺は黙だまって、ヴィーコンだけを見下ろしていた。

「……」

「私のせいね……すべて、私の」

　紫むらさき色いろに輝く敵戦せん闘とう機きの大群が羽は虫むしのように迫る。ボロボロのヴィーコンから離れるようにターセルの艦かん首しゆもこちらを向く。

　リィズがタイミングを見計らって星間航こう行こうシステムを起き動どうさせる。

　シャトルの外がい装そうを成す古こ代だい宇う宙ちゆう生物の外がい殻かくが発光しながら震しん動どうをはじめる。すると周囲の空間が歪ゆがみ、音速はおろか光速まで超えて、宇宙に穴を穿うがつ。かつて宇宙生物にしかなしえなかった宇宙の渡り──スペース・マイグレーション。ワープ移動に突とつ入にゆうした。

「ごめんなさい」

　渡りに入るなり、リィズがぽつりと呟つぶやいた。

「誤ご解かいがあったとはいえ、善意で助けに来てくれた君をこんなことに巻き込んでしまって」

「…………」

　善意で助けに。

　そう言われると、急にさっきまでの自分が恥はずかしくなった。ノーマッドとの予期せぬ再会に我を忘れて暴ぼう走そうし、駄だ々だをこねる子どものようにみっともなく喚わめき散らして、危うく脱だつ出しゆつの機き会かいを逃のがすところだった。それなのに『ごめんなさい』だなんて。彼女に言わせてしまう自分がどうしようもなく恥ずかしくて、情なさけなかった。俺はすぐに彼女の言葉を否定しにかかった。

「悪いのはリィズじゃない」

「でも」

「謝るのは俺の方だ。その……君を死なせるとこだった」

「……」

「ごめん」

　星間航行の震動が強くて、俺は恥ずかしさを押し殺して大きめの声でそう言った。

　リィズは俺の肩に手を置いて、

「悪いのは君を怒らせたノーマッドの方よ。ジンじゃないわ」

　俺の戦いをねぎらうように強く揉もみ込んだ。

　虹にじ色いろに輝くトンネルをシャトルが進む。実際には過去の多くの星の光や爆ばく発はつの炎ほのお、ありえたかもしれない宇宙の輝きが引き伸ばされて虹のように見えているだけなのだという。このなかには多分、八年前の景色けしきもあるはずだ。

　ずっと考えてきた。あのとき、ノーマッドが俺おれたち家族の前に現れたとき、どうしていたら良かったのか。親父おやじを、母を、妹を救う最善の方法。たった九歳さいのガキでもあんな最悪の道を歩まずに済む方法があったはずだ。ずっと考えてきた。でも答えは出なかった。出るわけがない。当時の俺はノーマッドが言い放ったように半人前だったから。けど、今はそうじゃない。奴やつが生きてたのはむしろ幸運だ。もう過去の可能性に頭を悩ます必要はない。これからのことを考えればいい。奴をどうやって追い詰め、積年の復ふく讐しゆうを果たすか。

「トンネルを抜けるわ」

　星間航こう行こうを終え、シャトルが見知らぬ恒こう星せい系けいに流れつく。

「どこに出たんだ」

「さぁ……行先はケインがプログラムしていたみたいだから」

「グレイロイドの本ほん拠きよ地ちか」

「このシャトルではそこまで飛べないわ。銀ぎん河が間航行クラスの船がないと」

「じゃ、いったいなんで」

「下が明るいわね。準惑わく星せいかしら……とても人が住んでいるようには見えないけれど」

「こんな大たい気き圏けんギリギリのところ飛んでたら落っこっちまうぞ。さっさと重力圏けん外がいに出ちまわないと……って、あれ？」

　シャトルが不ふ穏おんな震しん動どうに包まれ始める。俺は慌あわてず騒さわがず操そう縦じゆう桿かんを握った。準惑星とは逆方向に桿を倒すも、高度はぐんぐん下がる。そりゃ、もう笑っちゃうくらいに下がる。下がる。

「はははは……やべぇ」

「ちょっと、笑ってる場合!?　このままじゃ落ちるわよ！」

「んなこと言ったって操縦桿がびくともしないんじゃどうしようもねぇだろ！　……あっ」

「なに、今の『あっ』ってなに？」

「いやぁ……」

「いやぁ、じゃないわよ！　ちょっと……その手にぶらぶら持ってるものって」

「操縦桿……みたいな」

「…………」

「悲鳴、あげないの？」

「あげてどうにかなるわけではないでしょう」

「仰おつしやる通りで」

　シャトルっていうぐらいだから着ちやく陸りくできるだけの性能はあるんだろうが、問題はこのシャトルに再度大気圏を脱するだけの燃ねん料りようが積まれてないってことだ。これは非常にまずい。空気や食料だって満足な量が積まれているわけじゃない。

「もう一度星間航行だ」

　言うとリィズは声を裏返らせて、

「正気？　ルートはひとつだけしか登とう録ろくされてないのよ。もう一度飛んだら」

「ドンパチの中に逆戻り。わかってるさ。でも、無人惑わく星せいに不ふ時じ着ちやくしてのたれ死にするよりはずっとマシだろ。他に対案があるなら反論どうぞ」

「……わかったわ。ただし」

『まるで一いち人にん前まえのような口ぶりだな、ジン』

「こ、この声は……」

　俺おれは上を見た。シャトルの遥か上空を一いつ隻せきの宇う宙ちゆう船せんが航こう行こうしている。

『「馬ば鹿か弟で子しを回かい収しゆうしろ」とブリギットに言われて来てみれば、そのザマか』

　無線越しの手て厳きびしい言葉とともにツバメ型のシルエットをした宇宙船から一本のアンカーが射しや出しゆつされた。アンカーは俺たちの乗るシャトル後部に命めい中ちゆう。全長一五〇メートル級の宇宙船が見た目以上の馬力で加か速そくし、一気に俺たちを大たい気き圏けん外に引っ張り出した。

「……はぁ。助かった……のかしら」

「君はね。俺は違う」

　ほっと息をつく彼女とは対たい照しよう的に、俺は船で待つ虎とらの獣じゆう人じんを思って陰いん鬱うつな気分に浸ひたった。

「……ヴォーガ」

『戻ったら荷物をまとめろ。今日きようかぎりでお前には船を降りてもらう』













　第三章　シャドウ・オブ・エンパイア







「降りたい星を言え。好きな星で降ろしてやる」

　リビングのソファーにどっかり座ってヴォーガはそう告げた。ホログラムを映すテーブルの上に無む造ぞう作さにキャリーバッグを置いて。いや、キャリーバッグほど上品なものじゃないな。軍ぐん隊たいで使うような頑がん丈じようなただのコンテナだ。俺おれの部屋にある私物の山をこんな一メートル四し方ほうの箱に収めろなんて乱らん暴ぼうな言い分だが、ヴォーガの指し示じに背いたのは事実だ。

「……ジン」

　ヴォーガから距きよ離りを取るようにダイニングのカウンターに腰かける俺をリィズが心配そうに見つめている。俺とヴォーガの間で。英えい雄ゆう時代のヴォーガしか知らない彼女にとって、これほど居い心地ごこちの悪い初しよ対たい面めんもないだろう。こんな有あり様さまで本当に申もうし訳わけない。

　運が悪かったと思ってくれ。

　だからといって、こっちも引くわけにはいかない。

　ヴォーガは言う。

「俺の忠ちゆう告こくを無視して、誘ゆう拐かい事件に首を突っ込んだ。その落とし前はつけろ」

　誘拐事件。だが俺にはどうにも納なつ得とくがいかない。

「確かに俺はあんたの忠告を無視した……かもしれない」

「かもしれない？」

「俺が関わったのが誘拐事件だったんならな。でも、違ったんだ。リィズは誘拐なんてされてなかった。あの手配書は、帝てい国こく残ざん党とうとの関係を暴あばかれるのを恐れた大学側が、リィズを捕つかまえるためにでっちあげたものだったんだよ」

「だから、なんだ」

「誘拐事件じゃないなら、俺があんたの忠告を無視したってことにもならないだろ」

「いいや、なる。つまらん屁へ理り屈くつをこねるな」

「じゃ、彼女を助けなきゃよかったのか？　俺がブリギットの船に乗り込んでなきゃ、リィズは今いま頃ごろ大学側に捕まってたかもしれないんだぞ！」

「それは結果論だ。俺の指示に従えないような奴やつには俺の船から降りてもらう」

「だから、その指示が間違ってたんじゃないのかって言ってんだよ。つうか、あんた最初からこれが誘拐じゃないって知ってたんだろ！」

「……何を根こん拠きよに」

　動じる様よう子すもなくヴォーガは両腕を組む。

　あくまでしらを切るつもりらしい。ここで正直に言ってくれりゃいいものを。執しつ拗ように自分から話を切り出さないことに、俺おれは憤いきどおりを感じずにはいられなかった。

「リィズから聞いたぜ。ブリギットに依頼するよりも前に、あんたに用よう心じん棒ぼうをお願いしてたってな。でも、あんたは断った。何に怖気おじけづいたのか知らないけど、あんたが俺に反対した理由もそれなんだろ」

「それ、とはなんだ」

「断った手前、後乗りすんのはカッコ悪いって。そう思ったんだろ」

「違う」

「だったら何だよ、言ってみろ」

　ヴォーガはサングラス越しにリィズを見たかと思うと、すぐに俺の方に視線を戻した。

「……彼女から依頼を貰もらったのは確かだ。大学側が裏でヴァーミリオンを製せい造ぞうしていることも聞いていた。だから断ったんだ」

「小しよう便べんでもちびったってのか」

「ヴァーミリオンが関係してる一件にお前を巻き込みたくなかったんだ」

「……」

　どうせそんなことだろうと思った。

　ヴォーガとしては思いやりのつもりなんだろうが、俺はただ……一ひと言こと欲しかったんだ。あの頃ころの俺とは違う。ヴォーガに守られてるだけじゃない、対等な一人の立派な男として話してほしかった。なのに、

「ガキ扱いしやがって」

　俺の苛いら立だちとは裏うら腹はらにヴォーガの答えは予想通りのものだった。

「八年前、お前たちはあれに十分苦しめられた。帝てい国こくの罪つみと父親が背負った使命の代だい償しように故こ郷きようを追われ、多くの犠ぎ牲せいを払ってようやく解放されたというのに、また同じ轍てつを踏ませるわけにはいかん」

「冗じよう談だんじゃねぇ。俺ももう一七だぜ！　自分の頭で考えて、行動できる！」

「行動した結果があれか。大たい気き圏けんで惑わく星せい王家の王おう女じよもろとも燃え尽きるところだったのはどこのどいつだ！」

「渡りをやって回かい避ひしようとした！」

「敵てき陣じんに戻るのが回避か？」

「それが唯ゆい一いつの策だったんだ。誘ゆう拐かい事件の手配書が出た段階で、あんたが依頼を蹴けった間違いに気付いてれば。俺に全部話してくれてれば、万ばん全ぜんの態勢でブリギットたちに加か勢せいすることだってできたんだ！」

「だから、それは結果論だ。よくなったとは限らない」

「なんでそうまでして逃げるんだよ！」

「俺おれが何から逃げてるというんだ」

「過去からだよ。俺にとってもあんたにとってもヴァーミリオンは因いん縁ねんのはずだろ。なのにあんたは逃げた。俺は違う。確かにあれのせいで人生を狂わされたけど、だからって逃げようなんて思ってない。あれと向きあうのは俺の宿しゆく命めいみたいなもんだ。無視したり、見み逃のがしたりしたら、あの日のことが全部無む駄だになる！」

「そんなことはない」

「あるんだよ。ヴァーミリオンに家族をめちゃくちゃにされたからこそ、あれをもう一度作ろうとしてるやつがいるっていうならぶっ潰つぶしたいと思うし、悪あく党とうの手に渡ろうとしてるなら阻そ止ししたいって思う。それが俺の、俺たちの使命じゃないのか！」

　抱え込んでた思いをすべて吐き出した。それでもヴォーガの心には何一つ響ひびいちゃいなかった。ただ言い聞かせるようにこう言うのだ。

「使命は八年前に終わった。これ以上、過去に引きずられる必要はない」

　だから俺は言った。

「ノーマッドが生きてたって……そう言ってもか」

「……ノーマッドが」

「ああ。どういうわけか知らないけど、漂ひよう流りゆう刑けいを生き延びて、帰ってきてたんだ」

　ヴォーガの顔色を変えたくて、感情を抉えぐり出したくて、俺は切きり札ふだのように取っておいた事実を告げた。けれど、ヴォーガは初めに眉まゆを少し動かしただけで何らさっきまでと変わらないトーンでこうつぶやくだけだった。

「そうか……」

「そうか？　それだけなのか」

「ではどう答えたらいい」

「……も、もっと他に感想があるだろ。あんたがあいつを捕つかまえたんだ。自分の左腕をもぎ取った相手だっていうのに、悔くやしくないのか。傷口は疼うずかないのかよ！」

「お前には関係ない」

「んだとっ」

「もうやめて！」

　わからずやのヴォーガに飛びかかろうとしたそのとき、口こう論ろんを黙だまって聞いていたリィズが耐えかねて、間に入った。俺を止めるように手で胸を押し返す。俺はついカチンときた。カチンときたけど、お姫ひめ様さまに怒ど鳴なり散らすことだけはすまいと声を押し殺した。

「下がってろ」

「下がらないわよ。これ以上見ていられないもの」

「怪け我がするぞ」

「怪我させたいの？　私はさせたくないわ。君にもヴォーガさんにも傷ついてほしくない。ヴォーガさんがジンに仰おつしやっていることも、そういうことですよね」

　リィズの視線を躱かわすようにヴォーガは彼女に背中を向けつつ、頷うなずいた。

「まぁ……そうだ」

「……」

　お姫ひめ様さまはヴォーガの肩を持つわけか。

　思わず舌した打うちをしそうになったが、リィズの真意はもっと深かった。

「ただ、ヴォーガさん。彼が来なければ、ノーマッドの手から逃のがれることができなかったであろうというのも事実です。ターセルの襲しゆう撃げきのなか、私の手を引いてくれました」

「……リィズ」

　彼女の方が俺おれよりずっと大人おとなだった。立派なお姫様とは思ってたけど、今の俺にこういう振る舞いができるだろうか。

　またひとつ、自分って人間を恥はずかしく思った。

「二人をこれ以上巻き込むつもりはありません。次の星では、私がこの船を降ります」

　だが、さすがにこの発言は看かん過かできなかった。

「おいおい。誰だれもそんな……そういうことじゃないんだ、リィズ」

「そういうことよ。あなたたちにどんな過去があったのかは知らないし、ノーマッドとの間で何があったのかはわからないけれど、私の問題に関わることであなたたちが喧けん嘩かするのをこれ以上見ていられないの」

「気にすんな。ヴォーガは単に過か保ほ護ごなだけだ。子離れができない親バカみたいなもんだ」

　無視してりゃいいのに、ヴォーガはすかさず嚙みついた。

「誰が親バカだ。俺はシイカのためを思って言ってるんだ」

「シイカのためだぁ？　一年も病院に顔見せてないくせによく言うぜ。何があいつのためになるのか、あんたにわかんのか？」

「いい加か減げんにして！」

　さっきよりも全然大きな声でリィズがぐいと俺に迫る。

　綺き麗れいな顔立ちの女性は怒ると逆に怖こわくなるもので俺は彼女の気き迫はくにたじろいだ。

「ブリギットたちが本ほん拠きよ地ちにしている衛えい星せいがあります。座ざ標ひようは私が知っています。そこで私を降ろしてください。彼女たちの帰りを待ちます」

　いや、それは危険だ。俺は彼女の迫力に負けまいと踏みとどまった。

「ダメだ。もし連れん中ちゆうに捕つかまってたら、その衛星の場所も連中に筒つつ抜ぬけになってる」

「ではどうしろと言うの」

「……安全を確保するのが先だ」

「例えば？」

「例えば……大学がファイヤーブラッドと繫つながってたことをメディアに暴ばく露ろするとか。この前のザンダー将しよう軍ぐんの偽にせ物ものの件を上う手まく利用してね。連れん合ごう軍ぐんに帝てい国こくの生き残りが紛まぎれてたんだ。大学の裏で帝国の残ざん党とうが糸を引いてたって言っても、誰だれも不ふ思し議ぎに思わないさ」

「ダメよ、そんなの」

「なんで」

「ヴァーミリオンはその存在自体が歴史から抹まつ消しようされた兵へい器きなの。理論はもちろん、研究に関わった人間の経けい歴れきもすべて闇やみに葬ほうむられてきた。それはひとえに恒こう星せい系けいひとつを破は壊かいする爆ばく弾だんの存在を全宇う宙ちゆうに対して秘ひ匿とくするためよ。そんな兵器の存在がテロリストや犯罪組そ織しきや暴ぼう力りよくによって国を乗っ取ろうとする革かく命めい家かたちに知れたらどんなことになるか」

「………」

「やっと手に入れた外宇宙の平和が崩ほう壊かいすることになるわ」

　よくわかる話だった。

　地球でも似たようなことがあった。悪あく魔まのような兵器があって、実戦で二度も使われた。戦争のあとそいつは瞬またたく間に世界に拡散した。厄やつ介かいなのは、一度存在が公おおやけになったら最後。そいつを上回る兵器が出てこない限り、根こん絶ぜつなんて絶対無む理りだってことだ。幸いヴァーミリオンはまだ二発しかないし、その存在も公のものではない。

「だから、ブリギットたち以外には真相を隠かくして一人で破は壊かいしようと？」

「そうよ」

　きっぱりそう答える。決けつ意いの清せい廉れんさが気持ちよかった。

「大した覚かく悟ごじゃないか……それなのに、ちっとは耳を傾けようとか思わなかったのかよ」

「話を蒸むし返すな」

　うんざり声のヴォーガ。リィズも、またはじめるの、と言わんばかりに俺おれを睨にらむ。

　少し自じ重ちようした方が良さそうだ。

「あなたはどうしてヴァーミリオンのことを知っていたの」

　三み度たび言い合いが始まらないようにリィズがさっと話題を変える。

「あれの存在を知っているのはソングマール王家と一部の帝国軍ぐん人じんだけのはずよ。実戦に投入されたことは一度もないし、試作一号機も当時の帝国軍人に持ち逃げされてそれ以来、行方ゆくえ不ふ明めいになっているのよ。どうしてあなたが？」

「俺の親父おやじがその持ち逃げした帝国軍人だったんだ」

　リィズの青色の瞳ひとみが大きく見開かれる。そして、漏もれ出る驚きに両手で口を塞ふさいだ。

「……うそ」

「噓じゃねぇよ」

「でも、強制送そう還かんっていうのは？」

「あんまりややこしいから紆う余よ曲きよく折せつを省いただけさ。騙だまそうとかそういうことじゃない」

「それじゃ……君のお父とう様さまやお母かあ様さまが殺されたっていうのも」

「そう。親父おやじはヴァーミリオンを奪うばった裏切り者として。母かあさんは俺おれたちを逃がすために囮おとりになって……。最終的にヴォーガが左腕を犠ぎ牲せいにしてノーマッドを捕つかまえた」

「最後だけ余よ計けいだ」

「事実だろ。そんでもってノーマッドは漂ひよう流りゆう刑けいになった。事実上の死し刑けい宣せん告こくさ。俺はもう二度と誰だれの手にも触れさせないって約束でヴァーミリオンを連れん合ごう政府に預けた。金こん輪りん際ざいあれに関わることなんてないと思ってたのに、まさかこんなことになるなんて」

「……そうだったの」

　しまった。言い方を間違えた。

　リィズが自分を責め、俯うつむくので俺は訂てい正せいをくわえた。

「勘かん違ちがいしないでくれよ。リィズには、むしろ共感してるくらいなんだ。俺が同じ立場でもやっぱり同じことをしてたと思う。いや、もっと過か激げきかも」

「だから、お前には言わなかったんだ」

「……話を蒸むし返すなよ」

　リィズがどっちもどっちね、みたいな顔をして溜ため息いきをつく。

　一いつ緒しよにしないでくれ。

　問題なのは目の前にあるヴァーミリオンをどうするか。

　俺は建設的な議ぎ論ろんがしたかった。

「リィズはどこであれを処しよ分ぶんするつもりだったんだ？」

「遥はるか宇う宙ちゆうの果てのスネークズエンドと呼ばれる星せい雲うんに、死にかけの赤せき色しよく巨きよ星せいがあるの。ヴァーミリオンは超ちよう新しん星せい爆ばく発はつ前の恒こう星せいを、極限まで圧あつ縮しゆくした兵へい器き。死にかけの赤色巨星を巻き込んで処しよ理りすれば、表おもて向むきは自然な超新星爆発としてしか観かん測そくされないわ。クイーン・ヴィーコンの銀ぎん河が間航こう行こうを使えば、三度のワープで行けたはずだけど」

「それで安全に処理できんのか？　そもそもヴァーミリオンの破は壊かい力りよくってどれくらいなんだ」

「……一光こう年ねん」

　俺は耳を疑った。

「マジかよ」

　宇宙立中学の数学では光年の概がい念ねんは普通に速度を計る問題として出てくるし、スリーピース号における移動距きよ離りの計算にだって使用するからそれがどのくらいの規き模ぼの爆発なのか。すぐに想そう像ぞうがついた。一光年は距離にして約九兆キロ。太陽から冥めい王おう星せいまでの距離が五九億キロだから、その桁外れの破壊力には眩暈めまいがする。

「ホログラムをお借りできますか」

　リズはヴォーガに許可を取ってから、ホログラム投とう影えい機き能のうのついたテーブルの隅すみにあるメモリー読み込みパッドに自身の髪かみ留どめを載のせた。髪留めの中に保存されていた何テラにも及ぶデータが即そく座ざに読み込まれ、テーブルの上にとある恒星系のホログラムが表ひよう示じされた。太陽の色や星の配置からいってもまるで見知らぬ星せい系けいだ。

「映えい像ぞうは一八年前のものです。よく見ておいてください」

　リィズはそう前置きをして、再生ボタンに手を触れた。

　ホログラムの端はしの電でん子し数字が秒数を刻み始める。

「大たい戦せん時じ、クワントールは二発のヴァーミリオンの製せい造ぞうに成功。効果試験のためにフローズンネヴィルの第一七恒こう星せい系けいで投とう下か実験が行われました。爆ばく弾だんはヴァーミリオンの圧あつ縮しゆく機き能のうを解除することではじめて起き爆ばくします。それ以外の震しん動どうや衝しよう撃げき、圧力などにはまったく左右されないので運用面では安全です。まもなく起爆します。三、二、一……」

　赤く輝く太陽。

　それが一いつ層そう眩まぶしく輝き、船内リビングが白い光に包まれる。

「っ！」

「！」

　サングラスをかけていたヴォーガはともかく肉にく眼がんの俺おれには目が潰つぶれるような光量だった。もちろん宇う宙ちゆう空間なので爆ばく発はつ音も煙もない。ただ光と熱が際限なく放ほう射しや状じように広がり、一いつ瞬しゆんにして周囲一光年にあるすべての星々を飲み込んだ。

　爆発が収まり、次第に惨さん状じようが顕あらわになる。それは塵ちりと化した大地の成れの果てがどこまでも漂ただよう暗黒。さっきまであった世界が無に帰した世界。

「……なんか、動き出した」

　静まり返ったはずの空間で、散り散りになった惑わく星せいの欠片かけらが集まり始める。まるでブラックホールにでも吸い込まれるように一点の核かくに向かって、次々と集結し、巨きよ大だいな一個の塊かたまりに凝ぎよう縮しゆくされていく。カスパー・ローラの再生を見る思いだったが規き模ぼも異い様ようさもまるで桁けた違ちがいで、いつまでも終わることのない塊の巨大化に背せ筋すじが凍りついたほどだ。

　しかし、おぞましい光こう景けいは塊の周りにこそあった。

「なんか、塊の周りに赤い輪っかみたいなのが浮いてるけど、あれは……」

「死人たちのリングよ」

「へ？」

「ヴァーミリオンに巻き込まれて死んだ生命体もまた無む機き物ぶつと同様に有ゆう機き物同士で結合し、ひとつの流れを形成してゆく」

「ちょっと待て！　あ、あそこに……生物がいたのか!?」

「ええ。第一七恒星系には知的生命がいたわ。まだまだ外宇宙には達することができない未開の文明が」

　核かく実験でさえ、人ひと気けのない場所を選ぶか、人ひと払ばらいをしてやるっていうのに。俺は常じよう軌きを逸いつした実験の実じつ態たいに怒りを覚えた。けれど、ヴァーミリオンの実験は生命のいない星系では意味がなかったのだ。

「あれは死んだ人たちの肉体と魂たましいの川。あの中で彼らは音として決して響ひびくことのない悲鳴を上げながら、新たな星の生命の源みなもととなるときを何千、何億おく年ねんと待つことになる。自じ我がと死の間ま際ぎわの苦しみを背負ったまま、ね」

「……なんだよ、それ……ただのどでかい爆ばく弾だんじゃなかったのかよ!!」

「ヴァーミリオンは恒こう星せい系けいにある星々をすべて破は壊かいしつくしたあとで、あらゆる無む機き物ぶつと有ゆう機き物ぶつを再構こう成せいし、新たな恒星系を作り出す。破壊と再生の両方を実現させるために作られた恒星系再構こう築ちく兵へい器き。すべてが破壊されたあとで無機物は一個の恒星、一個の惑わく星せいとして再構築しなおされ、死した有機物は断だん末まつ魔まの苦しみを背負ったまま、惑星の周りを漂ただよい、新たな生命の源になる」

「だから、文明のないスネークズエンドを選んだわけか」

「そうです。ただひとつ問題があります。さきほども言った通り、スネークズエンドにあるのはいつ爆ばく発はつするともしれない死にかけの赤せき色しよく巨きよ星せいです。ここ十数年、外宇う宙ちゆう連れん合ごう政府によって立ち入りを禁じられているので周辺の恒星系への立ち入りはおろか、公おおやけの船では銀ぎん河が間航こう行こうの座ざ標ひように設定することすらできません。海かい賊ぞくであるブリギットに依頼をしたのは、ヴィーコンのシステムが連合政府のネットワークから独立していたからでした。ですが……」

「ブリギットの船も今やファイヤーブラッドの手に落ちた、と」

　ヴォーガは確信するように言った。

　あの後、ブリギットたちが実際どうなったかはわからないが楽観視できるほど敵の規き模ぼは小さくはなかった。

「なら余よ計けいにブリギットとの再合ごう流りゆうは危険だ。俺おれたちだけで別の方法を模も索さくするしか──」

「俺たち？」

　虎とらの獣じゆう人じんはあくまで頑がん固こでいてやがる。

「ここまで見せられて、まだ他ひ人と事ごとで済ます気か？」

「これは俺の船だ。行先も、どこで何をするかも俺が決める」

「んなこたぁわかってるよ」

「いいや、わかってない。お前は俺の指し示じを無視した。俺とのルールを破った。その落とし前をつけない限り、勝かつ手てなことをさせるわけにはいかん」

「船ならいつだって降りてやるよ！　あんたとの約束を破ってまでリィズを助けに行ったんだ。そのくらいの覚かく悟ごはできてる。でもな、今は俺が船を降りるかどうかなんてことよりも、ノーマッドやヴァーミリオンをどうするかの方が先だろ！」

「そんなことは連合軍に任せていればいい。俺たちの仕事じゃない」

「奴やつらのスパイがうようよしてるっつうのに信用できるかよ。俺はあんたと一いつ緒しよに討うちたいんだよ。これが最後でも何でもいい。一ひと言こと言ってくれりゃいいんだ。よし、ジン。一緒にノーマッドを倒そうってな！」

「俺おれたちは賞金稼かせぎだ。殺し屋じゃない」

「誰だれが商売の話なんてしてるよ！　これはケジメの話だ。俺とあんたと、リィズのな！」

「ジン……」

「……」

　間に立つリィズが心配そうに俺たちを見つめる。

　でも、ヴォーガは答えない。

　答えないことが答えであるかのように。

「あくまで反対ってわけなんだな……。わかったよ、もう頼まない。俺一人でやる」

「どうする気？」

「ヴォーガは俺を好きな星で降ろしてくれるって言ったんだ。それなら、行ってもらおうじゃないか」

「行くって、どこへ」

「惑わく星せいクワントール。リィズの故こ郷きようだよ」

「なに？」

　これにはさすがにヴォーガも驚いたらしい。サングラスの奥に隠かくした目を俺に向けた。

　リィズも同様に俺を見た。

「どうして、私の星に？」

「クワントールは大たい戦せん時じに帝てい国こくの植しよく民みん地ちだったところだけど、今は独立して外宇う宙ちゆう連れん合ごうでも軍事力五位の大国だ。帝国への敵意もあるし、なにより惑星元げん首しゆの女じよ王おう陛へい下かの愛まな娘むすめを守るためなんだ。政府も軍も全力で手を貸してくれるだろ？」

「……ダメよ、ジン」

　結けつ構こう自信のある案だったんだが、リズの反応は今までで一番芳かんばしくなかった。

「君は母をわかっていないわ。アイリーン・ソングマールは外宇宙でも一、二を争う政治手しゆ腕わんを持った女王だけれど、理り想そう的な母親ではないのよ」

「でも母親だろ。歓かん迎げいこそしても追っ払う理由なんて万にひとつもないだろう」

「そうだといいけれど……目的は一億おくダラスなんじゃないの？」

「……一億ダラス？　ああ、あの誘ゆう拐かい事件の報ほう奨しよう金きんね。そんなことないって！」

　本気で忘れてた。だけど、そうか。うん。貰もらえるに越したことはないな。

「どうだか……」

　じっとりした眼めで俺を見つめる。

「いやいや、早そう計けいだって。断じて金目当てじゃない。その証しよう拠こにちゃんとクワントールについた後のことも考えてる」

「一応、聞くわ」

「ありがとう。ひとまず君をクワントールに帰したら、ヴァーミリオンは俺の方で預かる。そうすりゃ、ノーマッドはもう君のことは追わない。ヴァーミリオンを持ってる俺おれがクワントールを離れれば、奴やつらも俺を追う。俺だけを追う。あとは、そのスネークズなんとかってところまで奴らを誘おびき寄せて──」

「ちょっと待って！　囮おとりに使うっていうの？　ヴァーミリオンを？」

「ああ」

「駄だ目めよ、そんなの！　もし彼らに奪うばわれたらどうするの!!」

「俺のポケットがどうなってるかは知ってるだろ。いざとなったらヴァーミリオンはリィズに返すよ。でも、ノーマッドにはわからない。いつまでも俺を追い続ける。最後には奴と刺し違えてでもケジメをつけてやる」

「っ！」

　言った瞬しゆん間かん、急にヴォーガが立ち上がって俺の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。あまりに突とつ然ぜんのことで気がつくと俺は壁に押し付けられて後こう頭とう部ぶを打った。

「いってぇな！」

「却きやつ下かだ」

　ヴォーガは静かに告げる。間ま近ぢかに迫ったサングラスの奥に獲え物ものを殺しにかかる野や獣じゆうの眼めが透すけて見えた。

「じゃ、どうしろってんだよ！　やつを生いけ捕どりにすんのか？　どうせまた逃げられるだけだぞ！　あいつが生きてる限り、同じことの繰り返しなんだよ!!」

「同じこと？」

「ああ。あんたは左腕を失ったのに奴は八年で戻ってきた。二度と奴が戻ってこないためには誰だれかがあんたの左腕以上のものを差し出さなきゃなんねぇだろ！」

「シイカはどうなる。ひとりぼっちになるぞ！」

「また誰かを失うよりはいい」

「独ひとりよがりね」

　俺の返答に呆あきれてヴォーガが手を離したのと同時にリィズがまるで別人のように冷たく言い放った。頭に血が上ってた俺は思わず不ふ敬けいな声を漏もらした。

「あぁ？」

「君にもまだ家族がいるんでしょう。君が誰か大だい事じな人を失うのが怖こわいと思うと同じようにその人も君を失うのが怖いはずよ。自分の怖さばかり優先してその人の怖さは、ないがしろにするの？」

「お姫ひめ様さまに何がわかるんだよ」

「わかるわよ。一人きりになる辛つらさは。あなたこそわかってるの？　この宇う宙ちゆうで女の子が身よりもなく一人で生きていくことがどんなに大変か」

「あいつは一人でだってやっていける。俺が金さえ作ってやれば」

「裕ゆう福ふくなだけじゃ少女は救えないわ」

「ああ、そうさ。だからあいつが安心して生きられるために、俺おれの命を懸かけてでも！」

「……何を言っても無む駄だね。本当に大だい事じなものが何か、君はまるでわかってない」

「じゃ、惑わく星せい王家の王おう女じよ様にはわかるってのかよ！」

「ええ。機き会かいがあれば、いつか君にもわからせてあげるわ」

「面白ぇじゃねぇか！」

「おい、お前たち。少しは落ち着いて──」

「ヴォーガは黙だまってろ！」「少し黙っていてください！」

　間に割って入るヴォーガに、俺よりもリィズの方が強い抵てい抗こうを見せた。彼女の胆たん力りよくに気け圧おされたのか、はたまた例の女性不ふ得え手てか。ヴォーガは視線を天てん井じように逃がして、

「……き、君は俺とジンの仲ちゆう裁さいをしていたんじゃないのか」

「あ……すみません」

　ヒートアップしすぎて、萎しぼむのも早かった。さっきまで身長二メートルのヴォーガに食ってかかる勢いだった少女が急に妹くらいの身長に縮んで見えた。

　恥はずかしいなら、穴でも掘ってやろうか。

「で、どうすんだよ、ヴォーガ。クワントールに行くのか。行かないのか」

「……はぁ」

　決断を迫られて、ヴォーガはやれやれと後こう頭とう部ぶを搔かく。基本的にこのおっさんは生まれながらの巻き込まれ体質なのだろう。溜ため息いき混じりに腕組みをして、

「前半の部分には概おおむね同意だ。クワントール行きはありだ。だが、後半はなしだ。ファイヤーブラッドとノーマッドの処しよ置ちについてはソングマール家の判はん断だんに任せる。おそらく王家直じき々じきに連れん合ごう政府と掛け合うことになるだろう。王家が相手となれば、俺たち賞金稼かせぎが直じか談だん判ぱんするよりもずっとマシな対応が期待できるはずだ」

「……ノーマッドとの決けつ着ちやくは？」

「つけない。お前をクワントールで降ろすのもなしだ」

「はぁ？」

「お前は衛えい星せいブルーへ送る。シイカの顔を見て少しは反省しろ。そのあとで船を買おうが、賞金稼ぎを続けようがお前の勝かつ手てだ。好きにするがいい」

　スリーピース号を降りろって決定に変わりはないってことか。

　ノーマッドから逃げる姿勢はこれっぽっちも支持できないが、一度言ったことは曲げない生き方は、やはりヴォーガだ。下へ手たにルールを曲げて『今回だけは許してやる』なんて言われたら失望するところだった。

　いまさら腹にくくった覚かく悟ごを緩ゆるめる気もないしな。

「どっちみち、これが最後の航こう海かいってわけか」

「そういうことだ」

　襟えりを正してヴォーガは早さつ速そく操そう縦じゆう席せきに向かった。

「行先が決まったら腹はら拵ごしらえだ。飯めしの用意をしろ、ジン。夕食にするぞ」

「へいへい」

　これでいいの、という顔で佇たたずむリィズを余よ所そに何かひとつ区切りがついたように俺おれとヴォーガは何くわぬ顔でそれぞれの立ち位置に戻る。

「最後の……晩ばん餐さんか」

　ダイニングに足を踏み入れながら、ついそんな感かん慨がいが口から零こぼれた。




　今から八年前。二〇〇九年の夏。俺ははじめて自分の父親が異い星せい人じんだと知った。

　ついでに自分が異星人と地球人のハーフだってことも。

　当時俺はまだ九歳さいで、シイカは七歳。

　そんな重大な事実を受け入れるには自分ってものが十分確立できてなかったし、世界に対する認にん識しきも固まり切ってなかった。ましてや外宇う宙ちゆうなんてものの存在について大おお真ま面じ目めな顔で説明されても、どう反応していいのかよくわからなかった。

　親父おやじが何を考えているのか。何な故ぜこんなタイミングで打ち明けなければならなかったのか。

　理由はすぐに虹にじ色いろのトンネルを越えて渡ってきた。

　銀ぎん河が帝てい国こくの残ざん党とう・ファイヤーブラッド。

　侵しん略りやく者しやの名はノーマッド。

　奴やつらは月の四分の一の質量を持つ銀河航こう行こう船で地球圏けんにやってくると、元銀河帝国の脱だつ走そう兵へいである親父に向けて『盗ぬすんだものを返せ。さもなくば一時間以内に地球を滅ぼす』とする主しゆ旨しの警けい告こくメッセージを送った。おそらくＮＡＳＡもこの戦せん艦かんの存在に気付いていたのかもしれないが奴らを追っ払う戦力は当然ながら当時の地球にはなかった。当時、唯ゆい一いつノーマッドたちを退しりぞけるに足る軍事力を持っていたのは月の裏側に基地を置く外宇宙連れん合ごう軍ぐんの地球監かん視し部ぶ隊たいだけで、ヴォーガ・スターランナーもそこにいた。

　しかし、七月八日。連合軍の監視部隊はヴォーガを残して全ぜん滅めつした。

　生き残ったヴォーガは俺たち家族に接せつ触しよくを図った。地球と俺たち両方を救うために外宇宙に逃げようと考えたのだ。俺たちが地球から離れれば、連中も地球を離れる。連合軍の本体と合流すればノーマッドを迎え撃うつこともできる。

　けれど親父はそうは考えてなかった。俺たちが逃げれば、ノーマッドは地球を破は壊かいして追ってくるだけだと。親父はヴォーガの忠ちゆう告こくに背いて、一人でノーマッドに会いに行った。母かあさんと俺とシイカをヴォーガに預けて。

　七月八日。夕食どき。シイカは親父と離れたくないとごねた。俺も同じ気持ちだったけどシイカが泣きじゃくると途と端たんに同じようにできなくなった。お兄にいちゃんなんだから。親父や母さんが普段口にする言葉が俺おれの脚あしを固くした。

　別れ際、親父おやじは俺に一個の宝ほう石せきを託した。太陽のように真まっ赤かでどろどろと渦うずを巻くその不ふ思し議ぎな宝石は子ども心にもなんとなくやばそうなものだと想そう像ぞうができた。

　親父は言った。

『ジン。こいつがお前たちを守ってくれる。これを持ってヴォーガと行くんだ』

『……』

『母かあさんとシイカを頼むぞ』

『うん』

　そう返事すると親父は俺を強く抱きしめた。シイカの涙を拭ぬぐい、母さんと別れのキスを交わして親父は一人で家を出て行った。

　あとに残された俺たちは初めて遭そう遇ぐうする獣じゆう人じんの異い星せい人じんを前に最初の一ひと言ことを探した。

　さぁ、逃げよう。誰だれかがその一言を待っていた。

　口火を切ったのはヴォーガだった。

『地球の言葉は話せます。かろうじて、ですが。私があなた方を守ります。マグンがノーマッドを引きつけている間に私の船で脱だつ出しゆつしましょう』

『あんた、誰？』

　俺は言った。身長二メートル近くもある化ばけ物もの相手に生なま意い気きな口を利いたもんだ。

　虎とらの面つらの異星人は大たい層そう渋い顔をして、

『俺はヴォーガだ。ヴォーガ・スターランナー。地球が悪いやつに狙ねらわれないように、あのお月様の裏でずっと地球を見守ってきた』

『じゃ、悪いやつと戦ってよ』

『……できない。仲間が全てやられた。戦力も底をついた』

『本当に僕らを守れるの？』

『守ると、君のお父とうさんに誓ちかった』

『僕だってお父さんと約束した。母さんとシイカを守るって』

　俺があまりにも首を反そって見上げてるもんだから、ヴォーガは見み兼かねてしゃがみ込んだ。俺ははじめてヴォーガの顔を正面から見た。人と虎の中間の顔。縦たて筋すじの入った瞳ひとみはものすごく恐ろしくもあり、哀かなしそうにも見えた。

『いいか、坊ぼう主ず』

『ボウズじゃないよ。ジンだよ』

『わかった』ヴォーガは俺の頭に手を置いて言った。

『いいか、ジン。お前は立派な男だ。これからたくさん辛つらいことがあるだろうが、きっと耐えられる。乗り越えられる。その一日が今日きようからはじまる。準備はいいか』

『……うん』

『よし。出る前に全部食べるんだ。残して行くのはよくない』

『……うん』

　冷え切った夕食のカレーライスをかき込んで俺おれは妹の手を引き、母かあさんとともにヴォーガの後についていった。

　地球で食べた、それが最後の飯めしだった。




「……食ってねぇじゃねぇか」

　残して行くのはよくない。あの日、あのとき確かにヴォーガはそう言った。

　それがどうだ。俺特製のハヤシライスは冷れい蔵ぞう庫このなかに真しん空くうパックして保存してある。丁てい寧ねいに日付と名前まで書いて。いや、あんたしかいねぇから。名前とか書かなくても、あんた食いさしなんて絶対食わないから。

　作り置きの瓶びん詰づめサラダを手に取って俺は冷蔵庫を閉めた。

　リィズはシャワーを浴びてる。ブリギットの船にはトイレはあってもバスルームはなかったらしい。グレイロイドだから当然といえば当然。彼女がシャワーを浴びている間に、俺は彼女の分のハヤシライスを配はい膳ぜんして、ダイニングのカウンターに残すと自分の分のハヤシとサラダを両手に抱えて、スリーピース号の操そう縦じゆう席せきに移った。

　リビングでレトルトのカレーを頰ほお張ばるヴォーガと二人きりになるのは嫌いやだったし、なんとなく久々にじっくりとワープ空間に浸ひたってたいと思った。

　星間航こう行こう。渡り。または、スペース・マイグレーションともいう。

　気が遠くなるほど昔の昔。かつてこの宇う宙ちゆうには銀ぎん河がから銀河へ、星から星へと渡る宇宙生物の生せい態たい系けいが存在した。宇宙生物たちは外形も様さま々ざまで、地球でいうところの鳥や魚のようにある一定の周期で群れとともに渡りをした。餌えさを求めて、より快適な環かん境きようを求めて、あるいは子し孫そん繁はん栄えいのために。理由はいろいろあったと言われてる。宇宙生物たちにはその大きさによって星と星、銀河と銀河を渡るためのワープに近い時空跳ちよう躍やく能力が備わっていた。そいつを使えばどんなに遠い銀河でも一年とかからず移動することができた。外宇宙の科学者たちはその技術を自分たちのものにしようと、各惑わく星せいで宇宙生物の化か石せきや冷れい凍とうされた死体を掘り出しては能力の解かい析せきとその再現実験に明け暮れた。しかし、一〇〇〇年経たってもワープ航こう法ほうの原げん理りを完全に解明することは叶かなわなかった。

　ひとまず宇宙生物の外がい殻かくを特定の周波数で震しん動どうさせれば、空間の歪ゆがみを発生させ、同様の効果を得られることがわかると「わからないものはわからない」と開き直り、原理もわからぬまま技術だけを利用することになった。それが外宇宙の宇宙船の歴史。

「どうしてリビングで食べないの？」

「え、お、わっ！」

　操縦席で黙もく々もくとハヤシをかき込んでいると体から湯ゆ気げを立ち昇らせて、シャワー上がりのリィズが顔を見せた。

「……ごくっ」

「あ、ごめんなさい。勝かつ手てに着たりして……少しの間借りてもいいかしら」

　そう言って彼女は上に羽は織おったカッターシャツ──俺おれが脱だつ衣い所じよの脇わきに干ほしておいたもの──の裾すそを摘つまんだ。下には部屋着のショートパンツまで穿はいている。ただ丈たけが短いのでともするとシャツの裾で隠かくれてワンピースに見える。着ているのは俺のシャツとパンツなのに、なんかその裾をひゃーっと捲めくりたい欲求に駆かられる。
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「……ダメ、だった？」

「ど、どうぞどうぞ」

　両手には俺がダイニングに用意しておいたハヤシの皿さらとサラダのボール。洗い立ての髪かみの毛から香るシャンプーも俺がいつも使ってるやつなのに妙みように胸が高鳴る。

　リィズは隣となりの補助操そう縦じゆう席せきにちょこんと腰をかけると七色に光る外の景色けしきを見つめながらスプーンを口に運んだ。

「……」

「……」

　さっきの言い合いのこと、何とも思ってないんだろうか。「お姫ひめ様さまに何がわかるんだ」とか、「面白ぇじゃねぇか」とか。いろいろ突っかかっちまったけど何の抵てい抗こうもなく横に座ったってことはあまり気にしてないのか。俺おれはそれとなく彼女の横顔を盗ぬすみ見た。

「おいしいわね、これ。なんていう料理？」

「……えっ？」

「な・ま・え。この料理の名前よ」

「あぁ、ジン特製ハヤシライスさ。正式にはハッシュドビーフ・ウィズ・ライス、だけど」

「地球の料理？」

「うん」

　彼女の緩ゆるんだ頰ほおの様よう子すから口のなかで幸せな甘みが広がるのが手に取るように伝わる。さすがクワントールのお姫ひめ様さま。未知の食べ物を前に不安げな表情を一切見せず、クンカクンカと匂においを嗅かぐこともない。

　どこかの誰だれかさんと大違いだ。

「……サラダもおいしい」

「ど、どうも」

　ご飯はんを食べながらワープ空間を見つめるリズの横顔は、輪りん郭かくとか髪かみの毛一本一本が精せい緻ちで透とう明めい感のある肌はだとか、やっぱり綺き麗れいとしか表現しようがなくて。けれどどこか憂うれいを秘ひめている青い瞳ひとみは見つめているだけで……気のせいか……またも心しん臓ぞうの、動どう悸きが。

「ここ酸さん素そが薄いわね」

「ぶはっ！」

　気のせいじゃなかった。俺は慌あわてて船内空くう調ちようシステムのパネルを呼び出し、乗員数を手動で三人に切り替えた。

「自動調ちよう整せいシステムはついてないの？　それほど古い船ではないでしょう？」

「古い船じゃ……はぁはぁ……ないけど、それなりにオンボロ船でね。二人しかいないのに十人分の酸素を供きよう給きゆうしつづけて……はぁ……危うく死にかけたことがあるんだ。自動だとすぐにバグるし、無む駄だに経けい費ひも食うし、客なんてめったに乗らないしで、乗員二名で固定してたんだ……すぅうううう、はぁ……危なかった」

　俺が真まっ赤かな顔で息を切らす一方、リズは涼しい顔色を崩くずさない。

　さすがお姫様だ。

「賞金稼かせぎでしょ。一度の仕事で何千万も稼ぐのに、どうしてお金に困ってるの」

「賞金稼ぎなんてするようなやつが生活設計に長たけてると思う？　日々の営みは肉食動物と一いつ緒しよさ。空腹を抱えて狩かりをして、やっと獲え物ものにありついたと思ったら、また次の空腹の心配をしなきゃいけなくなる。保ほ証しようなんてない仕事さ」

「それなのにどうして賞金稼ぎを？」

「まぁ……いろいろとワケはあるけどしいて言うなら……」

「妹さんのため？」

　はむっとハヤシライスを頰ほお張ばりながら、リィズは実に女の子らしく首を傾かしげた。普段は凛りんとしているくせに、そんな気の緩ゆるんだところを見せられては、こちらも本ほん音ねを言わないわけにはいかなくなる。

「うん……そんなところ、かな」

「やっぱり」

「やっぱりって？」

「私にも一人いるの。その人も君と同じで危なっかしいけど、いざというとき頼りになる」

「……そう」

「ええ。油ゆ断だんばかりして危なっかしいけど」

「ははは……油断」

　カスパーに食われそうになったり、敵に撃うたれそうになったり。そんなこともありましたっけね。でも、頼りになるってのは、少し意い外がいだった。あれだけいいところがなかったってのにそんな風ふうに思ってくれていたとは……。

　このまま有う耶や無む耶やになりそうだったので俺おれは口こう論ろんのことをはっきり謝っておくことにした。

「その……さっきは……悪かった」

「なにが」

「お姫ひめ様さまに何がわかるんだって、言って。俺こそ君に何があるか全然知らないのに」

「構わないわ。でしゃばってしまったことは自覚してるから」

「……か、かたじけない」

「で、妹さんの話に戻りましょう。どんな子なの。君に似てる？」

「……見る？」

　俺は渋しぶ々しぶといった態度で（その実ウキウキと）ポケットの中からつい最近看かん護ご師しさんに撮とってもらったツーショットのホログラムフォトを取り出した。はにかむように笑った顔が印いん象しよう的な実に愛らしい写真を、リィズは観かん音のん様さまのような顔で眺ながめた。

「よかった。君に似てないわ」

「どういう意味だよ」

　そりゃ、俺もときどき思うけどさ。母かあさん似で良かったって。でも、女の子は父親似の方が幸せになれるっていうんだよなぁ……ちょっと複雑。

「シイカって言うんだ。俺より三つ年下で、発明好き。今はちょっと病気を患わずらってるけど、きっとそのうち外宇う宙ちゆうに名を馳はせる発明家になるって俺は信じてんだ。ほら、このレイ・ブレードもシイカが作ったって話したろ」

「ええ。ちょっと見せてもらってもいいかしら」

「どうぞ」

　リズは食べかけの皿さらを膝ひざの上に置いてから、レイ・ブレードを受け取った。

「地球のＳＦ映画によく出てくるビームソードに、妹なりの改良が加えてあるんだ。ノズルを捻ひねるとビーム粒りゆう子しの束たばを太くしたり、細くしたりできるんだ」

「……カスパー戦のときね」

　レイ・ブレードのスイッチを入れてやる。一いつ瞬しゆん、どさくさに紛まぎれて手でも握っちゃおうかなぁとか思ったけど、言うほど軟なん派ぱな真ま似ねもできないので思うに留とどめた。

「難しいのはビーム粒子を一定の長さと細さに安定させることらしいんだけど、あいつその手の調ちよう整せいが抜群に上う手まくてさ。いまどき近接武ぶ器きなんて時代後れだって馬ば鹿かにされることの方が多いけど、俺おれには飛び道具よりこっちの方が性しようにあってんだ」

「良い才能を持ってるのね、妹さん」

　はじめて褒ほめられた。シイカのブレードが。

「……だ、だろ！　あいつは俺なんかとわけが違うからな！　賞金稼かせぎをやってんのはあいつの大学資金をためてやろうってことでもあるんだ。でも、今日きようみたいなことがあると宇う宙ちゆう立大学もなぁ……なんかいい学校ねぇかな。妹の才能をもっと伸ばせるようなさ！」

「ふふふ」

「なんだよ、なにがおかしいんだよ」

「別に。本当に妹さんのことが好きなのね」

「まぁね」

　改めて言われると少し照れくさい。ガキのころはよく喧けん嘩かもしたけど、外宇宙に来て以い降こうは互いに唯ゆい一いつの地球人で肉親だからな。妹がいなかったら、俺はとっくに自分を見失ってた。

「リィズはなんで──」

「リズでいいわ」

「えっ」

「呼びにくいでしょ。リズでいいわ。親しい人はみんなそう呼ぶわ」

　リィズもリズもあんまり変わらない気もするが、一歩前進ってとこか。

「じゃ、リズ。リズはなんで大学の研究者になろうと思ったんだ。その歳としの惑わく星せい王家のお姫ひめ様さまなら、普通は他の王家とか貴き族ぞくと結婚したりするもんだろ」

「結婚、ね……」

「あれ、こういう考えって古い？」

「そうでもないわ。実際一九になる姉はもう結婚しているし、妹や弟の中にも縁えん談だんの決まっている子はいるわ」

「じゃ、リズにも……そういう人が」

「ええ」

　雷かみなりに打たれるとはまさにこのことだ。

　俺はショックのあまりスプーンを取り落としてしまった。

「……落としたわよ」

　許嫁いいなずけ。恋人。もしくは幼おさな馴な染じみか。しばらく声を失った。いや、そりゃ昨日きのう今日きよう会ったばかりの子だけど、いままでに会ったどんな子よりも違う……その……この調子で二日三日と一いつ緒しよにいたら、多分相当やばいことになっちまうだろうなっていう感覚があって。やばいってのは別に何をどうするってわけでもなく、ただ単純にしっくり来ちまいそうで。普段あんだけ軽い感じに振る舞ってるのに、この子だけは違う。話すリズムも、返す言葉も、走り方もまるで俺おれに合ってるって勝かつ手てに思ったから。これはいつもと違うなってそう思ったんだけど。

　ああ、なんでこんなに凹へこんでるんだ。

　今まで一日二日の付き合いでデートを断られたって、「はいはい、次々」って思えたのにただフラれるのとは違って、許嫁がいるっていうのは……やっぱりそれなりにカルチャーショックで、ただただ遅すぎる出会いに、時間に、敗はい北ぼく感かんを抱いた。

「ねぇ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　おかげでリズが目の前でスプーンをブンブン振るまで、記き憶おくがぶっ飛んでた。

　俺がフリーズしちまったんで、拾ってくれたのだ。

「ああ……ごめん」

　受け取ったスプーンを自分のシャツの袖そでで拭ぬぐう。操そう縦じゆう席せきのガラスに憐あわれな地球人の顔が映り込んでいる。気を取り直して、話題を変えよう。もっと前向きに、

「……ど、どんな奴やつなの。その……相手って」

　傷を抉えぐりにいってどうする。

「惑わく星せい王家同士の晩ばん餐さん会かいで何度か顔をお見かけした程度の人よ。よく知らない人。名前と家いえ柄がらと顔と評ひよう判ばん以外は」

「そ、そう……」

「あなたのことの方がずっと知ってるかも」

　いたずらっぽく俺の顔を覗のぞき込んでリズは笑った。はじめて見る彼女の笑顔だった。

「そりゃ……どうも」

　そう言ってもらえるなら悪い気はしない、かな。前を向くとさっきまで辛しん気き臭くさい顔でしょげていた地球人がニヤついているのが見えた。単純だな、お前。

「研究者の道を選んだのは、ひとつにはそういう強ごう引いんな婚こん約やく話から逃のがれるため。クワントールが外宇う宙ちゆうの惑星の一割を作ったという話は、君も知っているでしょう。星作りの才能を持った技術者は年々減っていて、王家の中でも星作りの才能を持っているのは私だけ。だから、いくら母でも伝でん統とうの保ほ護ごを蔑ないがしろにして、無む理り矢や理り結婚させることはできない」

「もうひとつは？」

「尊そん敬けいしていた人がいたから……子どものころからずっと憧あこがれていて、いつか同じ場所に立ちたいと思ってた。必死に勉強して、飛び級を重ねて、気が付いたら一一歳さいでグランスラーに入学していた。でも、私の憧あこがれていたその人は、私が大学に入る前にいなくなってしまった。結局夢は叶かなえられずじまい」

「そっか……」

　いなくなった、とは単純に大学を去ったのだろうか。それとも亡なくなってしまったのだろうか。本人が言げん及きゆうしない限り、俺おれは詳しく尋たずねることを控えた。

「その大学も裏ではファイヤーブラッドと繫つながってた。私の憧れていたものはもうあそこには欠片かけらも残ってない。もう、帰ることもできない」

「……じゃ、王家に戻るの？」

「ええ。帰る気はなかったけど、この状況ではね。君はどうなの。帰るつもりはないの。その……地球という星に」

「妹が帰りたいって言うなら別だけど、俺はいいかな」

　俺はなんとなしに手持ちの携けい帯たいデバイスでホログラムを表ひよう示じした。

　スノードームのように手の平に小宇う宙ちゆうが広がる。地球のある太陽系けいは未開惑わく星せいのため航こう行こう禁止となっていて、外宇宙の全銀ぎん河が系を網もう羅らしているマップでも細部までは表示されない。かろうじて太陽の光がぽうっと見えるだけで、あの青い星は欠片も出てこない。

「両親もいないし、帰る家も理由もない。故こ郷きようだけど、今いま更さらローテクな惑星文明に帰るってのもねぇ……脳のうに翻ほん訳やくチップを埋め込んだりしないから外国語は一単たん語ごずつ覚えなきゃいけないし、数学も物理学も遅れてる。おまけにあの星じゃ人類の知能なんて上から三番目。戻る気なんてさらさらないよ。俺の生きる場所はここ。はじめからここだったんだ、きっと」

「わかるわ。私も同じ気分よ」

「クワントールは外宇宙でも五番目の惑星文明だろ。何が不満なんだよ」

「不満なのは文明じゃないわ。向上心というのかしら。あそこはもう一〇年近く新しいものを生んでいないわ。他の惑星文明と同じ。どこかの惑星が更こう新しんした科学を共有して繁はん栄えいしているだけ。未知の世界への期待や、発見の喜び。そうした進歩への伸びしろが残っている分、あなたの惑星の方が羨うらやましいわ」

「……そういうもんかね」

「私はもっと広い世界を見てみたい。もっと自由に生きてみたい」

　ハヤシライスとサラダを綺き麗れいに完食すると、リズはデザート感覚でアポロンの小箱を取り出して、一つ口に運んだ。禁制品の地球のお菓か子しを食べることは、彼女にとってもっとも小さな自由なのかもしれない。

　苺いちごの甘酸っぱい匂においが鼻先を擽くすぐる。俺は彼女に人差し指を翳かざした。

「一個、いい？」

「ええ」

　三さん角かく錘すいの小さな苺の着ちやく陸りく艇ていが俺の手のひらに載る。

　食べるのは久々だ。口に入れた途と端たん、懐なつかしい甘みが全身を駆かけ巡る。

「ああっ……あめぇ……やっぱ、うめぇ」

「ふふふ」

　あまりにゆったりした時間だった。つい自分たちが置かれている状況を忘れるくらいに。

　しかし、時間は流れる。良いときも悪いときも平等に。

　虹にじ色いろのトンネルは次第に色を減らし、光と闇やみが陣じん取どりゲームを繰り広げる宇う宙ちゆうという盤ばん面めんの只ただ中なかに俺おれたちを吐き出した。

「着いたわ」

　それは手のひらに摑つかめるくらいの大きさでスリーピース号の正面に浮いていた。

　地球とは違い、表面の多くを緑みどりの森が占しめる星。

　外宇宙で五番目に早く恒こう星せい系けいを飛び出した近代宇宙文明だ。

「あれが惑星クワントール」

「来たことは？」

「一度だけ……でも、女じよ王おうに会うのは初めてだ」

「そうでしょうね」

　ヴォーガさんを呼んでくるわ。そう言って席を立つ間ま際ぎわ、リズは自分の母ぼ星せいを流し目で見つつつ、俺の肩に手を置いてささやいた。

「覚かく悟ごしておいてね。私の母──アイリーン・ソングマールは手て強ごわいわよ」




　惑わく星せいクワントールの星せい都とラスタニアは、黄こ金がね色いろに輝くパイプオルガンのような城しろローダーズパイプを中心に、ヨーロッパでいうところの中ちゆう世せいのように低い建物が並ぶ、およそ外宇宙文明の一角とは思えない街並みだ。こういう惑星の「歴史」や「文化」を全面に押し出した街作りは、クワントールに限らず多くの先進惑星で見られた。というのもこの方が無む味み乾かん燥そうな未来都市を作るよりもその星の特色が出て観光客を呼び込みやすいのだ。実にヤラしい話に聞こえるかもしれないが経済は宇宙でだって大だい事じだ。

　もうひとつ大事になるのは愛あい星せい心しん。愛国心ならぬ愛星心だ。外宇宙のあらゆる文明に触れた結果、以前よりも自分の星に愛あい着ちやくを持ったり、国や民みん族ぞくを超えて、惑星市民として連れん帯たい感を高めるのは珍めずらしいことじゃない。星の中心である星都がその星の歴史や文化を凝ぎよう縮しゆくした景けい観かんに落ち着くことは内と外、双そう方ほうの要望を満たしうる最良の結果なのだ。

　なもんで俺たちはラスタニアの港に到とう着ちやくするなり、鉄てつ砲ぽうを背負った騎き兵へい隊たいに囲まれ、リズの交こう渉しようで女王の居きよ城じようでもあるローダーズパイプの玉ぎよく座ざの間に通されることになった。

　騎兵隊や衛えい兵へいは最さい新しん鋭えいの防ぼう護ご機き能のうを備えた保守的なデザインの甲かつ冑ちゆうを身に着け、政治家や官かん僚りようもクワントールの王おう族ぞく貴き族ぞくの伝でん統とうに倣ならったジャケットやコートを羽は織おっている。

　なかでも強きよう烈れつなのが女王だ。

　天てん井じようまで二〇メートルはある円えん筒とう状の間の奥。一本の長いパイプを捩ねじって組み上げられた円管の玉ぎよく座ざにアイリーン二に世せいはいた。孔雀くじやくの羽はねかと見み紛まごうような派は手でな襟えり飾かざりに、星々の光を模もした宝ほう石せきをあしらったアップリケ。身体からだの二、三倍はある大おお仰ぎようなドレスの輝きとは対たい照しよう的にその肌はだは雪よりも白く、目は氷こおりのように青い。かつては外宇う宙ちゆう随ずい一いちと言われた美び貌ぼうも四〇を超えて衰おとろえを見せ始めてはいるが、逆に女としての底知れなさは目め尻じりに浮かぶ皺しわ同様に深い。若いときに散々浮かべてきた偽にせ物ものの笑えみが刻んだであろう豊ほう齢れい線せんは、世の男たちを憐あわれむ侮ぶ蔑べつのアクセントにすら見える。

　女じよ王おうはおおよそ客人をもてなす態度とは思えない不ふ機き嫌げんな顔でリズを見下ろした。

「死んだという噂うわさはデマだったようね」

　それがアイリーン・ソングマールの第一声だった。我が子の無ぶ事じを喜ぶ素そ振ぶりなど微み塵じんもない。冷たい声こわ音ねに俺おれは寒気を感じた。

　しかし、いつものことらしい。リズは平へい坦たんに返した。

「失望しましたか」

「お前の葬そう儀ぎで噓うその涙を流さずに済んだわ。そちらの御ご仁じんは」

「右のお方は惑わく星せいドゥオのヴォーガ・スターランナー殿どの。左のお方はジン・カツヒラ殿。地球という星の出で、私をファイヤーブラッドの追っ手から救ってくださった方です」

「賞金稼かせぎなのでしょう。で、あれば当然のことです」

「まさか母はは上うえが私のために一億おくも出されるとは」

「王家の名めい誉よのためよ。正統な父親の娘むすめではないとはいえ、ソングマールの名を継つぐ娘が海かい賊ぞくに誘ゆう拐かいされたというのに、それを放っておくような女王を人々は支し持じしないわ」

「誘拐ではありません。ソウ・ザ・シードに助けを求めたのは私です。グランスラー宇宙立大学の上じよう層そう部ぶは帝てい国こく残ざん党とうファイヤーブラッドと繫つながって新しん兵へい器きの開発に携たずさわっていました。残党にはあのノーマッドもいました。新兵器を奪うばい、追っ手を振り切って宇宙を逃とう亡ぼうするにはブリギットのような海賊の協力を仰あおぐ以外に手がなかったのです。彼女たちはおそらく現在ノーマッドの手に囚とらわれています。もしソングマールの名誉をお考えでしたら、彼女たちを助けるためにお力をお貸しください」

「ソウ・ザ・シードは反連れん合ごう組そ織しきです。連合加か盟めい国こくであるクワントールの王位継けい承しよう者しやがテロリストと通じていたと知られたら」

「正統な後継者ではありません。それは幼いころより母上自身が私に言って聞かせていたことと思いますが」

「それでもあなたはソングマールよ」

　アイリーンの口く調ちように母の情愛のようなものは一切感じられない。

　これじゃまるで灰はい被かぶりの継まま母ははだ。

「何な故ぜ戻ってきたの」

「はぁ？　何な故ぜもくそもねぇだろ！」

　女じよ王おうのおおよそ母親とも思えない一ひと言ことに、思わず俺おれは前のめりになる。が、その最初の一歩をヴォーガのでかい右足が踏みつけた。

「ってぇ！」

（ジン！）

　ヴォーガが一方的に思し考こう通信を飛ばす。

（やめろ！　何を考えてるんだ！）

（何考えてるか知りたきゃ頭の中を覗のぞけばいいだろ。ヴォーガは何も感じねぇのかよ！）

（何か感じたからといって、いちいち表おもてに出すな！　ここは女王の間だぞ。ポケットに手を入れた程度で撃うち殺されても誰だれも文もん句くは言えん！）

（俺が言ってやるよ）

　前に出ようとする俺をヴォーガの機き械かいの左腕が引き留める。あまりに強くロックされて骨が砕くだけそうだった。

「放せ！」

（落ち着け！　彼女を見てみろ！）

　ヴォーガが俺を抑えている間、リズは女王に訴え続けていた。

「母はは上うえの協力を得られると思って戻って参まいりました。見み得えを切って、この星を出て行ったことをもちろん忘れてはおりません。しかし、止やむに止まれぬ事情だったのです」

（ここでお前が出て行けば、彼女が耐えていることも全部無む駄だになるんだぞ！）

（だからって）

　リズにとってはこれが日常なのか。

　実の母の言いぐさに涙を浮かべることも、唇くちびるを嚙かむこともない。ただ毅き然ぜんと女王である親に対たい峙じしている。こんなの親子じゃない。血が繫つながっているだろうにまるで敵同士だ。こんなんじゃ、見ず知らずの主人と家け来らいの方がまだマシだ。

「私がグランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学の地下研究施設から奪うばってきたものは、かつて我が国が帝てい国こくの植しよく民みん地ちであった際に開発を進めていた超ちよう新しん星せい爆ばく弾だん。ヴァーミリオンなのです」

　頰ほお杖づえをついていた女王が姿勢を改める。

「ヴァーミリオン。なるほど。父が遺のこした汚お名めいを娘むすめであるお前が雪すすごうということか」

「父親？」

　そういえば、リズの父親はどこだ。

　クワントールは代々女が政治を握ってきたというけど、アイリーンの横に人はいない。大たい抵てい王の横には妃きさきがいるものなのに。いったい、どこに。

「ヴァーミリオンは父の研究が生んだ兵へい器きです。母上にとっては忌いまわしい過去でしょうね」

「……知った風ふうな口を。それにここでは女王よ。口を慎つつしみなさい」

「失しつ礼れいいたしました。しかし、事実です。グランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学は帝てい国こく残ざん党とうファイヤーブラッドの助力を得て、ヴァーミリオンの再製造を密ひそかに行っていました。ヴァーミリオン誕たん生じようの片かた棒ぼうをかついだソングマールの人間として、あれが再び世に放たれることは看かん過かできません」

「我が家の名めい誉よを考えて、と言うことか」

「そういう言い回しで陛へい下かがご理解いただけるのなら」

　女じよ王おうの攻勢もなかなか凄すごいが、一歩も引かないリズにも俺おれは舌したを巻いた。

　さすがカスパー・ローラの一件のときに、怯おびえて縮こまるしか能のない他の王おう族ぞく貴き族ぞくを横目に交こう渉しようの矢や面おもてに立っただけのことはある。でも、今リズが対たい峙じしているのは敵でもなければ赤の他人でもない。母親だ。実の母親。ひょっとして彼女は小さな頃ころからこんな風ふうに実の母親と舌ぜつ戦せんを繰り広げてきたのだろうか。

　少なくとも俺の知っている母親っていうのはもっと温かくて、愛のあるもんだ。そりゃ、ときどきいっぱいいっぱいになって怒ど鳴なりつけたり、一ひと睨にらみで黙だまらせるようなところもあったけど、そこは一人の人間だ。完かん璧ぺきなことなんてない。けれど根底には必ず俺を想おもってくれる心があった。母親が早くに死んでる俺だからこそ、こんなことわかるのかもしれないけど、少なくともアイリーン・ソングマールは俺の知っている『母親』ってやつじゃない。

「あなたが戻ってきたと知られれば、ノーマッドはいずれここにもやってくるでしょう。あなたは母ぼ星せいを戦せん場じようにしたいのですか」

「ちょっと待てよ!!」

　ヴォーガの太い手を払って、俺はリズの横まで踏み出た。

「自分の娘むすめが命の危険に晒さらされてるっつうのに、あんたどういう神しん経けいしてんだよ！」

（やめろ！）

「ジン？」

「あんたリズの母親だろ！　母親ってのは子どものために…………子どものために命をはるもんじゃないのか!!」

　脳のう裏りに八年前の悪あく夢むが蘇よみがえる。俺とシイカを逃がすために、囮おとりとしてノーマッドたちの前に出て行った母かあさんの後ろ姿すがた。感かん傷しようを振り切るようにがなる俺をアイリーンは愚おろかな動物でも見るように頰ほお杖づえをついて睥へい睨げいした。

「平へい民みんの親なら、そうするでしょうね」

「なに？」

「唯ゆい一いつの義務でしょうから。平民の親にとっては。義務に背けば良心の呵か責しやくに押し潰つぶされて自分を許せなくなる。しかし、家名と国家の存続を第一に考える当主とあらば、子どもの安全を守ることは決して唯一の義務ではないのよ。我が子が星の命めい運うんを左右する行いに手を出したのであれば、もってのほか」

「娘より……惑わく星せいを優先するってのか」

「当然でしょう。目め障ざわりだわ、そこの半人前を私の前から遠ざけてちょうだい」

「……半人前だと!?」

　我が慢まんできなくなって女じよ王おうの座につづく階段を踏んだ瞬しゆん間かん、衛えい兵へいたちが動き出すよりも早く硬い岩みたいな拳こぶしが俺おれの頭を後ろから殴なぐりつけて、地面に沈めた。

　ヴォーガだった。

「失しつ礼れいをお詫わびします、陛へい下か」

「ったく、なにすん──」

　抵てい抗こうする俺の頭を押さえつけ、女王に頭こうべを垂たれるヴォーガ。あまりに迅じん速そくな対応に、槍やりを構えて包ほう囲いの陣じんを踏もうとしていた衛兵たちも啞あ然ぜんとした。俺はローダーズパイプの石いし畳だたみに額ひたいを擦こすりつけられ、憤いきどおりと苦痛しか感じなかった。

「ヴォーガァァ！」

　叫ぶなり、俺は髪かみの毛を引っ張り上げられ、再度石畳に額を叩たたき付けられた。

「半人前の不ふ肖しようは私の監かん督とく不行き届きによるものです」

「なんだとぉ！　がっ！」

「裁さばくのであれば、どうぞ私めも一いつ緒しよに処しよ罰ばつしていただきたい」

「ヴォーガ・スターランナーですか。賞金稼かせぎをやっていると聞きましたが、子どものお守もりもやっているようですね」

「誰だれが……こ、子どもだ、ぐっ！」

　ヴォーガの機き械かいの左腕が俺の頭をぐりぐりと地面に擦こすりつける。どうにか歯をくいしばって上げた額から血と唾だ液えきが糸を引く。

　俺は抵抗を続けた。やめたくなかった。

　だが、抗あらがって己おのれの主張を通すにはヴォーガの身体からだはあまりに大きく、生なま半はん可かな力では反はん抗こうしきれなかった。

「かつてクワントールの解放と独立の一いち翼よくを担になった英えい雄ゆうが子どものしつけひとつできないようでは大たい衆しゆうの物笑いの種たねですよ」

「……返す言葉もありません」

「この件はあなたの過去の功こう績せきとリィズを送り届けてもらった礼れいに放ほう免めんとします。ヴァーミリオンの処しよ分ぶんもしくは解体に関してはソングマール王家が責任をもって行う。賞金稼ぎは一いつ刻こくも早く金にならぬ道どう理りからは手を引くように」

「もちろんです。我々は所しよ詮せん、アウトロー。粗そ末まつな形なりでこれ以上陛下の御おん前まえを汚けがすわけにもいきません。我々はこれにて失礼いたします」

「放せ、この野や郎ろう！」

　ヴォーガは俺の髪を乱らん暴ぼうに引っ張り上げると、女王の間の鉄てつ扉ぴまで無む理り矢や理り引きずっていって俺を外に放り出した。

「お前は先に下がっていろ」

「おい、待て！」

　虎とらの眼めは威い嚇かくも激げき怒どもしない。お前には失望した、と言わんばかりの空くう虚きよな色で俺おれを突き放すだけ。ずっと後ろの方でリズが声を失ったように立ち尽くしているのが見えた。何もできないまま、鉄てつ扉ぴは無情に轟ごう音おんを立てて閉じた。




　玉ぎよく座ざの間のすぐ外で待っていた俺はヴォーガが出てくるなり血の滲にじんだ額ひたいと同じ高さにあるヴォーガのネクタイを引っ張って壁かべ際ぎわに叩たたき付けた。

「さっきのあれは、どういうことだよ！」

　ヴォーガはまともな抵てい抗こうもせず、この異い星せい人じんのガキを憐あわれとばかりに見下ろした。

「俺のことを『半人前』だと？」

「激げつ昂こうするしか能がない。痛い目にあっても学習能力がない。おまけに他人の気持ちを汲くんで己おのれを律することもできん。そんな振る舞いの生き物が子どもでなくてなんなんだ」

「……っ」

　俺は許したくなかった。あんな母親を。あんな娘むすめを。そして、なによりもあんな光こう景けいを見過ごす大人おとなの一部に自分が加わってしまうことが。どうしても抵抗せずにはいられなかった。怒ど鳴なり散らさずにはいられなかった。俺の怒りは間違ってない。そう思った。

　ただ、当の彼女が何な故ぜ怒りを隠かくさなければいけなかったのかについては、まるで考えが及んでいなかった。自分の怒りを表現することしか考えてなかった。こんなことじゃ、何と言われたって仕方ない。だけど、

「あんたにだけは……『半人前』だなんて絶対に言われたくなかった！」

「ならそれなりの振る舞いをしろ」

「あんたのようにはいかないさ。左腕を奪うばった相手が生きてたってのに、ノーマッドのことを連れん合ごう任せにしようなんて言ってるあんたにはっ！」

「それとこれとは話が別だ」

「別なもんか。つうか、ノーマッドが生きてるって言ったとき、あんたあんまり驚いてなかったよな？」

「……」

「本当は知ってたんじゃないのか。ノーマッドが生きてたことを」

「ああ」

　一いつ瞬しゆん、俺は耳を疑った。

「…………『ああ』？」

　噓うそ、だろ。

　感情に任せて吹いてしまったはずの言葉だったのに。ヴォーガの答えに、俺は啞あ然ぜんとした。

「……『ああ』って、なんだよ？」

「知っていた。軍に残った友人から聞いていた。連れん合ごうは流る刑けいに欠けつ陥かんがあったことを隠かくすために情報を秘ひ匿とくしているが、終わりの世界から漂ひよう流りゆうしている囚しゆう人じんをサルベージできる確かく率りつは決してゼロではない。まして奴やつほどの生命力があればな」

　ヴォーガは一切俺おれから目を逸そらさずに話した。まるで噓うそみたいな話を。

「どうして黙だまってたんだ」

「どうして話す必要があるんだ」

「……話す必要がないって、そう思ってたのか。ノーマッドに……あいつに命を狙ねらわれた俺たちにあいつが生きてることを伝えるのが、必要ないって」

「言えばお前は必ずノーマッドを追う。そう言い出すとわかってた」

「なんであんたはいつもそうやって──」

「今のお前では無む理りだ。あのときの俺でさえ左腕を失った。今のお前が奴にぶつかればただじゃ済まん。そんなことになったらお前の妹は、シイカはどうなる。マグンにお前たちを守ると誓ちかった俺はどうなる？」

「だからって、それが思いやりになるとでも思ったのかよ！」

「思いやりじゃない。危険だと確信していた。リズの仕事を断ったのも、裏でノーマッドが暗あん躍やくしているのがわかったからだ。どうあってもお前にノーマッドが生きていることを気付かせたくなかったし、奴にもマグンの子どもが生きていることを気付かせたくなかった。案あんの定じようお前は、奴が生きていることを知って、刺し違える覚かく悟ごまで仄ほのめかした。それなのにどうしてお前にノーマッドが生きていることを話せる？」

「他人のせいにすんなよ！」

　自分でも荒々しくなる呼吸を意い識しきしながら、俺は溜たまってた疑念を吐き出す。

「本当は、怖こわかったんじゃないのか。ノーマッドのことが。自分じゃあいつを倒すことはできないから、だから知らないふりをしたんだ。俺のためだとか理由を作って。自分が怖いだけの癖くせして、他人のせいにすんなよ！」

「いいか、ジン──」

「もうその台詞せりふは聞きたくないんだよ！」

　そう言って俺はヴォーガを睨にらみ付ける。虎とらを思わせる両目と牙きばを携たずさえた口。見事な恐きよう怖ふの均きん衡こうで形作られた顔はいよいよ俺に愛あい想そを尽かしたという感じで鼻息混じりに俺の視線を真まっ向こうから受けとめる。

「そうか。好きにしろ。だが、船は自分で見つけろ」

　ネクタイを抜き取り、ヴォーガは一人去った。

　どしどしと、あの頃ころからまったく変わらぬ猫ねこ背ぜと足取りで。

　半人前だなんて、ヴォーガにだけは言われたくなかった。言わせたくなかった。言われても仕方ないのだとしても、言ってほしくなかった。なんだかんだいって、俺おれのことをいつも見てくれている奴やつだったから、口では文もん句くを言っていても、いつか最初に正当な評ひよう価かを下してくれるのはヴォーガだと信じていた。

　でもすべては思い込みだった。奴は俺のことを『半人前』だと言った。

　この八年、その言葉から遠ざかるために必死にやってきたのに。それを側そばで見ていたはずなのに。ヴォーガはノーマッドと同じ言葉で俺を侮ぶ辱じよくした。

　それだけじゃない。

　ノーマッドが生きていたことを俺に黙だまっていた。

　隠かくし通そうとしていた。

　確かにそのことを知れば俺はノーマッドを追っただろう。あいつは親父おやじと母かあさんを殺し、俺と妹を宇う宙ちゆうの果てまで執しつ拗ように追いかけてきた。奴らの執しゆう念ねん深さは嫌いやというほど思い知らされている。だから、ノーマッドが捕つかまったあとでも、俺は自分や妹が完かん璧ぺきに安全だなんて思ったことは一度もない。帝てい国こくの生き残りはこの外宇宙にまだ山ほどいる。奴らもいつかまたノーマッドのように俺たちを襲おそうかもしれない。ヴァーミリオンを連れん合ごう政府に預けても、俺と妹が帝国の裏切り者の子どもであることに変わりはない。帝国の生き残りがいる限り、俺たち兄妹に安あん息そくの日はない。危害を加えようとする輩やからがまだいるかもしれない。賞金稼かせぎになったのは奴らを一人残らず捕まえるためでもあった。

　それなのに当のノーマッドが生きていたと知れば、黙だまっていられるわけがない。

　あのとき、ヴォーガにノーマッド生存の事実を告げたとき、反応の薄い様さまを見ても心のどこかでヴォーガを信じていた。

　でも、肝かん心じんのヴォーガは俺を信じてくれてなかった。

　この八年で積み上げてきたものも。この二年で成長したものも。なにひとつヴォーガは信じてやしなかった。信じていたのはたったひとつ。俺が『負ける』であろうということ。カスパー・ローラのときのように『ヘマをやらかす』ということだけだ。

　で、実際俺はやらかした。

　忠ちゆう告こくを無視して一人で突っ走った挙あげ句く、ノーマッドに敗はい北ぼくを喫きつした。リズの我が慢まんを無む下げにして、女じよ王おうの前でガキみたいに喚わめき散らした。

　ヴォーガの期待通りに。

「ああああああああああああああああああああああああ！」

　バカみたいに喚き散らして、壁を殴なぐりつけた。もちろん罅ひびなんて入るはずもない。

　ジンジンと己おれのの拳こぶしを痛めるだけだ。

　奇き声せいを聞きつけて、城内の衛えい兵へいや従じゆう者しやたちが様よう子すを見にやってくる。

　深呼吸し、無む理り矢や理り気分を落ち着ける。

　きっと視線を辺りに散らすと気弱な従者たちは足早に去り、衛兵だけがこちらの出方を窺うかがうように直ちよく立りつ不ふ動どうで留とどまった。玉ぎよく座ざの間の近くでいつまでも入り浸びたっていれば怪あやしまれても仕方ない。俺おれは丸腰を主張するように両手を開き、衛えい兵へいたちの前を毅き然ぜんと突っ切った。

「……」

　その間、気のせいだろうか。

　余よ所そ者ものの俺を見送る衛兵や従じゆう者しやや貴き族ぞくたちの視線に混じって、何か得え体たいの知れない敵意のようなものを感じたのは……。




　結果的にそれは気のせいでも、自じ意い識しきの過か剰じようでもなかった。

　ローダーズパイプを出てすぐ地球で言うところのハイヤーのような豪ごう奢しやな車の出迎えを受けた俺は、クワントールの王政府が用意したという三つ星ホテルの一室へ通された。

　女じよ王おうに悪あく態たいをついた罪つみでどんな穴あな倉ぐらに放り込まれるのかと覚かく悟ごしていたら、拍ひよう子し抜ぬけするレベルの豪ごう勢せいなＶＩＰ待たい遇ぐうにいささか困こん惑わくした。

「……」

　どう気分を切り替えたものか。真まっ白しろなシーツと最大五メートルの巨きよ人じん族ぞくにまで対応できるタイタンサイズのベッドにソファー。鏡きよう面めん台だい、シャワールームに、およそ一人部屋とは思えないリビングとダイニング、クローゼット。日を集めるバルコニー。壁にはアイリーン・ソングマールの肖しよう像ぞう画が。うげぇ……。社会主義国家じゃあるまいし、勘かん弁べんしろよ。

　そして、テーブルの上にはやおら怪あやしいスーツケース。開けてみるとびっくり。外宇う宙ちゆう連れん合ごうの全加か盟めい国こくで換金可能な、時じ価か総そう額がく五〇〇〇万ダラスの黄おう金ごんが詰まっていた。ケースにはご丁てい寧ねいにも信頼のおける王室御ご用よう達たしの銀行家の名めい詞しまで挿ささっている。

「アイリーン陛へい下かからの心ばかりの贈おくり物ものでございます」

　俺をここまで案内した執しつ事じらしきタキシード姿すがたの老紳しん士しが説明する。

「リズ救出の報ほう酬しゆうってこと？」

「提てい示じさせていただいていた通りの額でございます。ヴォーガ様の元へお持ちしたところ、半分をジン様にということでしたので」

「……ヴォーガも同じホテルに？」

「いいえ。船に戻ると仰おつしやられていたので他の者が港までお送りいたしました」

「あ、そう」

　自然と安あん堵どの息が漏もれた。今、ヴォーガに会うのはきつい。

　とはいえノーマッドが生きているとわかった今、暢のん気きにこんな部屋で寝てるわけにもいかない。せっかくブリギットの犠ぎ牲せいに背を向けてまで、リズを母ぼ星せいに送り届けたんだ。彼女の身を守るためにも、あいつをこれ以上野放しにしておくつもりはない。

　執事らしき老紳士が出て行ってしばらく経たったあとで、俺は携けい帯たいデバイスを取り出して外宇宙のホログラムＭＡＰを部屋全体に投とう影えいしつつ、ワンダと思し考こう通信を行った。

（私に無断で私の故こ郷きように降りるとは、いい度ど胸きようをしているわね。それも姫ひめ様さまとご一いつ緒しよに）

　事件の概がい況きようを説明するとワンダの思し考こうは俄にわかに嫉しつ妬とで濁った。これでも細部は省いたつもりだし、名前も呼び方も一いつ般ぱん的な『リィズ』を使うよう心掛けたが惑わく星せい市民敬けい愛あいの的まととひとつ船の中というのが気にくわないらしい。

（大だい丈じよう夫ぶ。お姫様はガードが堅いから、俺おれみたいな軟なん派ぱ男は見向きもされないよ）

（当然ね。しかし、今回もまたあなたらしい複雑な案あん件けんね）

　思考会話をしながらクイーン・ヴィーコンとターセルが交戦した空くう域いきやシャトルがワープした空域、それに現在のクワントールがある惑わく星せい系けいをそれぞれ点と線で結んでいく。

（いまのところ各ニュースサイトを見ても、大学の自じ治ち軍ぐんが海かい賊ぞく船せんを撃げき破はしたという報道はないわ。連れん合ごう政府と軍にも一切情報は入っていない。かといって現在も交戦中ということも考えづらいわね。ターセルもまだ大学本部に帰港してないみたいだし。どこにいるかもわからないターセルをどうやって追おうというの）

（そうだな……俺の方から探すんじゃなくて、相手の方から出てきてくれるってのが最良だけど、ヴァーミリオンを使った囮おとり作戦は一度却きやつ下かされてるし。ターセルが宇う宙ちゆう立りつ大学に帰き還かんするのを待つって手もあるにはある。先回りして、待ち伏せすれば……）

　待ち伏せ？　ふと脳のう裏りを過よぎる嫌いやな予感がワンダにも伝わった。

（あなた、今クワントールにいるって言ってたわよね）

（ああ）

（お姫様を助けて、女じよ王おうの下に送り届けた。そうだったわね？）

（噓うそだと思うなら脳のう内ない記き憶おく見てみろよ。物的証しよう拠こもあるし、報ほう奨しよう金きんも貰もらってる。こいつで今から新しい船でも買おうと思って──）

（出てないわよ、そんなニュース。どこのニュースサイトにも上がってきてないわ）

（はぁ？　れ、連合政府とか軍に連れん絡らくは？）

（入ってないわ。世せ間けんでも連合でもお姫様は依い然ぜん消しよう息そく不明の扱いよ）

（おいおい、どういうことだよ！　王家から政府に連絡は行ってないのか？）

（わからないわ。本当に連合政府に連絡を入れているのなら、政府内の誰だれかが情報を握りつぶしたのかも。もしくは通信を傍ぼう受じゆした誰かが政府関係者に成りすましたか）

（そんなことお前以外にできんのか）

（できるわよ、たくさん。もしくは王家か政府関係者に内ない通つう者しやが──）

　そのとき、俺の鋭えい敏びんな聴覚がある異い音おんを察さつ知ちした。

（何か聞こえる…………なぁ、お前にも聞こえないか？）

（なにが？）

（ブーンって音。どっかで聞いたことがある音だ）

（……ホントね。これってまるで）

（まるで？）

（震しん動どう性の性感帯刺し激げき用具の作動音）

（黙だまれ！　美少女マニア！）

　ワンダの妄もう言げんを無視して、俺おれはゆっくりベッドから降りる。シーツをひっぺがし、マットレスを持ち上げ、部屋の四よ隅すみやナイトテーブルの裏側、あらゆる場所をしらみつぶしにし「まさか」と思い壁にかかるアイリーンの肖しよう像ぞう画がを裏返す。が、何もなかった。

（気のせい、かな）

（なによ）

（いや、盗とう聴ちようか盗とう撮さつでもされてんじゃないかと思って）

（王家が用意したホテルなんでしょ）

（そうだけど、最悪のパターンってのがあってな。安全だと思ってた場所が実はもう敵の手に落ちているとか）

（まさか、王家が裏切るとでも？）

　そのとき、絶ぜつ妙みようなタイミングで部屋のチャイムが鳴った。

「誰だれだ？」

　俺よりも俺と感覚を共有してるワンダの方が、バクバクと心しん臓ぞうを鳴らして緊きん張ちようした。

（ホテルのボーイ？　デリバリーギャル？）

（頼んでねぇよ！　ちょっと、様よう子す見てくる……）

　さっとポケットからレイ・ブレードを抜く。

（ダメよ、危険だわ）

（でも、さっきから一〇回以上も押してる。大だい丈じよう夫ぶ、様子を見るだけだ）

　俺だっていきなりドアを開けるようなバカな真ま似ねはしない。壁にあるスイッチを押して、ドアスクリーンに外の映えい像ぞうを映し出す。外宇う宙ちゆうの玄げん関かんには必ず施ほどこされている仕し様ようでこっちから向こうは見えても向こうからは見えない。マジックミラーみたいなもんだ。

「リズ!?」

　部屋の外にいたのはリズだった。お忍しのびスタイルなのか、セーラー服風ふうのウェアに小ぶりなショルダーバッグ。ロングスカートにスニーカーというカジュアルな出で立ちで結った長い髪かみを目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの下に隠かくしてる。耳の前で垂たれた髪が可愛かわいい。何な故ぜか、ワンダのテンションが異い様ように上がり始める。

（リ、リリ、リィズ様！　本物のリィズ様のご尊そん顔がん！　ありがたやぁありがたやぁ！）

（おい、不ふ敬けいだろ！　あと涎よだれ拭ふいとけ！）

　空気を読まないヘンタイは放っておいて、俺は通話のスイッチを押す。

「どうしたんだ、リズ」

『あなたがこちらのホテルに案内されたと聞いて。少し、いいかしら。話があるの』

「話ってなんだよ」

『ここじゃ話せないわ』

　少し様よう子すが変だ。帽ぼう子しの下でチラチラと周囲の様子を窺うかがってる。なんとなくの胸むな騒さわぎを察して涎よだれをずずっと拭ふいたワンダが忠ちゆう告こくする。

（もしも姫ひめ様さまの左右に衛えい兵へいたちがいたら）

（衛兵なんて敵じゃねぇよ）

　レイ・ブレードを後ろ手に回し、ドアに近づく。

「リズ、今開ける」

　ドアスクリーンのスイッチが自動的に切れる。

「！」

　暗転したドアの表面に俺おれの姿すがたが映り込む。背後で浮ふ遊ゆうする謎なぞの物体。振り返るとそれは部屋の真まん中なかで小さなバーニアを吹かしながら浮いていた。三六〇度あらゆる場所で起きた出来事を録ろく画ができる全方位カメラ。賞金稼かせぎが賞金首捕ほ縛ばく時じの証しよう拠こ映えい像ぞうに使うやつだ。

（なによ、これ）

（……こいつがあるってことは）

『ジン？』

　ドアの向こうからリズが心配そうに呼びかける。しかし、それよりもバルコニーに通じる窓のカーテンが外からの風に吹かれて揺らいでいるのが気にかかる。

「ごめん、先にトイレ行くわ」

　リズに断って、俺はレイ・ブレードをぐっと握り、呼吸を整えて奴やつらに告げた。

「いいぜ。さっさと始めよう」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、カーテンをビームで焼き切ってゴロツキどもが部屋になだれ込んできた。

「うぉおおおおおおおお！」

　と、およそ文明人とは思えない掛け声でレーザーガン片手にフード姿の賞金稼ぎが三人。俺に襲おそい掛かってきた。

　即そく座ざにレイ・ブレードを起き動どう。手近にあったティーセットをもっとも近いデブの男に投げつける。うろたえている間にレーザーガンの銃じゆう口こうを焼き切り、デブをナイトスタンドのある位置まで蹴けとばす。

　今度は脇わきの方から細身の男がレーザーガンを乱らん射しや。俺はレイ・ブレードをヌンチャクのように左右に振り回してこれを跳ちよう弾だん。ビーム粒りゆう子しが細身の男の肩を焼くと「あつぇ！」とこけた頰ほおから悲鳴が零こぼれる。うるさいので顔面を二、三発殴なぐって気き絶ぜつさせる。

　最後の一人は三人の中では利口な方だ。小こ柄がらな体形を活いかしすばしっこく俺に迫る。ビーム攻こう撃げきが通じないとわかるや銃を逆さに持ち替えて俺に殴り掛かってきた。銃じゆう床しようにはビーム粒子がたっぷり詰まってる。無む闇やみに切ったりすれば暴ぼう発はつするだろう。小柄な男の攻撃を避けているうちに、どんどん壁かべ際ぎわに追いやられていく。

『ジン、何かあったの？』

　乱らん闘とうの最さい中ちゆうと知る由よしもないリズがドアを叩たたく。

「いいや！　ちょっと小さい方がなかなか手ごわくて！」

『小さい方って!?』

「あっちこっち飛び回って、どうにも」

『ああ……た、大変ね。弟も昔はよくその……飛び散らせてたわ……姉はちゃんと押さえてないからだって言っていたけど……関係ないのよね？』

「よくわかってらっしゃる！」

　ついに追い詰められ、壁に背中をつける。小こ柄がらな男がニヒヒと笑顔を見せ、最後の一発を振りかぶる。俺おれはすかさずしゃがみ込む。空から振ぶりに終わった一発が壁にめり込んでる間に、足払い。倒れ込んだ小柄な男の小柄な顔面にダメ押しの肘ひじ鉄てつを食らわせる。

「今、終わった！　すぐに行くよ！」

『……いいのよ、ゆっくりでも……誰だれかにタオルでも持ってきてもらうわ。拭ふかないと』

「いや、問題ない！」

　よろよろと立ち上がると今度は体勢を立て直したデブが俺にタックルをかましてきた。

　鳩尾みぞおちあたりにデブの頭がめり込む。

「オエッ！」

　衝しよう撃げきでレイ・ブレードを取り落とし、もつれ合うようにしてベッドへ。デブがマウントポジションを取って、俺に殴なぐり掛かる。デブだから動きは緩かん慢まん。避けるのに苦労はしないが、どう足あ搔がいてもデブの股また下したから抜け出すことができない。一向に当たらない攻こう撃げきにデブが苛いら立だち、汗あせが飛び散る。思わずワンダが悲鳴を上げる。

（ぐろいぐろいぐろい！　これじゃ私が襲おそわれてるみたいじゃない。目め瞑つむって！）

（無む茶ちや言うな！）

　ベッドがギシギシ鳴る。

『ジン……本当に大だい丈じよう夫ぶ!?』

　リズの呼びかけは徐じよ々じよに苛立ちを加か味みしたものになっていく。

「ごめん、大きい方！　急に腹が下って……苦戦してるだけだから！」

『やめてよ！　そんな大声で……誰だれかに言って、下げ剤ざいを持ってきてもらいましょうか』

「いや、いい！　そこにいて！」

『で、でも……相当苦しそうだし……いいのよ。君にはたくさん助けて貰もらったから、下剤を持ってくるぐらいわけないわ。少しは力にならせて』

「素す敵てきな心こころ遣づかいだけど……ぐぅ……またの機き会かいに頼むよ！」

「外に女がいるのか？」

　デブが急に攻こう撃げきを止めて、ドアの方に目をやる。まずい。

『ジン、どうしたの？』

　何か攻撃できるものは。ふと俺おれの右手が肖しよう像ぞう画がに触れた。

「お前を縛しばり上げたあとに、外の女も相手してやる」

「不ふ敬けいだろ」

　ずずっと口くちの端はに汚い液体を垂たらすデブの頭目め掛がけて、俺はアイリーン・ソングマールの肖像画を叩たたき付けた。さすがお高い部屋のお高い額がく縁ぶち。保ほ護ご面のガラスカバーが粉こな々ごなに散り、デブは血まみれになってベッドから滑り落ちた。

「あと、涎よだれも拭ふいとけ」

　ナプキン代わりに真まっ白しろなシーツをデブの顔にかけ、足あし蹴げでトドメを刺す。

「よ、よくもやりやがったな！」

　情なさけない声がするので部屋の隅すみを見ると、肩を火傷やけどした細身の男が意い識しきを取り戻して、俺の取り落としたレイ・ブレードを手にぶるぶると震えていた。

「こ、ここ、こっちに来んな！」

「賞金稼かせぎか」

「見りゃわかんだろ！」

「賞金稼ぎがなんで同業者を狙ねらうんだよ？」

「同業者だ!?　ハッ、誘ゆう拐かいの共犯の癖くせして面つらの皮が厚いこった。リィズ・ソングマール誘拐の共同正せい犯はんで、てめぇとヴォーガ・スターランナーの首には一〇〇万と一億おくダラスの賞金が懸かけられてんだよ！　ざまぁねぇな！」

「一〇〇万と一億？　俺が一億でヴォーガが一〇〇万か？」

「は？　んなわけねぇだろっ、ははは。一億の一〇〇分の一だぞ。お前とヴォーガのどっちか考えればすぐにわかんだろうが！」

「な……に……？」

「覚かく悟ごしろよ。クワントール中の賞金稼ぎがお前のことを血ち眼まなこで探してるんだ！」

　殺気だった男が俺にレイ・ブレードの柄つかを向ける。

「お前、それの使い方わかってんの？」

「来るな！」

　刀とう身しんのない柄をぐっと前に突き出すので、俺は遠えん慮りよなくぶん取って、手本を見せるように柄をくるくる回すとびゅんっとスイッチを入れてビームを展開。

「悪いな。俺しか使えないんだ、これ」

「ま、待って！　こうしよう！　大学はリィズ・ソングマールを奪だつ還かんして連れ戻せば二億ダラスを出すとも言ってるんだ。俺たちに協力してくれりゃ、お前を逃がしてやるうえに二億を山分けさせてやる。なぁ、どうだ！」

「やだね、クソ虫。なんで俺おれがここにいるってわかったんだ。誰だれが密みつ告こくした」

「へへへ……んなことぁ、簡単には教えらんねぇな」

　しょうがない。俺は細身の男の髪かみの毛をほんの少しこんがりと焦こがした。

「ごめんなさいごめんなさい！　言う、言う、言うから！　ととと、匿とく名めいのリークがあったんだ！　俺たちクワントールのギルドに向けて、スリーピース号のジンとヴォーガがこの部屋に泊とまるってよ！」

「答えになってない。ってか、お前ちょっと耳長くね」

「だから匿名なんだってば！　ホントホント、だから耳とかやめて。ななな！」

（多分、ホントに何も知らないわよ）

　ワンダの意見に同意だった。

（だろうな。庇かばい立てしたところで何の得とくもないしな。それに──）

「こいつは俺の妹のマスターピースなんだ」

「……はい？」

　首を傾かしげる細身の男。俺はさっとレイ・ブレードに点火し、背後で浮ふ遊ゆうする全方位カメラを切り捨てると男の耳元にブレードをぐさり。なんてするわけもなく収納。串くし刺ざしになると思った細身の男はショックのあまり気き絶ぜつした。

「シイカの一品でお前の耳なんか焼けるかよ」

『ジン？　ジン？』

　やべぇ。リズがまだ外で待ってるんだった。

（ワンダ、少し頼まれてもいいか）

（なにかしら）

（どこからでもいい。クワントール星せい域いきに出入りした艦かん船せんを調べてほしい。ただ今回はスペースシップ・ハーバーには着けてないはずだから。クワントール中のハーバーに停てい泊はく中の船と出入りした船の数の差さ分ぶんを調べてくれ）

（わかったわ。その代わり、お願いがあるんだけど）

（なんでもいいぜ。美少女の脱ぎたてのスカートでも靴くつ下したでも──）

（リィズ姫ひめに絶対手を出さないこと。指一本でも触れてみなさい。ただじゃおかないわよ）

（……そいつはまた高難度な）

（それじゃ。また連れん絡らくするわ）

　ワンダとの通信を切って、俺は金きん塊かいの詰まったケースを手に廊下に出た。

「どうかしたの？　いやに長かったけど」

　ドアを開けるとリズが帽ぼう子しのツバをくいっとあげた。俺は部屋の惨さん状じようを見せないようドアの開閉を最小限にして、這はい出るようにして出た。

「ごめん、部屋を荒らしちまった。今夜は余よ所そで寝るわ」

「トイレじゃなかったの？」

「そう。部屋中をのたうち回るような腹はら下くだし。共通言語で言うならお腹なかピーピー。やっぱ違う星の水って身体からだに合わねぇな。外に出よう。新しん鮮せんな空気が吸いたい」

「話したいことがあるんだけど」

「俺おれもだ。ひとまず歩こう。いや、走った方がいいな」

　さっきの連れん中ちゆう以外にもここのことを聞いた賞金稼かせぎはいるはずだ。ここはホテルの高層階。とはいってもエレベーターは危険だ。

「行こう」

「え、ちょっと」

　俺はワンダの忠ちゆう告こくを即そつ刻こく無視してリズのか細い手首を摑つかんで階段を駆かけ下りた。




　とかっこよく決めてみたものの何百段も階段を下りたせいか、膝ひざがガタガタになった。おかげでリズの俺への好感度は駄だ々だ下さがり。

「はぁはぁ……何よ……下まで……何段あると思ってるの」

「悪い……ぜぇぜぇ…………でも……膝よりも目が…………回って……おおっと……やっぱり来やがったな」

　はるか上の階から怒ど号ごうとともに階段を駆け下りてくる足音が聞こえてきた。

「何なの？」

「ごろつき。ろくでなし。ばくち打ち。さて何でしょう」

「賞金稼かせぎ？」

「正解。俺の首にかかった一〇〇万ぽっちの賞金が欲しいんだと」

「一〇〇万も？　どうして？」

「リズの誘ゆう拐かいの共犯だってよ。ここまではどうやって？」

「王おう宮きゆうのハイヤーで」

「多分、とっくに張られてるな。裏から出よう。従業員用の勝かつ手て口ぐちは？」

「こっちよ」

　リズに先せん導どうされる形でホテルのロビーを突っ切って、地球で言うところの『関係者以外立ち入り禁止』を乗り越えて、従業員用の通路へ。洗せん濯たくカゴやゴミ箱を全速力で避けたり、ときに突き飛ばしたりして、建物の外へ。空を見ると三隻せきのボロい小型船がホテルの周りを旋せん回かいしてるのが見えた。

「追われてるなら、今すぐ王宮に連れん絡らくをとるわよ」

「いや、俺が泊とまる場所が割れてたんだ。リズの生せい家かで悪いけど、スパイがいるのかもしんない。どっかに小回りの利く乗り物は……と」

　辺りをきょろきょろ見回してるとちょうど俺好みのホバーバイクに乗って出社してくる従業員にかち合わせた。小こ綺ぎ麗れいだがどこか疲れた表情の好青年に俺おれは気風きつぷよくケースの中から金きん塊かいを一ひと塊かたまり抜くと無む理り矢や理り握らせて、

「借りてくよ」

　とホバーバイクに跨またがった。呆あきれつつ、リズが俺の後ろに跨がる。

「今のでいったい幾いくらすると思ってるの!?」

「同業者に一〇〇万くれてやるよりは安いさ」

　エンジンを掛け、発進。

「待て、てめぇええええええええ！」

　遅れてでてきた雑ざ魚こどもの怒ど鳴なり声がバイクの疾しつ走そう感に拍はく車しやをかける。さながらパリのエッフェル塔とう前のような大通りを滑るようにホバーバイクが進む。昔ながらの街並みに見えるがそうした星せい都との遥か向こう、海岸線沿いでは宇う宙ちゆうエレベーターのケーブルが太陽に照らされてきらりと光っている。外宇宙文明の都市であることの紛まぎれもない証しよう拠こだ。

　だが、どういうわけだろう。街に人っ子一人見えない。世界の終わりかと思うくらいに静まり返っている。カーチェイスをするには申し分ないが、いくらなんでもこの光こう景けいは異常だ。

「なぁ、リズ。今日きようは宗しゆう教きよう的な休日かなんかなのか。通りに誰だれ一人姿すがたが見えないけど！」

「……私もそれを妙みように思ってたの。王おう宮きゆうはいつも通りに見えたのに、外に出た途と端たんまるで様よう子すが違うから。ペニーワースに尋たずねても要よう領りようを得なくて」

「ペニーワースさんって俺を案内してくれたあのしわくちゃの執しつ事じさん？」

「失しつ礼れいね。帝てい国こくの植しよく民みん地ちだったころからソングマール家に仕えてきた王家に忠実な方よ」

「だといいけど」

　俺とヴォーガがあのホテルに泊とまると知っていたのは確かに彼だけじゃないだろうが、知ることができたのは王家の人間だけだ。けど、俺は黙だまることにした。俺が王家を疑うのは勝かつ手てだがリズに身内を疑うようなことをさせたくはない。

「きゃっ」

　カーブに差し掛かったところでリズが俺の身体からだにぐっとしがみついた。

「ごめんなさい……ちょっと危ないところだったから」

「……」

　一いつ瞬しゆん、眩暈めまいがしそうになった。リズの頰ほおが俺の肩に密みつ着ちやくしているのがわかる。中学時代、クラスの女の子に夜道で「怖こわいから」と服の裾すそを握られただけで恋しちゃった俺としては……もうなんかよくわからん思し考こうのホワイトアウト状態。彼女とこうして街を走り抜けているとまるで母かあさんの好きだったローマの映画みたいだ。

「待て、コノヤロー！」

　あの怒ど号ごうさえなければ。

　目もく視しで追っ手の数を数える。俺たちと同じくホバーバイクが一台に、エアカーが二台。上空からはボロい小型船が三隻せき。賞金首を追う際に出た損そん害がいについては罪つみに問われることはないがその賠ばい償しよう責任については賞金稼かせぎが一切を負うことになってる。悪いが連れん中ちゆうは自分たちから派は手でに仕掛けてこられない。

「んじゃ、ちょっと騒さわがしくなるかもだけど撒まくとしますか」

「待って！　多分、これが使えるわ」

　言うとリズはショルダーバッグからペン型のカメラを取り出した。

「それで何すんの？」

「ブリギットに貰もらったの。もしものための防犯装そう置ち」

　左手で俺おれにしがみついたまま、リズはカメラを追っ手の方に向け、ハイチーズ。向き直ってペンをワンタッチでノートサイズのフレームに展開。内部に２Ｄのホログラムでいまさっき撮とった画が像ぞうを表ひよう示じし、なにやら人差し指で弄いじり始めた。

「こんなときにプリクラ？」

「カメラで撮ると相手の船や車までの距きよ離りと発信している電波や電でん磁じ波はを最大一〇機まで計けい測そくできるの。それらがわかればあとは……」

「あとは？」

「……えい」

　俺の背中でパッドを固定しながら、リズが画面上で指を弾はじく。するとなんということでしょう。俺の背後でタイヤのスリップする音や玉突きでクラッシュする音、急旋せん回かいした小型船が降こう下かして河かわに突っ込む音が次から次へと飛び込んできた。

　背後を振り返ったときにはすでに賞金稼ぎたちの車は折り重なって転てん倒とう。小型船は脇わきの河か川せんに落ちたあとで空に虹にじが掛かってた。

「なにそれ、超楽しそう！　俺にもちょうだい！」

「ダメよ！　これはあくまでか弱い女性の身を守るためのものなの。男同士のどんちゃん騒さわぎに持ち出していい玩具おもちやじゃないわ」

「ちぇっ。いいもぉんだ！　シイカに同じもん作って貰もらうし。俺の妹って天てん才さいだから！」

「はいはい。って、ジン！　前、前！」

「おおおっと！」

　危うく三さん叉さ路ろにツッコミかけて俺は豪ごう快かいに車体を倒した。

　九〇度右折して、細い路ろ地じに入る。市民の生活路となっているであろう道の上をそこそこの速度で進む。ここにもやはり人の気け配はいはない。ゆっくり建物の間で速度を上げていきながら俺は窓の中にいなくなった人々の姿すがたを確かく認にんしようとした。どの窓にもカーテン風ふうの覗のぞき見み防止のエフェクトがかかっている。ようやく一か所だけ丸見えの窓があって、老ろう婆ばと少女の団だん欒らんが確認できたが俺の顔を見るなり慌あわててエフェクトをかけた。

「なんなんだ……いったい」

「ねぇ、ジン！」

「なに？」

「話の続き！　ブリギットたちが生きてるみたいなの。ピジョン通信で『ジャックからジュディへ』ってメッセージが送られてきたの」

　ピジョン通信とは、コーラ瓶びんくらいの大きさの銀ぎん河が間航こう行こうミサイルにメッセージを積んで目的の星せい系けいに送る、いわゆる外宇う宙ちゆう版ばんの伝でん書しよ鳩ばとみたいなものだ。小型のミサイルを単独でワープさせ、目的の場所へ向けて電波を発信するという古こ典てん的な通信手段だが星間系のネットワーク環かん境きようが絶たれた状況下では今でも有効な伝達手段である。

「ジャックとジュディって？」

「ブリギットと最初に決めておいた暗あん号ごうよ。彼女がジャックで私がジュディ。仕事の契けい約やくがついたときに、やりとりが傍ぼう受じゆされる恐れがあったから彼女たちが迎えに来てくれるまでその名前で通信していたの」

「で、内容は」

「『クワントールから離れろ』って……」

「ピジョン通信を受信したのはいつ？」

「母はは上うえと会見したあとすぐに。再度受信したいのだけれど、それには惑わく星せい外に出て信号を受け取るのが一番だろうと思って。できればスリーピース号まで案内してもらえばと思ってきたのだけど。でも、この状況ではそれどころじゃないわよね！」

「なんで!?　軌き道どうエレベーターまで送ってくよ。あれに乗れば手軽に宇宙まで行ける」

「戻らなくていいの？」

「戻るってどこに」

「スリーピース号に！　あなたが狙ねらわれたってことは、ヴォーガさんの方にも賞金稼かせぎが押し寄せているはずでしょう！」

「……」

「ブリギットも心配だけど、同じくらいにあなたたちのことも！」

「あの人なら大だい丈じよう夫ぶさ。一〇〇人が束たばになってかかったって、かすり傷ひとつ負わない。なんせ未いまだに徒と手しゆ空くう拳けんで軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいを全ぜん滅めつさせちまうんだ。例え包ほう囲い戦になったってポケットひとつで武ぶ装そうできる、一人で一個軍ぐん隊たい並みの力を持ってるオッサンなんだ。俺おれが行ったってなんの助けにもならないよ！」

「大丈夫だろうってことと、心配じゃないってことはイコールじゃないでしょ！」

「イコールだね。第一俺はもうヴォーガとは絶ぜつ縁えんしたんだ！」

「なんですって!?」

　驚きのあまり、リズの細い手にぐいっと力が入り、鳩尾みぞおちに食い込んだ。

「どうしてそんなことになったの！」

「方向性の違い！」

「どうせ君の無む軌き道どうな言げん動どうが原因でしょ！　すぐにハーバーに向かって！」

「あんだけ啖たん呵か切ったんだ、無む理りだ」

「つまらない意い地じなんて捨てて！」

「つまらなくないね。大だい丈じよう夫ぶだと思って心配しないでやってるんだ。それがヴォーガときたらどうだ。いつも俺おれのことをガキ扱いして、余よ計けいな邪じや魔まばっかりする！」

「君の邪魔をしてるっていうの!?　ヴォーガさんが？」

「ああ、そうさ！」

「馬ば鹿かげてるわ！　いい加か減げんにその──」

　星せい都との南の方で派は手でな爆ばく発はつ音がした。

　俺は一いつ旦たん民家の屋根でバイクを停とめた。眩まぶしい太陽を片手で遮さえぎって黒煙が上がっている方向へ目を細める。川が流れ着く海辺のあたりだ。

「なんだ、あれ」

「スペースシップ・ハーバーの方よ……ヴォーガさんの船がある!!」

「……」

　再びバイクを発進させると、俺はハーバーとは逆方向にハンドルを切った。

　リズが耳元で叫ぶ。

「ちょっと、助けに行かないの!?」

「やられてるとは限んないだろ！　俺らに撃げき退たいできた雑ざ魚こどもなんだ。きっとロケットランチャー振り回して派手にやりあってるだけだよ！」

「もしそうじゃなかったら？　今すぐ進路を変えてヴォーガさんのところへ行って！」

「そいつはお姫ひめ様さまの命令か？」

「なんですって？」

「悪いけど俺は君の臣しん民みんじゃないんだ。命令したけりゃ俺に──」

「もういいわ」

「いいって──え、あ、ちょ、待っ！」

　石造りのアパートの屋上に差し掛かったときだった。

「うっ！」

　突とつ然ぜん、リズが俺の腰から手を離し、バイクから飛び降りたかと思うと頭を抱えた格かつ好こうで砂じや利りを敷しいた庭園の上に猛もう烈れつなスピードで転がり落ちていった。

「リズ！」

　まともな勢いじゃなかった。

　俺は急いでバイクを止めて、彼女に駆かけ寄った。彼女はしばらく身を固めたままブルブル震えていた。服はところどころ擦すり切れて、砂すな埃ぼこりに塗まみれ、真まっ白しろな手が俄にわかに赤い血で滲にじんでいた。トドメを刺される寸前の母かあさんの姿すがたを思い出した。リズは俺おれが差し出す手を拒こばんで、よろよろと立ち上がった。

「なによ」

　俺はキレた。

「正気かよ！　お姫ひめ様さまが思いつきで馬ば鹿かみたいなことしてんじゃねぇよ！　もし外に落っこちてたらどうするつもりだったんだよ。擦かすり傷なんかじゃすまねぇぞ!!」

「『邪じや魔ま』というのはこういうことよ！」

　リズの思いもよらぬ怒ど声せいに気け圧おされて、俺は意味を考える間もなく啞あ然ぜんとした。

「…………は、はぁ？」

「あなたの邪魔をした。聞き分けの悪い、イカれた女の子がイカれた行動を取って、ヴォーガさんから逃げようとする君の邪魔をした。馬鹿な真ま似ねをして、君に迷めい惑わくをかけた。殺されそうになった君を助けたり、大たい気き圏けんで燃え尽きようとしていた私たちを助けてくれたことが、このイカれた行動と同じだっていうの？　ねぇ!?」

「……」

「母の前でだってそうよ！　ヴォーガさんが止めに入っていなければ、君は今いま頃ごろ母の屈くつ強きような衛えい兵へいたちに取り押さえられて、牢ろう屋やに叩たたき込まれていたかもしれないのよ！」

「……」

「君が出て行った後、ヴォーガさんが母になんて言ったと思う？」

「んなの、知らねぇよ」

「監かん督とく不行き届きはお互い様さまじゃないかって。そこまで直接的じゃないけど、えらく遠回しの言い方で。あれだけ深く眉み間けんに皺しわを寄せた母を見るのは久しぶりだったわ。それでも最低限の礼れい儀ぎでヴォーガさんに応こたえて、問題にもしなかった」

「あの女じよ王おうが？」

「母がヴォーガさんの言げん動どうを咎とがめなかったのは、彼がクワントールの英えい雄ゆうだからよ。彼の率ひきいた特とく殊しゆ部ぶ隊たいの働きがなければこの星は帝てい国こくの撤てつ退たい時じに焼け野原にされていたわ。そのことを当時この星にいたものは平へい民みんから貴き族ぞく、兵までみんな覚えている。女王に無ぶ礼れいな口を利いたくらいで彼の首を刎はねたと知ったら、きっと暴ぼう動どうが起きるでしょうね」

「……」

　ヴォーガはどこだってそうだ。いつも誰だれかの救きゆう世せい主しゆで、いつも誰かの尊そん敬けいの的まとだ。

「君も同じなんじゃないの？」

「……」

「……これではまるで君を誘ゆう導どうしているみたいね。いいわ。命令はしない。君の言う通り、何にも心配はいらないのかもしれないわ。でも、どちらにしても私は行くわ」

　俺を避けて、リズの砂じや利りを踏む音が後ろに遠ざかっていく。

　俺おれも同じなんじゃないかって？

　そんなこと、言われるまでもない。あの人は俺の救きゆう世せい主しゆで、ずっと尊そん敬けいしてきた。そりゃ二年間一いつ緒しよに暮らして失望したり、呆あきれたこともあるけど、根っこはこの八年間ずっと変わってやしない。なのに理り屈くつで説明のつかない苛いら立だちが、捻ひねくれた精神が、俺の脚あしを執しつ拗ようにここから遠ざけようとする。

　ヴォーガのことなんか知ったことか、と。

　視し界かいの隅すみに未いまだもくもくと立ち昇る黒煙。ノーマッドの不敵な笑えみが頭を過よぎると俺は一度通すと決めた意い地じをねじ伏せて、ホバーバイクに戻った。

「行くのね」

「……ああ」

　リズをシートの後ろに促うながし、キックでエンジンに息を引き込む。ふわっと一いつ旦たん浮き上がった車体が二人分の体重に沈みかけて、また浮き上がる。

「ひとつだけ、お願いしていいか」

「なに？」

「二度とあんな……危険な真ま似ねはしないでくれ。女の人が傷つくのは見たくない」

「ええ……ごめんなさい」

　エンジンの音にかき消されそうな声で呟つぶやいたかと思うと、リズはいままで以上に俺の腰に回した手をぐっと締しめ、右肩に頰ほおを埋めた。

　背中越しに伝わる彼女の鼓こ動どうを聞きながら、俺はスロットルを全開にした。




　ヴォーガはどこでだってそうだ。

　誰だれかを助けて、誰かに尊敬されて、誰かにいつも思われてる。

　俺はそういう多くの人々から『ヴォーガによろしく』と言こと付づかってきた。

　いつか俺もそんな男になりたい。

　誰かにいつも思われて、いつだって『あいつなら大だい丈じよう夫ぶ』と頼りにされるような男に。

　ずっとあの人の背中を追ってきた。

　この二年間、同じ賞金首を追い、同じだけの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた。

　八年前。母かあさんの自己犠ぎ牲せいがなければ、生き残ることもできなかった半人前の自分から脱だつ皮ぴするためにただひたすら、あの人の真似をして、技を覚えて、お決まりの説せつ教きようを鬱うつ陶とうしく思いながら俺なりに、一日でも早く一人立ちできるようにやってきた。

　シイカを守るために一いち人にん前まえを目め指ざした。

　ヴォーガのように一人で立つ男になるために、少しでも近づくために、そしていつかは追い越すために、やがては離れていくために。

　けれど、ヴォーガの方からどっか行っちまうなんてこと、俺は想そう像ぞうしてなかった。

「噓うそだろ……」

　半はん壊かいしたハーバー。港に打ちあがった魚とスリーピース号。爆ばく発はつの巻き添えをくらった他艦かん船せんの残ざん骸がい。瓦が礫れきから這はい出る人々。悲鳴と怒ど号ごうの坩堝るつぼ。黒くろ焦こげの堤てい防ぼう。熱で曲がった電でん灯とう、足あし下もとでうごめく死し屍し累るい々るい……。死体の多くはフードのようなものを被かぶったまま、黒焦げで身をよじるように死んでいる。

　あらゆる想そう定ていは完かん膚ぷなきまでに打ち砕くだかれ、スペースシップ・ハーバーに辿たどり着いた俺おれたちは目の前の光こう景けいにただただ絶ぜつ句くした。

「…………」

「……」

「…………ヴォーガァアアアアアア！」

　俺はホバーバイクを置いて、スリーピース号に走った。地面はまだ熱い。空気は脂あぶらを含んで皮ひ膚ふにべたべた張り付く。

　船せん首しゆを天に向け、船せん底ていをさらして座ざ礁しようしたスリーピース号に近寄り、錨いかりを伝ってデッキに上る。何度も何度もヴォーガの名を叫んだが、一向に答えは返ってこなかった。思し考こう通信に切り替えてみるがそっちにも応答はない。チャンネルを閉じてしまっている。

「こっちはダメだ！」

「そんな……。ヴォーガさん、ヴォーガさぁぁん！」

「ヴォーガぁぁ！」

　声の限りに名前を叫んでいると、リズの後ろから煤すすのついた作業着を払って恰かつ幅ぷくのいいクワントール人のおっさんがぬらりと現れた。

「あんたたち、ヴォーガさんの知り合いか？」

　俺は咄とつ嗟さにポケットに手を突っ込んだ。が、すぐにリズが「心配ない」というように俺に『待て』の手を出して、おっさんに応対した。

「パパ」

　おっさんのもとに四、五歳さいの女の子が駆かけて来ておっさんの脚あしにしがみつく。俺やリズの訪問を怪あやしがる女の子の子どもながらに率そつ直ちよくで純じゆん粋すいな疑心の目とは反対に、俺は彼女の存在でやっと警けい戒かい心しんを解いて、錨を辿たどった。

「リィズ様でしたか。ご無ぶ事じでお戻りになられていたとは存ぜず、こんな形なりで失しつ礼れいを」

「この有あり様さまでは無む理りもありません。ここの管理をされている方ですか」

「はい。そちらの彼は？」

「……私の……ボディガードです」

「どうも」賞金稼かせぎとは言えないか。「で、何があったって？」

　おっさんは困り果てた様子で語った。

「ヴォーガさんが船に戻ってきてしばらく経たった後でした。賞金稼ぎの連れん中ちゆうが来たんです。もちろん相手はあのヴォーガさんです。何のことはありませんでしたよ。ざっと三〇人はいたと思いますが、全員まとめてこてんぱんにしていましたよ。ですが、一いつ艇ていの小型船から顔に……刺青いれずみを……入れた男が現れて、そいつにのされてしまうと拘こう束そくされて、どこかに連れて行かれてしまったんです……爆ばく発はつはその後です」

「……ノーマッドだ」

　ふと足に何か硬いものが引っかかる。

　気になって目線を下げる。背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

　腕だ。乱らん暴ぼうに胴どう体たいからもぎ取られた機き械かいの義ぎ手しゆが足あし下もとに転がっていた。恐る恐る持ち上げてみる。ずっしりとパイク鋼こう鉄てつ独特の重み。左向きのデザイン。手の甲こうから飛び出た四つの鋼鉄の爪つめは紛まごうことなきヴォーガ・スターランナーの義手だった。

　リズも気付いたのだろう。ハッと目を丸くして手で口元を押さえた。

「じゃ……ヴォーガさんは」

「連れん中ちゆうは何か言ってませんでしたか、伝でん言ごんみたいなことは」

「いいえ。ただ、もしも若い娘むすめとベストを着た少年がヴォーガさんを訪ねて現れたら、これを渡すようにと言われまして」

　おっさんは恐きよう々きようと震える手で俺に一個のスイッチを委ゆだねた。手の平に収まるほどの大きさでボールペンのような形状をしている。押すか押さないか迷っているとリズがブリギットから預かった例のカメラで電でん波ぱの有う無むや内部機き構こうを確かく認にんする。

　どうやら爆発物ではないとわかると、俺おれは唾つばを飲んでボタンを押した。

　すぐに変化は起こらなかった。

　スイッチから電波をキャッチした何かが準備を終えるまでには一〇秒もかからなかった。

『簒さん奪だつ者しやに告ぐ』

「っ！」

　いきなり空が不ぶ気き味みな声で鳴って、俺は上を見た。

　夕焼けに空が黄色く透すき通り始め、大たい気きの向こう側に不ふ規き則そくに光る星が見えた。

『三度目の通告だ。ただちに我々から奪うばった荷物を持って本ほん艦かんに投とう降こうせよ。さもなくば三時間後に救国の英えい雄ゆうを処しよ刑けいし、クワントールを破は壊かいする。繰り返す。簒奪者に告ぐ』

「……」

　それはいつか聞いた声。

　いつか聞いた文もん句くで星せい都と中の街がい頭とうスピーカーをジャックして響ひびき渡った。










　──簒奪者に告ぐ。この星を犠ぎ牲せいにしたくなければ一時間以内に投降しろ──




　何度も何度も繰り返し響き渡った。

　やがてスピーカーを通して行われた電でん波ぱジャックはリズの手元のデバイスにまで及んだ。ノイズを伴いながら、不ぶ気き味みに２Ｄホログラムが一個の旗はたの形を模もして変化し始める。古こ代だい宇う宙ちゆう生物の王ドラゴンをあしらった旗はた色いろは旧銀ぎん河が帝てい国こくのそれに酷こく似じしていた。

「ファイヤーブラッドね」

　忌いま忌いましげにデバイスを閉じるリズ。横で覗のぞき込んでいたおっさんはいよいよ事じ態たいの深しん刻こくさを痛感したらしい。目を瞬しばたかせ、ズボンを引っ張って相手をするようせがむ女の子の頭を乱らん暴ぼうに撫なでて遠くに追い払った。

「放送はいつから」

「さ……最初の通告は五時間前でした。三時間前にもう一度。両方とも簒さん奪だつ者しやの来訪があり次第、身み柄がらを引き渡すように、ということでしたが、さっきの放送とは少し内容が違うように感じます」

「最初の通告で、星せい府ふの対応は？」

「メディアと市民がパニックに陥おちいらぬよう外出禁止令が出されました。星府は即そく座ざに連れん合ごう政府に応おう援えんを呼びかけるので問題ないと言われました。星せい都との各家か屋おくには核かくシェルターがありますし、いざとなれば地下のより大きな非常用シェルターに移ることもできます。渡と航こう者しやについては星府が検けん問もんをしているのでうちのハーバーに入る艦かん船せんに、当とう該がいの船が出入りすることは絶対にないと言われたのですが……」

「ヴォーガがこのハーバーに来るのを知っていたのは？」

「このハーバーを紹しよう介かいしてくださった星府の方以外には……私は一切誰だれにもお話ししてはいません。ここは王おう侯こう貴き族ぞくや勲くん章しようを受けた方々のみが停てい泊はくできる港ですから、個人の情報をたとえ王家であっても開示することはありません。てっきり、ヴォーガ様はさきほどの放送を解決しに派は遣けんされてきたのだと思ったのですが」

「違うよ。それにヴォーガはとっくに連合の軍ぐん人じんじゃない」

「そうなんですか!?」

　俺おれは目を瞑つむって思し案あんする。焦こげ臭くささだけが感覚に訴える。最初から罠わなだった、と。

「どういうことなの、ジン」

「誰かが俺やヴォーガが泊とまる場所を賞金稼かせぎどもに漏もらしてたんだ。情報を横流しした奴やつは外出禁止令を逆さか手てにとって賞金稼ぎたちが俺たち相手に大おお暴あばれできる環かん境きようを整えた。俺たちを捕つかまえて、なんら不ふ名めい誉よを被こうむることなくファイヤーブラッドに引き渡すためにね」

「いったい誰が」

「知りたいのか。どうしてもっていうなら──、あれは？」

　轟ごう音おんで空を切って、一いち翼よくの戦せん闘とう機きが編へん隊たいを組んで星都の上空を飛んで行った。遠くから石いし畳だたみを踏みしだく重装そう甲こう戦せん車しやの足音が聞こえてくる。

「星都治ち安あん軍ぐんだわ」

「今に攻こう撃げきされるかもしれないってのに、あんな軍ぐん隊たいで何ができるっていうんだよ」

「あれはファイヤーブラッドに対してではないわ。おそらく市民が暴ぼう徒と化かしないためのパトロール。威い圧あつみたいなものよ」

　そうこう言っている間に、爆ばく発はつ直後のハーバーに救きゆう急きゆう隊たいよりも早くクワントールの星せい都と治ち安あん軍ぐんが雪な崩だれ込んできた。だがどうしたことだろう。傷ついた利用者や、黒くろ焦こげの死体にはまるで興きよう味みも示さず、連れん中ちゆうは俺おれとリズを取り囲んでビームガンの銃じゆう口こうを向けた。

「なんだ、お前ら……こっちはまだ暴あばれてないぞ」

「暴れてからでは遅いだろう」

　治安軍が陣じん形けいを組み終えると彼らの後ろから、いかにも身分が高そうな厚手の制せい服ふくと勲くん章しようをジャラジャラつけて端たん整せいな顔立ちのクワントール人将しよう校こうが現れた。

「お迎えにあがりました。リィズ殿でん下か」

「無断外出の迎えにしては、大げさすぎるのではありませんか」

「何を仰おつしやいますか。賊ぞくに誘ゆう拐かいされ、長らくその安あん否ぴが気き遣づかわれていた姫ひめ様さまを救出にあがったのです。王位継けい承しよう第三位のあなたに対して、これは大げさではありません」

「救出だぁ？」

「何の冗じよう談だんですか。私はとうに女じよ王おう陛へい下かに帰き還かんの挨あい拶さつを済ませています。誘拐事件は誤ご解かいであると陛下に説明もしました。あなた方は何の任にんでここへ来たのですか」

　すると将校はぞっとするような無表情でこう切り返した。

「放送をお聞きになったことと思います。どうか女王陛下の下もとまでご同行願います」

「お断りします」

「では、仕方ありませんね」

　将校の合あい図ずで治安軍の一人がビームガンを俺の足あし下もとに向けて撃うつ。

「な、んだよ！」

　反はん射しや的にレイ・ブレードを抜くがそれすら正せい確かく無む比ひな射しや撃げきに撃ち落とされ、兵へい隊たいの一部が俺の背後に廻まわる。後ろに飛んで行ったブレードはポケットで回かい収しゆうできるからいい。

　だが、こいつらの敵意は気にくわない。

「ジン・カツヒラ。貴き様さまにはリィズ姫誘拐の共犯容疑がかかっている。大人おとなしく彼女の身み柄がらを返し、我々に投とう降こうせよ」

「あ？　おいおい。なんだよ、この茶ちや番ばんはよ！」

「彼を捕つかまえるというのですか」

「そうするように女王陛下から仰おおせつかっています。ジン・カツヒラ。貴様は帝てい国こく軍ぐん人じんにして簒さん奪だつ者しやにして逃とう亡ぼう者のマグン・ラァの息子むすこだというが、リィズ様の誘拐を企くわだてたのも偶ぐう然ぜんではあるまい」

「親父おやじは関係ねぇだろ！」

「親のしでかしたことは子の罪つみになる。調べればすぐにわかることだ」

「んだとっ！」

　強ごう引いんに背後から迫る治ち安あん軍ぐん。俺おれはケツのポケットからレイ・ブレードを回かい収しゆうして、確保しようと向かってくる治安軍に牽けん制せいの半円を描く。ブレードの光は鮮せん烈れつで、対たい峙じする相手をいささか狼狽うろたえさせる効果がある。二、三度地面を切って、火花を散らしながら俺はリズを背中で庇かばって、戦せん闘とう体勢の構えを取った。

（ジン、聞こえる？）

　バッドタイミングでワンダから思し考こう通信が入った。（悪い）と俺が即そく座ざに、一方的に切ろうとするのをワンダは大声でわめき散らして止めた。おそらくリアルで発生したに違いない。脳のうがぐわんぐわんとしびれた。

（あなたが探しているのと思わしき船が一いつ隻せき、あなたたちの来る数分前にクワントール星せい府ふと交信していたの。しかも、銀ぎん河が帝てい国こくの植しよく民みん地ち時代に使われていた暗あん号ごうでね）

（…………やっぱりな……悪い予感が当たっちまった）

（やっぱりってなによ）

（いや、いい。続けてくれ）

（暗号の解かい析せきに時間がかかってしまったんだけど、なんとか内容がわかって、慌あわてて通信したというわけなの。で、肝かん心じんの中身なんだけど──）

　ワンダの通信を頭の真まん中なかで聞きながら、いつでも飛び出せるようすり足で大地を踏みしめる。相手は一四人。くぐった修しゆ羅ら場ばの数がこの程度ならいける、と俺に告げる。

　念のためリズに自じ衛えいのビームガンを渡そうとポケットに手を突っ込む。が、リズは俺の手を止めるように服の袖そでを引っ張った。

「やめて」

（いい。そういうことだから、気をつけて）

（あ……ああ）

　ワンダに生なま返事して、俺はリズの真意こそを読もうと彼女の横顔をじっと見つめる。

「戦わないのか？」

「ええ。相手が違うもの」

　帽ぼう子しを取って、リズはハーバーにいる被ひ害がい者しや、治安軍の兵へい隊たいたちに周知させるように高らかに名を告げた。

「私はリィズ・ソングマール。女じよ王おうアイリーン・ソングマールの第三位にして、星作りの巫み女こであります。彼、ジン・カツヒラは私を帝国残ざん党とうファイヤーブラッドの追っ手から救ってくださった恩おん人じんであり、クワントールにとって大切な客人です。例え母はは上うえ直ちよく属ぞくの治安軍であっても彼に危害を加えることは許しません」

　将しよう校こうは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ毛げを寄せた。

「先ほどの放送。彼らの要求に応じなければ、綺き麗れいごとではすみませんよ」

「帝てい国こくはかつて、我が国を蹂じゆう躙りんし、植しよく民みん地ちとしました。多くの男が兵にとられ、女は売ばい春しゆんに身をやつし、子どもたちはプロパガンダの犠ぎ牲せいとなりました。クワントールが悪あしき帝国の手から解放されて一六年。クワントールは決してテロには屈くつしません。それが帝国の残ざん党とうであるのならなおのことです」

「では、どうやって彼らを退しりぞけるというのですか」

　将しよう校こうに問われ、不ふ意いにリズが俺おれの方に振り返った。笑うでも憂うれうでも嘆なげくでもない彼女の無表情はひとつ息を吐いて吸った後、覚かく悟ごを決めるように引き締しまった。

　そういう顔に見覚えがあった。

　他でもない八年前のあの日。母かあさんが俺たちに見せた最後の表情だ。

「決まっています。この私が──」

「将校殿どの！」

　リズの言葉を遮さえぎって、俺は治ち安あん軍ぐんに両手を差し出した。

「投とう降こうするよ。その代わりアイリーン・ソングマールに会わせてくれ。大だい事じな話がある」




　八年前のあの日、母さんは泣かなかった。

　真剣な顔で歯を食いしばり、振り返って俺たちに手を振った。笑わなかったのは多分、泣かないためだった。泣かないためには、ずっと緊きん張ちようしている必要があった。

　だから、泣かなかった。

　ヴァーミリオンを返さなければ地球を破は壊かいする。

　ノーマッドの最後通告から三日。親父おやじは奴やつの下へ行ったきり、ついに帰ってこなかった。

　ヴォーガは俺たちを守りながら慣れない地球の重力と太陽の間を走った。連れん合ごうの宇う宙ちゆう船せんを失ったヴォーガにとって、頼みの綱つなは親父が地球に来た際の宇宙船のみ。ファイヤーブラッドの追つい跡せきを搔かい潜くぐりながらの宇宙船捜たん索さくの旅は熾し烈れつを極めた。ようやく親父のボロ船が見つかったとき、ノーマッドもまた俺たちを見つけた。

『簒さん奪だつ者しやに告ぐ』

　あいつは言った。

『大人おとなしくヴァーミリオンを引き渡せば、子どもたちだけは助けてやろう』

　それは悪あく魔まの囁ささやきだった。

　母さんだってヴァーミリオンの恐ろしさは親父から聞いてよく知っていた。ノーマッドに引き渡すなんて絶対にありえない。けれど『子どもたちだけは助けてやろう』その文もん句くが母さんの最後の行動を決める悪魔の囁きになった。

　絶ぜつ対たい絶ぜつ命めいの状況のなか、ノーマッドの注意を逸そらすために。親父の船のスペース・マイグレーションを起き動どうさせる、その時間稼かせぎをするために。そして、なによりも俺とシイカを無ぶ事じ外宇う宙ちゆうに避ひ難なんさせるために……。

　母かあさんは俺おれたちをヴォーガに託し、ノーマッドの前に出て行った。

　その後は地じ獄ごくだった。語るのも憚はばかられるほどに。

　母さんがヴァーミリオンを持っていないと知るや、ノーマッドは俺たちに聞こえるように血の海に沈む母を嘲あざ笑わらった。あのときの奴やつの言葉が今も耳から離れない。

『馬ば鹿かな女だ。たかが半人前を助けるために、無む駄だな犠ぎ牲せいを払って』




　たった数時間のうちに俺はクワントールの賓ひん客きやくから厄やつ介かい者ものへと失しつ墜ついした。

　両手に掛けられた手て錠じようは宇宙一硬い金きん属ぞくで女海かい賊ぞくさんにもお馴な染じみのパイク製。これブリギットに嵌はめたらどうなるんだろ。どうにもならないか。ってか、ロボットなら電でん源げん落とせば足りるから手錠とか必要ないか。あいつらは今いま頃ごろどうなってるのやら。

　女じよ王おうはさっきとは打って変わって玉ぎよく座ざにはつかず、祭さい壇だんの上で思し慮りよにふけっていた。

　治ち安あん軍ぐんに率ひきいられて俺とリズがやってくると女王はパッと表情を変え、さきほどと同じ侮ぶ蔑べつするような目で俺を見下ろした。

「帝てい国こくの裏切り者の息子むすこが、女王たる私にいったい何の用です」

　女王はリズのことも見た。

　俺の企たくらみは彼女には伝えていない。リズは女王の視線を俺に流すしかなかった。

「ちょっと長くなると思いますけど、いいですか」

「我がクワントールは非常に切せつ迫ぱくした状況下にあるわ。それを分かっているのかしら」

「ええ。放送を聞いたんで。なんとなく。でも陛へい下かの方で結論は出ているんでしょう。そうでなきゃ、わざわざリズを迎えにいかせるわけがない。あなたの魂こん胆たんはわかってますよ。愛する娘むすめを生贄いけにえにして、帝国にヴァーミリオンを差し出そうってわけでしょう」

「なぜ私がそのようなことを」

「あなたが言ったんですよ。カネとコッカイの存続を第一に考える当主とあらば、子どもの安全を守ることは決して唯ゆい一いつの義務ではないのよ、と」

「家名と国家よ」

「どっちでも一いつ緒しよでしょ。とにかく、そんな真ま似ねはさせない」

「話というのはそれ？　呆あきれたわ。よくやりましたね、リィズ。売ばい春しゆん婦ふ並みに男を誑たぶらかして、私にこんな仕打ちをするとは。おかげで国家に残された貴き重ちような時間が無む駄だになったわ。牢ろう番ばんのモードをここへ。未開人の半人前をいますぐ牢にぶち込みなさい」

「は、半人……前」

　だめだ、挑ちよう発はつに乗るな。俺はぐっと自分を抑えた。

「リィズ。すべてはあなたがはじめたことです。彼のような未開人を引き込んだことも、帝国の残ざん党とうに付け入る隙すきを与えたのも。あなた自身でツケを──」

「お、俺おれが行ってやるよ！」

　不ふ敬けいにも女じよ王おうの言葉を遮さえぎって言った。決して感情的な発言でないことを証しよう明めいするように今度は落ち着いたトーンで繰り返す。

「俺がノーマッドのところに行く。陛へい下かへの話はそれだけです」

　アイリーンは嘲あざわらった。

「ノーマッドのところへ？　あなたが？　いったい何をしに行くというのですか」

「ヴァーミリオンを持って取引に。この切せつ迫ぱくした状況下で大だい事じな話といえば、それしかないでしょう。交こう渉しよう役に適任なのはこの場じゃ、俺しかいない」

「そうね。帝てい国こくの裏切り者。マグンの息子むすこさん」

「……」

　予想通りの煽あおりだが、言われて気持ちのいいものじゃない。

　俺はぐっと耐えた。

「適任だとしても、どうしてあなたに星の大事を任せられるというの」

「ノーマッドは『簒さん奪だつ者しや』って言っていました。個人については言げん及きゆうしていない。つまり誰だれでもいいから持ってこいって意味でしょう。奴やつらしいやり方だ。試しているんですよ。ヴォーガと惑わく星せいの命めい運うんを人ひと質じちにとられて、この星の人間が誰を差し出すのか。王おう女じよ様か、裏切り者の息子か。運が悪かったですね。星せい都とに外出禁止令を出している間に賞金稼かせぎたちが俺やリズを捕つかまえていれば、丸く収まったでしょうに」

「そうね……まったくその通りだわ」

「心しん中ちゆうお察しいたしますよ。愛まな娘むすめを差し出すなんて心苦しい決断を迫られて。でも、安心してください。彼女は行かせない。俺が奴の下へ──」

　言い切るのを待たずにリズが俺のベストの裾すそを引っ張った。

「言ったでしょう。自己犠ぎ牲せいは独ひとりよがりよ！」

「じゃ、君が行くのは自己犠牲じゃないと？　俺が止めなかったら行く気だっただろ？」

「私はこの星の王おう女じよよ。義務と責任があるわ」

「義務と責任は王女様だけのものじゃない」

　これ以上リズの妨ぼう害がいがないよう、俺は彼女の前に立ってアイリーンに再度迫った。

「天てん秤びんにかけるまでもない明白な問いでしょう。適任は俺しかいません」

「どうしてあなたの提てい案あんを飲む必要があるの。安全保ほ障しようの対応策は女王たる私と評ひよう議ぎ会かいが決めることです。この星に縁えんもゆかりもない、英えい雄ゆうでもない一いつ介かいの賞金稼ぎの提てい案あんに星せい府ふがすがりついたと知れたらこの星の政治はどうなりますか」

「じゃ、こういうのはどうですか。俺が大学の連れん中ちゆうが訴えているようにリズを誘ゆう拐かいしたブリギットの共犯だったとか。それを知った治ち安あん軍ぐんが星都で俺を逮たい捕ほ。陛下の前に連れてこられた俺は往おう生じよう際ぎわ悪くリズを人質にとって、逃とう亡ぼう用の船にスリーピース号を要求。女王陛下は娘を助けてくれるように泣いて嘆たん願がんし、俺おれの要求を受じゆ理りする。っていうのは」

「私が泣いて懇こん願がんを？」

「ええ。国民にとっては最高の筋すじ書がきです。リズを解放した俺はヴァーミリオンを奪うばって、星の裏手から脱だつ出しゆつ。ところがノーマッドに見つかり、ファイヤーブラッドと追っかけっこを繰り広げた挙あげ句く、スネークズエンドでヴァーミリオンの扱いに失敗して自じ爆ばく。ノーマッドの艦かん隊たいもろとも宇う宙ちゆうの藻も屑くずと消える。もちろん、俺やヴォーガの遺い体たいは回かい収しゆうされない」

「……」

　玉ぎよく座ざの間に沈ちん黙もくが降りる。

　アイリーンはしばらく俯うつむいて思し慮りよにふけっていたが無表情のままポツリと、

「おもしろい話ね」

「陛へい下か！」

　リズの異い議ぎを右手で制して、アイリーンは俺に問う。

「しかし、上う手まくいくかしら」

「俺は裏切り者の息子むすこです。親父おやじと同じ真ま似ねをされちゃ、奴やつだって放っておきませんよ」

「私は反対です！」

「賞金稼かせぎが海かい賊ぞくの共犯というのは信しん憑ぴよう性せいにかけると思うのだけれど」

「その日暮らしは賞金稼ぎも海賊も一いつ緒しよです。金に困れば、なんでもする。さすがにヴォーガまで共犯ってのはマズイでしょうから、そうだなぁ……自らの手で弟で子しの凶きよう行こうを止めて、王おう女じよを母ぼ星せいに連れ帰った二度目の英えい雄ゆうってのはどうですか」

　するとアイリーンは俺のバカげた提てい案あんを気に入ったのか、大声を上げて笑った。

「それはまったく信憑性のある話ね。では、娘むすめを人ひと質じちに取られた女じよ王おうとして、他にどんな要求に従えばいいのかしら」

「陛下、聞いてください！」

　俺と女王のやりとりの間、リズの声は無視されつづけた。もちろん気分はよくなかった。でも事じ態たいを変えるには彼女の意見に耳を傾けるわけにはいかない。

　ぐらつくわけにはいかない。

「先立つお金とスリーピース号の準備をしていただければ」

「いいでしょう」女王は即そつ決けつした。

「他には」

「爆ばく弾だんを一発。ヴァーミリオンとは別に。ギャラクシー級を落とせるような強力なのを」

「また、何のために？」

「俺のベストとかスラックスのポケットって、イメージした場所に空間が繫つながるようにできてるんですよ。伸しん縮しゆく性せいがあるから、片手で持てるものは大たい概がいなんでも出し入れできます。そしたらですよ。なにもかも連れん中ちゆうの要求通りに、ってしなくてもいい気がするんですよ」

「それはどういう意味かしら」

　俺おれは意い味み深しんな笑えみを浮かべる。リズの評ひようは正しかった。

　外宇う宙ちゆうで一、二を争う政治手しゆ腕わんの持ち主はたったそれだけで俺の企たくらみを見抜き、それにもまた要求通りに従った。




　アイリーン・ソングマールから奪うばい取った空からのトランクケースを開く。

　緩かん衝しよう材ざいに守られたヴァーミリオンはそのガラス球だまみたいな殻からの奥に太陽を何億おく個こも凝ぎよう縮しゆくしたような光を内ない包ほうしていて、物体そのものは見ていないのにちょっと蓋ふたを持ち上げるだけで焼けるような眩まぶしさを肌はだに感じた。

「こいつのせいで酷ひどい目にあわされっぱなしだな……」

　腐くされ縁えんのような気がしないでもない。こいつの「兄あに貴き」に俺たちは人生を狂わされた。あの「兄貴」の「弟」なんて一生生まれなければよかったのに。軍ぐん人じんと科学者のつがいはいつだってろくな子どもを地上に産み落とさない。

　もちろんリズのことじゃない。彼女は別だ。彼女だけは別だ。

　崩ほう壊かいしたスペースシップ・ハーバーは人ひと払ばらいがされ、クワントールの宇宙軍によるスリーピース号の整備が急ピッチで行われ、あとは逃とう亡ぼう犯はんの俺が悪あく党とう面づらで乗り込むのみとなった。シナリオは玉ぎよく座ざの間で女じよ王おうに話した通りだ。俺が犯罪者でリズが人ひと質じち。悲劇の母親は娘むすめを助けてくれるよう泣いて懇こん願がんし、犯罪者の逃とう亡ぼうを幇ほう助じよ。かくして俺はヴァーミリオンを頂ちよう戴だいして、この星を退たい散さんする運びとなった。

　だから、当のリィズ・ソングマールが俺を心配して追ってくるのはシナリオの致ち命めい的な破は綻たんとなりかねないアドリブだった。

「ジン、待って！」

　夜間でライトアップされた瓦が礫れきの山を抜ばつ群ぐんの運動神しん経けいでリズが駆かけ下りてくる。

　スリーピース号に向かう途と中ちゆうだった俺は足を止めて待った。

　彼女は俺に追いつくと膝ひざに手をつき、しばらく俯うつむいて肩で息を切っていたが、荒ぶる呼吸を抑えようと胸に手をあて、顔を上げた。前まえ髪がみは額ひたいにくっつき、睫まつげに乗った汗あせで青い目はいつも以上にきらきらと光っていた。クワントール人の頰ほおがこんなに真まっ赤かに染まってるのをはじめて見た。まるでリンゴだ。何事かと思い、彼女が途と切ぎれ途切れの呼吸から言葉を絞しぼり出すのを待っていると、

「私も……い、一いつ緒しよに……行くわ！」

「ダメだ。俺一人で行く」

「ダメよ！　君一人じゃ何をしでかすかわかったものじゃないもの。君が戻ってこなかったら妹さんはどうなるの……大学……出してあげるんでしょ！」

「誰だれも死にに行くとは言ってない」

「言ったも同然でしょ！」

「言ってないよ。俺おれが言ったのは『遺い体たいは回かい収しゆうされない』ってことだけさ。だいたいヴォーガを助けに行けって焚たき付けたのはリズだろ。エキセントリックな真ま似ねまでして」

「エキセ……少し……突とつ飛ぴだった、だけじゃない」

　よっぽどあのときの行動は切せつ羽ぱつまったものだったらしい。思い出して彼女はまたもリンゴのように真まっ赤かになった。

「そんな王おう女じよ様を連れていけばそれこそ、『何をしでかすかわかったものじゃない』だ」

「つまらない意い趣しゆ返がえしなんてやめて！　あれでは母の思うツボよ」

「別に乗せられたわけじゃない。ちゃんと考えてのことさ。ヴォーガが連れ去られたってわかったあとで、知り合いからタレコミがあったんだ。ノーマッドの船とクワントール星せい府ふが通信をしてたってね」

　それを聞くとリズの瞳ひとみからやや俺に対する勢いが消えた。

「……まさか、母が？」

「そこまで露ろ骨こつなもんじゃないさ。確かにノーマッドは俺とヴォーガを引き渡すように要求はしたみたいだけど、星府はそれにきっぱりＮＯを返した。ただ、連れん合ごう政府が認める賞金制度の運用を妨さまたげることは、連合国の一員として『しない』とも言ってたみたいだけど」

「じゃ、あなたやヴォーガさんの首に賞金を懸かけるよう提てい案あんしたのは」

「かも、しれない」

　もっと言えば、戒かい厳げん令れいを出して賞金稼かせぎが暴あばれるためのお膳ぜん立だてをしたり、ホテルやハーバーの場所を密みつ告こくしたのも彼女だろう。もっとも、どんなに証しよう拠こ探しをしたって命令文ひとつ出てきやしないだろうけど。あの意い地じ悪わる女じよ王おうめ。いつかギャフンと言わせてやる。

「それなのにどうして行くなんてことを」

「関係ないね。俺はただ今度こそ自分の手で、大だい事じな人を取り返したいだけさ」

「……君のやってることは、ただの過去のやり直しよ」

「かもな。あのとき、俺はガキだったから親父おやじや母かあさんに守られなきゃならなかった。ガキだったからヴォーガに助けてもらわなきゃ生きてさえいけなかった。でも、今は違う。自分で決めて、自分で動ける。ずっと考えてたんだ」

「なにを」

「誰だれがどうしていれば最悪の事じ態たいを避けられたのかって。でも答えは出なかった。何回考えたって当時の俺には無む理りなんだ。でも、今の俺なら最悪の結末だけは避けられるはずだ」

「そうかしら」

「リズの憧あこがれてた研究者って、親父さんだったんだろ」

「……」

「最初の会見のとき、女王が言ってたんだ。父が遺のこした汚お名めいを雪すすごうというのかって」

「……ええ。そうよ」

　星せい都とが次第に夜の都会の顔を見せ始める。

　約束の時間まであと一時間。リズはすっかり落ち着いた息で話した。

「代々ソングマール家は星作りの能力を持っていたけれど、母の代ではもう随ずい分ぶん血も薄れてしまっていたの。帝てい国こくは平へい民みん出ででありながら王家の人間よりもずっと高い能力を持った父を無む理り矢や理り母と婚こん姻いんさせて、血の強い子どもを産ませた。それが私」

「じゃ、ヴァーミリオンを作ったっていうのは」

「私の父よ。父は戦後も自分の研究に苦しめられた。父にできなかった償つぐないをしたいの」

「親の因いん果がが子の因果ってわけか」

「そうよ」

　あなたもでしょう。と、投げ返すように彼女が俺おれを見る。俺たちはどこか似ている。育ちも頭の出来も何もかも違うけど、根本的な何かがきっと似に通かよってるんだ。だからこそ、自分と同じ道は進ませられない。

「どうしても連れて行ってくれないのね」

「帰ってきたらどこへだって連れてってあげるけど、今から行く場所には無理だ」

「そう……なら、ひとつだけお願いしてほしいの」

「報ほう酬しゆうによる」

「ふざけないで」

　俺の軽口を塞ふさぐようにリズは俺の口に手を当てる。

「あなたが自分のために他人が傷つくのを嫌いやがるように私も嫌なの。だから必ず戻ってきて。妹さんや地球のことをいっぱい聞かせて。そして、今度こそ私をあの女じよ王おうから助けるの」

「……」

「私を奪うばわれて悔くやしがる彼女の顔、見て見たいでしょ」

「そいつは、魅み力りよく的な報酬だ」

　すると、ようやくリズが笑った。呆あきれたように笑った。夜の闇やみのなかにあっても彼女の笑顔は本当に綺き麗れいだった。不ふ思し議ぎと懐なつかしい気持ちになった。

「あのときは、ありがとう」

「あのときって？」

「それでも母親かよ、って言ったとき。母に怒ってくれた人はあなたがはじめてだった」

「……許せなかっただけさ。リズには失しつ礼れいだと思うけど、あんなの……俺の知ってる『母親』じゃない。黙だまってたら負けだと思った。でも、間違ってた。君の我が慢まんを無む駄だにした」

「そんなことないわ。庇かばってくれて死ぬほど嬉うれしかったもの」

「そう……でもやっぱり次は節せつ度どを弁わきまえるよ。例えば……君を花はな嫁よめにするときとか。雄ゆう弁べんに女王を説せつ得とくできるようにヴォーガにもっと自制心を鍛きたえてもらうことにする」

「それなら、早く助けに行くことね。でないと私が帰ってきたのをいいことに母が他の方との婚こん姻いんを強ごう引いんに進めてしまうわ」

「そんときはまたカスパーのときみたいにヴォーガと二人で式をぶち壊こわすさ」

「そういえば前ぜん科か者ものだったわね。あなたたち」

　無む邪じや気きに笑い返す一方で、ヴォーガの身が心配で仕方なくなった。

　早く行かなきゃ。

　港のブロックに打ちあがったスリーピース号右う舷げんのハッチを遠えん隔かく操そう作さで開けて、昇しよう降こう用のケーブルを下ろす。トランクケースとヴォーガの義ぎ手しゆを小こ脇わきに抱えたところで不ふ意いに、願がん掛かけというか。戦せん闘とう機き乗りが発進前に整備士からガムを借りるみたいな感じで、戻ってくるための何かが欲しくなった。

「あのぉ……アポロン、貸してくれない？」

「え？」

　唐とう突とつな申し出にリズは首を傾かしげた。当然の反応だ。他に何か気の利いたものはなかったのだろうか。言った傍そばから自分で自分を問いただしたくなった。

「あ、あとで返すから」

「もう。最後までおかしな人。持ってたかしら……んん…………あ……あった。はい」

「え、箱ごと!?」

「残り三つだから。大だい事じに食べてね」

「三つか。まぁ、スリーピース号には縁えん起ぎがいいか」

　馴な染じみの赤い箱をシャツのポケットに仕舞う。こっちはベストやスラックスと違って普通のポケットだから、いざというとき取り出せないなんてことがない。

　さて、なんかおかしな思いつきのせいでお菓か子しだけに可お笑かしな空気になっちまったけど、努めてからっとさっぱりと、俺おれは短いお別れを告げる。

「んじゃ、行ってくるわ」

「ええ……。ちょっと待って、ネクタイが曲がってる」

「へっ？」

　ケーブルが巻き上がるのと同時に上昇しようとした俺のネクタイをリズが摑つかむ。彼女がそうして無む理り矢や理り引き止めるから、俺も慌あわててケーブルを止める。前のめりになった俺の顔に彼女の顔が迫って、目が合う。彼女が真まっ青さおな瞳ひとみを閉じる。

　こつん。

　リズの小さな額ひたいが俺の額に触れた。

　ただの額なのに。身体からだ中に、電気が走った。
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　夜の空気に儚はかなく消えそうな呼吸を額に感じながら、強く念じるように一いつ生しよう懸けん命めい目を瞑つむる彼女のことを俺は所在なくただ見つめていることしかできなかった。永遠に感じるような時間はしかしすぐに終わった。リズが額ひたいをそっと離し、俯うつむきがちに目を開ける。

「これが私のＩＤ」

「……あ、あいでぃー？　し、思し考こう通信の？」

　リズは頷うなずいて、ネクタイを離した。ケーブルがゆっくりと巻き上がっていく。

「何かあったらすぐに呼んで」

「そういうの……俺おれの台詞せりふだと思うんだけど」

「二度あることは三度ある、でしょ。四度目はあるのかしら」

「呼んでくれるなら。何度だって」

　再びケーブルが巻き上がる。スリーピース号に乗り込むまでの間、リズはずっとそこで俺を見守っていた。

　あのとき、母かあさんから見えていた景色けしきもこんなだったんだろうか。

　ふと、そんなことを思った。




　派は手でに散らかったリビングを抜けて、キッチンの前で一いつ旦たん立ち止まる。腹が鳴った。冷れい蔵ぞう庫こにヴォーガの食べかけのハヤシがあるはずだ。でも、今から大たい気き圏けんを突とつ破ぱしようってのに胃いにものを入れるのはよくない。我が慢まんして操そう縦じゆう席せきに移動する。

　各モニターで船の周辺を確かく認にん。リズはもう十分距きよ離りをとってハーバーの外にいた。

　ネクタイを締しめなおし、シートベルトを装そう着ちやく。エンジンに火をつけ、グリップを握り込む。垂すい直ちよく離り着ちやく陸りくも可能な船体が宙ちゆうに浮き上がり、船せん首しゆを上空に向ける。バーニアを吹かし、ゆっくり上昇。グリップを倒し、徐じよ々じよに速度を上げていく。

「ぐっ……ぐぐ」

　Ｇを全身に感じながら、夜空を切るようにスリーピース号の燕つばめの船体を操あやつる。あっという間にハーバーの明かりは星せい都との夜景に混じって見えなくなった。軌き道どうエレベーターの明めい滅めつする光を辿たどるように垂直に、ぐんぐん高度を上げていく。雲を裂さき、大地の果てに過ぎ去った太陽の陽ひを見る。低軌道ステーションを越え、星々が手に取るようにはっきりと見えるころにはもうクワントールの大地は球面の一部と化した。

　敵の船は目と鼻の先にあった。レーダーが示す等級は全長一〇〇〇〇メートルのギャラクシー。一五〇メートル級のスリーピース号のおよそ六六倍のでかさだ。

　古こ代だいの宇う宙ちゆう生物の王と呼ばれた銀ぎん河が竜りゆうの外がい殻かくを用いて建けん造ぞうされたというその船体はドラゴンというには手も足も羽もなく、ただなだらかな背とシルエットがかろうじてそれらしく見えるだけで元の宇宙生物の面おも影かげは微み塵じんもない。腸ちようにはきっと何千何万という戦せん闘とう機きがカマキリの卵のごとく詰まっているはずだ。

　しかし、スリーピース号が敵艦の一〇キロ圏けん内ないに入っても迎げい撃げきに出る気け配はいはまったくなかった。静かすぎる。一いつ旦たんＵターンして敵の出方を窺うかがおうとした矢先、突とつ如じよスリーピース号のコントロールが奪うばわれた。

　グリップが操そう縦じゆう者しやの意に反して、ギャラクシー級に直進する。スリーピース号のＯＳにはブリギットたちから提てい供きようされた特別製のセキュリティソフトがインストールされている。連れん合ごう軍ぐんの対サイバー部ぶ隊たいのハッキングにだってびくともしない強力なやつだ。それがこうも簡単に突とつ破ぱされたということは、答えはひとつ。

「ヴィーコンのハッキングシステムか。言い様ように使われてんな」

　どうやらブリギットたちは完全に敵の手に落ちているらしい。まぁ、予想できてたことだけどな。スリーピース号が敵船左さ舷げんに口を開けるカタパルトへ為なす術すべもなくぐんぐん吸い込まれていく。こうなったら無む駄だなあがきはやめた方がいい。自動操縦と割り切って、俺おれは操縦席を離れ、戦闘準備を進める。ベストとスラックスに着替え、顔を洗う。武ぶ器き庫こに向かい、近接武器から飛び道具、爆ばく弾だんまであらゆる武器の配置や形を頭に叩たたき込み、いつでもポケットから取り出せるよう何度もシミュレートする。

　船はやがてカタパルトを抜けて、艦内格かく納のう庫こへ。気分が落ち着かない。シャツのポケットからアポロンを出して一個つまむ。リビングのテーブルに移動し、外の様よう子すを探る。カメラや生せい体たいセンサーが捉とらえた反応を総合した船外半はん径けい二〇〇メートルの様子が３Ｄホログラムで表ひよう示じされる。格納庫の奥まで来たところでようやくスリーピース号は停てい船せん。格納庫のゲートはすべて封ふう鎖さされ、俺は袋ふくろのネズミ状態となった。

『乗員に告ぐ。ただちに下船せよ。繰り返す』

　繰り返すなっつうの。

　スリーピース号のコンピューターをハッキングした敵は船内スピーカーに向けて直接呼びかけてきた。相手はノーマッドじゃない。典型的な帝てい国こく主義者の兵へい隊たいって感じの、折れず、曲げず、まつろわずな芯しんの通った声。優ゆう等とう生せいの演えん説ぜつみたいにキビキビしてて、劣れつ等とう生せいの俺おれとしては反はん抗こう心しんを搔かきたてられる。

「あーあーマイクのテスト中。マイクのテスト中。外の人、聞こえてる？」

　船外スピーカーの音量を最大にして、俺も連れん中ちゆうに呼びかける。

「あんたらの目的はわかってる。俺がアイリーン・ソングマールの下から盗ぬすみ出したアレ、だろ。クワントールに流した放送によりゃ、まだタイムリミットまで三〇分近くあったと思うけど。俺に出てこいって言うなら、先にあんたらが攫さらった英えい雄ゆうの面つらを拝おがませてくれよ」

　相そう応おうの要求に相手側からの下劣な罵ば詈り雑ぞう言ごん、野や次じの類たぐいはなかった。カスパーのときとは大違い。連れん合ごう軍ぐんよりずっと兵のしつけが行き届いているらしい。

　間もなく返答があった。

『いいだろう』

　短く、それだけ。八秒後。

　俺はしつけが行き届いているなんて評ひよう価かしたことを後こう悔かいした。

「……ヴォーガ」

　リビングの３Ｄホログラムに船の真上の映えい像ぞうが映し出された。学校ひとつが丸々入るような高く広い天てん井じようからヴォーガが無む残ざんな格かつ好こうで吊つるされて降りてきた。

　顔は大きく腫はれ、片目はひとつ潰つぶれてた。スーツもベストもはぎ取られて、憐あわれな醜しゆう態たいを晒さらしている。毎朝アイロンをかけて、折り目もきっちり整えてたスラックスはところどころ大きく破れて、中からブロンドの獣じゆう人じんの脚あしを覗のぞかせている。爪つま先さきから滴したたる血がスリーピース号の真上にぼたっと落ちて、カメラの上をすっと流れた。

「…………」

　怒りに震える拳こぶしを押さえ、俺はヴォーガの状態をよく観察する。

　義ぎ手しゆを取られ、片腕は背中に回されて腰ごとベルトのようなもので拘こう束そくされている。あれでは身動きの取りようもない。

　いや、待てよ。連中の見落としている点があるかもしれない。ヴォーガの片腕を固定しているベルトを具つぶさに観察し、突とつ破ぱ口こうを探す。よし、あれならいける。俺はリビングのソファーの下をこじ開け、工具箱を取り出すと一方で外に向けて話しかけた。

「約束してほしいことがある。俺が船外に出て行ったところでいきなり俺が撃うたれたり、拘束されたり、殺されたり、甚振いたぶられたりしないってことを約束してくれ。でないと船は降りないし、ヴァーミリオンも渡さない」

『渡さないでどうするつもりだ』

「この船ごと自じ爆ばくする。どうせ殺されるなら、巻き添ぞえは多い方がいいからね」

『……約束しよう。船から出てきても君のことは撃うたないし、拘こう束そくもしない。殺しもしなければ、甚振いたぶったりもしない』

「ありがとう。その言葉を忘れないでくれ」

　時間稼かせぎは済んだ。ポケットから手を出し、工具箱を仕舞って、俺おれは代わりにヴァーミリオンの入ったトランクケースに手を伸ばす。その禍まが々まがしくも神こう々ごうしいガラス玉を今一度確かく認にんし、蓋ふたをしてしっかり鍵かぎをかけるとヴォーガの予備のサングラスを拝はい借しやくして外に出た。

　勝負はこれからだ。深呼吸し、スリーピース号の後部デッキに降りて行く。

　敵は一〇〇人から二〇〇人。宇う宙ちゆう船せん一いつ隻せきと未開人一人に対しては、まぁ、手厚い方だ。紫むらさき色いろの戦せん闘とう服ふくを身に着け、同じ兵へい器き会社の実じつ弾だん銃じゆうで武ぶ装そうして一個の軍ぐん隊たいに見せちゃいるけど、惑わく星せい人じん種しゆはバラバラ。頭に角つのの生はえた有ゆう角かく人種から、ごつごつした岩がん石せき人間やシリコン人間、獣じゆう人じんや植物人間まで。奇き妙みようなことに肝かん心じんのウヌス人は一人も見受けられなかった。

　俺の視し界かいを奪うばう目的か。格かく納のう庫この四し方ほうから強いスポットライトが浴びせられ、俺はトランクケースでそれを塞ふさいだ。

「いますぐヴォーガを降ろせ！　こいつはそのあとで交換だ！」

『それで盾たてにしたつもりか』

　格納庫内のスピーカーをしゃがれた低い声が震わせる。

　スリーピース号の正面。高さ一八メートルほどのキャットウォークの上にノーマッドのホログラムが立ち現れた。クイーン・ヴィーコンのときとは違い、マスクもせず襟えりの高い軍ぐん服ぷくの上に刺青いれずみ塗まみれの顔を晒さらしている。刺青があのときのようにオレンジ色に光っている。紫の軍服と相まってハロウィンみたいだ。

　奴やつの姿すがたを見るだけで、武む者しや震いが起こる。今はそれを必死に抑える。

「幻まぼろしでないと出てこられないのか？　毎度星を人ひと質じちにとって脅おどすしか能のない帝てい国こく軍ぐん人じん様だもんな。俺みたいなガキ相手にこんな多た国こく籍せき部ぶ隊たいなんか寄よ越こしやがって。帝国もあれか。同どう胞ほうが死に過ぎて、反連れん合ごうの兵へい隊たいでもかき集めないとやってられなくなったか」

『煽あおってるつもりか』

「効果は抜ばつ群ぐんみたいだぜ。さっきから周りの兵隊の俺への殺意が鰻うなぎ登のぼりだ」

『ここで起き爆ばくさせればクワントールも犠ぎ牲せいになる。脅しに使えるものではない。中身をあけて本物かどうか確認させろ』

「いいよ」

　俺を取り囲む最前列の敵との距きよ離りは一〇メートル。一等でかい兵隊は身体からだ中がダイヤモンドでできた岩石人間。一通り見渡すだけであと四、五人はいる。なるほどそれで連れん中ちゆうの装備が実弾銃なわけだ。

『どうした、早くしろ』

　敵兵が距きよ離りを詰める。多分、渡した瞬しゆん間かんに約束は反ほ故ごにされ、蛸たこ殴なぐりにあうことだろう。

　でも、まぁいいか。

「目ん玉ひん剝むいて、よぉく見てろ」

　トランクケースを開ける。なんの種たねも仕掛けもない。ヴァーミリオンの内ない包ほうする光が格かく納のう庫こを包み込む。あまりの眩まぶしさに怯ひるむ兵たち。白い輝きに視し界かいが利かなくなる。戦せん闘とう服ふくの足音ががちゃがちゃと乱れる。ホログラム越しにヴァーミリオンの実在を確かく認にんしたノーマッドが案あんの定じよう、兵たちに告げる。

『いいだろう。奴やつを捕ほ獲かくしろ』

「……言うと思ったぜ」

　ヘルメットのバイザーを降ろしていた何人かの兵が実じつ弾だん銃じゆうを構えて迫る。

　腰の後ろに固定しておいたパイク製の義ぎ手しゆに手を伸ばし、俺おれは思いっ切り息を吸い込んであらん限りの声でもって叫んだ。

「ヴォーガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「ジン！」

　奴やつらの失敗はヴォーガのスラックスを残していたことだ。ポケットを通じて、あらかじめ渡しておいた細い針金で拘こう束そく具ぐを解いたヴォーガは、俺の合あい図ずでスラックスのポケットからレイ・ブレードを引き出した。自らを吊つるす鎖くさりを断ち切って、スリーピース号の真上に重い着ちやく地ち音とともに降り立つ。

　俺はヴォーガの義手を、ヴォーガは俺のレイ・ブレードをそれぞれポケットに放り込む。

　互いの手に武ぶ器きが渡る。

　義手をはめ、戦せん闘とう態勢の整ったことを告げるようにヴォーガが地面を揺らすようなどでかい咆ほう哮こうをぶちかます。

　虎とらの迫力に気け圧おされ、兵たちがたじろぐ。ノーマッドはすかさず怒ど号ごうを浴びせた。

『何をやっている！　早くヴァーミリオンを確保しろ！』

　だが、もう遅い。

　ヴァーミリオンをポケットに仕舞い、接近してきた兵へい隊たいたちをレイ・ブレードの一振りで牽けん制せい。スリーピース号を背にし、相手の出方を窺うかがう。敵は百連れん射しやまで可能な実弾銃。対してこっちはレイ・ブレードと何が出てくるかわからないポケット。

　上にいるヴォーガから思し考こう通信が入る。

（どうする気だ）

（俺に考えがある。俺が合図したら思う存分暴あばれてくれ）

（了りよう解かい）

　手持ちぶさたの左手で空からのトランクケースを振り回しながら偶ぐう発はつ的なゴングが鳴るのを待っていると有ゆう角かく種しゆの帝てい国こく兵へいがしびれを切らした。

「ただちにヴァーミリオンを渡せ！　さもなけ──アガッ！」

「悪い、手が滑った」

　トランクケースが俺おれの手を離れて、帝国兵の顔面を直ちよく撃げき。

　一いつ斉せいに仲間の兵が実じつ弾だんを掃そう射しや。

「はいはいはいはいぃ！」

　俺はそれを左右にレイ・ブレードを捌さばいて焼き切る。敵の銃じゆう撃げきが止んだところで奥にいるダイヤモンドの岩がん石せき人間に向けて、レイ・ブレードの粒りゆう子しの放出を強制カット。ビームの刃やいばを打ち出す。続けて四発。さながらナイフ投げのように柄つかから切り離されたビーム粒子の刃はダイヤモンドの頭部に直撃。たちまち粒子はダイヤの硬度を利用して四し方ほうに拡散。残りの岩石人間との間で跳ちよう弾だんしながら、アッという間に周りの兵たちが被ひ弾だんした。

「な……なんてことを！」

「へへへ。ほんじゃ、出番だぜ。ヴォーガ！」

　虎とらの咆ほう哮こうがそれに応こたえる。獣けもののように四し肢しを使って駆かけながら兵へい隊たいたちの渦うずに落らつ下かし、手当たり次第に兵を捕つかまえて、別の兵に叩たたき付ける。

「わぁお、いつも以上に切れてやがる」

　暢のん気きに観察している暇ひまはない。手傷を負ってもなお数の有利で向かってくる。

　理り屈くつで勝てると踏んでいる輩やからには理屈じゃない勢いで攻め込むのが効く。ヴォーガを見習って馬ば鹿かみたいに叫び倒しながら、俺は実弾銃を乱らん射しやする敵の隊たい列れつに突っ込み、レイ・ブレードの斬ざん撃げきをお見舞いする。

　種しゆ族ぞくが違えば、敵の反はん撃げきも様さま々ざま。巨きよ体たいを活いかして突とつ進しんしてくる岩石人間や蔦つたの鞭むちを振るう植物人間。羽を持った獣じゆう人じん部ぶ隊たいが空から攻めると、足あし下もとからは小こ柄がらな体格を活かしてシリコン人間がすばしっこく攻こう撃げきを繰り出してくる。でも、こんなのはいつものランチキ騒さわぎに比べたら序じよの口くちだ。力任せに向かってくる岩石人間は上う手まく避ければボウリングの玉みたいに味み方かたを巻き込んで自じ滅めつしてくれる。植物人間はビームをくべればよく燃えるし、空飛ぶ獣人は羽を削そげばただの人。鋭い爪つめもヴォーガのそれに比べれば爪つま楊よう枝じみたいなもんだ。

「二八、二九……三〇っと！」

　脳のう内ないの撃げき破はカウンター三〇人目。ちょこまか動き回るシリコン人間を闇やみ雲くもに蹴けとばすと、軌き道どう上で暴あばれまわっていたヴォーガがキャッチして地面に叩き付けた。

「それ、俺の三〇だかんな！」

「バカを言うな。いくら数えても俺と張り合えるものではない！」

「裸はだかの虎がよく言うぜ！」

　互いに襲おそい来る兵に応戦しながら、地声で罵ののしり合う。考えるよりも早く身体からだが動く状況で思し考こう通信は邪じや魔までしかなかった。

「スラックスのポケットが潰つぶれた。俺おれのスーツは!?」

「知らねぇよ！　欲しかったらスリーピース号に戻って引っ張り出しな！」

「そんな暇ひまはない！　お前のを借りるぞ！」

　合わせて撃げき破はカウンターが一〇〇を超えたころ、残りの敵が俺たちを中心に輪を作って包ほう囲いした。背中合わせに敵と対たい峙じする俺たち。自然と呼吸のタイミングが、一いつ致ちした。

「脱いでる暇なんてねぇよ！　欲しけりゃ勝かつ手てに使え！」

「そうさせてもらう！」

　さっと襟えりに指を滑らせ、ベストの防犯装そう置ちを切る。

　互いに一八〇度反転しつつ、ヴォーガが俺のベストからロケットランチャーを引き抜く。殺さつ到とうする敵目め掛がけて一発ぶちかまし、かわして襲おそい来る先せん頭とう集団に砲ほう筒とうを棍こん棒ぼうのごとく振りかぶってど頭たまに叩たたき付ける。

　一方、俺は四し足そくで駆かけてくる猫ねこの獣じゆう人じんどもを足あし蹴げに植物人間に切りかかる。

「何な故ぜここへ来た!?」

　ホームラン級の快打でシリコン人間を吹っ飛ばして、ヴォーガが俺に尋たずねる。

「前にも言っただろ！　あんたを倒すのはこの俺だって！」

　答えながら俺は岩がん石せき人間の肩に飛び乗り、首くび筋すじからレイ・ブレードでコアを貫つらぬく。

　ヴォーガは声を裏返らせて、

「そんなこと初耳だぞ！」

「あ、そう？　じゃ、『あんたの死に様ざまが見たかっただけよ！』とか!?」

「助けてどうするんだ！」

「まだあんたに貸した金を返してもらってない!!」

「借りてるのはお前の方だろ！」

　ランチャーがへし折れる。すかさずアイコンタクト。クロスする俺とヴォーガ。すれ違い様に俺がヴォーガの背後の敵を斬きり伏せ、俺のポケットから引き抜いたビームガトリングでヴォーガが俺に襲いかかる雑ざ魚こどもを一いつ掃そうする。

「泥どろ棒ぼう猫が！　俺の女を取りやがって！」

「お前の女になぞ興きよう味みはない！」

「ああ！　リズに言ってやろ！　王おう女じよ様の悪口言ったらさらし首だかんな！」

「いつからお前の女になったんだ！」

「これからだよ!!」

　軽口を叩たたきあいながら戦う俺たちのやり方に敵は翻ほん弄ろうされ、または『マジメにやれ』とばかり憤いきどおり、数の利で押して、ことごとく死体の山となった。二人合わせて一九九のカウンターを刻むのに一〇分もかからなかった。

「ひぃ！」

「……はぁ」

　腰の引けた最後の一人を切る気にはなれず、「わっ！」と脅おどして退散させると俺おれとヴォーガは久々の大おお喧げん嘩かに一種の達成感を覚えた。女じよ王おうの間の外でした個人的な喧嘩については暴あばれている間になんとなくうやむやになる空気があった。それは嫌いやだった。

「……ヴォ、ヴォーガ」

「ん？」

「そ、その……す、すまなかった。女王の前で取り乱したり……して」

「すまない、か。偉えらく上から目線できたもんだな」

「ご・め・ん・な・さ・い！　これでよかったか？」

「謝る態度ではないが、まぁいいだろう。お前にしては上出来だ」

　あんたもあんたで、もっと普通に許せないのかよ。と、よっぽど言いたかったが大人おとなに成長した俺は無む益えきに絡んだりしないのだ。

「どうやってここまで来た」

「なぁに、女王様と軽く取引しただけさ。俺を行かしてくれなきゃ、ヴォーガを賞金稼かせぎに売ったことを国民にチクッちゃうぞって」

「チクる？　そう言ったのか。あの女王に？」

「それとなくわかるように。ヴォーガも言ったんだろ。それとなくわかるような皮ひ肉にくをさ」

「……聞いてたのか」

「リズがチクってくれた。つうか、歳とし取とったんじゃねぇの。息切れすぎ」

「これくらいで……息など切れるか」

「だいたいなんでそんなにやられてんだよ。ひょっとして、あれ。襲おそってきた賞金稼ぎが水着のお姉ねえちゃんとかでろくに手も足も出なかったとか」

「……」

「おいおい、冗じよう談だんだろ」

「……の、ノーマッドはもう以前の奴やつではない」

「話逸そらすなよ」

「足あし手でまといになるなよ」

「そりゃこっちの台詞せりふだっての……つうか、やんのか。ノーマッドと!?」

　俺を置いてヴォーガはずんずん進む。

「お前の言ったことは半分間違っていたが半分正しい。ここで決けつ着ちやくをつけなければ、また同じ八年を繰り返すだけだ」

「……」

「どうした。今いま更さら尻しり込ごみするのか」

「冗談言うなよ！」

　追い抜きざまに俺おれのポケットを通してスリーピース号のクローゼットに眠るパリッパリのシャツと三つ揃ぞろいを引っ張り出す。傷だらけの獣けものの素足でよろよろと階段を上るヴォーガ。本当歳とし取とったよな。この人も……。

「勝かつ手てに人のポケット使うなっつうの」

　俺は自分のベストから特注の革かわ靴ぐつを出して虎とら顔がおの後こう頭とう部ぶに投げつけてやった。




　ノーマッドのいる展望ブリッジに行きつくまでに二〇人はぶっ飛ばしたと思う。でもどいつもこいつも俺やヴォーガのスーツを汚すほどの手て練だれじゃなかった。

　昇しよう降こう機きに乗り込み、最上階を目め指ざす。

　ヴォーガは胸ポケットからお気に入りの葉は巻まきを出して、持ち前の牙きばで口を切り、マッチを壁で擦こすって、火を点つけた。が、口に移り切る前にマッチがヴォーガの指から零こぼれ落ちた。義ぎ手しゆがだいぶいかれてた。

　代わりに俺がマッチに火を点け、ヴォーガの咥くわえた葉巻の先に翳かざしてやる。

「……」

「……」

　ポンプのように口で空気を送り込む。無ぶ事じ火が点くと、ヴォーガは美う味まそうに煙を吸った。




　最上階まではすぐだった。

　俺とヴォーガは示し合わせるでもなく昇降機の左右の死し角かくにそれぞれ収まり、敵が出てくるのを待った。

　いくら待っても襲しゆう撃げきはなかった。

　ヴォーガが葉巻を持って、俺に『待て』のサインを送る。

　ゆっくり外を覗のぞき込むヴォーガ。いつでも応戦できるようにレイ・ブレードを構えていると外側からノーマッドが呼びかけてきた。

「ずっとそこにいるつもりか」

　ヴォーガとどっちが先に出るか目でやりあって、結局折れて俺は後にした。

　さすがギャラクシー級。昇降機を降りた瞬しゆん間かん、スリーピース号一いつ隻せき分くらいの大きさを有する展望ブリッジの広さに俺は思わず眩暈めまいを覚えた。

　円形の二フロア。俺たちが出たのは吹き抜けの二階部分。照しよう明めいは煌きらびやかで左右に延びる回かい廊ろうを降りると、床は大だい理り石せきのように頑がん丈じようで重じゆう厚こうだ。足音がかつかつ響ひびく。しかし、よくよく目を凝こらして見るとファイヤーブラッドの戦せん艦かんに敷しき詰められたそれには夥おびただしい数の人骨の化か石せきが眠っていた。

「……なんだ、これ……」

　ノーマッドは船の外を映し出すウォールスクリーンの前で一人瞑めい想そうにふけっている様よう子すだったが、俺おれたちの関心を察したのか足あし下もとに視線を落として由ゆ来らいを語った。

「最初に帝てい国こくに反はん旗きを翻ひるがえした愚おろかものたちの軀むくろだ」

「最初の勇気あるものたち、だ」

　ヴォーガが怒りを込めて訂てい正せいする。

「彼らの後に続く者がいなかったら、連れん合ごうは勝利を収めることはできなかった」

「ではなぜ連合を抜けた」

　刺青いれずみの奥に逼ひつ塞そくした狂きよう信しん者しやの瞳ひとみがヴォーガの心の底を覗のぞき込むように不ぶ気き味みに光る。

「愚かな集団だと気付いたからではないのか」

「戦争が終わったからだ。俺の戦争はもう終わった」

　ヴォーガとノーマッド。二人の睨にらみあいが早さつ速そくはじまる。置いてけぼりを食うまいと俺はヴォーガの反対方向を位置どって、三角形のポジションを取る。

「そろそろ俺のことを思い出したか」

「さぁな」

　ノーマッドの関心は依い然ぜんとしてヴォーガにある。

　故ゆえに隙すきがあるのかといえば、不気味に曳えい航こうされるオレンジ色の刺青の残ざん像ぞうが、背後に廻まわろうとする俺へのプレッシャーのようにも感じられて、俺は迂う闊かつに手が出せなかった。

「マグン・ラァって……名前を聞いてもか」

「復ふく讐しゆう者しやというのは奇き妙みようなものだ。自分の肉親や知り合いの死が、それをもたらした相手にとっても大きな出来事だと思い込んでいる。そして、復讐を成し遂とげようとしている自分の存在も同様に相手にとっては大きな存在だと」

「違うのか」

「残念ながらな。すべては戦せん略りやくに基づいた戦せん術じゆつ。戦術に基づいた殺さつ戮りくにすぎん」

「じゃ、これも戦略か」

「もちろんだ。人ひと質じちは返した。ヴァーミリオンを寄よ越こしてもらおう」

　ヴォーガから少しも視線を外さず、こちらに右手を寄越す。

　失しつ礼れいな野や郎ろうに差し上げるものはない。

「やなこった」

「なに？」

「決けつ着ちやくをつけようノーマッド。行くぞ、ジン」

「いつでも」

　ベストのポケットからレイ・ブレードを。ヴォーガは右手の甲こうから生まれながらに備わった長い四つの爪つめと、左手の義ぎ手しゆに備わったパイクの四つの爪を引き出す。

「正義の味み方かたが二人がかりか」

「勘かん違ちがいしてねぇか。俺たちに正義も悪もない」

「ただのアウトローだ」

「ふん、よかろう」

　その嘲ちよう笑しようが気に入らねぇ。レイ・ブレード片手に俺おれが先せん陣じんを切る。

　初しよ手てと二手を避けるノーマッド。意い識しきが俺の方に注そそぎかけたところでヴォーガが反対側からパイクの爪つめで斬きりかかる。ひらりと体を躱かわすノーマッド。俺の方へ攻こう撃げきを受け流すつもりだったんだろうがそうはいかない。ギリギリのところで首を捻ひねって回かい避ひし、ノーマッドの腹を狙ねらって回転斬ぎり。

　が、ビーム粒りゆう子しがノーマッドの腹に触れた瞬しゆん間かん、バチンと弾はじけるように刀とう身しんが消えた。

「な、んで」

「ふん！」

　困こん惑わくしている間に俺は胸むな倉ぐらを摑つかまれ、腹に一発食らってしまった。

　今度はヴォーガが両手の爪つめで猛もう攻こうを仕掛ける。しかし、ノーマッドの防戦に隙すきはない。素す手でで的てき確かくにヴォーガの攻撃を防ぎつつ、カウンターを入れていく。ヴォーガは苦戦している最中にも関わらず、へばってる俺に思し考こう通信を送った。

（ジン、今の奴やつはあらゆる攻撃を任意でその肉体に吸収する。隙を与えるな）

（そいつを早く言えっての！）

　そういやヴィーコンでもブリギットの機き銃じゆう掃そう射しやを吸収してたっけな。

　俺は気力を振り絞しぼり、もう一度戦せん線せんに戻る。ヴォーガに加か勢せいするように左隣どなりからレイ・ブレードを蜂はちのように何度も突き出す。俺とヴォーガの同時攻撃に、ノーマッドはまるで左右が別々の生き物かであるように器き用ように応戦する。それなら引き離すまでだ。ヴォーガの呼吸に合わせて、息を吐く。攻撃の手を緩ゆるめることなく徐じよ々じよにノーマッドの側方に移動する。俺が右。ヴォーガが左。素早く位置取りを変える。

　だが甘かった。攻撃視し野やが一八〇度分断されるや否いなやノーマッドはヴォーガの右腕の爪を砕くだき、その内の一本を素早くヴォーガの右腕に突き刺して腹を蹴けり飛ばし、翻ひるがえって俺のレイ・ブレードの刀身を右手で受け止めた。

「っ！」

　涼しい顔で何百度もあるビーム粒子の放出を握り込むノーマッド。ヴォーガの言った通りだ。奴にはレイ・ブレードが通用しない。

「なるほど。それが〝不ふ滅めつの手〟って奴か」

「無む駄だだとわかっていて、それでもその剣を使うか」

「俺は決めたんだ。こいつで必ずケリをつける。てめぇの一命をこの剣で斬り伏せる！」

「面白い。ならば相そう応おうの形で返してやろう」

　ノーマッドは意い味み深しんにもう片方の腕を俺に示した。ブレードに応戦しきれないと思っていた左腕。その末まつ端たんの手のひらが突とつ如じよ、高温を発しながら眩まばゆく輝き出した。

「っ！」

　強きよう烈れつな光に思わず目を伏せる。だが、その光に見覚えがあった。ノーマッドが左手から出ているエネルギー体を握り込むとそれは長さ一メートルほどの剣の形に姿すがたを変えた。

「……有りかよ。そんなの」

「さぁ、ケリをつけたいのだろう。かかってこい」

「ちっ……ってやぁ！」

　望み通りに俺おれは下げ段だんからブレードを切り上げる。ノーマッドの左手の剣がそれを弾はじき、すばやく頭部に向けて打ち込んでくる。すぐさま防ぼう御ぎよし、反対側に切り掛かる。弾かれるたび、斬きり返し、打たれるたび防いでまた斬り返す。二つの閃せん光こうが目まぐるしく交差しながら、相手の命に向かって何度も何度も飛び掛かる。

　傍はたからは互角のように見えただろう。けど奴やつの刺青いれずみだらけの顔に潜ひそむ笑えみを見抜けないほど俺もバカじゃない。奴にはまだ一寸ちよつとばかり余よ裕ゆうがある。

　そこを潰つぶすべく、腕に刺さった爪つめを抜き取ってヴォーガが舞い戻る。

　ポケットから二本のビームロッドを抜いてノーマッドの背後から殴なぐり掛かる。こちらはレイ・ブレードのようにビーム自体がロッドの形になるのではなく、ロッドの周りにビームが展開される仕組みになっている。ビーム兵へい器きが鉄を切り裂さく以上、相手と同じ土ど俵ひように立つほかない。目にも留とまらぬ速さで攻こう撃げきを繰り出す俺と、剛ごう腕わんを活いかした重い一発でたとえ防がれても相手の身体からだにダメージを蓄ちく積せきしていくヴォーガ。それでもノーマッドの表情に死への恐きよう怖ふが過よぎることはなかった。

　戦いは数の有利でこちらの攻こう勢せいかと思いきや、むしろ防戦一方。ノーマッドが一方にダメージを与え、もう一方と応戦。ダメージを食らった前者が戻ってくるころには、もう一方がダメージを負って床に膝ひざをつき、相あい方かたのピンチに頰ほおを叩たたいてまた舞い戻る。

　この繰り返し。

　埒らちが明かない。互いの呼吸の乱れを感じ、一いつ瞬しゆんヴォーガと目が合う。合あい図ずを読み取り、渾こん身しんの力を込めてノーマッドに切り掛かる。下から襲おそい掛かるように攻めるも容よう赦しやない足あし蹴げにあって転倒。地面を滑った。

「学習能力のない子どもだ」

　みっともなく床にへたり込む俺を睥へい睨げいするノーマッド。その一瞬の隙すきをついて、ヴォーガが両手のロッドで殴り掛かる。だがノーマッドにはその動きさえも読めていた。両腕を摑つかむと捩ねじるように開いてヴォーガの動きを封じた。

「お前もないらしいな」

「ぅ……」

「何度やっても同じだ、ヴォーガ。八年前とは違う」

「ふん、それはどうかな」

　ヴォーガの返しに被かぶせるようにわざとダウンしてみせた俺おれがノーマッドの背後からレイ・ブレードを突き刺す。ヴォーガには当たらぬよう、下から突き上げるように。手ごたえはあるように感じた。

　やった、と思った。

　ところがビーム粒りゆう子しの刃やいばはノーマッドの肉体に触れた途と端たん、右腕同様に消失した。

「……こっちもか」

「ウヌスを知らんようだな」

　ヴォーガの頭部に頭ず突つきを食らわし、続いて蹴けり飛ばしたあとでノーマッドは俺の首を左手で摑つかんで持ち上げる。

「ぐぅう、ああっ！」

「ウヌス人は生体エネルギーを捕ほ食しよくして生きる。相手の力を吸収し、己おのれの糧かてとして生きる。故ゆえに銀ぎん河が帝てい国こくはその他の民みん族ぞくを支配下に選んだ。我が同どう胞ほうたちの生体エネルギー源げんとして家か畜ちくとするためにな」

「……まるで吸きゆう血けつ鬼きだな……ニンニクでも……持ってくりゃよかった」

「貴き様さまには半分ウヌスの血が流れているようだが、その性質は受け継つがなかったようだな」

「ああ……その点に関しちゃ地球人の血に感謝だ！」

　俺は右手に握ったレイ・ブレードをケツのポケットに差す。ケツのポケットからベストの左ポケットに空間が繫つながり、飛び出したビーム粒子の刃がノーマッドの左手を突き刺した。

「ぐっ！」

　ノーマッドの左腕の肘ひじから下が床にぼてっと落ちる。

「っしゃ！」

　着ちやく地ちした俺は左腕を蹴って、追い打ちをかけるように残った左上腕も切り落とす。

「がっ！」

　緑みどり色いろの血液を滴したたらせながらよろめき後退するノーマッド。左腕からしか出力できないということはそこが弱点に違いない。そう踏んだ俺の読みは正しく思われた。奴やつもしばらく予想外の反はん撃げきに苦く悶もんの声をあげていたが、やがて苦痛に震えていると思われた肩が不ぶ気き味みな笑い声とともに上下に振れ始めた。

「ふふ……そうか。思い出したぞ、マグンか。確かに息子むすこだ。お前はマグンの息子だ」

　顔を上げ、ノーマッドは笑った。

　唇くちびるが割けるほど。紫むらさきとオレンジの配色もあってその笑えみはハロウィンの化ばけ物ものにも見えた。

「どういう意味だ」

「同じ間違いを犯す。いや、それ以上だ」

　ノーマッドが軍ぐん服ぷくのポケットから怪あやしいスイッチを取り出す。

　刺青いれずみの奥の瞳ひとみがヴォーガに注そそがれる。

　奴やつはヴォーガの右手の爪つめを砕くだいた。左手には手を出さずに。一度外され、爆ばく発はつ現場に放ほう置ちされたヴォーガの左腕……。

「ヴォーガ！　義ぎ手しゆをはず──」

　次の瞬しゆん間かん、ヴォーガの左腕が強きよう烈れつな光と音を伴って爆ばく散さんした。

「……」

　間に合わなかった。

　爆発はヴォーガの左半身を抉えぐり、削そがれた傷口には一いつ瞬しゆんにして炸さく裂れつした義手の破は片へんが次々と突き刺さった。虎とらの顔は半分焼け、ヴォーガは失った半身を抱くように地面に倒れた。

「…………ヴォーガッ!!」

　腰の抜けた俺おれは両手で這はうようにしてヴォーガの下へ駆かけ寄った。

　上半身を膝ひざに乗せるように抱きかかえ、何度も名前を呼んで身体からだを揺すった。まだ死んでいないというだけで唇くちびるからはか細い息がひゅーひゅーと漏もれ出た。大きな身体が呼吸をするたび赤い血が抉れた半身からどくどくと溢あふれ出す。

「ジン……ど……どこだ」

「ここにいるだろ、しっかりしろ!!」

　虎とらの目が虚うつろに宙ちゆうを見つめる。その瞳ひとみに俺の姿すがたは映らない。

「ああ……そこか」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……すぐに……すぐになんとかしてやるから」

　なんとかって、どうすりゃいいんだよ。穴の開いたボートみたいに押さえても押さえても血が溢れて止まらない。左半身のあちこちから漏れてどこを止血すればいいのか見当もつかない。ポケットから包ほう帯たいや消しよう毒どく液えきを引っ張り出しても、どうにもならない。ただ無力なことを知らしめるように治ち療りよう道具があちこちに散乱する。

「……俺のことはいい……やつを」

「よくねぇ！　あんたがいないと俺は……俺はっ！」

「大丈夫だ……お前はもう」

「もう喋しやべんな！　一いつ緒しよに生きて帰るぞ！」

　両手の中から離れてしまいそうになるヴォーガの意い識しきを懸けん命めいに繫つなぎとめようとする一方、ノーマッドは切断された左腕を押さえながら、展望ブリッジの窓の傍そばに立ち、クワントールの上空に漂ただよう一いつ隻せきの船の姿を指さした。

「生きて帰るか……帰ったところで下があれではな」

「……」

「たった今、味み方かたの船が三隻、クワントールの星せい都とを制せい圧あつした。ローダーズパイプもだ」

「……ローダーズ……パイプ」

　星都の街並みがフラッシュのように蘇よみがえる。金色に聳そびえるパイプの城しろとクラシックな古い建物と軌き道どうエレベーター。砂じや利りを敷しいたアパートの屋おく上じようから見た景色けしき。馬ば鹿かな真ま似ねをして俺おれを引き留めた、ちょっとイカレた王おう女じよ。爆ばく心しん地ちで触れた額ひたい……。

「あの娘むすめも無ぶ事じでは済むまいな」

　ほとんど反射的に俺はベストのポケットから爆ばく弾だんのスイッチを抜いた。女じよ王おうから提てい供きようしてもらった一等威い力りよくの高い爆弾の発火装そう置ち。スリーピース号に積んでおいた切きり札ふだだ。

「今すぐ攻こう撃げきを止めさせろ。さもないとこの船もろとも吹っ飛ばすぞ！」

「スリーピース号の自じ爆ばく装置かなにかか」

「そういうことだ」

　安全装置を外し、いつでもボタンを押せるように指をかける。

「このギャラクシー・セイリスを沈めるだけの火力はあるらしい。だが、俺の身体からだは惑わく星せいひとつを滅ぼす爆弾のエネルギーでさえ吸収し、己おのれが生命力に転換できる。たかがギャラクシー級の戦せん艦かんを滅ぼす程度の火力では俺を滅ぼすには足りん」

「……んなのデマだ」

「試してみればわかる」

「これ以上クワントールに手を出せば、ヴァーミリオンは手に入らないぞ！」

「自分の方が上うわ手てだと思っているのか。まるでマグンと一いつ緒しよだな」

「親父おやじと？」

「あいつもそうだった。家族を守るために、俺の下へ無む謀ぼうにも進み出て、命を落とした。あのときお前たちが取るべきだった最良の方法を教えてやろうか」

　最良の方法。この八年間、ずっと考え続けてきた問いに俺の口は自然と答えを求める。

「……なんだよ」

「逃げればよかったのさ」

「……」

「家族仲良く宇う宙ちゆうの果てに逃とう亡ぼうすればよかったのさ。できなかったのは連れん合ごうへの疑念と俺への執しゆう着ちやくを捨て切れなかったからだ。お前も同じだ。素直にヴァーミリオンを持ってあの娘と共に逃げていれば、俺はクワントールには見向きもせずお前たちを追っただろう」

「でたらめだ」

「愚おろかだ。お前の父も母も」

「親父のことはいい……まだな」

　虫の息のヴォーガをそっと寝かせ、俺は再度レイ・ブレードを握って立ち上がる。

「でも……母かあさんのことだけは言わせねぇ！」

「お前も同じ血を引いたようだ。愚か者のな。言っておくが俺は受けた借りは必ず返す。じっくりと計画を練ってな。ギャラクシー級一いつ隻せきを失った借りを、俺が死んだお前にどうやって返すと思う？」

「知るかよ！」

「簡単なことさ。お前が思い出させてくれた」

「……なにを」

「妹のことを。シイカとか言ったな」

「っ！」

「あの娘むすめもまたウヌスの血を宿している。彼女の生体エネルギーもいただいて──」

「あいつには、指一本触れさせねぇ!!」

　ブレードを伸ばして、俺おれはノーマッドに突とつ進しんした。

　斬きる。ぶった切る。肉片も残らないくらいに切って斬って、切り刻む。

　こいつをこの部屋から一歩も外に出しちゃいけない。こいつにこれ以上息をさせちゃいけない。痛みと苦しみと恐きよう怖ふと絶望と後こう悔かいと懺ざん悔げを感じさせる一いつ瞬しゆんの隙すきもない。こいつに与えるべきはひとつだけ。与えていいのはひとつだけ。

「殺す!!」

　死、だけ。

　ただその一いち念ねんで剣を振るう。今まで以上のスピードで迫るブレードにノーマッドがやや翻ほん弄ろうされた顔色を見せる。いける。狙ねらうは左腕の切断面。

「フンっ！」

　しかし、俺は気付かなかった。露ろ出しゆつした弱点は俺の攻こう撃げきを一点に絞しぼらせるための罠わなだと。狙って放った一いち撃げきはあっさりかわされ、俺は右腕を取られた。

「がぁあああああ！」

　関かん節せつを外され、焼けるような痛みが襲おそう。

「マグンもお前と同じようなことを言った。家族には指一本触れさせないと。だが、どうだ。こんなにも簡単に手が届く」

　ノーマッドはそう言うと俺の右手に力なく握られたレイ・ブレードを摑つかみ、直接内部に充じゆう塡てんされたエネルギーを食らい始めた。

　吸収したエネルギーの量に応じて、ノーマッドの刺青いれずみが一層激しく発光する。それはまるで血液のように斬り落とされた左腕の傷口に向かって刺青を辿たどって集まっていくと、吸収したビーム粒りゆう子しの光を放出しながら、ある形を成し始めた。

「なっ……に」

「こういうこともできる」

　光る腕。

　ビーム粒子でできた腕がまるで本物のそれのように関節を曲げ、五ご指しを開く。

「敵のやり方で答えるのが俺の主義だ。あらゆる攻撃を甘んじて受け、敵に同じ総量だけ与える。お前にはこれが一番だろう」

　ノーマッドの右手が俺おれの頭を摑つかんで大だい理り石せきの床に押し付ける。ビーム粒りゆう子しで形成された左腕を真上に翳かざしながら。

　帝てい国こくに殺された異い星せい人じんたちの化か石せきは俺の末まつ路ろを暗あん示じしているように見えた。

「ヴァーミリオンを渡せ。今ならまだ彼らとは別の道を歩める」

「ぐぅ……」

　冗じよう談だんじゃない。

　こんなところでくたばってたまるか。俺にはまだシイカが、ワンダが、リズが……。

　そのときだった。

　虎とらの咆ほう哮こうが耳じ朶だを打ち、突とつ風ぷうが俺の真上を吹き抜けたかと思うとノーマッドの身体からだが展望ブリッジのウィンドウスクリーンに激げき突とつし、電子回かい路ろが火花をあげた。

「ヴォーガ？」

「……久しく見たな、その姿すがた」

　不ふ意い打うちを食らったノーマッドが不ふ愉ゆ快かいそうに乱れた軍ぐん服ぷくを正して、立ち上がる。

　俺は右腕を庇かばいつつ、前を見た。

　大理石をも粉ふん砕さいする勢いで一頭の化ばけ物ものが立っていた。三つ揃ぞろいのスーツを引き割いて露ろ出しゆつした黄色い体毛を備えた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体。逆三角形の上半身を猫ねこ背ぜに折って、しなやかに足を一歩前に出す。突き出た顎あごから二本の牙きばが伸び、その目は三み日か月づきのように鋭く研とぎ澄すまされ、ただ一点に目の前の獲え物ものだけを見つめる。

　ただし左腕はなく、潰つぶれた左半身からはまだ血が噴ふき出ている。

「……ヴォーガ」

　八年ぶりに見る真の姿──ドゥオ人の所以ゆえんたる獣じゆう化か姿のヴォーガがそこにいた。

「グルゥルルルルルルルッ!!」

「文明人としての言葉を放ほう棄きしてまで。では、貴き様さまにも相そう応おうの形で返してやろう」

　万ばん全ぜんの状態ならいざ知らず、満まん身しん創そう痍いでの獣化形態は身体にかかる負ふ荷かがあまりに大きい。

　傷口も塞ふさがってないのに……。

「ヴォーガ、やめろ！」

　制止の声はむしろ死し闘とうの合あい図ずになった。

　ヴォーガがノーマッドに突っ込んでいく。熊くまほどの体長を有するヴォーガの突とつ進しんにさすがのノーマッドも為なす術すべはなかった。ヴォーガの牙がノーマッドの身体を捕とらえる。しかし、ブリギットの実じつ弾だんを体内に取り込んだように、それ自体は大したダメージにならない。牙は肉体に深くささるも、逆にノーマッドの急速な治ち癒ゆ能力に巻き込まれ、飲み込まれるほどだ。ヴォーガもそれは承しよう知ちだ。取り込まれる前に、反対側の天てん井じようまで吐き飛ばした。

「！」

　天てん板ばんが砕くだけ、俺たちが出てきた二階部分に落らつ下か。すぐさま追つい撃げきするヴォーガ。左半身の傷口から血ち飛沫しぶきをまき散らしながら、右腕と後ろ足で階段を駆かけ登る。猛たける獣けものの声が悲鳴のように聞こえた。起き上がり、ビーム粒りゆう子しの腕を翳かざして構えるノーマッド。しかし、そんなことで獣じゆう化かしたヴォーガは怯ひるまない。

　ビーム粒子の腕ごと食らいつき、押し倒し、胸元に爪つめを突き立てる。ビーム状の腕を根ね本もとから嚙かみ千ち切ぎろうと頭を振るう。

「フッ！」

　ノーマッドの刺青いれずみが嚙みつかれた左腕に向かって光を集め、煌きらめく。

「ヴォーガ！」

　爆ばく発はつ。閃せん光こうが視し界かいを焼く。

　目を開けたときには、もう声も出なかった。

「……」

　ヴォーガの牙きばが砕くだけ、下顎あごが裂さけ、口から白い煙を吐く。

「ガッ……ヒュ……ヒュ……」

　首はかくかくと凭もたれ、今にも二本の脚あしは折れて倒れそうだ。

　闘とう志しだけがヴォーガの形を支えていた。

「ノーマッド、もう止めろ！　てめぇの相手は俺おれだろうが！」

「まだだ。相そう応おうの形で返すと言った！」

　無くなったはずのノーマッドの左腕がまた別の形で再生する。

　今度は剛ごう腕わんで毛深い。それもまた見覚えがあった。

　遠い昔、ヴォーガが失ったもの。ノーマッドに取り込まれた八年前の左腕。鋭い四つの爪を伸ばすかつての自分の腕に目を奪うばわれ、ヴォーガの動きが完全に止まった。

　爪がヴォーガの心しん臓ぞうを貫つらぬいた。

「どうだ。自分の失なくした腕に殺される気分は？」

「ヴォ──────ガッ！」

　獣化した重い身体からだを支え切れず、虎とらは欄らん干かんを壊こわして落らつ下かした。

　わずか数メートルの間に身体は元の大きさに縮み、大だい理り石せきを叩たたき割るころにはさっきよりももっとむごい形を晒さらした。

　俺は気付くとヴォーガに駆けよってた。

　潰つぶれた左半身に、色を失った瞳ひとみ。くだけた牙。耳に俺の声が届いたのか。肌はだが俺の体温を感じ取ったのか。辛かろうじて残った下顎が動いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ……これくらいは……わけない」

「喋しやべるな、ヴォーガ……わかってる。あんたはこれくらいでやられたりしない……だから」

　手探りで止血する手をヴォーガがさらりと払う。その手にかつての力はもうない。

「すまん……お前の言う通りだ……俺は……ずっと」

「だから、喋しやべんなっつってるだろ！」

「逃げてた……俺おれが……間違ってた……もっと早くに気付く……べき」

「間違ってるもんか！　あんたは俺やシイカのためにやったんだ！　何ひとつ間違ってるもんか……あんたが間違ってたら、俺が生きてることも間違いになっちまうだろ！　んなわけねぇんだよ！　あんたのおかげで生きてんだ……間違ってるなんてことねぇんだよ！」

「よく……喋るなぁ……まぁ、おかげで…………一人でも」

「俺を一人にすんな！　あんたがいねぇと……俺は！」

　不ふ意いにヴォーガの右手が俺の頭に添えられる。そして、いつかと同じ台詞せりふをはく。

「いいか、ジン。お前はもう立りつ派ぱな男だ……この先、何があっても──」

「──っ！」

　唐とう突とつにヴォーガの言葉は、ノーマッドの爪つめによって切り裂さかれた。

「あ……あ……ヴォ、ヴォーガ……」

　ノーマッドは二階から飛び降りた勢いのまま、ヴォーガの喉のどに爪を突き立て、絶ぜつ命めいしたのを見て引き抜いた。

　広がっていく。俺の足あし下もとに、ヴォーガの血だまりが、広がっていく。

　俺の頭に添えられた右手がだらんと床に垂たれ下がる。力を失った身体からだは重さを増して、俺の膝ひざの上に圧のし掛かる。

　重く、重く。心しん臓ぞうは動どう悸きせず、一切の活動をやめて。

　溢あふれる血が。

　俺を、飲み込んでいく。

「聞くに堪たえんな。かつての英えい雄ゆうが、憐あわれなものだ」

「！」

　自分でもわかってた。

　ヴォーガのスーツからレイ・ブレードのビームパックを抜くときも、ノーマッドがそれに応じて左手でビーム粒りゆう子しを束たばね、二つの剣が激しくぶつかり合った瞬しゆん間かんも。怒りに任せて無む軌き道どうな反はん撃げきに出ることがどれほど無む謀ぼうなことか。

　愚おろかなことか。

　俺にだって、わかってた。

　でも、どうしようもない。自分で自分をコントロールできない。

　猛たける血が皮ひ膚ふの内側で沸ふつ騰とうし、肉体を激情に駆かられるまま前へ前へと突き動かす。この目に映るのはブレードが激げき突とつするたびに閃せん光こうのように浮かぶノーマッドの顔だけ。俺の攻こう撃げきは何一つ奴やつの肉体に届かない。その舐なめた微笑ほほえみを脅おびやかすこともなければ、ほんのわずかの焦しよう燥そうを滲にじませることもできない。

　獣けもののように食らいつき、がむしゃらにノーマッドにブレードを振るう。

　殺意だけを武ぶ器きに、斬きりかかる。

　でも、どんな動きもノーマッドに読まれた。

　どんな攻こう撃げきも躱かわされた。

「つまらん…つまらんぞ。ジン・カツヒラ」

　いまやノーマッドの一部と化したヴォーガの左腕が胸を打つ。

　皮ひ肉にくだった。

　宙ちゆうに吹き飛ぶ間、あらゆる言葉、あらゆる場面がフラッシュバックした。

　二人で戦ったこと。怒ど鳴なり合いの喧けん嘩かをしたこと。飯めしを食ったこと。飯が食えなかったときのこと。燃ねん料りようが底をついて漂ひよう流りゆうしたこと。大たい金きんを手にして浮かれた日のこと。その翌日に性しよう悪わる女に騙だまし取られて二人して痛い目にあったこと。はじめての失敗。はじめての成功。はじめての仕事。厳きびしい修しゆ行ぎよう時代。はじめてカレーを作った日のこと。弟で子し入いりを懇こん願がんしてハーバーに居座った日々のこと。

　すべての記き憶おくに共通して、あの言葉が脳のう裏りを過よぎる。




　──感情を抑えて、状況を見極めるんだ──




　わかっていた。荒ぶる感情の炎ほのおに逆らえない未み熟じゆくな自分を。わかっていたって、どうしたらそんな自分を律りつせるのかだけがわからなかった。

　気が付けば結果はいつも同じだった。

　暴ぼう走そうの浅はかさを見破られ、反はん撃げきされ、床に沈む。

　大だい理り石せきに突っ伏した俺おれの下にノーマッドの親しん衛えい隊たいらしき連れん中ちゆうがやってきて、ビームガンを手に取り囲む。紫むらさき色の軍ぐん服ぷくに目元を覆おおうサンバイザー。白い肌はだと唇くちびるから覗のぞく犬歯。ノーマッドと同じ帝てい国こくのウヌス人だ。

「……」

　俺を捕とらえるために二人がビームガンを下ろして、両脇わきから俺の両腕を押さえる。

　振り払って、目の前に落ちたレイ・ブレードを蹴けりあげる。空中でキャッチして、そのまま左右の二人に斬きりつける。慌あわてふためく親衛隊。向けられるビームガンの銃じゆう口こうを流れるような剣けん捌さばきで切断し、紫むらさき色の戦せん闘とう服ふくを蹴とばして、ただ目もく標ひようの一点に向けて駆かけ寄る。

「ノ────────マッドォオオオオオオオオオオオ!!」

　無む謀ぼうにも盾たてとなった親衛隊を切り伏せ、奴やつの顔面に向け、ブレードを突き出す。

　が、あと一歩というところで切きっ先さきが止まった。

「…………ッ」

　焼けるような痛みが脇わき腹ばらから広がる。見るとノーマッドの左手がその鋭い爪つめを俺の身体からだに突き立てていた。よりによってヴォーガの爪で、俺の抵てい抗こうは終わった。

「ウッ……！」

　闘とう争そう心しんが底をつき、俺おれは再び反はん乱らんの歴史たる大だい理り石せきの上に激げき突とつするように倒れた。

「見えるか、マグンの息子むすこよ」

「……」

　俺の目はとっくに何も見ちゃいなかった。色や形を認にん識しきするだけで、何も感じない。大理石の上でゆっくり冷えていくヴォーガの軀むくろを見つめても涙ひとつ出てこない。そんな俺の頭を鷲わし摑づかみにして、ノーマッドは無む理り矢や理り俺にウィンドウスクリーンの映えい像ぞうを見せた。

　燃え盛る星せい都とラスタニア。逃げまどうクワントール人たち。

　混乱の極みのローダーズパイプ。

　そして、後ろ手に手て錠じようを掛けられた長い髪かみの毛を引っ張られるようにしてなお、カメラの前で不ふ屈くつの反はん抗こう心しんを見せるリィズ・ソングマールの姿すがたを。

「…………リズ」

「彼女は惑わく星せい創そう造ぞう学の優ゆう秀しゆうな研究者であり、父親同様クワントールの星作りの才能を色濃く継ついでいる。我々の計画はヴァーミリオンと彼女の両方があってはじめて達成する。二人で逃げればいいと言ったのはそういうことだ」

「……」

「貴き様さまがヴァーミリオンを渡さんということであれば、俺はお前を生かしたままお前の妹を拉ら致ちし、考えうる限りの絶望をお前に与える」

「……」

「さぁ、問おう。半人前よ。マグンと同じ道を歩むか。それとも我が軍ぐん門もんに降くだるか」













　第四章　レッツ・ドゥ・ザ・タイムワープ・アゲイン







　八年前。虹にじ色いろのスペース・マイグレーションを行く一いつ隻せきの船。敗走の船。その船の名前はとっくに忘れちまった。

　なにしろあのときはあまりに多くのことが起こりすぎた。

　はじめての異い星せい人じん。はじめての宇う宙ちゆう船せん。はじめて見る地球の全景。はじめてのワープ。はじめての敗はい北ぼく感。絶望。

　そして何より、はじめての家族の死……。

　シイカが泣きつかれて眠ったあとも九歳さいの頃ころの俺おれは色んな感情が頭の中や腹の底で渦うず巻まいて、高ぶってしまった神しん経けいを落ち着かせる術すべも知らず、ウィンドウスクリーンに映る虹色のトンネルを眺ながめていることしかできなかった。

　あの時の俺も、何も見つめちゃいなかったと思う。これ以上何も見たくなくて、けれど眠ってしまうことはできなくて、考えることを放ほう棄きすることで目に映るすべてのものが持つ意味を無視した。

　涙は頰ほおの上で干ひからびて塩になっていた。充血した目がかゆくて何度も何度も搔かいた。

　ヴォーガはしばらく俺に関わることもなく操そう縦じゆう席せきに籠こもっていた。

　地球から外宇宙への渡りにはいくつもの恒こう星せい系けいを挟んだ。決して来ることのない朝を進み、永遠と思える夜をまたいで逃とう走そうは何日も続いた。

　地球を出て八日目のことだ。

　一二回目のスペース・マイグレーションを終えたところでファイヤーブラッドの追跡部ぶ隊たいが襲おそってきた。いつも以上に激しい戦せん闘とうだった。けれど伝でん説せつの英えい雄ゆうはいつもギリギリのところで敵を撃げき破はしてみせた。決して万ばん全ぜんの装そう備びではない船で、相手の船の欠点を突きながら、アクロバッティックな飛行テクニックで宇宙戦を制した。

　オリオン座のひとつを形成する恒星の光をバックに敵の戦せん艦かんがぼうぼうと燃えていた。無む心しんで見つめていると操縦席から戻ったヴォーガがはじめて俺に話しかけた。

「次の渡りで、連れん合ごう軍ぐんと合流できる。おそらく今ので戦闘は最後になるだろう」

「……あの船にあいつは乗ってたの？」

「ノーマッドか？　いいや、あいつは俺たちが疲ひ弊へいするのを待っている。充分に絶望を味わった上で、生き血を吸おうと企たくらんでいる。だが、そうはさせない。お前たちを連合軍に預けたら俺はノーマッドを追う。マグンとの約束を果たして、お前たちを守る」

「……」

　俺おれたちを守る？　母かあさんも守れなかったのに？　それが当時の生なま意い気きな俺の率そつ直ちよくな思いだった。でも、すぐにそれは自分に跳ね返ってきた。親父おやじとの約束を守れずに、母さんを死なせてしまったのは自分だと。

　早く、一いち人にん前まえになりたかった。

　誰だれかに守ってもらわなきゃならない、お荷物な自分を一日でも早くぶち殺して、一人前の立りつ派ぱな男になりたかった。

　それを思うと勝かつ手てに目ま蓋ぶたが熱くなって、鼻水が出て、涙が止めどなく溢あふれてきた。なんてみっともない。そう思えば思うほど止まらなくなって、唇くちびるを嚙かんで必死に堪こらえているとヴォーガが俺の頭に左手を乗せて、言った。

「いいか、ジン。お前は立派な男だ。しかし、いくら立派な男でも喪そう失しつからは無む縁えんではいられない。失ったときこそが肝かん心じんだ。立てるか、立てないか。お前はどっちだ」




　八年後。ノーマッドにヴァーミリオンを引き渡すと、奴やつは俺からベストやスラックスはもちろんシャツやパンツもはぎ取って、裸はだかのまま一本のパイクの棒ぼうに括くくりつけた。案か山か子しも同然の姿すがたを見上げながら、ノーマッドは満足気に告げた。

「貴き様さまの処しよ分ぶんが検けん討とうされた」

　奴は言った。どうやら奴の上には複数いるらしい。

「貴様は我がファイヤーブラッドの旗き艦かんに送られ、皇こう帝てい陛へい下かに献けん上じようされることになった。貴様には二度のワープを経て、我々が拠きよ点てんとする小しよう惑わく星せい帯たいに行ってもらおう。そこで特別にヴァーミリオンが炸さく裂れつする様さまを見るがいい。俺はセイリスで連れん合ごうの本ほん拠きよ地ちへ向かう。そう、惑星クロスロードだ。陛下の御お膝ひざ元もとで、あの醜しゆう悪あくなる恒こう星せい系の最さい期ごを眺ながめるがいい」

「っ！」

　惑星クロスロード星せい系けい。外宇う宙ちゆう連合の本部がある場所。三つの衛えい星せいも。ブルーの病院にはシイカが入院してる。

「っ！　っっっっ！」

　口に猿ぐつわのようなものを嚙まされ、唸うなり声しか出ない。

「その後でもう一度会おう。なに、最後には協力の意い思しを見せてくれたのだ。苦痛を長引かせるようなことはせんよ。ショーまであと二時間だ。せいぜい心の底から楽しめるように気持ちを切り替えることだな」

「っ！」

「ふん、やはり半人前だ。純じゆん血けつの我々とは似ても似つかん。下等な生き物だ」

　そんな捨て台詞ぜりふを最後にノーマッドは俺の身み柄がらを表おもて向むきグランスラー宇宙立大学の自じ治ち軍ぐんが所有する戦せん艦かんターセルに移した。これから俺は帝てい国こく残ざん党とうファイヤーブラッドが根ね城じろとしている最果ての小惑星帯まで移送されるらしい。ターセルは俺が乗船するとすぐさまスペース・マイグレーションに入った。

　リズとヴァーミリオンを手にしたノーマッドはギャラクシー級戦せん艦かんセイリスで惑わく星せいクロスロード星せい系けいに向かった。

　目的はひとつ。クロスロード星系には外宇う宙ちゆう連れん合ごうの本部がある。

　奴やつは新たな宇宙の中心を帝てい国こくの母ぼ星せいとして書き換えようとしているらしい。クロスロードの衛えい星せいにはシイカが入院している衛星ブルーがある。ヴァーミリオンが起き動どうすれば、シイカは確実に爆ばく発はつに巻き込まれる。有ゆう機き体たいのリングに飲み込まれて、新しい惑星が誕たん生じようするまで自じ我がを抱えたまま、声なき悲鳴を上げ続けることになる。

　奴の告げたヴァーミリオンの投とう下か時間まであと一時間と少し。

　ターセル艦内の捕ほ虜りよ収しゆう容よう所じよに運ばれてきた俺おれは両手両足を鎖くさりに繫つながれたまま、檻おりの奥の冷たい床の上に投げ込まれた。収容所はバームクーヘンの一いつ片ぺんみたいな形をした独どく房ぼうがいくつも並んで円を成してる。中央には看かん守しゆが二人いてビームガンを手に任務に従事している。

　一人は植物人間。もう一人は犬みたいな顔をした獣じゆう人じんでときどき欠伸あくびをかいて退たい屈くつそうにしている。帝てい国こく兵へいといや、一つの思し想そうと一つの規き律りつの下に統とう率そつのとれたエリート集団だって聞いていたけど、目の前にいるそれはどうもその一つの規律が緩たるみまくって見える。

　それもそうかもしれない。かつて銀ぎん河が帝国を率ひきいたウヌス人は酷ひどく選民思し想そうの強い連れん中ちゆうだったらしいが敗戦とともに連合軍に粛しゆく清せいされ、今は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆにも等しい。残ざん党とうとして活動するにはかつての思想をかなぐり捨ててでも他民みん族ぞくを取り込むしかない。ノーマッドだけはウヌス本来の血にこだわっていたみたいだけど。

　本来の血。俺には親父おやじやノーマッドと同じウヌスの血と、母かあさんと同じ地球人の血が半分ずつ流れている。ヴォーガには人と獣けものの血が半分ずつ混じり合って、それがドゥオ人というひとつの血となって流れてる。そして、リズには星作りの民たみの血が。

　ノーマッドの目的はヴァーミリオンで外宇宙連合の本ほん拠きよ地ちである惑星クロスロードを含む恒こう星せい系けいすべてを破は壊かいし、帝国の新たな母星となる惑星を再建すること。だからこそ奴はヴァーミリオンだけでなくリズの身み柄がらも欲した。惑星創そう造ぞう学がくの研究者であり、思い通りの星を作ることのできるリズの才能はこれから死ぬまで帝国に利用され続けることになる。

　もっと広い世界を見てみたい。もっと自由に生きてみたい。彼女の願いは永久に失われることになる。

『必ず戻ってきて』

　あのときの彼女の表情が忘れられない。はじめは母さんとだぶってると思ったけど違った。むしろ逆だ。あれは幼い日の俺だ。俺たちを逃がすために犠ぎ牲せいになろうとした母さんに、俺が向けたであろう顔だったんだ。

『必ず戻ってきて』

　でも、母さんは帰ってこなかった。親父と同じように。

　自分を守るために誰だれかを差し出したくなくて、でもやったことは立場を自分に置き換えただけだった。同じ悲劇を繰り返したくなければ、俺おれだけは絶対に約束を守らなきゃいけない。

「……」

　収しゆう容よう所じよの暗さになれて、次第に他の檻おりの様よう子すがわかるようになると正面の檻の中に裸はだかのブリギットの背中が見えた。電でん源げんを落とされ、他の仲間と一いつ緒しよにまるでガラクタのように折り重なって放ほう置ちされている。彼女たちを目覚めさせれば、まだ勝しよう機きはある。

　幸い俺の両手両足を縛しばっている鎖くさりは牢ろう屋やの床や壁自体には繫つながれてない。だが地球にあるような鎖と違って質量がずしりと重いから、素早い動きは難しい。檻の中に誘い込んだりして看かん守しゆの一人を運よく気き絶ぜつさせられたとしても、もう一人の相手は難しい。逃げられるか、反はん撃げきされればこちらに勝ち目はない。失敗すれば、さらに厳重な拘こう束そくを施ほどこされる可能性もある。

　脱だつ獄ごくするなら、一度。

　その一度のチャンスを無む駄だにしないだけの確実性がいる。

　どうする。焦あせりとともに、ノーマッドへの怒りと憎にくしみが頭の中を無駄に満たしていく。

　落ち着け。感情を抑えて、状況を見極めるんだ。

　俺の房ぼうから一〇時の方向に牢屋ではなく蜂はちの巣すみたいな複数の六角形で構こう成せいされた壁が見える。ここに放り込まれる前、俺の着ていたベストやスラックスが同じく六角形の形をしたボックスに詰め込まれるのを見た気がする。鍵かぎは二人のうちのどちらか。もしくは両方が持っているのだろう。植物人間と犬顔の獣じゆう人じんの首元を確かく認にんする。鍵らしいものは見当たらない。代わりにアンバー岩がん石せきのペンダントをしているのが見えた。咄とつ嗟さにあるアイデアを思いつく。

　俺は賭かけに出た。

「……ねぇ……か……仇かたきを取って見たく……ないっすか？」

　暗がりの奥から囚しゆう人じんに喋しやべりかけられ、看守の帝てい国こく兵へいは睨にらみをきかすように振り返った。

「なんだ。なんか言ったか」

「その胸のアンバー岩石……ザンダー将しよう軍ぐんの部ぶ隊たいにいた印しるしでしょ」

　看守の反応を窺うかがいながら、一ひと言こと一言。慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「カスパー・ローラと言った方がいいかな。彼を殺した賞金稼かせぎたちのことを知ってますよ」

「なんだと？」

　首だけを振り向けていた犬顔の看守が身体からだごとこちらに向ける。

「どうしてお前みたいなのが将軍のことを知ってる」

「聞いたからですよ。彼を討うった賞金稼ぎたちから。連れん合ごう軍ぐんのザンダー将軍は実は銀ぎん河が帝てい国こく残ざん党とうのカスパー・ローラで、戦後一六年連合軍に潜せん伏ぷくしながら、若くて有能な兵へい士しを次々と残党に引き抜いてたってね」

　若くて有能、と言われて悪く思うやつはいない。少なくとも犬顔の看守は俺の話に食い付きの良さを見せた。

「お前、将しよう軍ぐんを殺した奴やつらのことを知ってるのか」

「もちろん」

「おい、あまり囚しゆう人じんと長話するな」

　植物人間が俄にわかに警けい戒かいを強め始める。というよりは実直なのだろう。犬顔の獣じゆう人じんはかまわず俺おれの牢ろうにガタガタと椅い子すを近づけてきた。俺は話を続けた。

「カスパーを殺やったのは賞金稼かせぎの間でも評ひよう判ばんの悪い二人組でね。一人はカレー好きな……元軍ぐん人じんの獣人で、もう一人はクソ生なま意い気きなガキなんですよ」

「名前とアジトは？」

「アジト……そう、それについてなんですけど……なんていったかなぁ」

「教えろ！」

「止よせ」興こう奮ふんする犬顔の獣人を抑えるように植物人間は言った。

「奴は俺たちに牢ろうを開けさせる気なんだよ」

「とんでもない。俺は牢ろう屋やに入ったままでいい。皇こう帝てい陛へい下かとやらの前に連れて行かれても大人おとなしくしてる。でも、あいつらにだけは仕返しがしたい」

「なら、そいつらの名前を言え」

「荷物を触らせてくれれば、いくらでも」

「ほらな」犬顔の胸を小こ突づいて、植物人間は立ち上がって俺の房ぼうの前に来る。

「その手は食わんと言っただろ。荷物の中になにかあるんだ。すぐに調べよう。『あいつら』とやらと知り合いなら、デバイスに履り歴れきが残ってるはずだ」

「あいよ」

「おい……ちょっと待てよ」

　俺が焦あせりを顕あらわにすると植物人間は嬉き々きとしてロッカーに手をかけた。

「勝かつ手てに俺の荷物に……ちょっと、止めろ！」

「ふん。本性を見せたぞ。俺が見張っとくから、お前が中を探れ」

「止めろっつってんだろ！」

　俺の必死の叫びも虚むなしく、犬顔の看かん守しゆが囚人の荷物を管理しているロッカーから六角形の細長いボックスを引き出す。ロックを解除して、開けるなり犬顔の毛深い手は俺の一いつ張ちよう羅らのベストを引っ張り出した。

「俺のベストに触んじゃねぇ！」

「早く中を探れ！」

「おい！　やめろ。勝手に触ったりしたら……その……爆ばく弾だんが！」

「見え透すいた噓うそを。いいから奥に下がってろ！」

　植物人間が銃じゆう床しようで俺の腹を突く。

　ベストのポケットに手を伸ばす犬顔の看守。奴がポケットに手を入れる。懸けん命めいに「止めろ」と叫び続ける俺おれ。毛だらけの手がベストのポケットに隠かくれた次の瞬しゆん間かん、防犯装そう置ちが作動し、犬顔の獣じゆう人じんは気き絶ぜつして倒れた。

「おい、どうしたんだ！」

　振り返る植物人間。隙すきをついて、俺は腹にめり込んだビームガンを思いきり引っ張ってトリガーを盗ぬすむと、動転した植物人間の心しん臓ぞう目め掛がけてビームを撃うち込む。立て続けに三発。絡みついた蔓つるを完全に断ち切って、さらに気絶した獣人にも撃つ。

　獣人の腰に鍵かぎ束たばが見えた。ビームガンの銃じゆう身しんじゃとても手た繰ぐり寄せるのは難しいが、奴やつが手に持っているベストならなんとかなる。格こう子しの間から手を伸ばして銃じゆう口こうの先にベストの袖そでを引っかける。なんとか引き寄せ、ポケット越しに獣人の腰から鍵束を奪うばい取る。房ぼうの入口に差し込んでなんなく開かい錠じよう。鎖はビームガンで焼き切った。

　薪まきのごとく燃える植物人間の軀むくろにポケットから抜いた消火剤を吹きかけて、ボックスに入った服に袖を通す。血だらけ、皺しわだらけ、埃ほこりまみれのシャツとパンツ。スラックスにベスト、ネクタイを結んでブリギットの横たわる牢ろうに鍵を差し込む。檻おりに入ってるときにはわからなかった俺の入っていたとこ以外の房はひとつにつき六体から七体の、活動休止状態のグレイロイドがまるでマネキンのゴミ捨て場みたいに無む造ぞう作さに積まれてた。

　まずはブリギットを起こさないと。

　俺は裸はだかのグレイロイドを前に電でん源げんのスイッチを探った。グレイロイドのスイッチを探すがうなじの下や耳の裏、鼻のてっぺんや奥歯、腕のパネルや腰の後ろ、足の付け根まで色々探ってみたがそれらしいものがない。そもそも飼い主からの独立を目め指ざしたグレイロイドに外から干かん渉しようできるスイッチなんてあるのか、と疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。参まいった。せっかくそこらの房に総勢四六人の助すけっ人とがいるってのに目を覚ます手立てがない。まさか、口づけじゃないよな……と考えてふと邪よこしまな考えが過よぎる。確かく認にんしてないスイッチと言えばあそこにしかない。

「……ごくり」

　目覚めたらパンチの一発は覚かく悟ごしとくか。

　俺は目を瞑つむってスイッチに指を伸ばした。まるで電気が走るみたいにブリギットの肉体が腰を中心にざわざわっと蠢うごめく。まるで肩を揺すって起こすみたいにブリキの姫ひめ君ぎみは眠い眼めをこじ開けて目を覚ました。

「……ここは……ツー、ピース？」

　早さつ速そく、俺に気付いた。ここら辺の立ち上がりの早さはさすがコンピューター。人間よりも早い。あまりに早すぎて俺が「よぉ、元気か」と挨あい拶さつを交わそうと片手を上げる間もなく、すべての事じ態たいを察さつ知ちしたブリギットの拳こぶしが俺の顔面に炸さく裂れつした。

「ぼふっ！」

　無表情で一発。仕方ない。ロボットとはいえ、ご婦ふ人じんのいけない場所に手を──、

「ぼふっ、ぼふっ!!　ちょ、まっ、ふがっ!!」

　さらに顔面に二発と腹に一発食らって、俺おれは鼻血を散らしてダウンした。

「おはよう。ジン」

「お……おはようございまふ……元気そうで……なにより……で」

　まぁ、四発と鼻血で済んだだけよしとするか。壁まで吹き飛ばされなかったんだ。手て加か減げんしてくれたってことだろ。でも、なんだろうなぁ。鼻の先を指でつつくと右に、左に向きが……自由自在。この際かっこいい角度に直しとくか。

「いったい全体どういうことなの？」

「仕方なかったんだよ……あ、痛っ！　ふぅ……俺一人じゃ心もとないしな。賞金稼かせぎと女海かい賊ぞくは相あい容いれないけど、敵の敵は味み方かたっていうだろ。さすが全員分のスイッチいじって回るわけにもいかないから、お前の電でん源げん入れて立ち上げるしかなかったんだ」

「そういうことじゃなくて、あんたがここにいて、そこに帝てい国こく兵へいの死体が転がってるこの状況を説明しろって言いたいの」

「ああ、それね」

「手て短みじかにね」

「もちろん。こっちだって急いでんだ」

　細部のディティールは排はい除じよして、俺はブリギットにヴィーコンから脱だつ出しゆつしてからいままでのあらましを説明した。ヴォーガが死んだこと、ヴァーミリオンとリズがノーマッドの手に渡ったこと。そういう徹てつ底てい的な敗はい北ぼくの末に俺が捕つかまったこと。なかでもヴォーガの死にはさすがのブリギットも動どう揺ようを隠かくせないらしかった。

「…………そう……ダメね。ぐずぐずしてるから……言いそこねちゃった」

「何を言うって？」

「ううん、なんでもないわ。こっちの話」

　俺はそのとき、グレイロイドの憂ゆう鬱うつな顔をはじめて見た。でも、ほんの一いつ瞬しゆんだった。モードを切り替えるように表情を戻すとブリギットは自身の中にあるリモート機き能のうで仲間の電源を一いつ括かつ再起き動どう。つづいて死んだ看かん守しゆの装そう備びを物色し始めた。

「で、あんたはあたしたちを起こして、これからどうしようっての。まさか、乱交パーティーじゃないわよね」

「俺にそんな趣しゆ味みはねぇよ。一時間後にノーマッドの乗ったセイリスって船が惑わく星せいクロスロード星せい系けいでヴァーミリオンを使う。今なら、この船で追いつけるはずだ」

「要するにターセルを乗っ取れって？」

「難しいか？」

　一いつ斉せいに立ち上がる仲間たちをバックにブリギットは唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「あたしたちを誰だれだと思ってるの？」




　さすがグレイロイド様さま々さまという圧あつ倒とう的な働きを前に、俺おれはただただ閉口した。

　よもや電でん子し戦せんの鬼おにともいえるブリギットが再起き動どうしているとは露つゆ知しらず、本ほん拠きよ地ちの小しよう惑わく星せい帯たいへの二度目のスペース・マイグレーションに及んだターセル艦かん内ないで、ソウ・ザ・シードは宇う宙ちゆう海かい賊ぞくとしてのその本ほん領りようを発はつ揮きした。

　ブリギットはまず看かん守しゆたちが残した端たん末まつで船内の構こう造ぞうを把は握あく。彼女たちの母船であるクイーン・ヴィーコンとヴォーガのスリーピース号が格かく納のう庫こに収められていることを知ると情報を仲間に共有し、白はく兵へい戦せんの準備を進めさせた。

「お前は外に出ないのかよ」

「相手はプラネット級の戦せん艦かんよ。船せん首しゆから船せん尾びまでいくらあると思ってんの。まぁ、ここはお姉ねえさんに任せときなさいって！」

　そう言ってブリギットはターセルのコンピューターにハッキングをかけはじめた。敵はヴィーコンを拿だ捕ほした際に、その頑がん強きようなハッキングシステムを解かい析せきして、新たなセキュリティシステムを構こう築ちくしているらしかったが、そんなことはデジタルを寝床にする御おん年とし九〇歳さいのブリギットにはまったく問題じゃなかった。彼女は髪かみをポニーテールに結って、すぐさまそれを上回るウィルスソフトの生成に取りかかった。

「四〇秒だけちょうだい。その間に──静かに！　まずい。敵が来るわ」

「距きよ離りは」

「直線にして三〇秒。あっという間よ」

　看守二人からの定時連れん絡らくがないことを訝いぶかしんだ敵の増ぞう援えんだろう。戦せん闘とう用グレイロイドであるソウ・ザ・シードの面々にも一応内ない蔵ぞうの武ぶ器きがあるにはあるが、ターセルに乗船してる敵の数はこっちの一〇倍。持もち札ふだは温存しておくに越したことはない。

　速すみやかな外部武器の調ちよう達たつが必要となり、俺に白しら羽はの矢が立った。

「え、俺？」

「他に誰だれがいんのよ。あと一〇秒！」

　ベストとスラックスのポケットを使ってできるだけ多くの武器をスリーピース号の武器庫から取り寄せる。効果的なのか、どうか。彼女たちは表ひよう皮ひをターンさせ、様々な人じん種しゆの女に変化し、裸はだか同然の腰こし布ぬの一枚でビームガンのストラップを肩に下げた。

「あと五秒。四、三、二……」

　最後のカウントは各おの々おのの胸の中。

　電子戦の終了と同時に激しくも呆あつ気けない白兵戦がはじまった。

　ソウ・ザ・シードは格納庫に向かう部ぶ隊たいと操そう舵だ艦かん橋きようを制せい圧あつする部隊、戦闘艦橋を制圧する部隊の三つに分かれて展開。ヴィーコンでの白兵戦時にも多用した隔かく壁へきを使った囲い込み作戦で敵の量を調ちよう整せいしつつ、進軍。俺はヘッドセットでブリギットと通信しつつ、スリーピース号のある格納庫へ向かった。レイ・ブレードはエネルギー切れのまま、スリーピース号の充じゆう塡てん機きにかかってる。今は使い慣れないビームガンに頼るしかない。

　敵の抵てい抗こうは予想以上に大きかった。俺おれたちの動きを読んでいたのか。格かく納のう庫こにはすでに何十人もの敵兵とビームガトリングが入口前を固めて待ち伏せしていると、監かん視しカメラの映えい像ぞうを確かく認にんしたブリギットから通信が入る。

『スリーピース号に予備の宇う宙ちゆうヘルメットってあるの？』

「ヘルメット？　なんでそんな──」

『いいから！　つべこべ言ってないで、あるなら今すぐ被かぶって！』

　俺は渋しぶ々しぶベストのポケットから宇宙用のヘルメットを取り出す。あれ……。気が付くとなんか色々一発で取り出せてる気がするような。

『準備ができたらカウントするから、隔かく壁へきが上がり次第各自一気に飛び出すのよ！』

「カウントって……敵が待ち伏せしてるんだろ！」

『うっるさい!!　あたしの言う通りにしてりゃいいのよ！　ヘルメットは被った!?』

「なんとか！」

『よろしい。じゃ、行くわよ！　三、二！』

「おいおい、まだ心の準備が──」

　ビームガンを構えて引き金を引こうとした俺だったが、敵が待ち伏せしているはずの格納庫の有あり様さまを見て、拍ひよう子し抜ぬけした。

　皆、仲良く床にぶっ倒れてた。血は一いつ滴てきも流れてない。

　が、どいつもこいつも首元をかきむしって、顔面に血管を浮き立たせて死んでた。生きてるのは岩がん石せき人間だけ。そいつらもばたばた倒れる仲間の様よう子すをあたふたして見守っているうちにグレイロイドの攻こう撃げきに関かん節せつの接つぎ目を撃うち抜かれ、脆もろくも崩くずれ去って行った。

　トリックの種たねはすぐにわかった。

　ヴィーコンの白はく兵へい戦せん時じと同様に船内の空気の提てい供きようを絶ったのだ。

『操そう舵だ艦かん橋きようと戦せん闘とう艦橋も制せい圧あつ。もう船はあたしたちのものよ。これが本当の無血開かい城じようってやつね。どう。ヘルメットしてなきゃ、あんたも今いま頃ごろ窒ちつ息そく死ししてたわよ』

「……ああ、そうね。優しすぎて胸がドキドキしそうだ」

　無む機き物ぶつのやり口ったらえげつない。ブリギットと不ふ可か侵しん協定を結んでたヴォーガの強したたかさがよぉくわかったよ。

『念のため敵兵を全部外に放出させるわ。この後はどうするの？』

「まずは……まずは俺がここにある一番等級の小さい船でセイリスの座ざ標ひようまで先行する。奴やつらの船に忍しのび込んで、準備ができたら合あい図ずを送る。ポケットからヴィーコンのブリッジになんか目め印じるしになるものを置いとくよ。そいつが確かく認にんでき次第、お前らはターセルごとセイリスに突っ込んでくれ。その後は俺たちを回かい収しゆうする白兵戦部ぶ隊たいと対たい艦かん戦せん部隊に分かれて行動。リズを確保次第、俺たちはヴィーコンで脱だつ出しゆつ。セイリスをスネークズエンドにワープさせて、ヴァーミリオンごと自じ爆ばくさせる」

『自爆って……スリーピース号はどうすんのよ。沈めちゃうの？』

「こいつはヴォーガの船だ。ヴォーガと一いつ緒しよに沈める。俺おれは俺の船を探すだけだ」

『……ねぇ、あんた』

「あん？」

『あんた、本当にツーピース？　とても半日前まであたしらの前でパンツ一いつ丁ちようになってた奴やつとは思えないわ』

「一緒だよ。それにお前らが目覚める前はもっとひどい格かつ好こしてた」

　なにしろフルチンだったんだからな。いくらグレイロイド相手にとはいえ、穢けがれのない身体からだをご婦ふ人じんにみられたとあっちゃ、お婿むこさんに行けなくなる。

『そんじゃ、渡りの準備すっからあんたも今のうちに必要な荷物まとめといてよね』

「……荷物って」

『さよならするんでしょ、スリーピース号と』

「うん……そうだな」

『……もし名残なごり惜しいんだったら、無む理りして沈めなくたって』

「いや、ちょっとボーっとしてただけだって。わかってるよ。いますぐスリーピース号から荷物を取ってくる。そっちも頼むぜ」

『だから、さっきからそう言ってるじゃない』

　少し拗すねたような声でふん、と鼻を鳴らしてブリギットは通信を終えた。

「さよなら、か」




　ターセルの格かく納のう庫こ奥。スリーピース号は牽けん引いん車しやで乱らん暴ぼうに引っ張って来られたように傾いてそこに停とまっていた。側面のハッチから中に入り、荒れた船内でできるだけ物を踏まないように自分の部屋まで進む。一通り荷物をバッグに詰つめて、武器庫の前を通りかかったときだった。ヴォーガが大事にしていた家か紋もん入りの単発銃『レイン』に目が留とまった。一丁くらいは持っておけ、と言ったあの人の言葉を思い出す。銃は趣味じゃないけどあの人のアドバイスだ。形見代わりに頂戴して、俺は『レイン』をベストの内ポケットに収おさめた。ふと腹の虫が鳴った。そういや何も食ってなかったっけな。

　キッチンに戻って何かないかと物色する。使い込んだ包ほう丁ちよう、使い込んだ鍋なべ、使い込んだフライパン、使い込んだ調ちよう理り場ば。手に馴な染じんだ器き具ぐをまたもバッグに詰め込んでいく。鍋にはまだハヤシライスのルーが残ってた。そうだ。瓶びん詰づめのサラダもひとつ残ってるはずだ。

　俺は冷れい蔵ぞう庫こを開けた。

「……食ってねぇじゃねぇか」

　特製ハヤシライス。結局食わずに逝いっちまいやがった。

「何が『残していくのはよくない』だ。今度会ったら説せつ教きようだな」

　誰だれに言うともなく独ひとり言ごとが漏もれる。胸の辺りから言葉が零こぼれ落ちる。真しん空くうパックされた皿さらを取って、レンジで温める。瓶びん詰づめのサラダを皿に出してスプーンを手に合がつ掌しよう。俺おれ以外誰だれもいないリビングで黙もく々もくと食べる。旨うまい。文もん句くなしだ。玉ねぎをもうちょっと細かく刻めば、ルーに溶けていい感じになったかも。あれかな。金曜じゃなかったら食ってくれたかな。食ってくれたら、どんな顏したんだろうな。思いながら黙々とスプーンを口に運ぶ。




　──食ったら歯を磨みがいておけよ。歯痛を抱えていたら、射しや撃げき時じに響ひびく──




　ヴォーガの小こ言ごとが脳のう裏りを過よぎる。

　お生あい憎にく様さま。俺はレイ・ブレードしか使わない。飛び道具に用はない。




　──こだわりか。聞こえはいいが、相手に手て札ふだを見み透すかされるぞ──




　うるせぇ。金曜にカレーを食わないとやる気も出ない奴やつに言われたくねぇや。

　そもそも何で金曜なんだ。結局、聞きそびれたじゃねぇか。




　──勝かつ手てにキッチンに入るな。男の立つ場所じゃない──







　酷ひでぇ時代錯さく誤ご。親父おやじだって週末の二日は手料理を振る舞ったもんだぜ。あんまり美う味まくなかったけど。

　だいたい俺とあんただけなのに、他に誰が立てるんだよ。




　──うん。悪くない。キッチンは明日あしたから好きに使っていいぞ──




　今思えば、体ていのいいコックだったよな。俺って。

　あのキッチンで今まで何作ってやったけ。カレーに肉じゃが、シチューに筑ちく前ぜん煮に。鍋なべで作るもんには飽きて、ハンバーグ、ステーキ、ピーマンの肉詰め。いや、正確に言えばピーマンのようなものだけど。さんまのような魚の焼きものに、カレイのような魚の煮付け。南なん蛮ばん揚あげにから揚げ、餃子ギヨーザ、焼売シユーマイ。ラーメンも作ったっけ。麵めんがぼろぼろ切れるやつ。とにかく地球の食材にできるだけ近いのを見つけて買ってきちゃ、母かあさんの飯めしを思い出して色々作った。ヴォーガはてんで料理なんてできなかったから、俺が作る以外になかった。

　あの人はまともに「美味い」とか言わない。いつも「うん」で終わって、黙々と食う。

　その料理が良かったのか悪かったのかは後になってわかる。

　あの日作った飯やつはもう作らないのか、とか。もうあの食材は手に入らないのか、とか。たまにはあのとき食ったやつみたいな路線でもいいぞ、とか。

　素直に「うめぇ」って言ってくれればいいのに。でも見ているうちにわかってきた。

　この人が何を気に入ってるか。好みは何か。味付けは何がいいか。

　俺おれはあんたの嫁よめさんかよって気分にもなった。てっきり一いつ緒しよに歳としを取ってくもんだと思ってた。一いち人にん前まえになった俺がいつかあの人に酒をおごって、しかもそこがいかがわしい店で、女の苦にが手てなあの人は終しゆう始しうつむきがちにグラスを傾けるだけで。そんな感じが逆に女の子に受けて、俺が拗すねるみたいな。いつもギリギリの場所を走って、弾だん丸がんとビームの間をくぐり抜けてるくせにそういう楽観的な未来を想そう像ぞうしてた。

　そうなるもんだとばかり思ってた。

　いっさいの感情は途と切ぎれ途切れで、哀かなしいのか、虚むなしいのか。腹を立てているのか、呆あつ気けにとられてるのか。自分自身でも判はん然ぜんとしない。

　わからない。あるのはたったひとつのシンプルな事実だけなのに、それが何を意味するのか。こんなことはじめてのことじゃないのに。何度経けい験けんしても要よう領りようを得ない。

　わからない。理解できない。

　ただはっきりしていることがひとつだけある。何度も何度も胸きよう中ちゆうを巡る言葉がある。

『失ったときこそが肝かん心じんだ』

『立てるか、立てないか。お前はどっちだ』

　あの人を失ったからこそ、立ち上がらなきゃならない。戦わなきゃならない。

　充じゆう塡てん機きからレイ・ブレードを取って、帰りは艦かん尾び近くのハッチからにした。格かく納のう庫この脇わきに無む造ぞう作さに投げ出されたヴォーガの遺い体たいを見つけた。左腕をなくして、うつ伏せのまま、息もしないで眠ってる。傍かたわらには爆ばく散さんした義ぎ手しゆの残ざん骸がいもあった。

　そのまんまにして去るのはあまりに忍しのびなかった。

　ヴォーガの身体からだを引っ張ってリビングのソファーまで運んでやる。ヴォーガの寝室からあの人が大だい事じにしてた二枚の写真を持ってくる。特とく殊しゆ部ぶ隊たい時代に運うん命めいを共にしたというウィンターカム部隊の戦友たちとの記念写真と、俺と出会う少し前に亡なくなったという最愛の奥おくさんと娘むすめの家族写真。ヴォーガが生しよう涯がいで唯ゆい一いつ心を開いた女性。悔くやしいけど俺がいままでに見た女性の中でも五本の指に入るくらいの美人だ。

　地球人としての性しよう分ぶんかな。弔とむらいの形が欲しくてヴォーガの胸のポケットから葉は巻まきを一本取って、一いつ旦たん自分の口に咥くわえた。床でマッチを擦さつ過かして、見よう見まねで火をつける。咳せき込みながら煙の出た葉巻を足あし下もとに転がった灰はい皿ざらに載せて、ガラステーブルの上に置いた。

　心なしか、そっぽを向いたあの人の横顔が笑っているように見えた。

「またどっかで会おうぜ、ヴォーガ」

　オールバックの髪かみを撫なでて、俺おれはスリーピース号を後にした。

　格かく納のう庫こでは慌あわただしく戦せん闘とう準備が進んでいた。

　敵てき艦かん潜せん入にゆう用の船に当たりをつけ、荷物を投げ込んで『さぁ、乗り込むぞ』というところでブリギットから通信が入った。

『次のワープ先でセイリスと思われる船せん籍せきが航こう行こうしているのを確かく認にんしたわ。あと一回飛んだらいよいよ後戻りはできなくなるわよ』

「誰だれがするもんか」

　第一、ホームベースは衛えい星せいイエローにある。逃げ場なんてどこにもない。

「さぁ、もう一度タイムワープしようぜ！」




　　　＊＊＊




　惑わく星せいクロスロード星せい系けい。

　外宇う宙ちゆうの中心にして、あらゆる宇宙文明に通じるスペース・マイグレーションの中ちゆう継けい点てん。宇宙の巨きよ大だいな交差点。かつてすべての宇宙生物はこの星系でのみ生せい態たい系けいを交差させ、そして今はあらゆる宇宙の民みん族ぞく、文明が交差する。

　地球に近い環かん境きようを持った惑星クロスロードには恒こう星せい系を飛び出した一三の宇宙文明から成る外宇宙連れん合ごう政府の本部があり、また一三の宇宙文明の軍ぐん隊たいから選りすぐられた精せい鋭えいによって構こう成せいされる外宇宙連合軍が拠きよ点てんを置いている。

　文明、政治、軍事。

　まさしくすべての分野において中心的な役割を果たすこの星系はそれゆえに過去一〇〇年に渡って連合軍と銀ぎん河が帝てい国こくが覇は権けんを争う場となった。この星系を取れば、外宇宙のすべてが手に入るといっても過か言ごんではない。

　ここが落ちれば、すべてが終わり、またすべてが始まる。

　ヴァーミリオンを撃うち込むにはこれ以上最適な場所はないってわけだ。

　惑星クロスロードの恒星系にあるもっとも遠い惑星サークルにファイヤーブラッドのギャラクシー級戦せん艦かんセイリスがワープしてきたのはノーマッドがヴァーミリオンを起き爆ばくさせると予告した時じ刻こくの四〇分前だった。

　連合軍はクロスロード星系のあらゆる星せい域いきに基地を持ってはいたが、どれもが万ばん全ぜんな軍備と態勢を保持していたわけじゃない。

　所しよ属ぞく不明の戦艦の領りよう空くう侵しん犯ぱんをキャッチした連合軍クロスロード星系の外がい縁えん部ぶ隊たいは五〇〇メートルのドワーフ級一いつ隻せきと三〇〇メートル級三隻から成る艦かん隊たいを派は遣けん。だが、ファイヤーブラッドにはこのくらいは想そう定てい内ないだった。連れん中ちゆうはただちにセイリスのカタパルトから五メートル級の戦せん闘とう機き五〇〇機で構成されるバグ部隊が出しゆつ撃げき。迎げい撃げきに当たった。

　一〇〇〇〇メートルを超えるセイリスの左右の横っ腹からうじゃうじゃと放出されるバグ部ぶ隊たいの光こう景けいはさながら卵から羽う化かしたカマキリの群れに見えた。

　戦せん闘とうは艦かん隊たい同士の殴なぐり合いに発展することもなく、バグ部隊の強きよう襲しゆうであっという間に幕まくを閉じた。おそらくクイーン・ヴィーコンから盗ぬすんだ新あら手ての電子兵へい装そうやハッキングツールの効果もあったのかもしれない。抵てい抗こうは受けたものの、撃げき墜つい数は二ふた桁けたに留とどまった。

　セイリスはバグ部隊を回かい収しゆうすると作戦を続行。遠く彼方かなたにある惑わく星せいクロスロードに艦かん首しゆを回かい頭とうし、星間弾だん道どうミサイルへのヴァーミリオンの積み込みを急いだ。星間弾道ミサイルは球形のボールに棒ぼうを突き刺したような形をしていた。これが宇う宙ちゆう空間を進むときは彗すい星せいのように青く輝き、尾を引いて進む。ヴァーミリオンは直ちよつ径けい二メートルのボールの中央にある。蓋ふたをこじ開けて手を伸ばせばなんとか届く深さだ。

　ヴァーミリオンはそこで太陽のごとく光り輝き、弾はじけるときを待っている。

　起き爆ばく予告二〇分前。

　星間弾道ミサイルがセイリスの発はつ射しや管かんに装そう塡てんされる。戦闘艦かん橋きようの管かん制せい官かんはミサイルにヴァーミリオンが装塡されていることを確かく認にんし、艦かん長ちように伝える。セイリスの艦長は操そう舵だ艦橋に控えるノーマッドに準備が整ったことを伝えると彼に最終指し示じを仰あおいだ。

『……あとわずかですべてが決する』

　感かん慨がい深げにノーマッドは艦にいる帝てい国こく兵へいに語りかける。

『本来であれば、一八年前に果たされるべきだった。しかし、予期せぬ事じ態たいに未来を阻はばまれ、挙あげ句くに我々は母ぼ星せいを失った。同どう胞ほうの多くは不当な連れん合ごうの法によって裁さばかれ、各惑星に散って生き残ったウヌス人たちは難民と化し、今も迫はく害がいを受け苦しんでいる。しかし、あとわずかでそれも終わる。外宇宙文明の中心地は一いつ旦たん消失し、新生する母星の下に再度統とう治ちされる。先人たちが提てい唱しようした一億おく年ねん帝国構こう想そうがついに実現するのだ。あらゆる文明とあらゆる種しゆ族ぞくを繫つなぎ、互いの存続のために一つの国家、一つの政府、一つの言げん語ごで統一される。恒こう星せい系けいを脱した文明も未開の文明も等しくすべての生きとし生ける文明が銀ぎん河が帝国の名の下に自じ滅めつの道を回かい避ひし、一〇〇〇年、一〇〇〇〇年、一億年とつづく王おう朝ちように加わる。

　これはそのための一いち撃げきだ。宇宙の歴史の大いなる転換点だ。その中心に諸しよ君くんらは立ち会っている。今このときを各おの々おのの胸に刻んでほしい。ヴァーミリオンを発射せよ』

　ノーマッドの命令が操舵艦橋から戦闘艦橋へ復ふく唱しようされる。カウントが入り、大おお勢ぜいの帝国兵が耳を傾けるなか、セイリスの発射管から星間弾道ミサイルが打ち出された。発射と同時にヴァーミリオンのタイマーが作動。操舵艦橋のウィンドウスクリーンに残り時間が表ひよう示じされる。

　起爆予告まであと一七分。

　セイリスが一八〇度回かい頭とうをはじめ、艦内にアナウンスが響ひびく。

『ヴァーミリオン、作動確認。これより本艦は小惑星帯ドラゴンベルトに向けてスペース・マイグレーションを開始する』

　ギャラクシー級戦せん艦かんの渡り。船体が震しん動どうし、宇う宙ちゆう空間に歪ゆがみが生じる。一〇〇〇〇メートルを超える物体が虹にじ色いろの光こう彩さいに包まれていく。

「……」

　彼女はそれを独どく房ぼうから眺ながめていた。

　あのときと違うのは両手両足に鎖くさりをかけられ、まったく身動きが取れないことだった。彼女はセイリスの船底にいた。暗くて深い球形の空間はかつてセイリスが宇宙生物であったころに卵を育はぐくんだ卵らん管かんがあった場所になぞらえて作られたらしい。入口は天てん井じように穿うがつ穴ひとつ。入口から底までは三〇メートル以上ある。上からロープでも垂たらさない限り、脱だつ出しゆつ不能な独房。その壁にセイリスを取り囲む星空が映し出される。さながらだだっぴろい宇宙空間に漂ただようように彼女は膝ひざを抱え、丸まっていた。ときどき鼻をすする音が冷たく響ひびいた。

　自分のはじめた抵てい抗こうの虚むなしい幕まく引ひきを自省していたのか。それとも母なる星に無用な犠ぎ牲せいを齎もたらしてしまったことを嘆なげいていたのか。決して他人に弱みを見せてはならない。あの冷れい酷こくな実母に教わり、また自分自身も痛感して育った落とし子の王おう女じよが、何な故ぜ涙で膝を濡ぬらしていたのか。今となっては知る由よしもない。

「ジン……」

　わずか四分ほどで最初のスペース・マイグレーションを終えると、セイリスはゆっくりと停船した。ノーマッドは帝てい国こく兵へいたちに呼びかけた。

『左さ舷げんの方向に青い光が見える。あれがさきほどまで我々のいたクロスロード星せい系けいだ。まもなくあの星は誕たん生じよう以来もっとも強きよう烈れつな閃せん光こうを放って、宇宙の塵ちりと消える。あそこには何十億おくもの知的生命がいる。彼らは大いなる統とう治ちのための、尊とうとい犠ぎ牲せいとなる。敵とはいえ、我が帝国の新たな祖そ国こく、新たな土や新たな水、新たな草、新たな家か畜ちくとなる尊い犠牲だ。せめて彼らの苦く悶もんの死が短く幕まくを閉じるよう祈りを捧ささげようではないか』

　操そう舵だ艦かん橋きようの最さい奥おう。四二段のステップを一段一段嚙かみしめるように降りると、ノーマッドは兵たちに促うながすようにウヌス式の黙もく禱とうを捧げた。

『死の苦しみがいずれ生の喜びに転換されんことを』

「殊しゆ勝しようなことだな、ノーマッド」

　レーダーなんかの計器類以外は常とこ世よの闇やみに染まった艦橋のなかに突とつ如じよ、少年の暢のん気きな声こわ色いろが響ひびいた。ノーマッドをはじめ、艦橋にいた帝国兵たちが一いつ斉せいに声の方を向く。ついさっきノーマッドが降りてきたばかりのステップの頂ちよう上じように彼はいた。

「生せい前ぜん葬そうってやつだろ、それ。ほんじゃ今すぐ俺おれがあの世に送ってやるよ」

　つまり、俺だ。

「ジン・カツヒラ……どうやって戻ってきた」

「それな。俺の性格から言って、ここで得意げにベラベラ喋しやべりたいとこなんだけど。オタクらも知っての通りちょっと時間がないんだわ」

　ノーマッドの両脇わきから例のウヌス人の親しん衛えい隊たいが現れ、ビームガンを構える。

　数は六。

　でも、レイ・ブレードを抜くにはまだ早い。

「時間ならある」

「ないよ」

　前列の二人が引き金を引くその刹せつ那な、俺おれはベストのポケットに人差し指を差し込む。敵が撃うつよりも早く敵の手からビームガンを奪うばい、狼ろう狽ばいする間もなく顔を覆おおうバイザーのど真まん中なか目め掛がけて粒りゆう子しを叩たたき込む。

「っ！」

　連れん鎖さ反応的に残りの四人もビームガンの銃じゆう口こうをこちらに向ける。俺は素早く撃ったばかりのビームガンをポケットに仕舞い、また新たに眼がん下かの敵から奪って粒子を撃ち出す。脇わきから狙ねらいをつけるオペレーターも見み逃のがさない。親衛隊六人とオペレーター一人が倒れると、俺は手元に残ったビームガンを空中に放り投げて、スラックスのポケットにホールインワン。スリーピース号の武ぶ器き庫こ送りにした。

「前よりは使いこなせるようになったらしいな」

「いいや、前以上だ」

　返事している間にも真下にいるレーダー係がビームピストルを抜こうとしている。でもホックが引っかかって取れないらしい。優しい俺は胸ポケット越しにホックを外してやった。もちろんその後レーダー係にもしっかりビームを撃ち込んだ。

「まだいるなら言って。俺がすぐに回かい収しゆうすっから！」

「今いま更さら何をしに来た」

「もちろん手て品じなを見せに来たわけじゃない。大だい虐ぎやく殺さつを阻そ止ししにきた」

　ノーマッドは予想通り、俺の宣せん言げんを鼻で笑った。

「ヴァーミリオンは打ち込んだ後だ。一度起き動どうしたが最後、例え貴き様さまがこの船を沈めたとしても爆ばく発はつは止められない」

　しかし俺もイチイチそんな言げん動どうで腹を立てたりはしない。

　全然余よ裕ゆうって態度でピースサインまでしてみせる。

「それを聞いて安心したよ。そもそも俺も発はつ射しやを止める気なんてさらさらない」

「止める気がないだと？　ついさっき阻止すると言ったばかりではないか」

「ああ、言った」

「では何をしにここに来た。自殺願望でもあるのか？」

「いいや。でも、冒ぼう険けん心しんならある」

「その冒険心で何人犠ぎ牲せいにした。ラスタニアの市民、ソングマールの娘むすめ。ヴォーガ。皆、貴様のつまらん意い地じや冒険心の犠牲になった。今度は何人犠牲にする気だ」

「そうだなぁ。ざっとこの船にいる──」

　首を捻ひねりながら、俺おれはポケットの奥からあっつあつの切きり札ふだを取り出した。

「全員かな」

　拳こぶしを天に掲かかげる。握りしめた指の隙すき間まから眩まばゆいばかりの光が漏もれ出る。次第にそれを見つめるノーマッドの目から、例の勝ち誇った笑えみが消えていった。

「まさか……ヴァーミリオンか！」

「正解」

　水を打った静けさの後、艦かん橋きようにいるオペレーターたちはパニックに陥おちいった。

　立ち尽くして動けないもの。失しつ神しんするもの。隠かくし持ってた銃じゆうで俺を殺そうとしてあえなく返り討うちにあうもの。艦橋から逃げ出すものは追わず、好きにさせた。でも増ぞう援えんを呼ばれると困るので、あらかたすべてのオペレーターが出ていくと、俺は指令席のパネルを弄いじって、艦橋の出入口をロックした。

　火傷やけどしそうなくらいに熱くなってきて、俺はヴァーミリオンを胸ポケットに収めた。

　通じている先は企き業ぎよう秘ひ密みつ。

　チラ見せしたのはこいつの反応が見たかったからだ。

　案あんの定じよう、ノーマッドは動転した。

「なぜお前が持っている！」

「ポケットがありゃ何だって手に入るさ。お前らが撃うった星間弾だん道どうミサイルの内部構造を発はつ射しや前にこの目で確かく認にんしておいたんだ。その上で中に仕込まれたヴァーミリオンには手をつけずに発射させた。あんたたちには作戦が成功したと思わせたかったからね。で、実際成功した。俺がミサイルの中から盗ぬすみ出すまでは」

「わかってるのか。あと一〇分だぞ」

「ああ。あと、一〇分だ」

「死ぬ気か」

「まさか。知ってるだろ。俺にはまだ愛する妹と愛する姫ひめ君ぎみが残ってるんだ。そう簡単に死んだりはしない」

「姫君か……」それを聞いてノーマッドの頰ほおに再び卑いやしい赤みが戻った。

「いいのか。ここの会話は戦せん闘とう艦橋に筒つつ抜ぬけになっている。今いま頃ごろ、あの娘むすめの身み柄がらを確保しに部ぶ下かたちが──」

「この船の船底だろ。深さ三〇メートルの穴の底。悪いけどもう他に移してっから」

「なに!?」

　おお、今のが一番いい顔だった。

　まったくおめでたい野や郎ろうだ。リズの安あん否ぴも確認せずにこんなところで悠ゆう長ちようにお前の相手なんかしねぇっての。真まっ先さきに行ったつうの。まぁ、感動のキスこそなかったものの彼女との熱い抱ほう擁ようは今もこの両腕にしっかりその感かん触しよくが残ってる。

「ならば、今すぐ捜そう索さく隊たいを出して」

「無む駄だ無駄。お前らにそんな暇ひまないから。ほら、そろそろ見えてくるはずだぜ。この船の前方辺りに」

　ウィンドウスクリーンの正面。何の変へん哲てつもない宇う宙ちゆう空間に突とつ如じよ一〇〇〇メートル級の時空の切れ目が生じて、プラネット級の戦せん艦かんが突っ込んできた。

「ターセルだ」

「っ！」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるノーマッド。

　俺おれはショックに備え、司し令れい席せきの椅い子すについて身体からだを固定した。

　セイリスの十分の一以下に過ぎない戦艦が、艦かん首しゆに衝しよう突とつ。その衝しよう撃げきにノーマッドはよろめき、俺はシートとベルトの間でもみくちゃになった。ターセルの勢いは止まらず、胴どう体たい着ちやく陸りくのように右方向に船体を抉えぐりながら進み、俺たちのいる艦かん橋きようのウィンドウスクリーンを横切って、後方右う翼よくでようやく停止した。

　被ひ害がいを受けた各所で爆ばく発はつが起こり、操そう舵だ艦橋に赤いランプが点てん滅めつする。

　緊急警けい報ほうが発令。自動消火プログラムが発動するもののすぐにシステムは沈静化し、異常なしを告げて、ランプの点滅もなくなった。

　代わりにウィンドウスクリーンにソウ・ザ・シードの海かい賊ぞく旗きがたなびく。

　ブリギットがセイリスを乗っ取った合あい図ずだ。

　残存する左さ舷げんカタパルトからバグ部ぶ隊たいが大量に出しゆつ撃げきする。それは一見、ターセルの格かく納のう庫こから離り脱だつしたクイーン・ヴィーコンを迎げい撃げきするのかと思いきや、Ｕターンしてセイリスから離れて行った。

「…………情なさけない」

　ヴィーコンの多た弾だん頭とうミサイルがバグ部隊を追つい撃げき。左舷後方で爆発が起こった。

「やはりウヌス以外の兵は信用ならん。臆おく病びようで、練度も足りず、統とう率そつもなっていない。だから半人前やグレイロイドごときに艦を制せい圧あつされる」

「この期ごに及んで他人のせいかよ」

「ひとつやふたつ計画通り行ったからといって調子にのるなよ」

「そうだ。そこが俺の悪い癖くせだ！」

　シートから立ち上がって、俺は四二段のステップを降りていった。

「すぐ調子に乗る。料理が上う手まいとか、ブレードの扱いに長たけてるとか、悪わる知ぢ恵えが良く働くとか、舌したが回るとか。その反面ツーピースだ、袖そでなしだ、半人前だって馬ば鹿かにされる。さっきは裸はだかの猿さるとまで言われた。でもそれでいい。色んな俺がいる。良くも悪くもインパクトのある俺がいる。完かん璧ぺきな人間なんていやしない。大おお勢ぜいに慕したわれる英えい雄ゆうにだって女が苦にが手てなやつとか、金曜日にカレーを出さないと駄だ々だをこねるようなやつもいる。でもそれでいい。欠けてるとこがあった方が有ゆう機き体たいとして魅み力りよく的だ。それに比べてあんたはどうなんだ」

「……」

「誰だれからも恐れられる将しよう軍ぐん。不ふ滅めつの手。名前のない放ほう浪ろう者しや。あらゆるエネルギーを吸収して自分の長所にする。太陽一個分の爆ばく発はつも吸収できて、宇う宙ちゆうで呼吸もできる。完かん璧ぺき超人だ。でも、出来過ぎててちっとも面白くない。欠点がなさすぎて退たい屈くつだ」

「何が言いたい！」

　ノーマッドの表情から冷静さが失うせていく。

　俺おれはエンジンの唸うなるまま続ける。

「あんたは他人から取り込むことしかできない無個性野や郎ろうってことだよ。だから、クロスロードのことも取り込んで、あらゆる文明も取り込んで弱点を補おうとしてる。でも、そんなことしたって一いち人にん前まえにはなれない。何人殺したって、半人前にもなれない」

「くだらん戯ざれ言ごとを！」

　二メートルの巨きよ体たいが突とつ進しんしてくる。

「は、図ず星ぼしか！」

　俺は待ってましたとばかりにレイ・ブレードを抜いて放出口を弄いじる。シャワーのごとく拡散するビーム粒りゆう子しの火花が勢いよくノーマッドに降りかかる。

「なにっ！」

　今までにない戦法に一いつ瞬しゆん、狼狽うろたえるノーマッドだったがすぐさま全身で粒子を吸収し、怒りの拳こぶしを握り込み、襲おそいかかる。

　俺はさっと身を翻ひるがえして、計器類の上に飛び乗る。

「恥はずかしいったらないぜ！　俺の皮ひ膚ふの下に外宇宙で一等遅れた連れん中ちゆうの血が流れてるなんてよ！　あんたらウヌス人は、自分たちこそあらゆる惑わく星せい民みん族ぞくの上に立つべきだって、そう思ってんだろ！」

「その通りだ！　ウヌス人こそがこの外宇宙を支配しうる！」

　ノーマッドが左腕から吸収したばかりのビーム粒子の火花を俺に向けて発はつ射しやする。予想通りだ。俺はわけもなくひとつふたつとオペレーターのデスクを乗り越え、爆ばく発はつするコンピューター群を尻しり目めに再び花はな道みちへ。ノーマッドの背後に立つ。

「知ってるよ。そういう連中はレイシストって言って地球に何人もいたからな」

　こっちに来い、と指で誘いながらレイ・ブレードをいつものソードモードに切り替える。

「レイシストの特とく徴ちようを教えてやろうか！」

「くだらん！」

　挑ちよう発はつに応じて、まんまとノーマッドが迫る。

　下げ段だんにブレードを構える俺に向かって、今しがた吸収したばかりのビーム粒子を左手から放出し、光の剣を上じよう段だんから振り下ろす。

　ぶつかり合う剣と剣の閃ひらめき。ここまでは前と同じ。でも、二に撃げき目めは違う。放出口を目いっぱい大きく広げる。鋸のこぎり紛まがいの太さに形を変えたブレードが質量と打だ撃げき力りよくの強さで、ノーマッドのまやかしの剣を退しりぞける。
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「ぬっ！」

　打ち返されるや否いなや、ノーマッドは早くも自身の剣の出力をあげて、俺おれのやり口を真ま似ねる。

　いける。

　確信した俺は次々と放出口を切り替え、ブレードを振るった。

「病弱で！　不幸な少年時代を送ってて！　劣れつ等とう感の塊かたまりで！　生まれとか民みん族ぞくとか！　客観的な関連付けがなきゃ自分に自信も持てなかった！」

「黙だまれ、黙れ、黙れ！」

　ノーマッドの剣が鋸のように重く展開したときには、針のごとく細く研とぎ澄すまし、動きの鈍くなったノーマッドの脇わきに蜂はちのように何度も突き刺した。ノーマッドは俺の攻こう撃げきを吸収しつつ、すぐさま剣の形を変える。俺は一気に距きよ離りを取り、今度は磁じ場ばの形成を変える。ブレードから断続的に出るビームの塊かたまりはさっと振るうと鞭むちのようにしなって、伸しん縮しゆく自在にノーマッドに迫る。鞭の嵐あらしは針で払うには出力が足りない。二、三発食らいながらビーム粒りゆう子しを体内に蓄たくわえたノーマッドはこれもコピーし、俺の鞭を同程度の出力の鞭で打ち払った。

「おまけに排はい他た的。誰だれかに似てると思わないか！」

「俺おれを挑ちよう発はつしているつもりか！」

「とんでもない。挑発ならもっと口汚い言葉で罵ののしってる！」

　お次は何にしましょうか。まだ一発も有効なダメージは与えられてないが、なにより奴やつの自じ尊そん心しんが傷ついていくのが手に取るようにわかった。俺は面白がるように戦法を次から次へと節せつ操そうなく切り替えつつ、言葉の矢を奴やつの脳のう天てんに浴びせる。

「ハゲとか、タトゥーがダサいとか、息がくさいとか、女にモテなさそうとか。知ってる、お前。ウヌス以外の部ぶ下かには全然人じん望ぼうないぜ。純じゆん血けつ派はとか言って仲間外れにしてっからそういうことになるんだぞ。これならまだカスパー・ローラの方がマシだね」

「あんな卑ひ怯きよう者もののスパイに私が劣るというのか。あのセプテム星人よりも!!」

「そんなんだから、部下に逃げられるんだ」

「ふざけるな!!」

　ブレードをソードの形態に戻すなり、奴も同じようにモードを切り替える。

　思った通り。奴は自分の能力に溺おぼれてる。

　敵の技に対し、同じ技で返すことに美学を求めるあまり、自分の攻こう撃げきの幅を自ら狭めていることに気付いてない。多分、こいつは大昔にそういう戦い方で一度敵に屈くつ辱じよくを与えて以来、それが癖くせになってるんだ。ブレードにブレードで対たい抗こうしたり、かつてヴォーガから奪うばった左腕の爪つめでヴォーガにトドメを刺したり。こいつとしては敵を辱はずかしめる絶対的な戦法なんだろうが、おかげで次の一手が見え見えだ。

「おっと！」

　ただ俺より断然腕わん力りよくがあるんで注意は必要だった。目にも留とまらぬ速さで繰り出される斬ざん撃げきをかいくぐりながら、後退し、一いつ瞬しゆんの隙すきをついてレイ・ブレードからナイフ投げの要よう領りようで短く切り出したビーム粒りゆう子しを投げ飛ばす。

　ノーマッドの胸で炸さく裂れつしたビームはこれまた素早く吸収され、奴の血けつ肉にくとなった。

　前ぜん提ていを忘れちゃいけない。

　あらゆる物理攻撃はすべて奴に取り込まれる。

　ビーム粒子であれ、実じつ弾だんであれ。ただ吸収のスピードが違うだけだ。

「遊びは終わりだ！」

「まずい……」

　飛び道具を繰り出した以上、ノーマッドの左腕から同じものが飛んでくるのは当然だった。

　ブレードをソードに切り替え、打うち落とす間に奴が肉迫してきた。

　目にも留まらぬ速さとはこのことだ。俺に放出口を弄いじる隙すきを与えず、重く速い一いち撃げきを上下左右から打ち込んでくる。怒りくるって荒々しくなってるとはいえ、元の強さはヴォーガかそれ以上だ。受け切るだけで精せい一いつ杯ぱい。ぐずぐずしてたら確実に取られる。わかっていても足がノーマッドの攻こう撃げきに押され、後退する。

「どうした、無む駄だ口ぐちはもう終わりか！」

「ぐっ！」

　幾いく度ど目めかの激げき突とつの果てについに奴やつの一いち撃げきが左手を擦かすり、俺おれはレイ・ブレードを地面に落とした。反射的に手を伸ばした隙すきに、ノーマッドの重い蹴けりが腹に直ちよく撃げきした。

「がはっ！」

　俺はブリッジのウィンドウスクリーンまで吹き飛ばされ、背中と後こう頭とう部ぶを激しく強打。なんとか倒れずに済んだが、壁に凭もたれるようにして立っているだけでやっとだった。

「取れ」

　ノーマッドが左手の剣をおろして、俺に言う。

「そのポケットから引き出せるのだろう。もう一度その手に握れ」

「何のつもりだ」

「お前の望みなのだろう。あの剣で戦せん場じようをかけ、命を全まつとうすることが。俺の望みは知っているだろう。次の一撃で最後にしてやる」

　無防備の俺をやるチャンスだってのに、この期ごに及んで美学が大だい事じらしい。

「どうした、早く抜け。半人前」

「……後こう悔かいすんなよ」

　奴の望み通りベストの内ポケットに右手を差し込む。光る剣を上じよう段だんに構えるノーマッド。いつかのヴォーガとの喧けん嘩かを思い出す。

　ヴァーミリオンが起き動どうするまであと七分。次の一撃で、決める。

「……」

「……っ！」

　踏み込むノーマッド。

　ほぼ同時に俺も走り出し、即そく座ざにスライディングをかける。

　飛び上がるノーマッド。地面を滑る俺の脳のう天てん目め掛がけ、光る剣を振り下ろす。

　奴の全身が俺の視し界かいに収まる。

　俺は素早くベストの内ポケットから右手を抜いた。ノーマッドの腹目掛けて、ヴォーガの形見である単たん発ぱつ銃じゆう『レイン』の引き金を引く。

「っ！」

　手入れの行き届いた銃じゆう口こうから銀色の弾だん丸がんが飛び出す。

　絶対に外さない距きよ離り。

　なによりも奴自身が絶対に避けないことはわかっていた。被ひ弾だんの衝しよう撃げきでノーマッドの攻撃はコンマ数秒遅れ、俺の額ひたいを掠かすめるに留とどまった。

　予期せぬ銃じゆう撃げきに受け身も取れずノーマッドは不ぶ様ざまに地面に落らつ下かした。

　俺おれはすぐさま起き上がり、奴やつのどてっ腹ぱらに開いた弾だん痕こんを確かく認にん。単たん発ぱつ銃じゆうを左手に持ち変え、右手でスラックスとベストの両方のポケットを往復した。

「なんだ……今のは」

　傷口を摩さすりながら立ち上がるノーマッド。

　俺は奴に見えるようにスターランナー家の虎とらの紋もん章しようが刻まれた単発銃を掲かかげた。

「今の一発はヴォーガからだ」

「貴き様さま……剣で戦うことにこだわっていたのではないのか」

「そう。お前が他人の攻こう撃げきを吸収して、意い趣しゆ返がえしするのにこだわってたみたいにな」

「……」

「でも俺の頑がん固こものの師し匠しようが言ってたんだ。ときにスタイルを壊こわすことも必要だってな。それにお前はどんな攻撃も吸収できるから、絶対に避けないって信じてた」

「ふん、無む駄だなことを」

　俺の渾こん身しんの策を嘲あざ笑わらうかのようにノーマッドは回復してゆく傷口を示した。

「この弾丸もやがてゆっくり体内で溶けて我が血けつ肉にくとなる。例えそれがヴォーガの形かた見みであっても。ただそれだけで俺を倒すことなど──」

「そうだな」

　ゆっくり起き上がって、俺は血まみれの右手である弾だん丸がんを摘つまんだ。

「お前は太陽一個分のエネルギーも楽に吸収できる。たとえ俺が撃ち込んだ弾丸が劇げき薬やくや小型の核かく爆ばく弾だんでも、お前に通用しないだろうな」

「では、今のはただの苦し紛まぎれか？　失望したぞ、ジン・カツヒラ」

「早まんなって。こいつをよおく見てみろ」

　俺はノーマッドに向かって弾丸を放ってやる。

　つうか、もうそろそろここから逃げないとヤバい。満まん身しん創そう痍いの身体からだに鞭むちを打って、よろよろ立ち上がりながら、ノーマッドに弾たまの出で所どころを明かす。

「それこそがついさっき、あんたの腹に撃うち込んだ弾丸だよ」

「……なに？」

「先せん端たんが潰つぶれてるだろ。薬きょうもない。あんたの皮ひ膚ふをねじ込みながら、骨を砕くだいて、腹に留とどまったことの証あかしさ。役目が終わったから別のものと挿すげ替えてあんたの腹から回かい収しゆうした。おかげで右手がべとべとになっちまったけどな」

「別のもの？」

「ヴァーミリオンさ」

　爆ばく発はつまであと六分。俺はよろよろとブリッジの出口を目め指ざす。ノーマッドの笑い声が次第に引きつり、動どう揺ようして歪ゆがんでいくのを聞きながら。

「ば……バカなっ！」

「噓うそだと思うなら、自分で腸はらわた抉えぐって確かく認にんしてみろよ。もっとも、早くしねぇとお前の言う吸収つうか融ゆう合ごうがはじまっちまうぜ」

「ぐっ……うぅっ！」

　呻うめき声がして、もしやと振り向くと奴やつの身体からだはすでにそれをはじめていた。刺青いれずみが真まっ赤かに発光し、皮ひ膚ふがぼこぼこと膨ぼう張ちようしている。太陽一個分を吸収できるノーマッドでも質量が八倍以上ある赤せき色しよく巨きよ星せいの吸収はキャパシティー・オーバーだ。

「ぐぅああああああああ！」

　地面を転がり悶もだえ苦しむノーマッド。必死に左手で腹を搔かき毟むしるも、奴が自らの腕としたヴォーガの左手からあの長い爪つめが伸びることはなかった。

（ジン！　大だい丈じよう夫ぶ!?）

　そこへ突とつ然ぜん、俺おれの思し考こうにリズの声が飛び込んできた。

　クワントールから離れる前に彼女とＩＤを交換したことで、ヴォーガやワンダと同様に彼女とも思考通信が可能になっていた。こいつがなければ、このだだっ広い戦せん艦かんから短時間でリズを見つけることはできなかっただろう。

（ジン、私はもうブリギットと合流したわ。まもなくセイリスがスペース・マイグレーションに入るわ。早くしないと君までスネークズエンドへ連れて行かれるわよ！）

（わかってるって。爆ばく発はつまでまだ五分ある。リズは先に行け）

（ジン！）

「ふっはははははははは！」

　ブリッジを出て行こうとする俺をノーマッドの奇き声せいが引き止めた。もう一秒だって留とどまってはいられない。なのに、奴に対する拘こだわりが土ど壇たん場ばの焦あせりに勝まさった。

　今やノーマッドは象ぞうよりもでかく膨ふくれ上がり、ただの赤く発光する肉にく塊かいと化していた。

「なんだよ」

「こんなことで……こんなことで終わると思うなよ…………覚えておけ……俺はまたかつてと同じように舞い戻ってきてやる…………何度でも……何度でも……忘れるな……俺はお前の永遠の悪あく夢むだ……俺も忘れんぞ……お前の名を……お前の妹の名前も!!」

「なんつったっけな……『死の苦しみがやがて生の喜びに転換されんことを』か？」

「ジン・カツヒラぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

　最後の力を振り絞しぼって奴が突とつ進しんしてくる。

「こいつは妹からだ」

　もう奴はどんな攻こう撃げきも吸収し切れやしない。レイ・ブレードの最後の輝きがノーマッドの身体を貫つらぬく。串くし刺ざしになった肉塊は自じ重じゆうを支える力を失って、後転した。

「あと五分だ。せいぜいあがけ」

「ひゅ……ひゅ……」

　膨ぼう張ちようする肉の隙すき間まから微かすかに息が漏もれ出る。

　これでもまだ死ねないのだから、無む残ざんという他ない。

　八年越しの仇あだ討うち。

　トドメを刺したも同然だが、死に際を見られないことだけが悔くやまれた。




　残り時間は五分。

　まもなくギャラクシー・セイリスはクイーン・ヴィーコンからの座ざ標ひようの提てい供きようを受けて無人の恒こう星せい系けいスネークズエンドに向けてスペース・マイグレーションに入る。恒星間航こう行こうの所要時間は三分。戦せん艦かんの渡りは一度飲み込まれたが最後、逃げ遅れれば俺おれまでスネークズエンドに連れてかれちまう。考えてる間にも時間は過ぎる。

　ここから左さ翼よくのカタパルトまでかかって三分。

　どう考えても渡りがはじまる前に脱だつ出しゆつするのは不可能だ。

　なにか手はないのか。来るときに使った船はターセルの追つい突とつ時じに右う翼よくのカタパルトと一いつ緒しよにお釈しや迦かになっちまった。バグ部ぶ隊たいの全長五メートルの戦せん闘とう機きには単独で渡りをする機き能のうはない。出て行ったとしても歪ゆがんだ時空の流れに取り残されちまうだけだ。

　誰だれも助けには、

「あ……」

　助け。口内に残った苺いちごの味で、俺はあの日のことを思い出した。

　そうだ。これなら助かる見込みがある。

　ふらつく足を無む理り矢や理り前に押し出して格かく納のう庫こに向かいながら、一度遮しや断だんしたリズとの思し考こう通信を再開させる。

（リズ、聞こえるか！）

（ジン!?　どうして途と中ちゆうで切っちゃうのよ。助けに戻るわ。今どこにいるの！）

　案あんの定じよう、彼女の思考は不安と苛いら立だちでいっぱいだった。

（いいか、リズ。よく聞いてくれ）

（話を聞くのは君よ！　助けに行くから場所を教えて！）

（リズ、もう間に合わない。時間がないからよく聞いてくれ。俺はこのままセイリスと一緒に渡りに入る。でもスネークズエンドまでついてく気はない）

（どうする気！）

（俺たちが初めて会った場所、覚えてるだろ？）

（はじめて……会った？）

（そう。一度目のときだよ。もしものときはアレを呼んで──）

（な……に……えない！）

　思考にノイズが混じり出す。セイリスの船体がスペース・マイグレーションのための時空震しん動どうを始めてる。

（いいか、リズ！　アレはもう就しゆう航こうしてるはずだ！　インティリオで俺おれを──）

（ジ……スペー……マイ……ョンに……ジン！）

「リズ！」

　リズの思し考こうが遠くなる。スペース・マイグレーションがはじまった。

「……まずい」

　渡りが終わるまでにバグに乗らなければ、ノーマッドと心しん中じゆうすることになる。元よりそういう気もなくはないが、生き残るチャンスがあるならほんの一ひと欠片かけらでもいい。縋すがりつくより他に残り三分間を過ごす術すべがない。逃げ遅れた帝てい国こく兵へいは粗あら方かたブリギットのハッキングで隔かく壁へきに閉じ込められて身動きが取れなくなってる。幸い格かく納のう庫こまでの道はお膳ぜん立だてができてる。階段を駆かけ下り、虚きよ脱だつした身体からだなりに全速力で通路を駆かけ抜ける。

　それでも格納庫までは一分かかった。

　残りは二分。

　ポケットから宇う宙ちゆう用のヘルメットを取り出して、使えそうな一機に乗り込む。テントウ虫みたいな半円状の機き体たいに座席はひとつ。幸い地球人の俺には余よ裕ゆうがあった。エンジンを入れ、内ない蔵ぞうのビームカノンで外に通じるエアロックの扉とびらを吹き飛ばす。

　残り一分。カタパルトから勢いよく飛び出す。

　外はもう普通の宇宙とは違う。銀ぎん河がと銀河の間をつなぐ時空の裂さけ目。宇宙生物でなければ穴を作って脱することも不可能な場所。あらゆる時間、あらゆる空間が同時に存在し、大たい河がの流れのように進んでいく。はじまりと終わりがメビウスの輪のように繫つながって、まわりつづける宇宙の環かん状じよう線せん。そこへ飛び込むことは嵐あらしの夜に、橋の上から氾はん濫らんする川に身投げするのとよく似ていた。俺はそれをやった。

　離れた途と端たん、遠ざかる橋のごとくセイリスはすぐに見えなくなった。

　まるで竜たつ巻まきに巻き上げられたドラム缶かんみたいに、バグは上下前後左右の区別もなく時空の波に翻ほん弄ろうされ、やがて七色に明めい滅めつする光の渦うずに落ちていく。

　操そう舵だの困難な状況下で俺の目が次第に虹にじの向こうに不ふ可か思し議ぎな映えい像ぞうを見み出いだす。イメージが頭の中に流れ込む。ありえたかもしれない過去。存在しない現在。訪れるはずのない未来。知らない景色けしき。懐なつかしい匂におい。心地ここちよい感かん触しよく。苦にがい舌した触ざわり。耳じ朶だを打つ歌声。五感をしっちゃかめっちゃか搔かきまわしながら、いくつも駆け抜けていく。

　やがて自分自身の過去の可能性も俺は虹の嵐の中に垣かい間ま見みた。

　作戦に失敗し、ノーマッドに捻ひねり殺される世界。リズを探し出せず、まんまと帝国兵に捕つかまった世界。皇こう帝てい陛へい下かに生体エネルギーを献けん上じようするだけの生きる点てん滴てきパックになった世界。ヴォーガの代わりに死んだ世界。逃げ出した世界。クワントールに立ち寄らなかった世界。リズとともに大たい気き圏けんで燃え尽きた世界。ヴィーコンでヴァーミリオンごと自じ爆ばくした世界。ヴォーガの忠ちゆう告こくを聞いてリズを追わなかった世界。

　もっと根本も見た。

　賞金稼かせぎにならなかった世界。シイカともどもノーマッドに殺された世界。そして、いくつもの可能性の奔ほん流りゆうに押し流されていくなかで俺おれは一いつ隻せきのシャトルとすれ違った。そこには七歳さいのシイカがいて、親父おやじがいて、母かあさんがいて、九歳のころの俺がいた。家族は連れん合ごう軍ぐんに保ほ護ごされ、大だい艦かん隊たいの警けい護ごの下、クロスロード星せい系けいへ強制送そう還かんされている途と中ちゆうだった。

　この八年間、何度も何度も頭の中で思い描いた最良の結末。どんな可能性を吟ぎん味みしても辿たどり着けないと思われていた世界。

　でも、そこに虎とらの顔の獣じゆう人じんはいない。

　悲しみと絶望に沈む俺に強くあれと教えたあの人はいない。

　一人の獣人の犠ぎ牲せいによって生を得たであろう九歳の俺は母さんの腕の中で甘えて、先の見えない外宇う宙ちゆうでの未来に不安を顕あらわにし、震えているだけだった。まるで宇宙でもっとも不幸な子どもだと言わんばかりに。

　目を背けようとしても、バグはその世界に引っ張られるようにしてゴロゴロと機き体たいを転がした。最良の世界か。最悪の世界か。

　どんな世界でもこの胸の傷が癒いえることはない。

　だったら俺は──

「っ！」

　緊急脱だつ出しゆつ装そう置ちに手をかけ、宇宙ヘルメットを被かぶった俺は生なま身みで虹にじの嵐あらしに飛び出した。

　ほんの一いつ瞬しゆん、見慣れない宇宙船が親しげに俺の真上を飛んでいった。スリーピース号よりも少し大きくて、なかなかイカしている。今の俺には到とう底てい手が届きそうにない機き体たい。船内の様よう子すも見えた。クルーの半分は見たこともない連れん中ちゆうだ。俺なら仲間はおろか居候いそうろうにだってしないような癖くせのある面子メンツばかりだ。

　さぞかし船長は大変だろう。でも俺には関係ない。

　そんなことを思って視線を外そうとした矢先、リビングらしき場所の中央で楽しげに口論を繰り広げる、よく見知った男女の姿すがたに気付いた。壁には虎の獣人の写真。




　──何かあったら、すぐに呼んで──




　俺は時空の暴ぼう風ふう雨うの只ただ中なかで、あらん限りの思し考こうと声を振り絞しぼって彼女の名前を叫んだ。




　リズ！




　容よう赦しやなく時空の川が俺の身体からだを飲み込んでいく。

　ヘルメット内の酸さん素そに十分な量はない。徐じよ々じよに意い識しきが遠くなっていく。

　ぬるま湯のように心地ここちよい気分に身体からだが浸ひたっていく。

　現実と夢の境さかいも曖あい昧まいな虹にじ色いろの空間を突とつ如じよ、一いつ隻せきの船がぶち破って浮ふ上じようしてきた。




　ジン！




　それが耳じ朶だを打つ声なのか、思し考こうなのか。もう判はん断だんもできない。

　ただ誰だれの声かははっきりしていた。

　俺は右手に握りしめたレイ・ブレードを高く翳かざし、最大出力で放出した。どこまでもどこまでも伸びるビーム粒りゆう子しの束たば。船がようやく俺の存在を捉とらえて接近してくる。

「……リズ」

　遭そう難なん救助船インティリオの船せん首しゆに手を伸ばしながら、俺は生なま温あたたかなまどろみの中にゆっくりと沈んでいった。













　第五章　駆け出しの賞金稼ぎと捕らわれの姫君







　渡り。またの名をスペース・マイグレーション。

　かつてこの宇う宙ちゆうを我が物顔で飛びまわっていた宇宙生物たちは群れで活動し、星と星の間や銀ぎん河がと銀河の間をワープし、広がり続ける『点』でしかない宇宙を『線』で繫つないだ。渡りの目的は様さま々ざまだった。新たな餌えさ場ばを探すためだったり、過か酷こくな季節を避けるためだったり、子を産み落とすためだったり。とにかく生き残るためのあらゆる理由から宇宙生物は渡りをし、目的を果たすとまた次の渡りの季節を待つように自分たちの母ぼ星せいに帰って行った。

　母星。生命の故こ郷きよう。

　どんなに小さい生き物でも必ず持っているもの。だけど、それがどんな形をしているかは生き物によって違う。知的生命によって違う。歴史によって違う。

　あるかもしれないし、なくなっているかもしれない。

　ノーマッドは連れん合ごうに奪うばわれた母星をヴァーミリオンが生み出す破は壊かいと再生によって取り戻そうとした。ブリギットは自分たちの生存に適した新たな母星を探す旅をもう一〇〇年以上も続けている。リズは停てい滞たいした母星に見切りをつけ、巣す立だとうとしていた。

　じゃ、俺おれは？

　俺の母星は外宇宙からは見えない。太陽系はもとより銀河系の光だって拝おがめやしない。見えなければないのと同じだ。地球への執しゆう着ちやくはとっくの昔に失うせてる。あそこはもう俺の母星じゃない。あのボロ船ももうない。

　じゃ、俺はどこに渡って、どこに帰ればいい。

　俺の帰る場所は──。




『つづ……て…………ネークズ……ンドの赤せき色しよく巨きよ星せいの話題です。超ちよう新しん星せい爆ばく発はつも間ま近ぢかということで周辺星せい域いきへの立ち入り禁止勧かん告こくが出されて一〇年。この数年に一度の大イベントに天文ファンのみならず多くの人々が関心を寄せていたわけですが、昨日きのうついにその爆発が観かん測そくされました。連合宇宙局や専門家の予想では三〇日先での爆発が有力視されており、一部で赤色巨星ブームが起きるなどの盛り上がりを見せていたのですが、この予想をはるかに上回るスピードでの爆発にネットでは数多くの落らく胆たんの声が上がっています』

『各惑わく星せいでは観測グッズの生産が急ピッチで進んでいたそうですが、今回のフライングノヴァで関連企き業ぎようは天文学的な量の在庫を抱えることになりそうですね』

『フライングノヴァ、ですか。それはいい表現ですね。一部では前の戦争で帝てい国こく軍ぐんが開発した爆ばく弾だんの不ふ発はつ弾だんが、超ちよう新しん星せい爆ばく発はつを誘ゆう爆ばくしたのではないかとする意見もありますが』

『はっきり言って陰いん謀ぼう論ろんの域いきを出ませんよ』

『ほう』

『スネークズエンドの赤せき色しよく巨きよ星せいほど巨きよ大だいな天体を誘爆させられる爆弾など、過去の帝てい国こく軍ぐんはもちろん現在の連れん合ごう軍ぐんにだって作れるわけはありません』

『それはグランスラー宇う宙ちゆう立りつ大学の一教きよう授じゆとしてのご意見ですか』

『もちろんです。もしも超新星爆発が自由にコントロールできるのだとしたら、危険な天体は外宇宙にもたくさんあるわけですからすぐにでもこれの除去にあたるでしょう。天文イベントとしても大きな経済効果を得るわけですから、大々的に発表し、各惑わく星せいに技術提てい供きようをすることはあっても、研究所の地下で後ご生しよう大だい事じに隔かく離りしておくなど、到とう底てい考えられることではありませんよ。外宇宙の平和と発展を妨さまたげるようなものですから』

『それもそうですね。では続いてのニュースです。誘ゆう拐かい事件で一いち躍やくときの人となった──』




　勝かつ手てなこと言ってやがるぜ。

　混こん濁だくする意い識しきのなかですうっと流れ込むように入ってきたネットニュースの声に俺おれは漠ばく然ぜんとそんなことを思った。夢か現うつつかもわからない。考えたさきから忘れていくような曖あい昧まいな認にん識しきと不確かな手触りとぬるま湯に浸ひたるような心地ここちよさ。ずっとそこに留とどまっていてもよかったんだろうけど、聞き覚えのある鼻歌が俺を夢から引っ張りあげた。

「るるる　るぅ～る　るるる～～ん」

　よく知ってる病室のよく知ってるベッドの隣となりで、俺は目を覚ました。

　首をゆっくり横に振る。

　左隣のベッドはもぬけの殻からだった。でも何の心配もいらなかった。ベッドの主は車くるま椅い子すに乗りかえて、俺の左膝ひざの辺りで上体を預けるようにうつ伏せになって休んでいた。肩からずり落ちそうになるカーディガンをときおり直しながら、彼女は正面のウォールスクリーンに映るネットニュースをぼーっと眺ながめていた。

　昔よく母かあさんが唄うたっていた鼻歌を口ずさみながら。

　俺はシーツの中から手を出して、少女の黒くろ髪かみのお下げを撫なでた。感かん触しよくに気付いた彼女がお下げ髪に手を伸ばす。ふと俺の指に触れると、彼女は雷かみなりにでも打たれたようにバッと起き上がって、覚かく醒せいした俺のことを認めた。

「お……兄にいちゃ…………」

「おう」

　ヨッと軽い感じで手を翳かざすやいなや、シイカは両目に涙をためて俺に抱きついた。

　ずしりと重い彼女の身体からだを全身で感じる。

「バカ…………ほんとに、バカ……」

「おいおい……『兄にい』をつけねぇと、ただの『バカ』になっちまうだろ」

「ただの『バカ』だよ、バカ！　心配ばっかりかけて……無む理りしないでって言ったのに……お兄ちゃんがいなくなったら……私」

　そっか。

　帰る場所なんて、場所とは限らないんだ。

　大だい事じなのは誰だれと繫つながってるか。自分を思ってくれる誰かがいるかってことで、たった一人でもそういう人がいるなら、きっとどこだって俺おれの帰る場所になるんだ。

「ごめん」

「…………うん」

　鼻をすすりながら、シイカはいつまでも俺の胸に顔を埋めて泣いた。

　いつの間にこんなに大きくなったんだろう。毎週のようにその成長を見ていたはずなのに彼女の重さを全身で受け止めるとまた一段と感かん慨がいが深くなった。

「シイカ」

「なに……？」

「今度こそ俺、ノーマッドを倒したから。親父おやじと母かあさんの仇かたき取とったから。だから──」

「──死んじゃったら、元も子もないじゃない」

　両肩に添えられたシイカの手に力がこもる。

「私には……お兄ちゃんだけなの……この宇う宙ちゆうで……お兄ちゃんだけなんだよ」

「……」

　ヴォーガ。

　やっぱりあんたは間違ってなかった。俺だってわかってないわけじゃなかった。俺にとってもシイカはたった一人の大事な家族だ。ただ、その大事な家族を守らなきゃってことばかりが先行して、結局は親父と同じ道を歩んじまった。自分の身を犠ぎ牲せいにしてでも大事な人を守るのが大人おとなだと。『一いち人にん前まえ』の男だと誤ご解かいして、突っ走っちまった。

　けれど、時にはおそらく逃げることも大事なんだ。今回はたまたま上う手まく行ったけど、行かなけりゃ俺は妹を救う代わりに妹の大事なものを奪うばっちまうところだった。

　それを、頰ほおを伝い胸に零こぼれるシイカの涙で思い知る。

「でも……なんで俺、ここに」

「それは……」

　シイカは一いつ旦たん顔を上げて赤い目をごしごしとこすった。

「リズって……クワントールの王おう女じよ様が……私がここにいることを知って、病院を移してくれたの。お兄ちゃん……遭そう難なん救助船で救助されたあともずっと……昏こん睡すい状態だったから。私の傍そばでなら、目を覚ますだろうって」

「リズが……」

　なるほど。でも、俺おれにはシイカが説明した以上の理由がそこにはあるんだろうって、なんとなく直感した。




　──機き会かいがあれば、いつか君にもわからせてあげるわ──




　こいつはあのときの口論の答えってわけだ。

　やられた。

　しかし、偉えらく金と権力のかかった仕返しじゃないか。惑わく星せい王家のお姫ひめ様さまだからこそできる洒落しやれた気心の使い方だ。いつか倍返ししないとな。

「っていうか俺、何日寝てたんだ？　一か月？　半年？　ひょっとしてまた髪かみ切った？」

「切ってないよ！　っていうか髪触りすぎ！」

　途と端たんに顔をむすっとさせて、シイカは俺の手からお下げ髪を取り上げると泣きはらした赤い目のまま車くるま椅い子すに戻った。あれ、再会モードはもう終わり？　もうちょっと俺の胸に顔を埋めてもいいんだよ？　ま、思し春しゆん期きだししょうがないか。

「八日だよ」

「……八日？　なんだ……たった八日か……よかった」

　ほっと胸をなでおろす俺とは対たい照しよう的にシイカはより不ふ機き嫌げんな顔で唇くちびるを尖とがらせた。

「うぅ……」

「なんだ、どうしたんだよ」

「八日『も』だよ」

「は、へ？　何が？　何が八日『も』？　たった八日でしょ」

「……もういい！」

　あれ、なんか怒ってる？　え、だって八日で済むなんてラッキーじゃん。

　何を怒ることがあるの。う～ん、思春期の女の子は難しい。よくわからないうちに拗すねてしまった妹の横顔をじろじろと見つめていると、恥はずかしいのかウザいのか（後者でないことを祈る）俺の視線を誘ゆう導どうするようにシイカがウォールスクリーンを指差した。

「あの人、元気そうだね！」

「へっ？」

　つられて振り返るとネットニュースの動画にリズが──いいや、リィズ・ソングマールが映っていた。

　煌きらびやかなドレスに身をつつみ、見たこともない男と並び立って、派は手でな飾りつけをしたオープンカーに乗っている。場所はラスタニアの公道。二人で賞金稼かせぎたちとカーチェイスをしたからよく覚えてる。

　沿道にいる国民に手を振るリズ。厚手の化け粧しようで着飾った彼女は隣となりに立っているオカッパ頭のイケメン王子同様に俺おれの知らない人間に見えた。




『しかし、急な入にゆう籍せき発表でしたね。惑わく星せいトレースのオレン王子との婚こん約やくは以前から噂うわさされていましたが入籍や婚こん礼れいの儀ぎはまだまだ先になるのではと見られていました。これはいったいどういうことなのでしょうか』

『そうですねぇ。おそらく先日クワントールを襲おそった帝てい国こく残ざん党とうによるものと思われるテロが大きく影えい響きようしているのだと思われます。クワントールは決して軍事力において劣る国ではありません。しかし、テロとの戦いは一国の軍ぐん隊たいだけではままならぬ部分があります。クワントール星せい府ふはこれを機きに他国との同どう盟めい強化を図ることで、より強固な防ぼう衛えい体制を敷しこうとしているのではないでしょうか。もちろん国内外に人気の高いリィズ王おう女じよの結婚という明るい話題で、テロによって傷ついた国民を元気にしたいという狙ねらいもあると思います』

『誘ゆう拐かい騒そう動どうからまだ日も経たっていませんが、これについてはいかがでしょうか』

『一部では海かい賊ぞくソウ・ザ・シードとの関係も取りざたされていますので、そこでついたマイナスイメージの払ふつ拭しよくという意い図とも、当然あるでしょうね』




　二人を祝福するように紙ふぶきが舞う。歓かん声せいが通りを包む。ときどきテロで壊こわれた街の残ざん骸がいが遠くに見え隠かくれするもののカメラに映る限り、街の人々は幸せそうだ。

　でも、彼女はとてもそうは見えない。顔に張り付いている下へ手た糞くそな笑顔を見ているとこっちまで息苦しくなる。

　彼女はまだ覚えているだろうか。たった今通り過ぎたアパートの、その屋おく上じようでの出来事を。意い地じを張って突っ張る半人前のガキを引き留めるためにバイクから飛び降りたあの最高にクレイジーで純じゆん真しんな瞬しゆん間かんを。女海賊に捕つかまってパンツ一いつ丁ちようにされた憐あわれな賞金稼かせぎのことを。サングラスを頑かたくなに外さなかった虎とらの獣じゆう人じんのことを。たった三つのアポロンのことを。

　彼女の後ろに現女じよ王おうアイリーン・ソングマールの乗る豪ごう奢しやなオープンカーが続く。さぞかし気分がいいことだろう。実にいい笑顔をしてやがる。

「実物の方が綺き麗れいだね」

　シイカが憧あこがれを顕あらわにするようにつぶやく。

　俺も同意見だった。

「バカ兄にいのことが心配で最初の晩なんてずっと付きっ切りで看みてたんだから。リズさんとたくさんお話ししたよ。バカ兄のこととか。地球のこととか。私の作ったものも、すごいねって褒ほめてくれたの」

「リズは正直だからな。噓うそやお世せ辞じは絶対言わない。

「うん。私そういう人好き。バカ兄のおかげでお姫ひめ様さまと友達になれちゃった。でも、すぐ次の日に黒い服を着た人たちが来て連れて行っちゃったの」

「……」

　黒い服。アイリーンが差し向けた王おう宮きゆうの手のものだろう。婚こん約やく話を急いだのはおそらく星せい都と襲しゆう撃げき事件の裏に隠かくされた一連の顚てん末まつから世せ間けんの目を欺あざむくためだ。パッと見、クワントールは被ひ害がい者しやに見えるがその一方で俺おれやヴォーガを賞金稼かせぎたちに売ったり、実の娘むすめを交こう渉しようの道具に利用しようとした経けい緯いがある。

　とはいえ、わずか八日でパレードにまでこぎつけるなんて。女じよ王おうとしてもよほど切せつ迫ぱくした状況だったに違いない。

「あの人が次のクワントールの女王様になるの？」

「ならないよ……なれるとしても、きっとあいつはならない」

「お友達なの？」

「わからない。そうかもしれないし、今は違うかも」

　その証しよう拠こにさっきから何度も思し考こう通信を試してるけど、彼女の頭にはプロテクトがかかっていて、いくら呼びかけても答えがない。

「彼女のこと、好きだった？」

「好きだったよ。とってもとっても好きだった。多分、今も変わらない」

「そう」

　たった一日のことで『好き』も何もないかもしれないけど、パレードで心のこもってない笑顔を振りまく彼女を見つめているうちに、俺は自分の心に大きな穴が穿うがたれていることを思い知った。せっかくノーマッドの手から助け出したっていうのに。俺のよきリィズ・ソングマールが永久に奪うばわれてしまったみたいに思えて、ただただ胸が痛かった。

「バカ兄にい。失しつ恋れんするにはまだ早いかもよ」

「は？」

　車くるま椅い子すで自分のベッドに戻りながら、シイカはナイトテーブルを指さした。

「リズさんからのお手紙があるよ」

「え！」

　すぐさまナイトテーブルの上に置かれた一枚の封ふう筒とうに飛びつく。ソングマール家の紋もん章しようと思わしき封ふう印いんを破り、昔ながらの羊よう皮ひ紙しの手紙を取り出す。

　内容は二枚。外宇う宙ちゆうの共通言語を用いて達たつ筆ぴつな字で書かれていた。一枚目には俺を救出したときのことや、大学の研究室を辞やめたこと、それによっていよいよ自分はアイリーンの駒こまとして他の惑わく星せい王家に花はな嫁よめとして売り渡されるであろうことが。

　そして二枚目にはヴォーガの死に対する悲しみと、俺への謝しや罪ざいと感謝の気持ちが綴つづられていた。そこまで読んでも心のモヤモヤは晴れなかった。

　だけど最後の一文を目にしたとき、俺は自分が何をすべきなのかを悟さとった。




『四度目はあるのかしら？』




「悪い、シイカ。俺おれ、用事ができた。いますぐ退院するわ！」

　およそさっきまで眠っていた男とは思えない勢いで起き上がるとベッドに戻ったばかりのシイカが俺を止めんと慌あわてて身を乗り出した。

「ちょ、何言ってんの！　ダメだよ！　まだ安静にしてないと！」

「八日も寝てりゃ十分さ。シイカとはできるだけ一いつ緒しよにいたいけど、ベッドの上でお寝んねしてるのは俺の性しように合わない！」

「どこに行くのよ！」

「遥か遠い星々の彼方かなた。まだ見ぬ危険と冒ぼう険けんの地へ！」

「答えになってない」

「近いうちにまた話してやるよ」

　ナイトテーブルの収しゆう納のうに着替えを見つけ、ささっと着替える。シイカはさすが兄妹ということもあってしつこく止めることはしなかった。肉親ゆえの諦あきらめの境きよう地ちとでもいうのか。ただぼそっと唇くちびるを尖とがらせ言うのだ。

「……どうせ来週になったら顔出すんでしょ」

「もちろん」

　ま、その頃ころにはお尋たずね者になってるかもだけど。

　そんなことを言えばシイカを余よ計けいに心配させるだけだから、俺はありったけの疾やましい笑顔で妹の不安を吹っ飛ばした。

「あ、バカ兄にい待って！」

　靴くつを履はいて窓から逃げ出そうとした矢先、シイカが思い出したように俺の寝ていたベッドの下を指した。頭を逆さにして覗のぞき込む。大きなトランクケースがそこに鎮ちん座ざしていた。

「なにこれ？」

「なんか白い服着た人たちが来て置いて行ったの」

「白い服って……誰だれだよ」

「多分、連れん合ごう政府の人じゃないかな。ヴォーガさんとここに来たばかりのころに同じような服を着た人を見たことあるから。何かお礼れいって言ってたよ。危険物じゃないから安心していいって言われて、中身も見せてもらった」

　シイカの口からあの人の名前が出て、俺は少し狼狽うろたえた。

「あの……ヴォーガのことなんだけどな…………その実は……」

「知ってるよ」

「え？」

「お姫ひめ様さまから聞いたの」

「シイカ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。バカ兄にいが寝ている間に二人でたくさん泣いておいたから。でも、酷ひどいよね。バカ兄のハヤシライス食べないで逝いっちゃうなんて」

「……」

「戻ってきたら、またヴォーガさんとの冒ぼう険けん話、いっぱい聞かせて」

「おう」

　今度連れてくるって約束したのに。それを守れなかったことをふと思い出す。サングラスを取り上げて、引っ張ってでも連れてくるつもりだったのに……。

　もう二度とあの人は戻ってこない。

　そのことを受け入れて生きて行かなきゃいけない。あの人のいないこの宇う宙ちゆうで生きて行くために。あの人が言ってくれたような立りつ派ぱな男であるために。そう心に言い聞かせて、男らしくきっぱりすくっと立っていたいと思うのに……寂しくて仕方ない。

「お兄ちゃん……」

　シイカが心配そうに声をかける。

　それで我に返る。

　生きて行かなきゃいけないんじゃない。戦っていかなきゃいけないんだ。

　あの人が教えてくれたことを何ひとつ無む駄だにしないために。あの人が生きていたことの痕こん跡せきをほんの欠片かけらでもこの宇宙に響ひびかせるために。

　俺の人生なんかヴォーガのそれに比べたらまだ始まったばかりだ。

　失ったからって終わったわけじゃない。

「で、ケースの中身ってなに？」

　目の奥に溜たまった熱いものを拭ぬぐって、いつもの軽けい薄はくな笑えみを浮かべる。俺のよくできた妹は兄の涙を見て見ぬフリして、またぞろ精せい密みつ機き器きの修しゆう理りに取り掛かる。

「三億おくダラスだって。キャッシュで」

「へぇ、そりゃ結けつ構こう」

　んじゃ、さっさとおさらばしますか。にしても三億か。何を食べよう……えっ？

「さ、さささささささささささささ、三億っ!!」




　銀ぎん河が帝てい国こく将しよう軍ぐんノーマッドは宇宙漂ひよう流りゆう刑けいに処しよされ、死し亡ぼうした。

　というのが外宇宙連れん合ごう政府としての見解である以上、絶対脱だつ出しゆつ不可能とされた宇宙漂流刑から生せい還かんしたことはもとより、帝国残ざん党とうファイヤーブラッドに合流したことや、そのファイヤーブラッドがグランスラー宇宙立大学と共きよう謀ぼうしてヴァーミリオンを作り、連合政府本部があるクロスロード星せい系けいに投下しようとしていたなんてことが公おおやけにできるはずがない。

　俺への報ほう奨しよう金きん三億ダラスの内うち訳わけはおそらく半分がノーマッド討とう伐ばつに対する賞金でもう半分が口止め料ってとこだろう。あんな死ぬ思いまでして誰だれが口外するかっての。

　貰もらった三億おくのうち二億はシイカを別の病院に移したり、研究チームを組んでもらうための資金にあてるとして、残りの一億をどうするか。

　五分ほど考えた末、俺おれはとある武ぶ器き商人が運営するスペースシップストアで以前から目をつけていたサテライト級の宇う宙ちゆう船せんを現金払いで購こう入にゆうした。

　スリーピース号よりもちょっと大きくて加か速そくの利く船だ。

　船はこいつのカラーとシルエットを取って、渡わたり烏がらす──『レイヴン号』と名付けた。いくつもの銀ぎん河がを渡って獲え物ものを狩かるスーツ姿すがたの賞金稼かせぎには、打ってつけの名前だ。

　納のう船せん時期をいつにするかというかったるい話をすっとばして、俺は早々に鍵かぎをぶんどってエンジンに火を入れた。

　行先は決まってる。こんなに早く戻ることになるなんて思ってもみなかったけどな。




　外宇宙に来てから八年。時の流れは不ふ思し議ぎなもんだ。

　見えなかったものが見えて、わからなかったことがわかってくる。いまならヴォーガがぼやいていた説せつ教きようの意味が、まぁなんとなくわかる。これからまたひとつひとつ、あの人のいなくなった世界であの人についてわかってくることもあるだろう。なんで金曜はカレーじゃなきゃいけなかったのかとか、なんであんなに女が苦にが手てだったのかとか。なんで俺たち兄妹を守るのに命を懸かけたのかとか。

　人ひと伝づてに知ることもあれば、自分の身になってわかることもあるかもしれない。

　だから、今は時の流れに身を任せる。

　また何か失うかもしれないけど、反対に何か得るかもしれない。

　宇宙の中からひとつの銀河を選び、その中からまたひとつの星を選ぶように今の俺という人間があるはずだから、この先も全部受け入れる。

　外宇宙に来てから八年。

　半人前の少年は一七歳さいになり、一船のアウトローになり、故こ郷きようから遠く離れた惑わく星せいクワントールの星せい都とラスタニアの王おう宮きゆうローダーズパイプの屋や根ねにいる。

　花はな婿むこが王宮の広間で祝しゆく宴えんに興きようじるなか、姫ひめ君ぎみはかつての自室に閉じこもっていた。

　彼女は天てん窓まどから差し込む数億おくの星々の光を仰あおぎ見ていた。その表情は自由との別れを惜しむように暗く沈んでいた。花はな嫁よめの憧あこがれである純じゆん白ぱくのドレスも彼女の気持ちまでは晴れやかにできなかった。

　ふと天窓の脇わきに見知った少年の姿すがたを認めるなり、彼女は目を見開いた。

「……」

　驚いて声を上げそうになり、慌あわてて両手で口を押さえる姫君。絶望に曇っていた瞳ひとみがみるみる涙で溢あふれ、輝きを取り戻す。しかし、その涙が頰ほおを伝うことはなかった。少年が見ていることを知って、右手でごしごしと目ま蓋ぶたを拭ぬぐうと彼女は王おう女じよたる凛りんとした佇たたずまいに直って、目の前に降り立つ少年に向かって、こう尋たずねた。

「君はいったい何者？」

　作りものじゃない、俺おれの大好きないたずらっぽい笑えみを浮かべて、リズが首を傾かしげる。

　彼女に手を差し伸べ、俺は言った。

「ジン・カツヒラ。地球生まれの賞金稼かせぎだ」
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　　あとがき




　前作『S.I.A.　‐生徒会秘ひ密みつ情報部‐』をご購こう入にゆういただいた方々へ。

　皆様今晩は。長なが月つき渋じゆう一いちです。三年間のご無ぶ沙さ汰たいかがお過ごしだったでしょうか（某ぼう長ちよう寿じゆラジオ番組のオープニング風に）。

　三年も空あくとあれですよね。海外ドラマだと役者が二人も変わったりして、でも元々存在感が薄い役なんで変わったことにすら気付かない、みたいな感じでとくに待ちに待ったって感かん慨がいもないですよね。本作を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。

　そして、本作ではじめましての方々へ。

　誕たん生じよう月の旧きゆう暦れき読みに十一の「十」に本名の頭かしら文字を充あててペンネームにしちゃった長月渋一という者です。お知り合いの方にもし、仮に、よしんば本書をお勧すすめしていただける際にはドヤ顔で前述の著ちよ者しや名めい由ゆ来らいをお話ししていただけると幸いです（あと「しぶいち」と読むんじゃないよ、という補ほ足そくも）。あとお買い上げいただきありがとうございます。

　さて作家人生三度目の、冬来きたる。

　ＳＦ風ふう味みの冒ぼう険けん活劇『アウトロー×レイヴン』はいかがでしたでしょうか。

　本書の執しつ筆ぴつ依頼をいただいたのは今年の四月末。新しい担当編へん集しゆう者様より新作を書けないかということで、準備に二か月、執筆に二か月と十日、直しに二週間という（僕にしては）ハイスピードで完成したのが本作です。いやぁ、まさか本当に十二月の出版に間に合うとは思ってもみませんでした。ややカテゴリーエラーと噂うわさされる「スペースオペラ」のお題を振っていただいた新編集者様には貴き重ちようなチャンスをいただき、大変感謝しております。イラストレーターのGarukuガルクさんも素す晴ばらしいイラストを描いていただき、ありがとうございました。




　それではいくつか謝しや辞じを。

　いつも支えてくれる家族と多くの友人たち。読者の皆様。作家人生初めてのファンレターをくれた愛あい知ち県のＩさん（返事を書けなくて本当に、本当にごめんなさい！）。本書執筆に膨ぼう大だいなイマジネーションを与えてくれたであろう、過去に見た＆読んだ数え切れないＳＦ映画とＳＦ小説の名作たち。そして、鬱うつ屈くつした中学時代に「一いち人にん前まえ」の大人おとなのかっこよさを教えてくれたオンボロ宇う宙ちゆう船せんの四人と一匹ぴきへ。

　心からの感謝と果てない愛と、特製チンジャオロースへの憧しよう憬けいをこめて。





二〇一五年　深夜のファミレスより
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長なが月つき渋じゅう一いち

９月11日生まれ。玉座争い系血みどろ海外ドラマと日常系ゆるふわ萌えアニメをこよなく愛する31歳。写真は、職場のバイトの子が海外旅行で買ってきてくれた拳銃型カップ。この形のおかげで、税関で足止めを食らったとか……ありがとう。大事に使う!!
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イラスト／Garukuガルク

見よう見まねで絵を描き続け、途中アニメーターを目指したりもしましたが今の位置に落ち着きました。カツ丼が大好き。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「長月渋一先生」係

「Garuku先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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